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    　　　　　　序・一


    



    　はじまりは、夜空に咲いた炎だった。


    　雲を引き裂き、密に詰まった星彩をキャンバスにして、ふたつ、三つ、焼けただれた花弁が夜のさなかへ紅をひろげる。


    　遠いとどろきが、砂漠をいく旅芸人一座へ伝った。大人たちが顔を上げ、雲の彼方かなた、次々に咲いていく炎へ目を細める。


    「エデンの輸送船だ。夜に飛ぶのは珍しいな」「でかいぞ。見たことないくらい」「接触かな。標識灯は点いているが……」


    　ひそひそと話し合う声を耳の端に聞きながら、ひとりの少年が大人たちに並んで、明るく染まった星空を見上げていた。


    　なにかがはじまろうとしている。


    　まだ九歳の少年の脳裏にそんな言葉が勝手によぎった。気がついたら少年は、夜を焦がす炎のもとへ駆けだしていた。


    「おいルカ、抜け駆けするなっ！」「いま近づくと危ねーぞ。ごみが降ってるだろー」「死にたいんだろ、ほっとけよ」


    　警告の声を背中に受けて、ルカと呼ばれた少年は息を切らし、顎あごを上げて夜の砂漠を走った。


    　天空から重い響きが伝うごとに、月光をきらきら弾きながら船体の欠片かけらが雪みたいに降るのが見えた。あれが直撃したら命はない。しかしなにかに招かれるように、ルカは大人たちを後方へ残して砂丘を駆け下り、また駆け上る。近づくほど被災した飛行艦艇の輪りん郭かくが明らかになって、事故の全ぜん貌ぼうが炎のうちに照らし出される。


    「翼竜が……っ!!」


    　体長三十メートルは超えているであろう巨大な翼竜が群れなし、二隻の飛行輸送船にかぎ爪を突き立て、推進装置や方ほう向こう舵だを破壊していた。飛翔石を構造材に用いた船体は、翼竜の牙きばの前にもろくも噛かみ砕かれている。


    　翼竜が飛行艦艇を襲う、などという話は聞いたことがない。とてつもなく異常な事態がいまこの空で起きている。ルカは足を止めて、翼竜の怒りの出どころを見極めた。


    　──あの船の荷物を、翼竜は取り返したいんだ……。


    　そう思った瞬間、輸送船の下腹部で大きな爆発が起こり、格納庫に積まれていたとおぼしい大量の積み荷がばらばら、空へむかってぶちまけられた。翼竜は落下物に構うことなく輸送船への攻撃をやめない。


    　ルカは意を決し、さらに砂丘をひとつ越え、積み荷の落下点を目指して走った。


    　落下物のうちに、人のかたちのものがたくさん紛れていることが視認できた。明らかに機械兵のシルエットだ。あれを一体でも手に入れて仲買商人に売ったなら、このみじめな生活とはおさらばできる。より良いお宝を見定めようとまなじりに力を込めると、明るい月光がひときわ小さな影を夜のなかへ浮き立たせた。


    「女の子……？」


    　炎が彩る夜空を背景にして、羽毛みたいにゆっくり落ちてくるのは紛れもなく女の子のシルエットだった。まるでひとりだけ星の水槽に沈みこんでいくかのように、他の落下物が次々に少女を追い越して落ちていく。


    　重力が、その女の子にだけ優しく作用している。


    　ルカの目には一瞬そう見える。けれどそんなわけがない。もっと目を凝こらすと、落下速度を抑制しているものの正体が見えた。


    　小さな翼竜が懸命に羽ばたき、少女を支えているのだ。


    　女の子は気絶しているらしい。垂れた両手両足が力なく揺れていて、着ているワンピースの背中のところが翼竜の後ろ足の爪に引っかかっている。体長一メートルにも満たないであろう翼竜は少女を墜死させまいと、見ていて健気なほど翼を羽ばたかせているが、正直なところあのまま地面に激突したら大けがは間違いない。


    　助けるべきか、ルカは一瞬迷った。いまはまだ他の落下物が周辺に落ちていて、近づくのは危険だ。女の子を見捨てて、墜死したあとでゆっくりとエデンの荷物を拾い集め、金目のものだけ持って帰ればいい……。


    　そうささやいた理性は、ルカの本能によって蹴け散らされた。


    　あの少女を助けなければならない。


    　そうしたらきっと、とても素敵ななにかがはじまる。


    　希望もなにもないしみったれた毎日は今夜終わって、胸がわくわくするような冒険がいまここからはじまるんだ。


    　根拠などない。ただそう直感した、それだけだ。周囲に落ちている機械兵に構うことなくルカは走りながら叫んだ。


    「竜、おれが受け止めるから、ここに落ちてこいっ!!」


    　高度七十メートルほどのところで、少女の落ちる軌道が少しだけ変わった。翼竜が最後の力を振り絞って小さな翼を羽ばたかせたのだろう。ルカは後方を振り返って砂丘の頂点に立ち、覚悟を決めて砂の上に足を踏ん張り、両手をひらいた。


    「起きろっ、こっちに落ちるんだっ!!」


    　渾こん身しんの力を振り絞って声を張り上げると、落下してくる少女の翡ひ翠すい色の瞳が見ひらかれた。


    「え？」


    「竜、こっちだ!!」


    　翼竜はミツバチみたいに両翼を激しく羽ばたかせ、ルカにむかって投げつけるようにして少女の落下する軌道を変えた。


    　ふたりは、勢いよく抱き合うような姿勢でぶつかりあう。


    「きゃあっ」


    　悲鳴と同時に、ルカの突き出した両手が少女の背中に回った。後ろに引いた右足が衝撃を受けて砂にめりこむ。


    　ルカはその右足を支点にして一回転、そして今度は左足に支点を移してもう一回転してから砂丘の傾斜に倒れ込み、少女を抱きとめたままでごろごろ回転しながら落ちていった。


    　星空がぐるぐる回る。抱きとめた少女の体温が伝わる。口にも鼻にも砂が入り、その味を噛かみしめながら、少女の無事を祈った。


    　ぎええ。


    　世界が静止して、まずそんな声が右耳を打った。顔をしかめて口の砂を吐き出し、片目をあけて、いまのが傍かたわらにちょこんと座った翼竜の子の鳴き声であることを確認した。


    　目の前は一面の星の海だった。自分が砂漠で仰向けに倒れているのがわかった。上体を起こそうとして、両手と胸部の痛みにうめいた。翼竜ががんばってくれたおかげでかなり緩和されたとはいえ、それでもかなりの衝撃だった。女の子は無事だろうか。


    　歯を食いしばってなんとか身体を起こした。さっきまで間断なく空から伝っていた爆発音はやんでいたが、二隻の飛行船は正反対の針路を取っていた。


    　下腹の抜けたほうの輸送船は帰還を諦あきらめたのか南方に舳へ先さきをむけ、船体上部から炎をあげている輸送船はしぶとく北方を目指していた。しかしあの損傷ではそう長くは飛べそうにない。


    　目的地はどこだろう。そして積み荷はなんだったのだろう。


    　ぎええ。また傍かたわらから翼竜の声がした。体長一メートルほどの翼竜の子どもが、つぶらな瞳でルカを見つめていた。そして顎あごをしゃくるようにして、長い首を砂丘の一角へ差しむける。


    　少女は砂地に突っ伏していた。ぴくりとも動かない。


    「あ……」


    　慌ててルカは砂の上に膝ひざを立てて、全身をめぐる鈍い痛みに顔をしかめながら立ち上がり、少女のもとへ駆け寄って跪ひざまずいた。おっかなびっくり両手を少女の肩にかけて、身体をひっくり返す。短いうめき声があがったので息はあるようだ。


    「お、おい、大丈夫か？　生きてるなら返事しろ」


    　揺すってみるが、少女は目を閉じたまま起きない。見たこともないほど鮮やかな金の髪に、血が通っていると思えないほど白い肌、白いワンピース。ルカはまだエデン人に出会ったことはないが、この少女が地上の人間ではないことはなんとなく直感できた。完かん璧ぺきさを求めて造形した結果、完璧すぎて人間の在り方からかけ離れてしまった人形のような。年齢はたぶんルカと同じくらい。


    　遠くから旅芸人たちの騒ぎ声が聞こえた。もうじき落下物を物色しにここへ来る。


    　彼らは金儲もうけのためならなんでもやる。こんなにきれいな女の子なら、人買いに売られるのは間違いない。もしくは「エデンから落ちてきた少女」だのなんだのお題目をつけて、旅の一座で見せ物にするか。


    　そんなことさせない。この子はおれが助けるんだ。


    　ルカは立ち上がり、周辺に目を走らせた。輸送船から落ちてきた貨物があちこちに散乱している。月明かりが照らし出す輪りん郭かくのうちに機械兵のものもあったが、ほとんどのものが落下の衝撃で五体がちぎれていたり砂深く埋まっていたり、すぐに使うのは無理そうだ。


    　と、傍らで様子を見ていた翼竜の子どもがルカの肩をおのれの角でつんつん突き、まるで指で示すように長い首を砂丘の一角へ差し伸べた。


    　首の先には。


    「あれ……足がある！」


    　体長三メートルほどの小型機械兵が砂丘にうつぶせにめりこんでいた。頭部と片腕が吹っ飛んでいるが、両足が無事だった。あれなら少女を連れて逃げることができる。慌てて機械兵のもとへ走り寄り、状態を確認する。


    　三十年式ボグオーツ機械兵だった。戦闘用ではなく、もっぱら工事・牽けん引いん用として用いられる後方支援タイプ。内部機構が単純で装甲が薄く、軽く頑丈で壊れにくい。脚部ユニットの六軸を調べると、両足とも無事だった。これなら歩けそうだ。


    　旅芸人一座で機械兵と猛獣を用いた演目があり、その整備はルカの担当だった。ボグオーツ機械兵ならエンジンのかけ方も操縦の仕方も応急修理も知っている。背面ハッチをあけて狭い操縦席に身体を入れて祈りながら起動キーを回す。


    　四度目でソーマエンジンが唸うなりをあげた。信じたこともない神に感謝してから、フットペダルと両手の操縦桿かんを操作して、うつぶせの状態から膝ひざを折り曲げ、上体を持ち上げてから一気に立ち上がる。


    　首のない巨人みたいなシルエット。肩関節、膝関節は円形のジョイントが剥むき出しだ。塗装の剥はげた合金装甲が鈍い銀色に月明かりを照り返す。


    　フットペダルを左右に踏み込み歩いてみると、なじんだ上下左右の揺れが腹に響く。無理な歩行をしなければ、一晩で三十キロメートルくらいは歩いてくれそうだ。


    　彼方かなたから大人たちの呼ぶ声が聞こえた。落下物に機械兵が含まれていたことに歓声をあげているらしい。だが残念ながらルカは、もう一座に戻るつもりはなかった。一年中グレイスランドをさまよう流浪生活に加え、給金はゼロ、朝から晩まで働きづめで、報酬は一日一回のパンと豆スープの食事。こんなことをつづけていたら、そのうち磨すり潰つぶされて死んでしまう。


    　ルカの機械兵は少女のもとへ歩み寄り、左手で少女の身体をつかみ、胸元へ抱いた。翼竜の子がぎええと鳴いて、少女の肩に止まる。


    　ともかく街へ出よう。ここからならガルメンディア王国首都ラランディアが近い。請負人にこの機械兵を売って、そのお金で特別身分証明書を手に入れよう。身分証明書さえあれば、定職にだって就けるかもしれない。毎日同じ寝床で眠り、毎日同じ仕事をして、少なくとも一日二回はパンが食べられる。そんな夢みたいな生活が現実になるかもしれない。


    　ルカは狭い覗のぞき窓から外部を覗き見た。機械兵の腕のなかで眠る、女の子の顔が間近にあった。


    「……ヴィヴィ……待って……」


    　エンジンの唸りの隙間から、女の子のうめき声が聞こえた。悪夢でも見ているらしく、苦しそうな表情だ。言葉の意味はわからないが、生きていることがわかれば充分。ルカは両手に唾つばを吐きかけて、決然と夜のむこうを睨にらみつけた。


    「よし、行くぞ！」


    　決意を込めて、機械兵の足を交互へ前へ送り、大人たちと反対方向へ逃げた。これまでルカをさんざんこき使ってきた大人たちの怒鳴り声がかすかに聞こえてくるが、構うものか。もう奴隷みたいな暮らしはやめにするんだ。ここから先はおれ自身の意志で生きるんだ。


    　この名も知れぬ女の子がきっと、新しい生活を連れてきてくれる。


    　直感のささやきを信じ、ルカは夜の砂漠を歩いていった。大人たちの罵ば声せいはすぐに聞こえなくなり、あとは蒼あおい月の光と、翼竜の子の鳴き声だけが残った。少女が運んでくるのが新しい生活どころか世界秩序そのものの破壊と変革であることなど、このときのルカが知るはずもなかった。

  


  
    　　　　　　序・二


    



    　十二月の王都ラランディアに青空はない。


    　石造りの街並みにはほとんどいつも青みがかった霧がかぶさり、昼間でも大通りの先まで見晴らすことができない。濡れた街路を行き交う灰色コートの人々や馬車馬たちは、その青い霧から生まれたもののように目の前に突然現れ、また霧のなかへ消えていく。濃霧なら昼間でもガス灯が点灯し、青い街路に葬列じみた橙だいだい色の火ほ屋やが浮かび上がる。いままた一列に並んだおぼろな橙色に、ひとりの少年が照らし出された。


    　だぶだぶで破れ目のあるコール天の上着と、つぎはぎのあたった木綿のズボン。布の靴は左右とも破れていて、寒気にさらされる親指は路上の泥に濡れている。この街では珍しくもない、路上生活をおくる孤児の格好。


    　剥むき出しの手のひらに白い息を吐きかけ、寒そうにごしごし擦こすりあわせる。目線はずっと路上に据すえられ、時折、落ちているものを拾い上げては片手の麻袋に収める。麻袋のなかはさまざまな拾いものでいっぱいだ。ぼろ布、古着、針金、錆さびた釘、ガラス片、タバコの吸い殻、それに骨。がらくたにしか見えないが、少年はとても大事そうに、路上に落ちているそれらがらくたをひとつひとつ、めざとく丁寧に拾い集める。


    　ラランディアのスラム街、メガロダウン。


    　二十万人の貧民が、人口の三％に満たない支配者層のおこぼれで生活するこの街には、少年のようにゴミ拾いで生計を立てるものが多くいる。家も家族も戸籍も持たない彼らが生きていくには、物ごいをするか、拾いものに頼るか、あるいは犯罪に走るかしか方法がない。ほとんどの路上生活者が三番目を選択するため、官憲は往々にして彼らを嫌い、ことあるごとに嫌がらせをする。いままた少年の目の前に、ひとりの警官が立ちふさがった。


    「ようルカ。今日も真ま面じ目めに『清掃作業』か、感心なこった」


    　にやにや笑いを浮かべ、警棒で片手のひらを叩きながら、四十代半ばとおぼしい警官は小ばかにするように話しかける。ルカ・バルカは警官を見上げ、へらりと笑った。


    「ご機嫌ようグレグソン警部。おれはいつも真面目ですぜ、どこをどう見たって模範的市民だ。特別身分証明書だって持ってる」


    　返事の字面だけは穏健だが、ルカの語調の奥にはわずかな挑発の色があった。グレグソン警部も慣れた様子で、ルカに顔を近づけ、間近から酒臭い息を吹きかける。


    「金で手に入れた証明書だろ。雑種ブルートがやることなんざおれは全部お見通しだ」


    　ルカは答えない。ただ顔に、『これはお追つい従しようの笑みでございます』と言いたげな、微ほほ笑えみに似たなにかを浮かべている。しかしグレグソン警部にはそれが微笑みには見えない。その奥に流れている感情が凄惨すぎて、わずか十二歳の少年を相手にしながら気けおされるものさえ感じてしまう。


    「お前みたいな流れ者のクズが、おれの目の届かないところでなにをやるか、よ──っく知ってる。いまは調子に乗ってろ。そのうち必ず捕まえてやる。二十年は食らわせてやるから楽しみにしてろよゴミ野郎」


    　大男の警部に眼前でこれだけ脅しつけられたなら、大人でもひるむだろう。しかしルカはその「笑みに似たなにか」をびたりと顔に据すえ置いたまま、平然と言う。


    「やだな、警部。おれはただの整備員見習いですって。悪いことなんてしませんよ、市民がダメなら模範的浮浪者ってとこですかね。つつましくやってますんで、あまりいじめないでやってください」


    　相変わらず字面だけは穏健だが、その語調にも、張り付けた笑顔の奥にも、敵意と軽けい蔑べつがあふれすぎるくらいあふれ出ている。そしてなにより、その微笑みの奥から一直線に差し込んでくる微み塵じんの畏おそれもない眼光が警部をいら立たせる。


    　こんななにも持っていないクソガキが、あろうことかこの街の治安の一切を取り仕切るこのおれを真正面から見上げて、穏健な表情と言葉を保ったうえで、その薄皮一枚下から悪意と嘲ちよう笑しようをありありと送り届けてくる。食うや食わずのゴミ拾いのくせに、このおれを尊敬するどころか見下していやがる。憎たらしいことこのうえないが、その侮ぶ辱じよくは言葉や行動に示されたものでないから手出しできない。もしもルカが憤慨を言葉にして警部に直接投げつけたなら侮ぶ辱じよく罪を適用してこの場で警棒で殴り倒し、こちらの裁量で豚箱に二年は入れてやれるのだが、そんな簡単なミスは犯してくれない。


    　警部はますます眼光に殺気をみなぎらせ、身を屈めて、ルカの目を真正面から睨にらみつける。


    「せいぜい気をつけろよ。最近は人買いが多くてな。年端もいかない女の子が何人も外国に連れ去られてる。お前が捕まったら、お前の大事な妹も狙われちまうだろうから」


    　ルカは一瞬だけ眼光にさらなる殺意をそよがせてから、それを消し、代わりに薄く笑う。


    「あれじゃあ、人買いに断られちまいますよ。病気だし」


    「それもそうだな。汚ねえし、くせえし、触っただけでこっちが腐っちまう」


    　ルカのへらへら笑いは微動だにしない。しかし警部の耳には『もう腐ってるだろ、お前は』というルカの心の声がはっきりと聞こえた。


    『お前なんか、シルフィの足の爪より価値ねえよ』


    　警部に真正面からお追つい従しようの笑みを浮かべつつ、眉み間けんの中心から、わずかに吊つり上がった口角から、なにより眼光から、言葉にせずともルカの内面が警部の内面へそのまま伝わる。


    　一週間ほど前、イエロークロスで孤児の女の子をいじめていたとき、いきなりなにものかに尻を蹴けられ、側ド溝ブへ突き落とされた。汚水まみれになって路上へ這はい上がったら女の子はいなくなっており、犯人も霧にまぎれ捕まえられなかったが、このおれにあんなことをやるのはルカしかいない。いつか必ず悪事の現場を押さえて永久に豚箱に突っ込んでやらねば気がおさまらない。


    　グレグソン警部は屈めていた膝ひざを伸ばし、憎々しげに目元から鼻筋まで歪ゆがめ、凍いてついた大気へ鼻息を吹きかけると、ルカが形作る笑みらしき表情を見下ろした。


    　公僕となって二十五年、幾多の詐欺師や凶悪犯とやりあってきた警部だが、目の前の十二歳の少年からはそれら犯罪者とは明らかに異なる匂いが立ち上る。匂いの正体は知性だ。どれだけ脅しをかけても、侮辱しても、眉まゆひとつ動かさず動揺しない。動揺しないからミスを犯さない。それがますます憎たらしい。


    「覚えとけよ。おれはお前みたいなガキが大嫌いだ。親もいねえ、家もねえ、職も教育も金もねえ、生まれてこのかたなにも持ったことがねえ。そんなやつがなにをしでかすか、おれが一番よく知ってる。スリ、詐欺、強盗、そのうち殺人。ろくなもんじゃねえ。世の中の役に立ちてえならさっさと死ね。あの汚ねえ妹連れて川に飛び込んで死ね。そしたら世の中、ちっとはマシになるからよ」


    　捨て台詞ぜりふを投げつけ、相変わらず微み塵じんも動揺しないルカの表情を見下ろして今度は唾つばを路上に吐きかけ、警部はルカをその場に残してきびすを返し、冬の街路を歩き去った。


    　その背中が霧のむこうへ消えてから、ルカはへらへら笑いを顔から消し、ひとりごちる。


    「またケツ蹴ってやっから楽しみに待ってろ豚警部」


    　そして麻袋を肩に担ぎ直し、手に息を吹きかける。警部に言われた言葉がふとよぎった。


    「なにも持ってねえ、か。バカだなあいつ。おれのことなんにも知らねえ」


    　警部をのみ込んだ霧へ、ルカは思うさませせら笑いを送る。そして霧のスクリーンに、機械兵倉庫でルカの帰りを待つ妹シルフィのすがたを思い描く。


    　おれにはシルフィがいる。親も金も家もなくても、シルフィがいてくれたらおれはほかになにもいらない。シルフィが元気に生きていくためなら、おれはなんだってやってやる。あの豚警部にいくら侮ぶ辱じよくされようが平気だが、もしも同じ言葉をシルフィに直接投げつけたなら、おれは生涯かかってでもあの豚に代償を払わせる。


    



    　ステファノ歴一七八四年、十二月、ガルメンディア王国首都ラランディア──。


    



    　星の夜、空から落ちてきたシルフィに出会ってから三年が経っていた。


    　あのあと、四日間かけてラランディアまで機械兵で歩き、機械兵専門の闇ブローカーに売った。違法に取得したのは明らかだったので買いたたかれたが、スラム街に入って特別身分証明書を手に入れるには充分な金だった。姓を持っていなかったルカは、「バルカ」という姓をこのとき手に入れた。仲買人が勝手につけた姓だが、わりと気に入っている。


    　証明書を振りかざして、機械兵整備工場で年季奉公にありついた。給料は出ないが、一日にパンをひとつと住む場所をもらえた。二、三年真ま面じ目めに働けば正式に雇ってもらえると思う。


    　シルフィとの生活はとても幸せで満ち足りていて、ルカの苦痛に充ちていた世界はすっかり明るく楽しく輝いていた。


    　シルフィは自分の力で満足に歩けないほど身体が弱いけれど、ルカのために服のほつれをつくろってくれたり、なけなしの食材でスープを作ったり、ルカが出かける際と帰ってきたときにいっぱいの笑顔で「いってらっしゃい」と「おかえり」を言ってくれた。ルカはそのたびに自分に家族ができたことがうれしくて誇らしく、辛つらい労働さえも喜びに感じられた。


    　朝から夕方まで親方に怒鳴られながら油まみれになって働いて、午後五時、今日の報酬の黒パンをひとつもらって工場を出る、そんな毎日。


    　それからシルフィに食べさせるものを手に入れるための労働がはじまる。


    　一時間半かけて歩いて拾い集めたゴミをルカは回収業者に売った。ぼろ布、鉄くず、ガラス片は専門の回収業者が、骨は粉砕工場が買ってくれる。タバコの吸い殻はスラム街の貧民との物々交換用だ。どこの誰がなにを必要としているかを知っていれば、そこに届けるだけでゴミだって金になる。今日の成果は一ベリエだった。牛乳が一瓶、買えるお金だ。


    　もう夜になっていて、薄青かった霧が青黒く変じていた。ガス灯が照らし出す霧のなかを、ルカは上流階級の居住区へむかって歩きはじめた。


    　夜になると寒さはいっそう厳しくなる。たえず手の甲に息を吐きかけ、ごしごしと手のひらを擦こすりあわせながら、大きな屋敷の裏手に回り、顔見知りの召使いに頼んで、台所の生ゴミをもらう。そのまま六軒の屋敷を回って、集めたゴミに手を突っ込んで油脂と脂汁を選り分ける。これは蠟ろう燭そくや石せつ鹼けんの製造業者に買ってもらえる。この分量だと半ベリエくらいにはなるだろう。吐き気がするような匂いをこらえ、ガラス片による傷跡だらけの指先でルカはゴミから脂を選り分けると、くたくたになった足を引きずって中シ心テ街イへ赴おもむき、業者を回って金に換えた。


    　今日の稼ぎ、半ベリエ硬貨三枚を握ってシティの外れのパン屋へむかう。午後八時、閉店間際の店の入り口の前で突っ立っていると、主人が表の看板を引っ込めるため外に出てきた。ルカは無言で硬貨三枚を主人に渡す。


    「店に入るなよ。そこにいろ」


    　主人は店に引っ込み、黒パンひとつと瓶入りの牛乳、無酵母の丸パンをひとつ持って戸口へ出て、店の外のルカに渡した。


    「ありがと」


    　ルカは警部にむけたものと違う、本当の笑みを浮かべてお礼を言い、パンをポケットに入れた。身なりが汚く、生ゴミの匂いがするため店に入れてもらえないが、ここの主人は牛乳を安く売ってくれるし、貧民むけに酵母の入っていない格安の丸パンを焼いていて、閉店間際に行くとおまけしてくれる。この丸パンのおかげでルカは生きている。


    　朝からなにも食べていなかった。道ばたの井戸水をコップに汲くんで、ルカは歩きながら丸パンを食べた。救貧院で出されるのと同じ、石みたいに堅くて味のないパンだ。水で流し込まないと喉のどにつかえて飲み込めない。通り沿いの酒場から漏れてくるおいしそうな料理の匂いを嗅かぎながら、ルカは石を噛かむみたいに味のないパンを何度も何度も咀そ嚼しやくして、ちびちびと水で胃の奥へ落とす。


    　ふと目をやった民家の窓ガラスに、青ざめて、頬ほおはこけ、手足も痩やせ細った幽霊が佇たたずんでいてぎょっとした。それがガラスに反射した自分のすがたであることに気づき、ルカは見なかったことにして道の先へ目を戻した。


    　四十分ほど歩いてようやくメガロダウンへ戻ってきた。無酵母パンを食べ終えて、道ばたにうずくまってじっと動かない貧民たちを脇目に見ながら家路を急ぐ。


    　鼻を突く石炭の匂いがスラム街全体を覆っていて、歩くだけで喉の奥がイガイガする。吐く息が白くなる寒さのなか、コートも持たない人々が石炭を焚たいたドラム缶の周りに集まり暖を取っている。みんな背が低く、痩せていて、エンジンオイルでもかぶったように汚れ、目に生気がない。戦争で失ったのだろう、手や足が片方もしくは両方ないものもいる。濡れて湿った路上は舗装もされておらず、腐った野菜や馬糞や馬尿が溜まった狭はざ間まを、狂犬病持ちの野良犬が牙きばを剥むいて歩き回っている。


    　ルカはポケットに手を突っ込んで異臭のする夜のスラムを一心に歩き抜け、メガロダウンのなかでも特に治安と衛生に問題のある貧民窟くつ、悪名高いイエロークロスに辿たどり着いた。官憲さえも恐れをなす、不法滞在の流民や詐欺師や犯罪者が流れ着くこの一区画に、ルカとシルフィの寝床がある。


    　路上で身を寄せ合うようにして大勢の人々が眠っていた。暖を取れるのがお互いの体温だけなのだ。毛布から突き出た裸足はだしの足は紫色に変色していた。朝になれば凍死しているものもいるだろう。新鮮な亡なき骸がらは解剖用に大学病院が買い取ってくれるため、すぐに「復活屋」と呼ばれる仲買人が駆けつけて回収していく。共同墓地に埋葬するにもお金がかかるので、復活屋に自ら連絡して身内の亡骸を売る遺族も珍しくない。家族の死をお金に換えることに、ナイーブな罪悪感を覚えるものなどいない。今日のパンとなってくれた家族に感謝しながら、ただ目の前のいまを懸命に生きるイエロークロスの住人たちだ。


    　半壊した建物が密集した狭い街路をくぐり抜けていくと、小さな二階建て倉庫の前に出た。ルカは倉庫の裏手に回り、木戸を二度叩き、一拍おいて、つづけて三度叩いた。すぐに戸が外側にひらき、機械油やソーマの匂いと一緒に、シルフィが青白い顔を月明かりの下に覗のぞかせた。


    　ルカはにっかり笑う。警部へむけたものや、パン屋の主人にむけたものともまた異なる、十二歳の少年らしい素直な笑顔。


    「ただいま」


    「おかえり」


    「遅くなってごめんな。怖かっただろ、腹減ったか？」


    　詫びながら倉庫へ入る。なかには狭い通風口があるだけで窓もなく、真っ暗闇だ。黄おう燐りんマッチで蠟ろう燭そくに火を灯すと、橙だいだい色の光が倉庫のなかを頼りなく照らした。パーツを取り出したエンジンやジャンク基板、歯こぼれした歯ギ車ア、壊れた金属支柱や穴の開いた装甲板が闇の底に雑然と投げ出してあった。ルカが働く機械兵修理工場の廃材置き場だ。ルカとシルフィはパーツの手入れと、エンジンの見張り番をする代わりに、倉庫の一角に無料で住まわせてもらっている。


    　つまようじみたいに痩やせ、キュウリみたいに顔色の青いシルフィが、ぺたりとルカの目の前に座って、にこりと微ほほ笑えむ。


    「怖くなかったよ。ひとりで全然平気だよ」


    　きれいだった金の髪は色が抜けて、ほつれも目立つけれど、翡ひ翠すい色の瞳だけはあのころと変わらず星空よりきれいだ。


    「そっか。偉いな。早く帰りたかったけど、仕事忙しくてさ」


    「ゆっくり帰ってきて大丈夫だよ。ひとりで留守番できるし」


    　そう言って、けんけんと咳せき込む。肺病持ちの女の子が、こんな暗がりでひとりでいて怖くないはずがない。ルカはポケットから今日一日働いて得た黒パンをふたつと牛乳を取り出し、木の皿に載っけた。


    「親方にもらったんだ。食えよ」


    「おにいちゃんは？」


    「おれはもう親方んとこで食ってきた。小麦パンに、野菜のスープまでついてきてさ、うまかったぜー」


    「いいなあ。わたしも働きたいなあ」


    「病気治れば働けるよ。食わなきゃ治らないぜ。ほら、パン食って元気だせ」


    　促すと、シルフィは頼りなく黒パンを口にふくんで、おいしい、と呟つぶやいた。その言葉を聞いて、ルカの疲れは吹き飛ぶ。油断すると鳴りそうになるおなかを、時折右手で殴りつけて音を抑えた。


    　このところシルフィは食欲がない。食べなければ元気にならないから、無理やりにでも黒パンをふたつ食べさせ、牛乳を飲ませる。


    「ごちそうさま。ありがとう、おにいちゃん、とってもおいしかったよ」


    「よし、偉いぞ、よく食った。さてもう寝よう。あんまり起きてても身体に悪いし」


    　シルフィが蠟ろう燭そくを吹き消した。再び闇に支配された倉庫内で兄妹は同じ古びた毛布をかぶって、ぴたりと身体を寄せ合い、互いの身体を暖めた。


    　間近から小さな心音が聞こえる。命のぬくもりが伝わる。この互いの温度のおかげで、ふたりは生きていられる。どちらかがいなくなったら、たぶん寒さで残ったほうも死ぬ。シルフィはルカのパンで生きて、ルカはシルフィのくれる温度で生きている。


    　ルカには両親の記憶がほとんどない。母親は旅芸人一座で奇術師をしていたそうだが、ルカが四歳のとき、通りすがりの交易商人と駆け落ちしていなくなった。父親は誰なのかわからなかった。母親はだらしがなく、芸人一座の父親候補だけでも片手の指では数えきれず、道中の場当たり的な関係も含めたら手足の指でも足りなかった。母親の顔立ちやくれた言葉は覚えておらず、父親候補の芸人たちはみなルカを疎うとみ、奴隷としてしか扱わなかった。


    　だからシルフィだけが、神さまがルカにくれた贈り物だった。


    　シルフィ以外に、ルカはなにも持っていなかった。けれどルカは幸せだった。シルフィがときどき笑ってくれたら、それだけでほかのなにも必要なかった。


    　鼓動にかすかな寝息が加わったのを確認し、ルカはそうっと寝床を抜け出した。身体はもうくたくただし泥のように眠りたいが、今夜は月が出そうな霧だった。時間を逃したくない。


    　倉庫の隅の藁わら束を掻かき分け、隠していた高価そうな革装丁の本と辞書を取り出して、倉庫の壁に立てかけられた梯子はしごを登り、屋根裏部屋へ出て、さらに梯子を登って天井の木戸を押し開け、倉庫のタイル屋根の上へ出た。


    　期待どおり、薄い霧のむこうに真っ青な満月が煌こう々こうと照っていた。明るい夜だ。ルカは屋根に腰を下ろし、月明かりを頼りに眠い目をこすりながら本を読みはじめた。


    　リヴァノヴァ帝国の初代皇帝が書き残した、百三十年前の戦記だった。ルカは寒さに震えながら月明かりを頼りに一心不乱にページをめくり、わからない言葉は辞書で調べて、内容をおのれのものにしていく。


    　イエロークロスで字が読める子どもは百人にひとりもいない。ルカももともと、字が読めなかった。しかし二年前にこの街へやってきた身なりのいい少年が、ルカに読み書きを教えてくれて、自分の蔵書と辞書を貸してくれるようになった。なぜそんなことをするのか尋ねたら、ルカより五歳年上の少年は退屈そうに答えた。


    「教養のある家来が欲しいんだ」


    　少年はジェミニと名乗った。たぶん偽名だ。白人と黒人のブルートハーフらしく、美しい褐色の肌をしていた。過去を尋ねたことはないが、おおかた白人貴族が黒人の召使いに生ませた私生児だろうと近辺の住民は噂うわさしていたし、本人も否定はしなかった。仕送りで生活しているらしく、高価そうな本をたくさん持っていた。


    　ジェミニに読み書きを習ってから、ルカはこうして月夜の晩の読書に熱中した。街灯の下で読めれば最高なのだが、こんな高そうな本を十二歳の少年が路上で堂々と読んでいたら奪い取られるに決まっている。強盗に遭う危険がなく、明かりもある場所はここしかなかった。


    　この境遇を脱するには教養を身につけるしかなく、教養は読書から身につけるしかない。なにかに駆り立てられるように、ジェミニに薦められた戦記と伝記をむさぼり読んだ。質の高い戦記と伝記には先人が積み上げてきた知識と経験が集約されていた。読めば読むほどこの世界の成り立ちと仕組みが理解できた。なぜ王侯貴族がふんぞりかえってろくに働きもせず贅ぜい沢たくな暮らしができ、自分たちはどんなに働いても一日にパンをふたつ食べるのが精いっぱいなのか、その理屈も理解できた。


    　──おれたちが腹いっぱい食ったら、貴族たちに逆らうからだ。


    　おれたちに読み書きを教えれば、知識を蓄えて結束するかもしれない。貴族にとってそれは困る。搾り上げれば、日々の生活にいっぱいいっぱいになって、知識を得ることも、力を蓄えることもなく、貴族の奴隷のままおとなしくしみったれた人生を送り、搾りかすも出なくなったころ死んでくれる……。


    　蠟ろう燭そく代を節約するため、こうして寒空の下、屋根の上で震えながら本を読まねばならないのも、原因は重すぎる税だ。せめて窓があれば、窓から差し込む明かりを頼りに室内で本が読めるのに、窓ひとつにつきいちいち「窓税」を取られるため、イエロークロスの建物はほとんど窓がない。だから貧民たちはたいがい、換気の悪い真っ暗な室内で蠟燭や石炭ストーブを使用して肺病を患い、野垂れ死ぬ。貴族にとって、納税もできないような貧民などさっさと死んでくれたほうが助かるから、窓税みたいな遠回しなやり方でこっちの首を絞めてくるのだ。


    　──おれは犬死にしないぞ。貴族の思いどおりにはならない。


    　ルカはそう決意して、月が雲に翳かげらないよう祈りながらページをめくる。


    　──這はい上がってやる。


    　寒くてかじかむ手に息を吹きかけ、疲れて眠くなった目をこすりながら、ルカはひとり、屋根の上の勉強をつづける。


    　──まともな職について、窓のある部屋を借りて、シルフィの病気を治すんだ。


    　おれはなにも持たずに生まれた。生まれたときから負け犬だ。このままでいたら、蹴けられて踏まれて野垂れ死ぬ。おれだけならそれでもいいけど、おれにはシルフィがいる。シルフィが笑顔で元気に生きていくために、無知でいてはならない。読書をして、知識を仕入れて、貴族たちに騙だまされないよう、自分の頭で考える力を養うんだ。


    　おのれを駆り立てたとき突然、月の光が翳かげった。


    　空を見上げると、全長二十メートルは超えているであろう大型翼竜たちが七匹、星を切り裂いて雁がん行こうしていた。果てなくそびえ立つ壁に断絶された上方のエデンからは飛行艦隊が舞い降り、同じく果てのない断崖に断絶された下方のジュデッカからは怪鳥や翼竜らが飛来して、飛ぶすべを持たないグレイスランドの住人を見下ろしていく。


    　ふと、聞き慣れた鳴き声が夜空から聞こえた。星の海のなかから体長一メートル半ほどの小さな翼竜が降りてきて、ルカの傍かたわらに留まる。


    「よう、バスシバ、元気か。二週間ぶりだな」


    　ぎええ。シルフィにはじめて会った夜から一緒にいた翼竜の子、バスシバ。まるでシルフィの様子を確認するように、いまでもこうして一か月に一度か二度、ルカの家にやってくる。


    「お前はいいな。空が飛べて。行きたいところに行けるよな」


    　話しかけると、バスシバは呼応するかのように短く鳴いた。バスシバには人間の言葉が通じているのではないか、とときどき思う。


    「エデンに行ってみたいな。ジュデッカにも。どんなとこなんだろうな」


    　地上グレイスランドから三千メートルの壁を登った先にある楽園エデンと、同じく三千メートルの壁を降りた先に広がる煉獄ジユデツカ。グレイスランドの人間はいまだ誰もエデンにもジュデッカにも行ったことがない。もしかしたら辿たどり着いたものはいるのかもしれないが、戻ってきたものがいないのだ。秘密のベールに閉ざされた上下ふたつの世界を行き来できるのは、翼竜か飛行艦艇だけだ。


    　ルカの好奇心が刺激される。世界の果てみたいなこのスラムから脱出して、シルフィと一緒に未知の世界を巡る冒険の旅へ。そんな想像をするだけで、胸の奥がわくわくする。その夢を叶えるためにもいまのままではダメだ。もっと勉強して、この世界を生き抜くための力を蓄えなければ。


    　ルカは寒いのをこらえて、月明かりの勉強をつづけた。バスシバはルカの努力を見守るように、ずっと傍らにいてくれていた。


    



    　翌朝──。


    　裏の木戸が乱暴にごんごんと叩かれた。眠い目をこすりながら起きあがり、木戸をあけると、目の前にハンチングをかぶった粗末な身なりの子どもが佇たたずんでいた。


    「…………？」


    　子どもは用件も告げず、ただ黙ってルカを睨にらみつけてくる。シルフィと同い年くらいだろうか、背はルカの肩くらいしかないのに、気の強そうな吊つり目でこちらをじっと睨にらみあげていつまで待っても用件を言わない。ルカが先に口をひらいた。


    「なんだお前」


    「……………………」


    「黙ってないでなんか言え」


    「……………………」


    　ルカはぽりぽりと後頭部を掻かいて、じぃっと子どもを見つめる。チビだけど気が強そうで、高貴な猫を思わせる澄んだ眼まな差ざし。赤い髪と紺こん碧ぺき色の眼差し、少し黄色がかった肌の色。恐らく複数の人種間のブルートだろう。そして性別がよくわからない。男の子の格好だが、顔立ちは女の子っぽい。


    「お前、女？」


    　疑問を口にした途端、子どもの表情が明らかに不機嫌なものに変わった。ぺっ、と唾つばを路上に吐きかけ、吊り目をさらにきつくして、ことさら低く抑えた言葉を発する。


    「一回目は許してやる。だけど次またおれを女扱いしたら歯ギ車アで挟むからな。おれはミズキ。どこからどう見ても男だ。わかったか？　覚えたか？　復唱してみろ」


    　ミズキと名乗った子どもは大人の仕草を真ま似ねているのか、ひといきにそうまくしたててから胸の前で腕組みをして、爪つま先さきでとんとんと地面を叩いてルカに復唱をせかす。どうやら面倒くさい性格らしい。ルカはまた後頭部を掻いて、口をへの字に保ったまま、質問を返した。


    「名前はミズキ、性別は男。で、なんの用だ」


    「親方の使いだ。三十四番のギアふたつと、三番プラグひとつ出せ」


    　差し出されたメモには、シティの修理工場が必要としているパーツの品番があった。そんな用事なら別にたいそうな態度に出る必要もないと思うのだが。外見が弱っちいのを気にしていて、虚勢を張っているのだろう。


    　──めんどくせー……。


    　貧民同士がこういうレベルでケンカしたって疲れるだけでなんにも生み出さない。ルカは相手にせず、言われたパーツを探しに倉庫へ戻った。


    　ミズキもつづいて倉庫内に入り、積み上げられたパーツを物珍しそうに見上げ、ルカに尋ねる。


    「妹、いるか？」


    「ん？　そっちで寝てる。起こすなよ」


    　親方から聞いているのだろう。ミズキはなぜかシルフィのほうへ歩み寄っていく。いじめたらぶん殴る、と決意しながらルカはミズキに背をむけ、廃材を選り分ける。言われた品は手の届きにくいところにあったが、なんとか掴つかみ出した。


    「あったのかよ」


    　いちいちケンカ腰のミズキに言われて、見つけたパーツを渡す。


    「おらよ男、持ってけ」


    「なんだよ。いちいち男っていうな。そんなことわかってんだから」


    　ぶつぶつ言いながらミズキは品番に間違いがないことを確認し、ルカを睨にらみつけてから肩を怒らせ帰っていった。


    「……変なやつ」


    　小さな背中を見送って、ルカは外気の寒さにぶるりと震え、それから木戸を閉め直した。


    　シルフィはまだ眠っているのか、起きてこない。


    「シルフィ、朝だぞ。水くみに行こう」


    　声をかけるが、いつもルカより早起きなのに返事がない。怪け訝げんに思って薄い毛布をめくってみると、シルフィは暗がりのなかで胎たい児じみたいに手足を胸の前で折り畳み、ぶるぶる震えている。


    「シルフィ……？」


    　暗くて顔色がよく見えない。ルカは慌てて木戸を開け直し、外の光を倉庫のなかへ差しいれて、妹の傍かたわらに屈み込んだ。


    　シルフィはいつもよりずっと青い顔で、歯の根をかたかた鳴らしていた。


    「な、なんだどうした、病気か!?」


    「……なんか……寒く……て……」


    　頼りない言葉が途中で途切れる。シルフィの額に手を当てて、ルカは動揺した。


    「熱ある！　ど、どうしよう、寒いのか？」


    　問いかけるが、シルフィはもはや返事さえ辛つらそうだ。身体を温めてあげたいが、毛布は一枚しかなく、ストーブはおろか石炭もない。


    　シルフィの歯の根がかちかちと鳴る。ここにひとりで置いていたら寒さで死んでしまうだろう。ルカはシルフィを背負い、その背中に毛布をかけて、早朝のイエロークロスへ出た。


    　民家の煙突からあがる石炭ストーブの煤ばい煙えんが空を覆い、凍った路上に銀灰色を映していた。側溝からあがる水蒸気が道の先に立ちこめるなかを、ルカは走り抜けていく。


    　医者に診せるお金どころか、まともな食べ物を買うお金さえない。このままではシルフィが死んでしまう。


    　──死なせない。


    　──おれはどうなっても、シルフィだけは死なせないぞ。


    　そう決意しながら、ルカはシルフィを背負ったままメガロダウンを走り抜けて、シティを目指した。


    　シルフィは苦しそうにつっかえながら、ルカの耳元でささやく。


    「あのね。……おにいちゃんは、弱いひとや、困ってるひとのために、戦うひとだと思うの」


    　ルカは背負ったシルフィのほうを振り返る。いきなりなにを言い出すのか理解できない。


    「わたし……そんなおにいちゃんが……大好き。だから……」


    「……おい。いきなりなんだそれ。なに言い出すんだ」


    　なんだか不吉な予感がして、ルカは言葉を挟む。けれどシルフィは言葉をつづける。


    「……もし、わたしが死ん……じゃったら……」


    「死なせない。絶対、死なせねーぞ!!」


    「……ヴィヴィ……レインを……見つけて」


    　聞いたことのない名前だ。シルフィは声を振り絞るようにして、頼む。


    「……ほんとは、わたしがやんなきゃいけないんだけど、でも、もう、無理っぽいから……」


    　突然、シルフィは見たことのないペンダントをルカの手に握らせた。十字形の横線の上下にさらに横線を二本加えた、いわゆる「八端十字」が描かれた青い石が、銀の鎖に吊つられている。


    「熾天使セラフイムの紋章っていうの。この紋章と同じのが……右手の甲にあるひと。そのひとが……ヴィヴィ・レイン」


    　ペンダントを見つめて一瞬、返答に窮してから、ルカは怒鳴り声を返した。


    「お前が見つけろ！　元気になって、自分で捜しに行けばいいだろ!?」


    「ヴィヴィが見つかったら……世界を変えられるよ。弱いひとや、貧しいひと、身分の低いひとが踏まれない世界に、お兄ちゃんが変えるの」


    　シルフィは熱に浮かされて、なにやら異常な夢を見ているらしい。


    「約束……して。ヴィヴィ・レインを見つけるって……。この世界を、よくするって……」


    　シルフィの言っていることがなにもわからず、いらいらして怒鳴った。


    「だから、知らねえってそんなの！　お前が自分でやれ!!　そいつがなんだか知らねーけど、大事なひとなら自分で捜しに行けばいいだろ!?　大丈夫、死にはしないから、おれが絶対、助けてやるから!!」


    　シルフィの弱気を不器用な言葉ではねのけながら、ルカは懸命にシティを目指した。とにかく早急にお金を手に入れないとシルフィは死んでしまう。貧民が手っ取り早くまとまったお金を手に入れる手段といったら、ひとつしかない。悪事なんていくらでも犯してやる。おれたちを苦しめる法律なんて守る必要ない。道ゆくひとをかき分けるようにして、ルカは決意を固めた。


    　シティへの道すがら、私服すがたのグレグソン警部とすれ違ったことにルカが気づいていたなら、そののちの世界の運命はずいぶん違ったものになっていただろう。


    　けれどルカはシルフィのことで頭がいっぱいだった。いつもなら必ず警部につけられていることを見抜いただろうけれど、このときは動転しており、ミスを犯した。


    　非番だったグレグソン警部は直感的に、仕返しの機会が来たことを悟った。抜け目なく身を隠し、ルカに気づかれないよう慎重にあとをつけた。病気の妹を背負った文なしの兄貴がシティでこれからなにをするか、警部にはもうわかっていた。


    



    「離せっ!!　おれはなにもしてねえ、離せって!!」


    　ルカの右手首を掴つかみ、高々とねじり上げて、グレグソン警部はなにごとかと周囲に集まった紳士淑女へ舞台役者のごとく説明した。


    「お騒がせして申し訳ない。こいつはイエロークロスでは有名な悪党でしてな。なにかしでかすものとあとをつけたら案の定、この始末」


    　模範的市民が行き交うシティの街角はたちまちやじ馬でいっぱいになった。警部はルカの右手が掴んでいた高価そうな財布を奪い取り、芝居がかった仕草でやじ馬たちへ掲げる。


    「願わくば、一分前にこの少年とぶつかった財布の持ち主がおられんことを」


    　観衆の目が財布に集まると同時に、すっとんきょうな声があがった。


    「わたしの財布だっ!!　さっき確かに、誰かとぶつかったが……その子が!?」


    　警部は身なりの良い壮年の紳士へ微ほほ笑えみかける。


    「失礼ながら、貴殿の姓名をよろしいですかな」


    　紳士の返答が、財布のなかに入っていた身分証明証と合致していることを確認し、警部は財布を持ち主に返してルカへ笑いかける。


    「ルカ・バルカ、現行犯で逮捕。雑居房に四週間だな。せいぜい、諸先輩方にかわいがってもらえよ」


    　手錠がルカの右手首と警部の左手首をつないだ。ルカの背筋がぞっと冷たくなる。まさか警部につけられていたなんて。後悔はもう遅い。シルフィ。


    「お、おい、頼む、五分だけ時間くれ。妹が待ってんだ」


    「口の利き方を知らんのか。五週間だ」


    　貧民と流民の場合、現行犯で逮捕されたなら裁判など経ることなく、服役期間は警部の裁量で決まる。


    「お願いします。ほんの少し、シルフィに説明する時間をください。五分、いや、四分でいいです。死にかけているんです。このままじゃ、死んじゃうんです」


    「言い訳は署でゆっくり聞こうか。さあ行くぞ」


    「ちょ、ちょっと待って!!　待ってください、お願いですから、シルフィがおれを待ってるんです、道ばたに置いてきちゃったんです!!」


    　スリを働くことを決めた一時間前、震えるシルフィを毛布に包んでシティの路上に置いてきた。ルカがこのまま警察署に連行されてしまったら、シルフィは道ばたで凍死する。


    　グレグソン警部はこれ以上ないほど満足そうな表情で、ルカの嘆願に応えた。


    「おれの話を聞いてないのか？　六週間だ。このままだと今日中に半年は行っちまうぞ」


    　絶句するルカの表情が、ますます警部の満足を呼び起こす。この仕事はこういうことがあるからやめられない。弱いものいじめは最高だ。生意気なガキを追い込んで泣きべそをかかせ絶望へ突き落とすとき、生きている喜びをこのうえなく感じる。


    「誰かっ!!　ベリング街二丁目の角で毛布にくるまってる女の子に伝えてください、ルカはすぐ戻るから家に帰れって!!　そこで待つな、家でじっとしてればルカはすぐ戻るって!!」


    　ついにルカは涙声でやじ馬たちへ叫びはじめた。紳士淑女は怪け訝げんそうな顔を見合わせるだけで、頼みに応えるものはない。


    「うるせえっ」


    　警部の右拳こぶしが、ルカの腹部にめりこむ。空っぽの胃袋を大人の力で殴られて、ルカは前のめりに崩れ落ちる。


    「さあ、見せ物はおひらきにしましょう。道をおあけください。イエロークロスの凶悪犯が通りますからね、紳士淑女のみなさんに泥が跳ねるといけない」


    　失神したルカの小さな身体を肩に担ぎ、警部はこれからどうやってルカの心を壊してやろうかと、そればかり考えながらメガロダウン警察署を目指した。


    



    「お、お願いです……っ!!　なんでも言うこと聞きますから……っ！　シルフィのところに行かせてください、病気なんです、おれがいないと死んじゃうんです!!」


    　グレグソン警部の執務室で、ルカは文字どおり床に手足をついて、警部の足下にひれ伏すようにして涙ながらに嘆願していた。壁の振り子時計は、午後四時を示していた。シルフィを路上に置き去りにしてから、もう四時間半が経っていた。


    「おいおいルカ、まさかこのおれに窃盗犯を見逃せってのか？　できるわけないだろう？　模範的市民のみなさんを犯罪者から守るのがおれの役目だ。悪いことをしたと思うなら、これから七週間、雑居房で反省するんだな」


    　牢獄は犯罪者を更生させるところではない。使い道のない貧民を、合法的にこの世から抹殺するための施設だ。十二歳の子どもが、横暴な看守と鬱うつ屈くつした受刑囚に囲まれて七週間も過ごせば、心身は無事では済まない。


    「なんでもしますから、牢屋は勘弁してください!!　おれがいないとシルフィが死んじゃうんです!!　なんでも言うこと聞きますから、牢屋だけは許してくださいっ!!」


    　昨日の生意気な嘲ちよう笑しよう顔はどこへやら、ルカは顔を歪ゆがめ、あふれる涙をぬぐうことなく、恥も外聞も捨てて警部に平身低頭する。靴さえ舐なめかねない勢いだ。警部は楽しくてたまらない。もっともっといたぶってやりたい。


    　そうだ。


    　このとびきりのクソガキは、これまでやったことのない、新しい手口で苦しめてやろう。


    　この世界そのものがこいつにとって地獄になるような。


    　真綿で首を絞めるように、生きること自体がゆっくりとこいつをむしばんでいくような、死ぬまで緩慢につづく苦しみを与えたい……。


    「なあルカ。おれも鬼じゃない。お前がどうしても妹に会いたいっていうなら、会わせてやらんこともない」


    　言葉に温情を含ませると、涙と鼻水でぐしゃぐしゃになったルカの顔に、わずかな希望が差した。


    「ほ、ほんとですかっ!?　ありがとうございます!!　ありがとうございます!!」


    　ルカはまるで聖人に対するように警部の足下にひれ伏して、額を床へ擦こすりつける。


    「なんなら今日中に解放してやってもいい。お前次第だがな。なんでも言うこと聞く、ってさっき言ったよな、その言葉にウソはないだろうな」


    　ルカは口をぽかんとあけて警部を見上げ、それから激しく二度うなずいた。


    「なんでもやります。シルフィのとこに行けるなら、おれ、下水道掃除だって死体洗いだってなんだってやります!!」


    「そうか。殊勝な心がけだ、胸を打たれたよ。仕方ない、お前のためだ、投獄は勘弁してやるからその代わり、別の罰を受けてくれ」


    「はいっ!!」


    　すがりつくように受諾したルカへ、警部は告げた。


    「顔に入れ墨をいれるんだ」


    　ルカの口が、またぽかんとひらく。


    「殺人犯のあかしだよ。誰が見たってすぐ、お前が前科者だってわかるように」


    　ルカの返事はない。警部はため息をついた。


    「いやか？　おれとしてはできる限り、譲歩してやったつもりだが。なにしろ投獄を免除するんだから、そのくらいはやってもらわんと、おれのメンツが立たねえ」


    　ルカの手が震えていることに気づいた。警部は内心で舌なめずりをする。ビビってやがる。まあ、考えてみれば当たり前だ。顔にそんなものを入れたなら、ルカがやっとありついた年季奉公仕事はクビになるし、部屋も借りられず、新しい職業に就くこともできない。日の当たる生活は一生不可能だ。それにそもそも、十二歳の少年が「殺人を犯した前科者」のあかしを顔に刻印しているだけでも異様に過ぎる。街を歩くだけで後ろ指を指され、子どもから石を投げられるだろう。


    　生きることそのものがルカにとって地獄になる。それは警部にとって至福の喜びだ。


    「どうする？　牢屋がいいならそれでもいいが。早く決めろよ、おれさまの気が変わらないうちにな」


    　ルカの表情はゆっくりと青ざめていく。いきなり大きすぎる人生の選択肢を突きつけられて途方に暮れているのがわかる。


    　自分の人生を捨てて、妹のところへ走っていくか。


    　妹を路上に置き去りにして、自分の人生を守るか。


    　さあクソガキ、どっちを選ぶ？


    「やります」


    　震える声が、ルカから絞り出された。


    「入れ墨、いれてください。いますぐ、ここで。それで勘弁してください」


    　床に手をついたまま、ルカはまっすぐ警部を見上げ、迷いを振り切った眼まな差ざしでそう言った。気丈さを装っているが、手足の先まで震えているのが警部にはわかった。


    　ひひひ。バカが。あの汚ねえ妹のために、自分の人生捨てやがった。


    　警部はそんな笑い声を喉のどの奥で押し殺して、思慮深そうな表情を取り繕う。


    「だがいますぐここで、と言っても、彫師の手配もあるしな。一晩待ってくれるか？」


    「いますぐやってください!!　警部にお任せしますからっ!!　一晩経ったらシルフィが死んじゃうんです、お願いします!!」


    　ルカの叫び声が警部の内心に大きな満足を引き起こす。うんうん、なにもかもおれの思いどおりになる。今夜は良い夜だ、あとで酒場のエールでも引っかけよう。


    「そうか。お前がそこまで言うなら仕方ない、入れてやろう。確か、裁縫針の先にインクつけて引っ掻かけばできるはずだ。なにせ素人しろうとだから多少の失敗もあるかもしれないが、我慢しろよ。なにしろお前のために、この程度の刑罰で済ませてやるんだからな」


    　ふんぞり返りながら警部は承諾した。たかが財布を盗んだだけで、殺人罪に相当する罰を与えることができることに我ながら満足した。部下に命じて裁縫針を持ってこさせ、インク壺に針先をつけた。


    　部下たちがルカの肩を押さえつけ、壁に背中を押しつけさせた。


    　ルカは震えながらも唇を引き結び、警部に強い目線をむける。


    　警部はにやにや笑いながら、インク液のしたたる針先をルカの左目の下に近づけた。


    　こいつが一生、すべての人間から毛嫌いされるよう、醜い傷を刻みつけてやる。このクソガキが鏡を見るたびにおれのことを思い出すよう、執しつ拗ように、深く、生涯消えないぶざまな模様を彫りつけてやる……。


    



    　ルカは悲鳴をこらえた。みっともなく泣きわめくのは交渉のときだけでいい。それ以外では死んだって、こんなクズ相手に悲鳴などあげるもんか。


    　左目の下から鼻の横を通り、唇へ。顔を構成する繊細な筋肉繊維が裁縫針で何度も突かれ、裂かれていく。警部はインクをつけ直し、何度も何度も執拗に針先をルカの顔へ突き立て、深々と引っ掻く。


    　ばたつきそうになる手足を渾こん身しんの力で抑えつけ、血がにじむほど唇を噛かんで痛みに耐えた。


    　凍り付いた街角で毛布にくるまり、ルカの帰りを待っているシルフィのことだけ考えていた。この痛みのむこう側にシルフィがいる。シルフィのところへ行くまで、もう少しだけ我慢すればいい。


    　シルフィ、そこは寒いだろ？　もうちょい待っててくれ。ちょっとヘマしちゃったけど、これ終わったらすぐお前のとこに行くから。おれにはお前しかいないんだ。親もいないし、友達もいないし、そのうえお前までいなくなると、おれ、生きてる意味ないんだ。またひとりになるの、怖いんだ。だからお願いだ、死なないでくれ、シルフィ……。


    



    　それから──。


    　解放されたルカはメガロダウン警察署を出て、シティへむかい走った。


    　午後六時。西の空の低いところは霧が晴れて紫の残照があり、竹馬に乗った点灯夫がガス灯に火を灯していた。


    　顔の傷を冷気が刺した。けれど痛みはもうどうでも良かった。シティまで、ルカはひたすら駆けた。すれちがう人間が、時折、ぎょっとした表情でルカの顔を見るが、そんなことも気にならなかった。


    　ルカはシルフィのことだけ考えていた。


    　あの小さなぬくもりと、ほんわかした笑顔と、いつも自分を励まし元気づけてくれる優しい言葉が二度と失われないよう祈りながら走った。


    　ベリング街二丁目の角に辿たどり着くまで、四十分ほどもかかった。


    　荒く息をつきながら、ルカは七時間前と変わらない場所に、頭まですっぽりと毛布にくるまった小さな身体が横になっているのを見つけた。


    「シルフィ!!」


    　すがりつくように、ガス灯の橙だいだい色の明かりが照らし出す、濡れた路上に屈み込む。凍いてついた石畳の冷たさが膝ひざから染み渡る。


    　ルカは両手で毛布を抱きかかえ、自分の膝の上にのせる。それから繭まゆみたいにぴったり閉ざされた毛布をひらき、冷たく青ざめたシルフィの頬ほおに自分の両手をあてる。


    「シルフィ!!　シルフィっ!!」


    　シルフィの表情はぴくりとも動かない。自分の両手をごしごしとシルフィの頬に擦こすりつけるが、霜のおりた瞼まぶたはひらく様子がない。


    　だらりと垂れた小さな手を取り、脈をはかった。脈がない。薄い胸へ片耳を押し当て、心音を探した。昨日まで聞こえていた命の響きが、ない。


    「シルフィっ!!　シルフィっ!!」


    　いくら呼びかけても、あの笑顔が返ってこない。


    　ただ氷ひよう嚢のうみたいに冷たく固まったシルフィが、ルカの胸に抱かれていた。いくらさすっても、頬を引っ張っても、軽く叩いてみても、凍った瞼は閉じたまま。


    「信じないっ!!　信じない信じない信じないっ!!」


    　ルカは絶叫する。道行くひとがなにごとかと足を止め、異様な兄妹を見やる。


    　動かないシルフィを抱き上げて、背負い、上から毛布を掛けた。ここは寒すぎてダメだ、もっと暖かいところに行けば、シルフィは起きる。


    「なんだあれ、死んでるぞ」「あの子、顔、おかしくない？」「おい、あれ、入れ墨だぞ」「殺人犯が入れるやつだ！　あの子、ひとを殺してるっ……!!」


    　市民たちが交わしあう声がルカの耳に届く。


    「どけっ!!」


    　すさまじい形相でルカは怒鳴りつける。うわっ、と悲鳴があがり、壁の一角がひらく。ルカは動かないシルフィを背負ったまま、人垣のあいだを歩き抜ける。悪魔の子さながらのルカの風体に、ひとびとは眉まゆをひそめる。


    「ひと殺し!!」


    　誰かの罵ば声せいがルカの背中に届いた。入れ墨のせいだ。道を歩くだけで、犯してもいない罪を糾きゆう弾だんされる。こいつらはどうしようもなく暇で噂うわさ好きで、ちょっとでも人目を引くものがあればすぐ群れ集まって騒ぎ立てる。顔に殺人犯の入れ墨をいれた子どもなんて、酒場や職場や家庭での噂話にちょうどいい。


    　勝手に噂してろ。お前らになにを言われようが、おれは全然構わない。


    「道をあけろっ!!」


    　騒ぎを聞きつけ集まってくる群衆へ、ルカはもう一度声を荒らげる。ルカの顔を見たものが息を呑のんで後ずさる。海を割る聖者みたいにひとの群れを押しのけ、歩み去った。


    



    　シティを出て、メガロダウンを目指す。


    　いつまで経っても、どこまで歩いても、背中のシルフィから温かさが伝わってこない。外気の冷たさがそのままシルフィに染み込んで、ときと共に冷たさを増していく。シルフィがこんなに冷たかったら、おれは今夜どうやって自分を温めたらいいんだろう。


    　廃材置き場に戻り、シルフィの身体をいつもの寝床に横たえた。


    　蠟ろう燭そくに火を灯すと、真っ青な顔が闇のなかに浮かび上がった。もう一度、脈と鼓動がないことを確かめて、冷たい身体に毛布を掛け、ルカは妹の額に手を当てた。


    　一晩ここで温まったら、また目を覚ますかもしれない。そしていつもの優しい微ほほ笑えみを浮かべて、おはよう、と挨あい拶さつしてくれるかもしれない。


    　ルカはそう信じて、いつものようにシルフィを抱きしめて眠った。なじんだ温かさはどこにもなかった。


    



    　翌朝。


    　ルカは廃材のなかからスコップを探し当て、冷たいままのシルフィと一緒に背中にくくりつけた。それから小さな麻袋に、ジェミニから借りた戦記一冊と辞書、火打ち石とコップを入れた。


    　倉庫を出るとき、一度だけ振り返った。わずかに入ってくる朝の光が、雑然と投げ出されたパーツの山を照らし出していた。


    　シルフィと出会ってから、三年間、ずっと一緒に暮らした空間だった。


    「じゃあな」


    　誰にいうでもなく、ルカはそう挨あい拶さつして、それからはもう振り返ることなく我が家をあとにした。


    　真っ青なシルフィを背負って、藍色の霧のなかをルカは歩いた。早起きの呼び売り商人たちが今日の仕入れにむかうのと反対方向、郊外へむかって歩を進めた。


    　三十分ほど歩いて、ラランディアの城門へ辿たどり着いた。検問所で特別身分証明書を見せると、役人は面倒くさそうにルカの顔の入れ墨と背中のシルフィを一いち瞥べつし、特になにも尋ねることなく通行を許可した。厄介者が首都に入ってくるのは止めなければならないが、出ていくぶんには問題ないのだろう。ルカは顔をあげて、どこまでも広がる草原の起伏と、遠くにかすむ山並みを見つめた。あの山でいいだろう。


    



    　正午くらいに、山のなかの見晴らしの良い場所を見つけた。山肌を覆っている木立が切れて城壁に囲まれたラランディアが遠くかすんでいた。太陽がさんさんと照って、雲がなければ日の出から日の入りまでここへ日差しが入るだろう。


    　ルカはシルフィを地面に横たえて、土へスコップを突き立てた。一時間以上かけて軟らかい土を一心不乱に、深く掘った。


    　充分な深さになったところで、冷たいシルフィを穴のなかに横たえた。道すがらに摘んだ野の花を小さな身体に添えて、青ざめた顔を最後に目に焼き付け、スコップで土をかけた。


    　場所を忘れないように盛り土をして、手ごろな石を墓標代わりに置いた。周囲を歩き回って新しい花を摘んで墓前にたむけ、膝ひざをついて祈った。


    「ごめんな、シルフィ」


    　祈りながらルカは謝った。そしてずっと我慢していた涙をぽろぽろこぼした。


    「なんにもしてやれなくて。ごめんな。許してな」


    　涙と鼻水を垂れ流しながら、ルカは泣きながら謝った。


    「おれがバカで貧乏でなにも持ってないから、お前を死なせちゃった。使えねーな。なんにもできねーな。どうしようもねーよな」


    　自分を罵ば倒とうしながら、みっともないほどルカは泣いた。


    「かっこ悪くてごめんな。泣くの、これで最後にするから。もう二度と泣かないから」


    　約束しながら、ルカは自分の内側に残った弱さをすべて涙に変えて絞り出すようにして泣きつづけた。


    　ここで弱さは捨てる。おれは強くなる。だから最後にいまここで、ありえないほど弱い自分をさらけ出してしまおう。


    　気が済むまで泣いてから、ルカは土に膝ひざを突き立てて立ち上がった。


    　そして彼方かなたにかすむラランディアを睨にらみつける。


    『ヴィヴィ・レインを見つけて』


    　風のなかに、シルフィの声が聞こえた。


    『ヴィヴィが見つかったら、世界を変えられるよ』


    　ルカはポケットから、シルフィのペンダントを取り出した。「八端十字」の描かれた青い石を手のひらに載せる。


    『弱いひとや、貧しいひと、身分の低いひとが踏まれない世界に、おにいちゃんが変えるの』


    『約束して。ヴィヴィ・レインを見つけるって。この世界を、よくするって』


    　シルフィがいまここにいて、ルカの傍かたわらからそうささやきかけているように思えた。


    　顔を上げて真っ青な空を仰あおいだ。メガロダウンから仰ぐ曇った空ではない、どこまでも澄み切って雄大な、本物の青空。


    　ルカはペンダントを首にかけて、青い石を握った。ヴィヴィ・レインの右手の甲に、この石と同じ「熾天使セラフイムの紋章」があるという。


    「行くよ、シルフィ。ヴィヴィ・レインを見つけに」


    　そう返事すると、青空にシルフィの笑顔が透けた。


    　胸がぎゅっと締め付けられた。


    「なんにもしてやれなかったから。せめてそのくらいしないと」


    　世界を変えられる、とシルフィは言ったけど、特にそんなもんを変えようとも思わない。ただヴィヴィ・レインを見つける、それだけでいいと思う。まともな部屋もクッションのあるベッドも野菜のスープも、なんにも望まなかったシルフィが最期に望んだことだから、おれはそれを叶えなきゃいけない。シルフィがくれた幸せに応えなきゃいけない。


    「約束する。ヴィヴィ・レインを連れてここに戻るよ。それまで寂しいかもしれないけど、ここで待っててくれ」


    　ルカは腕で涙のあとをぬぐった。何度も何度も力を込めてぬぐい、この人生で最後の涙を絞り出し終えた。


    　そして決意に満ちた顔を持ち上げた。左目の下から唇に届く、稲妻のように屈折した入れ墨が、永遠に刻まれた涙のよう。


    　さあ、行こう。


    　ヴィヴィ・レインを見つけに。


    「行ってくる」


    　本と火打ち石とコップの入った麻袋を担いで、ルカはもう振り返らずに山を下りた。見送るものも誰もいない、ひとりぼっちの旅立ちだった。


    



    　ルカにとって旅の目的はただひとつ、この世界のどこかにいる、男か女かもわからないヴィヴィ・レインを見つけることだった。たったそれだけのちっぽけな旅が、大勢の仲間との出会いを経て、幾多の国家を戦乱に巻き込み、やがてルカ自身を「災厄の魔王」として地上に君臨させることなど、旅立った本人さえ知るよしもなかった。


    



    　のちに史上最大の戦争と称される「グレイスランド大戦」は、実質的にこの十二歳の少年の旅立ちからはじまった。行く手に待ち受ける巨大な運命を知らぬまま、少年は妹の願いだけを抱きしめて、小さなはじまりの一歩を世界へ刻んだ。

  


  [image: ]


  
    　　　　　　一章　罪人


    



    　霧が晴れると、むかいの丘の斜面一帯が敵歩兵で埋まっていた。


    　水平距離七百メートルほど。テラノーラ慈善同盟軍の真っ赤な軍服が草原の緑によく映える。


    　先頭に随伴歩兵二十名を連れた機械兵が一機立ち、その後方から歩兵一千名ほどが整然とした足取りでこちら側、真っ青な軍服に身を包んだガルメンディア王国軍擲てき弾だん歩兵第六中隊へむかってくる。


    　霧のせいで接近に全く気づかなかった。こっちは山肌の傾斜に一時間前から待機していたから、むこうは存在を知っているはずだ。


    　舌打ちとうめきが味方の戦列歩兵のあいだに漏れる。隊列の後方に控える軍曹が、鬼の形相で部下たちの背中をどやしつける。


    「当たりだぞお前ら、良かったな、しっかり稼げ!!」


    　銃剣付きのカスコート銃を片手に持ち、居並んだ兵士たちの表情がげんなりと翳かげる。二時間前の開戦時、左翼側には敵がそれほどいなかったはずだが、丘の傾斜のむこうに隠れていたらしい。


    「くそっ、外れだぜ。大砲なしで機械兵とやれってのかよ」


    　味方のこぼした愚痴が、横隊の隙間から漏れた。近づいてくる機械兵はもはや兵装まで視認できる。体長五メートル半ほど。テラノーラ軍の軍服と同じく、真っ赤に塗装された全面合金装甲。両手に十字形の鉾ほこを握り、盾たてはない。土偶じみた頭部の形状、こちらを威い嚇かくするように怒らせた肩、六軸の両足──下級三隊サードランク「大天使アークエンジエル級」ヘルヴォール型機械兵だ。背面ハッチを隠すためのマントをなびかせ、ソーマエンジンのとどろきも高らかに、いままさに斜面をおりて、こちらが待ち受ける山の傾斜に足を踏み入れた。こちらに野戦砲がないことを知り、きっと敵操縦士は舌なめずりしているだろう。敵随伴歩兵二十名はよく訓練された動きで機械兵の周囲に散開し、全方向から支援する構え。怯おびえの素振りも見せないその動きから、かなりの熟練兵だとわかった。


    



    　ステファノ歴一七八九年、四月二日、ガルメンディア王国領北方、ダス・フロレス平原──。


    



    「背はい嚢のうおろせ!!」


    　隊列の先頭にいる中隊長の命令が響き、三名の軍曹が次々に命令を復唱して、六百名の味方たちが背嚢を一斉に地面へおろした。敵との距離、およそ五百メートル。


    「前進っ!!」


    　中隊長の号令と同時に、整然と三列横陣が傾斜をくだりはじめた。登ってくる敵へ、上から降りていくかたち。


    「高いほうが有利なんだ、ビビるんじゃねえ!!」


    　軍曹の怒鳴り声が再び背中へ届いたとき、ひょおっ、とイヤな風切り音が聞こえた。兵士たちは全員、これがなんの音か知っている。六百名が一斉に首をすくめたと同時に、砲弾が隊列のどまんなかに着弾した。直撃をくらった哀れな三名が吹き飛び、血と土砂と軍服の切れ端が巻き上げられる。それでも前進は止まらない。


    「列を詰めろっ!!」


    　軍曹の怒鳴り声が聞こえる。いなくなった三名のスペースが、左右の兵士によって詰められる。粛々とした行進へ砲弾がさらに二発着弾し、土砂が巻き上げられ、さっきまで隣にいた兵士がいなくなり、列が詰まる。


    　兵士たち全員が本当は逃げ出したい。しかしここで逃げれば後方に控える味方の槍そう騎き兵へいに追われて殺される。前も後ろも死が口をあけて待ち受けているが、いまはまだ、後ろの味方のほうが怖い。ただそれだけの理由で前方の敵、真っ赤な軍服に身を固めたテラノーラ慈善同盟軍へむかって進む。


    　機械兵が鉾ほこを構えた。あの三千八百馬力で動く鉄てつ塊かいを相手に、砲兵支援なしでやり合うしかない。素通りして、その後方の敵歩兵とぶつかれば、こちらの背中を機械兵に襲われる。


    「わかってんな、膝ひざだけ狙え!!　正面に立つな、横から回り込め!!」


    　軍曹が対機械兵戦闘の基本を怒鳴る。


    　機械兵との距離が百メートルを切った。


    　先頭をいく中隊長が銃剣を前方へ構えて、叫ぶ。


    「突撃!!」


    　六百人の歩兵の四方を取り囲んだ士官たちが大声で復唱し、地鳴りのごとき喚声と共に一斉突撃がはじまった。


    　砂煙を蹴け立て、銃剣を前方へ構えたまま、野獣の咆ほう哮こうをあげて、真っ青な軍服に身を包んだ六百名が突進する。


    　赤い軍服を着た敵随伴歩兵たちが前方に躍り出て、擲てき弾だん──手投げの爆弾──に着火し、投げつける。爆発と共に、味方の前衛が倒れた。敵機械兵もまた、両手に構えた鉾を大きく振り上げ、こちらを待ち受ける。


    　青と赤が激突した瞬間、全面合金装甲の唸うなりと共に、味方の歩兵十数名が紙人形さながら吹っ飛んだ。地面に伏せて鉾の一撃を避けた歩兵たちへ、今度は機械兵の脚部が襲いかかる。大柄な兵士が破れた水風船さながら高々と空中へ舞い上がり、歩兵の隊列が割れる。


    「膝だ、関節をぶっ壊せっ!!」


    　軍曹の号令一下、勇敢な兵士たちが機械兵へ接近し膝関節へハンマーを叩きつける。しかし動く足に追いつくのは困難で、なかなか破壊できない。ぐずぐずするうち、散開した敵随伴歩兵たちの擲てき弾だんを浴びて吹き飛ばされ、機械兵の鉾ほこでなぎ倒される。


    　機械兵の後方から、敵歩兵一千名が土煙をあげて迫ってくる。機械兵の役割は先せん鋒ぽうとしてこちらの隊列を混乱させることであり、その役目は充分すぎるほど果たしていた。機械兵に手こずるほど、こちらの勝算は薄れてゆく。


    「膝ひざに構うな、まず護衛の歩兵をなんとかしろっ!!」「違う、右膝だ、右膝はあと一突きでぶっ壊れる!!」「左膝にハンマーを叩き込め！　右は攻めても無駄だ!!」


    　戦場の熱にあおられて、互いに相反する命令が、軍曹と中隊長、曹長たちのあいだでさまざまに行き交う。右往左往するガルメンディア軍兵士たちはたちまち機械兵に薙なぎ飛ばされ、巧みに動く熟練の随伴歩兵の擲弾や銃撃を浴びて倒れていく。


    　真っ赤なテラノーラ軍の軍服は、もう水平距離三百メートルにまで迫ってきていた。人間が全速で走ることのできる平均距離、すなわち距離百メートルを切ったくらいから突撃がはじまる。


    　これは負けだな。さて、そろそろ逃げ出そうか。いま一斉に逃げ出せば、味方の槍そう騎き兵へいも追ってはこれまい。王侯貴族のためにたったひとつの命を差し出すなんてばかげてる。


    　そんな気分がガルメンディア軍へ伝でん播ぱしようとした、そのとき──。


    　影がひとつ跳躍し、機械兵のマントにすがりつくと、そのまま登って留め具を外した。邪魔なマントが剥はぎ取られ、背中のハッチがあらわになる。


    　影はつづけてハッチの隙間に銃剣の先をねじ込み、留め金を破壊するためカスコート銃にぶらさがる格好で体重をかける。


    「おおっ!!」「すげえ、なんだあいつ、ぶんどるつもりか!?」


    　味方から喚声があがる。機械兵の操縦士は取り付かれたことを知ったのか、激しく機体を左右に振って落とそうとする。しかし勇敢な兵士は歯を食いしばってカスコート銃にかけた両手を放さない。


    　その左目の下に、稲妻のように屈折した入れ墨があった。


    「またルカだ、あいつなんでも盗んじまう!!」


    「いいぞルカ、やっちまえ、絶対手ぇ離すなっ!!」


    　味方兵士の声援を受けながら、十七歳のルカ・バルカは両手の手応えを確かめる。


    　──膝なんか壊さない。無傷でぶんどってやる。


    　──こいつはおれのもんだ。


    　決意して、身体を大きく振り、銃の柄にさらなる体重をかけた。


    　バキン。鈍い音と共に銃剣が折れる。ハッチに溶接された留め金は壊れない。不真ま面じ目めな職人が溶接したものはここが簡単に壊れるのだが、これはどうやら真面目な職人が溶接しやがったらしい。ちくしょう。だが諦あきらめるもんか。歯がみして、背中の旗差し具に右手を引っかけ、残った手で味方から新しいカスコート銃を受け取る。右目で機械兵の挙動を見定め、残った目で敵随伴歩兵の様子を見やる。ルカが取り付いたことに気づき、赤い軍服がちらちら、兵の壁のむこうをうごめくのが見えた。随伴歩兵の仕事は、機械兵に取り付いた兵を狙撃することだ。いま、あそこから銃撃されると非常に困る。


    「こっちは大丈夫だ、歩兵をなんとかしてくれっ!!」


    　味方に怒鳴りつける。おおっ、と何名かが呼応して、兵群の周囲をうごめく随伴歩兵の駆逐に乗り出す。彼方かなた、一千名の敵軍はもうじき突撃に入りそうな距離だ。あいつらが来るまでにこいつをぶんどってやりたい。


    　──やってやるぜ。がっぽり稼いでやっからな。


    　二本目の銃剣が折れても、ルカは諦あきらめない。背中の旗差し部に片手で取り付いたまま、三本目の銃剣をハッチの隙間にねじこんだ。


    「暴れんな、おとなしくおれのもんになれ、この野郎!!」


    　怒鳴りつけながら、片手をマントの留め具に掛けて、右足で思い切りカスコート銃の柄を蹴け飛ばすと、三度目の破砕音がして、折れた銃剣と一緒に留め金の溶接部が弾け飛んだ。


    　ついにハッチがひらく。


    　おおおおっ、と味方の喚声があがる。


    　ルカは剥むき出しになった操縦席に大声を投げつける。


    「エンジンを止めるな。殺しはしない、飛び降りろ、みんな、こいつを殺すなっ」


    　背もたれ越しに怯おびえた表情で振り向いた操縦士は、安全ベルトを外すと、両手を小さく頭の横へ持ち上げて、ひらいたハッチから四メートル下の地上へ飛び降りた。


    　──鹵ろ獲かく成功！


    　無傷の機械兵が手に入った。おれの手柄だ。ルカはこみあげてくる喜びを抑えつけて、誰かに横取りされる前に大慌てで操縦席へ飛び込んだ。


    　機械兵に乗るのも久しぶりだ。しかもはじめて乗るヘルヴォール型。だがエンジンはかかったままだし、左右のフットペダルで両足を、左右ふたつの操縦桿かんで両手を操作する仕様にはなじんでいる。


    「旗差してくれ、旗っ!!」


    　フットペダルに両足を乗せて、安全ベルトで身体を操縦席に固定し、背後のひらきっぱなしのハッチを首だけで振り返り、ルカは怒鳴る。鹵獲を確認した曹長がルカを見上げて大声を張り上げる。


    「よくやったルカっ！　でもそれサードランクだぞ、大丈夫かっ」


    「経験あるんで大丈夫っす！　旗差して、おれから離れてくださいっ!!」


    　経験などないに等しいが、とりあえずハッタリをかますと、兵がひとり背中に取り付いて、旗差しにモルガン連隊旗を差し、ロープを投げ込んでくれた。これで敵と勘違いされる危険は少しだけ減った。できればいまここで青い塗料をぶっかけてほしいが、悠長なことをやっている時間もない。


    　留め具の穴にロープを通して操縦席と結びつけ、とりあえずハッチを閉めた瞬間、いきなり近くから蛮声が湧き上がった。


    　敵兵一千が突撃に入ったらしい。準備を整えたそのとき、慌てた表情の中隊長がルカの足下に立ち、大声を張り上げた。


    「塗装が赤のままだ、協定違反になる！　戦うな、後ろに下がって見ていろ!!」


    　そんなこと、いまさら言われても困る。もう敵の突撃ははじまっている、ここで戦いを放棄したら鹵ろ獲かくした意味がない。


    　──聞かなかったことにしよう。


    　──こっちの連隊旗を差してるんだ、問題ないさ。


    　とっさにルカはそう判断し、左の操縦桿かんを押し、右の操縦桿を引きつけた。ソーマエンジンが唸うなりをあげて、機械兵は右へ反転して敵へ正面をむける。その場で足踏みするだけで、町工場の機械兵とは比較にならない重量とエンジンパワーが操縦桿に伝わった。


    　同時にさらなる蛮声が操縦席内部へ反響した。狭い覗のぞき窓から、敵兵と味方が入り交じったのを視認する。視野の狭さに閉口するが、ここが大きくあいていたらカスコート銃を突っ込まれて射撃され、搭乗席内を縦横無尽に跳ね回る弾丸によって天に召される。鋼線の格子窓から土つち埃ぼこりが入ってきて、狭い視界をさらに遮る。


    　敵と一緒に味方も吹き飛ばしてしまうため、機械兵は乱戦では使えない。もう少し、敵しかいない場所に移動しないことにはただの図体のでかい人形だ。


    　フットペダルを操作して、ルカは戦場を歩きはじめた。腹に響く上下動が懐かしい。戦いの前に食事をしなかったのは正解だった。していたらたぶん四歩目くらいで、胃の中身を狭い搭乗席にぶちまけただろう。


    　混戦のまっただなかを悠然と、敵味方に構うことなく歩き抜ける。


    　敵はこのヘルヴォール型機械兵が鹵獲されたことに気づいていないのか、塗装は同盟軍の赤なのに背中に青い連隊旗を差していることに戸惑うのか、取り付いてくるものもいない。怪け訝げんな表情でルカのために道をあける。


    　我ながら卑ひ怯きようだな、と自じ嘲ちようしつつも、ルカは悠々と敵群の背後に回り込んで、ここでようやく思い切り鉾ほこを振り上げ、ためらうことなく真っ赤な軍服を目がけて横方向へ薙ないだ。


    　四、五名が無惨なすがたで四散した。たちまち敵群が大混乱に陥る。ルカはさらに敵のまっただなかへ踏み込んで、長さ五メートル、重量五百二十キログラムの大鉾を容よう赦しやなく振る。隊列は引きちぎられ、悲鳴と罵ば声せいが操縦席内へこだまする。


    「こいつは敵だ、王国兵に乗っ取られてる!!」「卑怯だぞ、塗装が赤いままじゃないか!!　協定違反だ、塗り直してから戦場に出せ!!」


    　敵士官があげたそんな非難へ、ルカは内心で罵ば倒とうを返す。


    　それはお前ら貴族が勝手に決めた戦争のルールだろ。悪いがおれはスラム街のケンカのやりくちしか知らないんだ。すなわち、騙だまされるほうが悪い。


    「卑ひ怯きよう者!!　引きずり出して八つ裂きにしろっ!!」


    　お構いなしに敵群の真ん中で大鉾ほこを振り回すルカへ、そんな罵ば声せいが送られる。いかに頑強な歩兵陣でも、機械兵に飛び込まれたら為なすすべがない。


    　真っ青な軍服の王国軍が勢いづく。真っ赤な慈善同盟軍は混乱を立て直すことができず、さっきのルカのような勇気ある兵士もおらず、ほどなく士官の制止に構うことなく潰かい走そうに転じる。


    　逃げていく同盟軍兵士の背中を見送り、やれやれ、とルカは胸をなで下ろす。


    　味方が喚声をあげてルカを取り囲み、本日の英雄へ称賛を送る。


    「よくやったルカ、大手柄だ、今日はついてるぞお前!!」


    　なじみの曹長がいつものしかめっ面つらを吹き飛ばし、満面の笑みでルカへ両手を振る。ルカのおかげで大勢の味方が助かったのだ、称賛の声はやまない。


    　だがルカは覗のぞき窓から、全く違うものを見ていた。


    　確認を終え、ハッチをひらいて、見えたものを報告する。


    「北のほうに、すんげー敵がいっぱいいますー。たぶん、司令部にむかってまーす」


    　搭乗席は地上四メートルの高みにあるから、機械兵は物もの見み櫓やぐらの代わりになる。地上を歩いていたら気づかなかっただろうが、いまのルカには畝うね──平地における、小高い盛り上がりが連なった地形──のむこう、水平距離一・五キロメートルほど離れた小路を移動している大軍が見えた。味方が機械兵に梯子はしごを立てかけ、中隊長が梯子に登って、遠眼鏡とおめがねを片目に当て、ルカの言った内容を確認する。


    「……歩兵と騎兵の混こん淆こう隊形……一万近い。敵の主力だ。側面を剥むき出しにしている……！」


    　その傍かたわら、曹長がハッチの開口部に身体をねじこみ、同じく遠眼鏡を片目に当てた。


    「うわ、こりゃすげえ、襲ってください、って誘ってやがる！」


    「おそらく翼側が崩されたことに気づいていない。我々がここにいることを知らないのだ。いけるぞこれは、この位置から攻め込めば一気に崩せる!!」


    　味方の間からどよめきが漏れる。どうやら目の前に、名誉と戦利品への道ががっぽりとひらけたらしい。曹長は破顔して、ルカの頭を片手でごしごしなでた。


    「やりやがったな、ガキ!!　今日はついてやがるぜ、ちくしょう、お前ら張り切れ、戦が終わったらがっぽがっぽだぞ!!」


    　兵たちが一斉に歓声をあげる。決定的な役割を果たした部隊にはたんまり褒賞金が出る。ルカのおかげでどうやら当たりくじを引き当てたらしい。戦いが終われば、軍付き商人の市場で酒も女も食い物も思うがままだ。梯子を降りた中隊長が、曹長と三名の軍曹へ伝える。


    「三列縦陣!!　これより北方、敵主力の側面を突く！」


    　命令を受けた軍曹たちが、六百名の兵に縦隊を組ませ、先頭を敵の脇腹へむけた。軍隊というものは正面に対して攻撃力を発揮すべく隊形を組むため、脇腹を突かれると組織だった対応ができない。いまや勝機は完全にガルメンディア王国軍へ傾いている。


    「畝うねに隠れつつ接近する！　速歩、前進!!」


    　号令一下、兵たちは勇躍、畝に隠れて行進をはじめた。見晴らしの良い広大な平野での戦いだが、こうした畝や森や作物の茂った畑、水路や生け垣や灌かん木ぼくの茂み、小川や堤防やへこんだ小路などを巧みに利用すれば、ぎりぎりまで敵に気づかれずに接近できる。


    　中隊長はつづけて機械兵の搭乗席に座ったままのルカを見上げ、指令を投げる。


    「お前は後方に控えていろ。塗装がそのままでは戦いに出すことはできない。敵の軍服を着て背後から撃つような真ま似ねは、王の名誉に関わる」


    　ルカは閉口しながら、了承の声を投げる。


    「軽騎に先触れさせるから、機械兵を鹵ろ獲かくした件、司令部に報告に行け。協定違反はのちほど慈善同盟軍から抗議が入るだろう。わたしはなにも見ていないからな、言い訳はお前が自分でするんだ、以上」


    　中隊長はつれなく言うと、伝令将校をひとり呼び、先に司令部へ現状を報告に行くよう命じた。粛々と厄介払いを済ませると、あとはもうルカを振り返ることなく自分の部隊へ戻る。


    　ヘルヴォール型は背が高いため畝から頭部が出てしまい、隠密行動にはむかない。部隊についていったら自分のせいで発見されることになる。いまは中隊長の言うとおり、のんびり後方で戦場見物するしかなさそうだ。この会戦に勝てば、一か月以上つづいた「第七次テラノーラ戦役」の趨すう勢せいも決するだろう。


    　ルカは中隊長に言われたとおり、司令部を目がけてヘルヴォール型を歩かせはじめた。歩きながら、伝令将校がきちんと司令部に先触れしてくれることを祈る。でないとこの塗装では、味方の砲兵隊から一斉砲撃を食らいかねない。


    　重い足音を響かせながら、のっしのっしと歩きつつ、ルカはしみじみと機械兵というものの使い勝手の悪さに呆あきれていた。こんな幼稚な玩具みたいな兵器を「下か賜し」するエデン人に腹立たしささえ覚える。


    　──だいたい、なんでわざわざ二本足で立ってんだろ。


    　いまさらそんな根源的なことに疑問を呈したくなる。


    　二本足で立っているから、転倒する。転べば敵歩兵が群がってきてハッチをこじあけられ、たちまち鹵獲される。


    　立たなければ転倒の危険はないのに、なぜか立っている。考えたひとも投資したひとも作ったひとも、全員まともではない。


    　戦場で二足歩行するくらいなら、まだよつんばいで進むほうが転倒の危険は減るし目立たないし、膝ひざが壊れても気にせず進める。デメリットはただひとつ、かっこ悪いこと、それだけ。


    　さらに。


    　この二本足のせいで、機械兵に大砲を持たせて撃つと転倒する。両腕は人間のような複雑で柔らかい挙動はできないため、自力で弾込めもできない。火砲を搭載できないため、戦場では剣や槍やりや拳こぶしで直接殴るしかない。


    　こんな大きな鉄てつ塊かいを歩行させる技術があるなら、大砲を載せた荷台に車輪をつけてエンジンで走らせるほうがよっぽど安定するし目立たないし、開発するのも簡単なはず。なのに、エデン人はわざわざ余計な四し肢しを生やした機械兵を地上へ格安で「下か賜し」する。


    　ほかの先進兵器も「目カタ録ログ」には載っているそうだが、機械兵に比べるとかなり「ＧＰグレイスポイント」が高いらしい。着火する必要がない時限式の小型擲てき弾だん──手しゆ榴りゆう弾だん、とエデン人は呼んでいる──ひとつで、サードランク機械兵が三体もらえるくらいの交換比率、と聞いたことがある。


    「ＧＰ制度」とは、エデンの「先進兵器アーク」と交換できる特典サービスだ。


    　なぜエデンが地上に対してそんなサービスを行っているのか、理由は全く不明。


    　派手な戦いや劇的な戦い、大規模な戦いに勝つと、さながら天の神々が地上の人間へその恩恵を賜たまわるかのように、エデン評議会からの使いが地上の国家元首を訪れ、評議員の「満足度」に応じたＧＰを「下賜」する。地上の人間は「目録」に載った「先進兵器アーク」一覧から、欲しい兵器を選んで、これまで貯めたＧＰと交換する。


    　そんなことをしてエデンになんのメリットがあるのか全くわからない。


    　だが意味不明ではあるが基本的に元手がゼロなので、ほとんどの君主たちが貯めたＧＰを機械兵と交換して、戦場に投下する。使い勝手は悪いが、ソーマエンジンで駆動する鉄塊は、単発のカスコート銃と胸甲騎兵、馬で牽けん引いんする野戦砲が主役の戦場において、数世代先を行く先進兵器であることは確かだ。うまく使いさえすれば、戦局を決定づける兵科になりうる。二足歩行などという、わざわざ自分から弱点を抱え込んだとしか思えない兵器ではあるが、現在グレイスランドで使用されている兵器に比べたらだいぶマシ。それが君主たちの機械兵に対する評価だ。


    　つまるところ、いまルカの目の前に広がっているのは、歩兵・騎兵・砲兵にエデン人の「幼稚な玩具」を混ぜ込んだ、新旧の兵科が入り乱れる異い形ぎようの戦場である。


    　──まあ、エデン人のやることだし、しょーがねーよな。


    　地上の人間がすべて抱いているであろうと同じ諦てい観かんをルカも抱き、それ以上考えることをやめた。「エデンの壁」と呼ばれる端のない高さ三千メートルの壁の上で暮らすエデン人の理解不能な頭の中身を真ま面じ目めに検証しても、こちらの頭が異常をきたすだけだ。それよりは楽しいことを考えたい。今日は大きな戦果をあげたし、きっとがっぽりと褒賞が出るだろう。


    　──さてさて、いくらもらえるかな。


    　戦役が終わって、まとまった金が手に入ったら、どっかの町の本屋に走ろう。読みたい本がたくさんある。ハミルカルの戦記、ガスタフ・アドルフソンの国民軍論、数学、弾道学、地政学等々の参考書……。ページからあふれ出る知識の洪水を思い、ルカはうっとりと狭い覗のぞき窓の四角く区切られた青空に見とれる。こんな戦いはさっさと終わらせて、金を手に入れ、本をいっぱい麻袋に詰めて、また旅に出たい。


    　そう、おれはヴィヴィ・レインを見つけなきゃいけない。


    　ここでこんなことをやっているのも、旅をするのに金が必要だからだ。顔に入れ墨があるからまともな仕事には就けないが、軍隊なら珍しくない。兵隊で金を稼いで、世界中を巡るんだ。シルフィとの約束を果たしに……。


    



    　報酬どころか、懲罰房にぶちこまれそうな勢いだな。


    　ルカは直立不動の姿勢で、両手を腰の後ろに回し、視線はやや斜め上方、司令部の置かれた地主屋敷の応接間の天井の梁はりへ据すえ置く。窓の外はもう真っ暗、今日の会戦の大勝利に沸き立つ近衛このえ連隊兵士の飲み騒ぐ声がここまで響く。


    　ルカの面前、王女付き近衛連隊長、イシドロ伯爵は仏ぶつ頂ちよう面づらで、ソファーの背に上体を預けた。巻き毛のかつらをかぶり、青いガルメンディア王国軍の軍服に赤い一つ星の入った肩章、胸には金モールとステファノ十字勲章。イヤミな壮年貴族の匂いを膨れあがった顔から腹から呼気から放ち出しつつ、面倒くさそうに言葉を継ぐ。


    「先ほど慈善同盟軍から使者が来てな。重大な協定違反があった、とたいそうご立腹だ。なんでも機械兵を鹵ろ獲かくした我が軍の勇者がひとり、そのままむこうさんの群に飛び込んで大暴れしたらしい」


    「鹵獲した時点で敵の突撃がはじ」


    「わしの話を遮るな。なんでも勇者はずるがしこいことに、同盟軍のふりをしながら悠々と背後へ回り込み、恥知らずにもいきなり背中へ鉾ほこを振ったそうな。我が軍にそんなクズがいるとは信じられんが、もしやきみがそのクズかね」


    　ルカは梁を見上げたまま、返事する。


    「我が軍の連隊旗を差しておりました。鹵獲されたことに気づかなかった、敵のミスです」


    「連隊旗が青でも塗装が赤なら、敵味方は判別できん。敵に同じことをされたら、と思うとわしもゾッとするわ。戦場にも騎士道がある。敵の軍服を着て背後をついて暴れて勝って、それで名誉ある戦勝といえるかね」


    　イシドロ伯爵は言葉尻に凄みを利かせ、奥まった瞳を怒りで充たす。


    　けっ、と舌打ちしそうになるのをルカはこらえた。バカなこと言ってやがる。王の名誉のために騎士道なんか守ってたら、おれたち兵隊はみんな死んじまう。


    　鹵獲されるようなヘマを打った敵が悪い。鹵獲されたことに気づかなかった敵将が悪い。


    　バカなやつは死ぬ。弱いやつも、騙だまされるやつも死ぬ。


    　強くあるよう、賢くあるよう、誰にも出し抜かれないよう、いつも注意し警戒してるやつだけが生き残る。それがスラムのルールだ。おれが生きてきた世界のルールだ。


    「味方を助けたかった。わたしの目的はそれだけです」


    　ルカはそれだけ返事した。


    「それで品位を疑われるのはガルメンディア王だよ、前科者くん。その年で殺人罪とは立派なものだ。どうやら生きつ粋すいのクズらしいな」


    　汚物を見る目でルカの顔の入れ墨を評してから、イシドロ伯爵は葉巻に火を点けた。


    「あのヘルヴォールは慈善同盟に返還する。講和条約締結後、お前の処断に関しては慈善同盟に委ゆだねる。以上、さがれ」


    　おいおいおいおい、ちょっと待て。


    　それはつまり、死刑じゃねえか。


    「閣下、わたしは今日の戦勝に貢献したつもりです。ヘルヴォールを鹵ろ獲かくしたから左翼で勝利し、さらに敵の主力を発見し、側面を突くよう導いた。わたしの働きがなければ、左翼は崩壊し、我が軍の司令部が側面を突かれていたでしょう」


    　ルカは懸命に食い下がるが、伯爵はつれない。


    「騎士道に則のつとっていれば胸を張れただろうな。だが協定違反は明白だ。残念ながら救済はできない、せめて死にざまは堂々としてくれ、王に恥をかかすな」


    　したり顔でなに言ってんだ、このバカ。


    「バ……閣下！　わたしは味方のために命を懸けて戦ったのです！　わたしがもし、機械兵を奪ってすぐに後方へ退いたなら、もっともっと大勢の味方が死んだはずです！　左翼はおろか近衛このえ連隊だって無事では済まず、数千名の死傷者が出ていた！　命を懸けて戦って大勢の味方を救ったというのに、わたしを処刑するというのですか！」


    「あぁ、そうだ。なぜなら協定違反を犯したからな。以上」


    　ルカは絶句し、言葉が継げない。怒りを抑え、腹立ちをこらえ、冷静さを振り絞って懸命に慎重に熟慮を重ねてから、可能な限り静かな語調でひとこと尋ねた。


    「閣下、戦争とスポーツの区別ついてます？」


    　かなり言葉を選んだつもりだが、結果的に、かなり不敬な言葉がこぼれ落ちてしまった。だがあふれ出る思いを抑えきれない。


    「先方との協定違反？　これ、フェンシングの試合ですか？　戦争やってんのに、なんでルール守る必要あるんです？」


    　今度はイシドロ伯爵の口がぽかんとひらいた。ルカの言葉は止まらない。


    「ルール違反だ、って非難されたんなら、相手を二度と立てなくなるくらい殴りつけて、こっちに都合のいいルール、相手の口にねじこんでやりゃいいじゃないですか。せっかく大金使って戦争してんだから、抗議できないくらい踏みにじって、こっちに都合悪い事実なんか、あとからもみ消しちまえばいい」


    　まさか歩兵、それも十七歳の少年から政治を講釈されるとは思わなかっただろう。伯爵の口はますますひらいていくだけで閉じる気配もない。


    　ルカは眉まゆ根ねを寄せて、出来の悪い子に言い聞かせる母親のように懇こん願がんする。


    「閣下、お願いですから真ま面じ目めに、真剣に、あらゆる手段使って戦争しましょう」


    　伯爵の口はとうとう、これから厚切り肉に立ち向かうかのように、いっぱいにまでひらいてしまった。


    「なんか閣下の話聞いてると、フェンシングの話聞いてるみたいでヌルいんすよ。どんな綺麗事で取り繕ったって、どうせこんなのただの殺し合いなんだから、ルールなんか破りまくって徹底的にやらないと。ぐうの音も出ないくらい殴って蹴けって、相手が逃げたら騎兵で退路塞ふさいで、逃げ場もないとこに追い込んで取り囲んで、ひとり残らずあの世へ送って、協定なんか持ち出すやつもいなくなったあたりで善人面づらで騎士道精神語ればいいでしょ？　王の名誉なんて、伝記作家があとからいくらでも捏ねつ造ぞうできるんだから」


    　台詞せりふをひといきに言い終えて、言いしれぬ沈黙が長く、濃く、重く応接間に立ちこめてから、ルカは後悔した。


    　やっちまった。


    　やべーな、これ。


    　真っ青な伯爵の顔に血の気が戻り、言葉が届いた。


    「……将官に対する侮ぶ辱じよく罪だ。こいつを捕らえろ」


    　部屋の外で待機していた衛兵がふたり、応接間に入ってきてルカの両脇を掴つかんだ。


    「こいつは悪魔の使いだ。まともな人間の思考ではない。慈善同盟にはヘルヴォールとこいつを送り、こちらの誠意を示せ」


    　汚物を見る目から、忌いまわしいものを見る目に変えて、イシドロ伯爵は言葉を継ぐ。


    「……悪魔め。ジュデッカから紛れ込んだのか？　敵を取り囲んで皆殺しなどと……我々は文明人だ、未開の野蛮人ではない。お前たちのけがれた思考を持ち込むな」


    　まあ、お偉い伯爵さまにあんなこと言えば、こうなるわな。


    　そんでおれは悪魔か。そうかもしれない。でもな。


    「戦争って悪魔がすることだろ。指揮官も兵隊も王さまも、関わってる全員、殺人犯だよ。なにが文明人だ、善人面さげて戦争するほうがよっぽどタチ悪い」


    　どうやらこの伯爵とは徹底的にウマが合わないらしい。思わずいちいち反論してしまう。でもどうせ死ぬんだ、腹のなかぶちまけてから死んでやる。


    「なにが騎士道だ。聖人ぶってだらだら戦争つづけるくらいなら、魔王が出てきてなにもかもぶっ壊して戦争終わらせるほうがよっぽどいい。そんなこともわかんねーから、いつまで経ってもエデンの奴隷なんだよ、あんたら貴族は」


    　ごめんなシルフィ。おれなりにがんばったけど、こんな終わり方になっちまって。


    　ほんと、おれ、使えねーな。


    　イシドロ伯爵のこめかみに野太い血管が浮き上がり、顔がみるみるうちに真っ赤になって、その口が怪鳥みたいに、かっぱあ、とひらく。


    「あなたの主張には聞く価値があります」


    　ルカの耳じ朶だを打ったのは、涼やかな少女の声だった。


    「こいつの手足を引きちぎれ!!」


    　つづけてイシドロ伯爵の怒声が、応接間に響いた。


    　いつのまにか、伯爵とルカのあいだに、少女がひとり入り込んでいた。


    　転瞬──。


    　ひぃっ、と伯爵は短い悲鳴をあげて背筋を伸ばした。ルカの腕を掴つかんでいた衛兵が手を離しその場に直立不動の姿勢を取る。


    「ファニア王女殿下!!」


    　叫び声にも似たイシドロの言葉に、ルカも一瞬、顔が強こわばる。


    　──こいつがファニア……!!


    　ガルメンディア王国に住まうものなら知らぬものなき第一王女、ファニア・ガルメンディア。


    　才知と勇気と美しさを併せ持ち、現王が崩ほう御ぎよしたならガルメンディア王朝初の女王となると目される十七歳。今回はじめて総司令官として「第七次テラノーラ戦役」に参加し、自分が次代のガルメンディア王朝を担うことを国の内外にアピール中。
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    　噂うわさには聞いていたが、こうして間近に直視すると、なるほどその美び貌ぼうには威厳と質量が伴っている。


    　渓流にアネモネの花弁を流したような、光の加減で白銀と薄紫に彩りを変える長い髪に、髪と同じ不思議な色合いの瞳。身体の曲線に吸い付く青の軍服には、軍司令官を示す金の三つ星の肩章、金の胸ボタン、金モール、それに勲章の最高位である白鷹大十字勲章。白絹の手袋を両手に嵌はめ、腰にサーベルを吊つり、しなやかに伸びた足をぴたりとした白タイツで覆い、その先に小さな赤い革ブーツ。触れずとも凛りんと響きそうな女性騎士の佇たたずまいだが、特に目を引きつけられるのはその顔立ちだった。


    　気品の槌つちと知性の鑿のみで水晶をひとのかたちに彫り込んで、内側に気高さの火を灯したような。清らかに光り輝く次期女王は、ルカへまっすぐ千の星座の折り重なった瞳をむけて、


    「ギーベル伯爵の著作はご存じですか？」


    　ファニアの瞳に自分が映っていることを確認し、ルカは思わず息を呑のみ、それから質問の意味を理解した。この王女、そこらの美少女じゃない。


    「『戦術概論』を読みました」


    　背筋を伸ばして返答すると、ファニアの瞳がやや、柔らかくなる。


    「先ほどのあなたのご意見は、ギーベル伯の提唱した騎兵運用理論では」


    　その問いかけだけで、ルカにはすべて理解できた。ファニアと語らうには、先ほどイシドロに対して用いたような、素人しろうとに言い聞かせるようなわかりやすくかみ砕いた表現は必要ない。


    「伯爵の考察そのままです。騎兵を用いて敗走する敵に追いつき、包囲し、殲せん滅めつする。作戦目標は敵国首都の占領ではなく、敵野戦軍の全滅とすべし。我々は文明の過渡期にいることを認識せねばなりません。新たな時代の戦争は、伯爵が予見したように勝者が敗者を徹底的に踏みにじる戦いになるでしょう」


    「では新しい時代の過酷な戦争において、騎士道精神は捨てるべきでしょうか？」


    　つづけざまの質問を受けて、ルカは確信する。このお姫さまは、おれがギーベル軍学を本当に理解しているか否か、それを試している。


    「捨ててはなりません。命を賭して戦う兵を育成するために必要な精神です。しかし他国との関係において、騎士道を遵じゆん守しゆする必要はありません。守っているフリをし、戦勝したのち、事実を書き換えてしまえば良い、ただそれだけの話です」


    　イシドロ伯爵が低く唸うなる声が聞こえた。一兵卒が自分を飛び越して王女と直接会話しているのが気に入らないのだろう。無理もない。なにしろおれも信じられないから。


    　普通、平民が王女に会うにはそれなりの上納金を有力者に支払って、何度も何度もしょうもないパーティーに出席して貴族たちに媚こびを売り、紹介状をいただいてさらに上流の大貴族の面識を得、またしょうもない舞踏会やら夜会やらどこかの聖人と同じ名前の子の誕生日とかいうアホなパーティーに何度も何度も出席して大貴族の面識を充分に得たのち「このものであれば王侯に挨あい拶さつしても構わない」と大貴族が判断した場合にはじめて、王侯の居座る玉座の前に進み出て床にひれ伏すことを許される。言葉は交わせない。ただひれ伏すだけだ。運が良ければ靴の爪つま先さきにキスすることを許されるかも。


    　いまみたいに、いきなりすべての手順をすっ飛ばして、王女殿下と直接同じ空間、同じ目線に平民が存在すること自体がありえないし、そのうえこんな軍学談義を直接言葉で交わすなんて惑星に流れ星が衝突する確率でありえない。


    　しかしそんな天文学的事件がいまここで起きている。


    　ファニアは数瞬、ルカを黙って見つめた。まるで魂の底まで見抜くような、濁りのない透明な視線が自分の内側に入ってくる。


    　絶対に入れ墨のことを聞かれる。これまで誰もがそうだった。そして殺人犯として毛嫌いされ、ひどい言葉を投げつけられる。


    「お名前は？」


    「王国軍モルガン連隊、擲てき弾だん歩兵第六中隊、ルカ・バルカ二等兵であります」


    　王女ファニアはほんのわずか、怪け訝げんそうな表情になる。


    「二等兵ですか。驚きました。それほど学識がありながら、なぜそのような階級ですの？」


    　なぜと言われても。


    「わたしは出自がメガロダウンの貧民ですので」


    　身分を持たない平民がガルメンディア軍で出世できる限界は、叙じよ勲くんでもされない限り、小隊長すなわち少尉までだ。中隊長すなわち中尉以上は、貴族でなければなれない。このイシドロみたいなろくに勉強してない素人しろうとが将官として軍の一翼を担うのも、生まれついての身分が高いからだ。


    「メガロダウン……。ラランディアのスラム街ですね。その学識はどうやって得たのです？」


    「独学です、読書が好きなもので」


    　ファニアは少しだけ目線を落とし、さらに黙考に沈んだ。


    「……独学。……それでそこまで。……なるほど」


    　そう呟つぶやいて、再び星の瞳にルカを映し、毅き然ぜんとした声を発する。


    「ルカ・バルカ二等兵。明日より王女付き近衛このえ連隊第一機械兵隊に転属しなさい」


    　その瞬間、イシドロの膝ひざが崩れ、衛兵ふたりが顔を見合わせ、ルカは目と口を同時にひらいた。


    「殿下っ!?」


    　言葉にならないイシドロの問いかけが、衝撃の大きさを物語っていた。生まれも育ちもわからない、顔に殺人犯の入れ墨をいれた二等兵を、あろうことか兵としての最高ランク、王女付き近衛連隊に迎え入れるというのか。


    「シブリアンと交代させます。彼は口先と身分が秀でるだけで、能力に疑問があります。ルカ・バルカ、以後わたしのヴェガ型機械兵の両腕を担当しなさい、頼みましたよ」


    「はっ!!」


    　天井を見上げるくらいに胸を反らして受諾の声を張り上げた。


    　なんだこのひと、天使かよ。


    「しかし殿下、それでは両手両足を平民が担当することにっ」


    「わたくしが同乗者に求めるのは知性と勇気と向上心です。身分は関係ありません。独学でギーベル軍学を理解している人材を、貧民であるがゆえに二等兵として待遇するなど旧きゆう弊へいにすぎましょう。わたくしの名で人事発令します、イシドロ伯、明日、モルガン侯へ連絡を」


    「ですが!!　慈善同盟軍は、このものの引き渡しを求めているのですっ!!」


    「真偽について調査する、と返事なさい。戦局が定まるまで、こちらからおもねる必要は一切ありません」


    「しかし……それでは軍使を立てて抗議してきた先方のメンツが丸つぶれに!!」


    　イシドロの最後の抗弁に対し、ファニアは、わずかに眉まゆを寄せただけだった。


    　それだけでイシドロは言葉を失い、去っていくファニアの背中を見送ることしかできなかった。


    　ドアが閉じられ、あとには凍いてついた応接間が残された。


    　すげえお姫さんだ。


    　ルカは内心、気けおされていた。あれなら評判になるのもわかる。特権階級の頂点に君臨しながら、階級制度を旧弊と言い切ってしまった。


    　それに。


    　──入れ墨のこと、なにも言わなかった……。


    　あれだけ凝視されたから、絶対に前科について問われると思った。けれどファニアは外見についてひとことも尋ねず、代わりにルカが勉強してきたことを評価して、異例の大抜ばつ擢てきに及んだ。それだけでルカはファニアを信頼し、尊敬できた。


    　──やべーな。忠誠誓っちまいそうだ。


    　まさか自分が王侯に忠誠を誓う日が来るなんて。けれどファニアにはもしかすると、それだけの価値があるのではないか。ルカは人間離れした王女の美び貌ぼうと、ずっと間近から香っていた春の花みたいな薫香を思い出し、心地よい余よ韻いんをしばらく噛かみしめた。


    



    　翌朝──。


    　両足担当も平民あがり、とイシドロ伯爵が叫んだのがずっと気になっていた。


    　三人乗りの王女さま専用機械兵の両足を担当するということは、ガルメンディア王国で最も優秀な機械兵乗り、ということだ。


    　平民あがりで、機械兵の操縦に関して天才、というそいつはもしかしたら、あのいろいろ面倒くさいあいつではなかろうかと。


    　朝一番でルカは王女付き近衛このえ連隊第一機械兵隊の宿営地へ入り、ベテラン古参兵たちからうさんくさい目で見られながら新入りの挨あい拶さつを終え、支給された近衛兵の軍服に袖を通した。肩章は上等兵。王女のおかげで二階級特進したわけだ。王女に感謝しながら宿営を離れ、機械兵の駐機場へとむかった。


    　爽やかな朝の光が丘の緑を輝かせていた。周辺を忙しそうに、いずこかに連絡へむかう軽騎兵、糧りよう秣まつや干し草や弾薬箱を積んだ荷馬車、専用の牽けん引いん具をつけて荷車や野戦砲を牽ひくサードランク以下の汎用機械兵などなどが行き交う。


    　三丁のカスコート銃を三さん角かく錐すいのかたちに組んだ「叉さ銃じゆう」の傍かたわらで、近衛兵たちが朝食の支度をしながら今後の戦況について話していた。ブーツのひもを結ぶふりをして近くで聞いていると、敵テラノーラ軍は夜のうちにダス・フロレス平原から撤退しており、おそらく現在、アケロン河を渡っている、とのこと。ガルメンディア軍司令部は使者を立てて講和を促しているが、敵軍は徹底抗戦の構え、だそうだ。


    　たぶん午前中に行軍がはじまるだろう。あくびしながらルカはちんたら歩き、やがて丘を登りおえて、斜面の背後に隠されていた近衛機械兵三機が片膝ひざをついて駐機しているのを見つけた。


    　真っ青に塗られた三機のうち、左右の二機はサードランク『権天使プリンシパリテイーズ級』イロール型。体長三・五メートル、四千馬力。昨日奪ったヘルヴォール型より小さいが、馬力は上だ。そして真ん中にいる大きいのは。


    「お、ヴェガ」


    　中級三隊セカンドランク『能天使パワーズ級』。三人乗り、体長六・五メートル、五百馬力。左手に門もん扉ぴみたいな巨大な盾たて、腰に三メートル近い長剣。円筒形の頭部は見晴らしが良いよう全面防弾ガラスが三百六十度の視界を確保している。脚部、脛すねのあたりに外部から機内へ連絡するための伝声管がある。まるで王侯に対するように右の膝をついて、右の拳こぶしを地面に当てている。この姿勢は儀礼的な意味合いと同時に、胸部ハッチへ入りやすいようにするためだ。


    　これが王女専用機だろう。これから王女が機長、ルカが両腕、平民の天才が両足を担当してヴェガを動かすことになる。


    　ヴェガの直前に歩み寄って、その威容を見上げた。


    　装甲表面の装飾が無意味な仰々しさを奏でていて嫌いじゃない。地獄の戦場において、背が高く見栄えの良い機械兵が敢かん然ぜんと立って味方を鼓舞するすがたは、兵の士気に直接影響するし、重要な局面においては戦局さえ決定づけるだろう。


    　黙考していると、うしろから声をかけられた。


    「お前、ルカっ!?」


    　その声で、ルカは自分の予感があたったことを悟り、苦笑しながら振り返る。


    「やっぱお前かミズキ……」


    　十二歳からの幼なじみ、かつて機械工見習いとしてルカの住んでいた倉庫を訪れたミズキは、いつも土や泥で汚れた顔を喜びでいっぱいにして、目をきらきらさせる。


    「あっれー、もしかしてお前が新しい両手!?　最初が肝心だからガツンとやってやろうと思ってたんだけど！　おれ、お前と組むのかよ！」


    「腐れ縁ってやつだ。諦あきらめろ」


    「わーっ！　わーっ！　マジか!!　お前と組むのかよ、うっわー、そりゃいいや！　姫さまやっぱすげーな、ひとを見る目がすげーよ！」


    　ミズキはルカの両手を握り、小柄な身体をぴょんぴょん跳ねさせ、両手を広げて抱きついた。


    「うれしいよ！　昨日まで変な使えねー貴族が両腕やっててさ、口ばっかで超使えねーんだ！　歯ギ車アで頭挟んでやろうかと何度も思ったけど、やっぱ姫さまよく見てんなー、ルカかー、でもお前そんな操縦うまかったっけ？」


    「普通だな、普通。お前と比べんな」


    「だよな！　でもお前、悪知恵働くし、卑ひ怯きようなこと平気でやるし、逃げ足はえーし！　うっわー、うれしいな、これから楽しくなるぜー！」


    　ミズキはうれしさを隠しもせず、ルカの胸にすりすり頬ほおをすりつける。


    　赤い髪を防ぼう塵じんゴーグルでかきあげ、吊つり目がちな瞳は混じりっけのない紺こん碧ぺき色。背が低く、仕草も顔立ちも猫っぽくて愛あい嬌きようがあり、そして相変わらず、この汚れた顔と男言葉とがさつな態度がなかったらかわいらしい女の子に見える。そして思わず女の子扱いしてしまうとめちゃくちゃ怒り、機械兵の内部機構の歯車で挟もうとする。いいやつなんだけど、つまらないことですぐ怒って面倒くさい。
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    　シルフィと暮らしていた廃材倉庫でミズキにはじめて会ったのが五年前。


    　それからルカはひとりで旅に出て、傭よう兵へいとして世界中を回った。ミズキに再会したのは、いまから二年前、旅に出ていたルカがガルメンディア王国に戻り、金を稼ぐためにモルガン連隊に入隊したとき。連隊は第六次テラノーラ戦役に参加するため、傭兵を即戦力として積極的に採用していた。ルカが第六中隊所属の機械兵付き随伴歩兵として兵舎に入ったその日、同僚と大げんかしていたのがミズキだった。


    　小さな身体で大きな図体の大人に襲いかかり、機敏な動きで一歩も引かず、目つぶしや頭突き、首投げや股こ間かん蹴げりなど危険な技を次々に繰り出し、やじ馬からやんやの拍手喝かつ采さいを受けていた。軍曹がやってきて止めるまで、ミズキはずっと同じことを言っていた。


    『おれは男だ!!　二度と女扱いすんじゃねえ!!』


    　それからケンカも終わって、夜も更け、兵舎内みんなが眠っていたとき、ルカは用を足すために外に出て、それからなんとなく星を見たくてちんたら兵舎近辺を散歩し、雑木林に入っていく小さな人影を見つけて、気になり、あとをつけた。


    　ミズキは夜の雑木林で、しくしくひとりで泣いていた。ちくしょう、ちくしょう、と何度も言いながら両手で腐葉土をすくいあげ、自分の顔になすりつけていた。ルカは黙ってその場を去って、自分のベッドで眠った。


    　次の日。顔中にあざやひっかき傷を作った兵が、提案した。


    『そんなに言うなら男の証拠を見せろ』


    　ミズキは泥土で汚れた顔を真っ赤にして怒った。なんでそんなもん、お前に見せなきゃいけねえんだ、ふざけんな。けれど兵は引かない。周りにまたやじ馬が集まってきて、はやしたてる。


    『ミズキ、どーんと見せちまえ。そしたらこいつも納得するだろ』『脱げよ、おら、お前の男の証拠、みんなに見せろ』


    　品のない兵たちがげらげら笑いながら急せかす。ミズキはまた泣きそうな顔になって、怒りでぶるぶる震えていた。見ていられなくて、ルカは頭をかきながら言った。


    『あー、こいつのそれ、見たことありますよ、おれ』


    　兵の視線が一斉にルカに集まる。ルカはへらりと笑って、


    『すんげー、かわいそうな感じなんすよ。ひいらぎの実？　みたいな。あれじゃちょっと出せねえよなあ、ミズキ？』


    　ミズキは口をぽかんとあけてルカをしばらく見上げてから、それから急いで首を上下にかくかく動かし、


    『そ、そうなんだよ！　いや、違う、うるせえ!!　悪かったな、そうだよ。おれのは小せえんだよ！』


    　ルカはへらへら笑ってミズキの肩を抱き、全員へ笑いかける。


    『そんなわけで、かんべんしてやってください。こいつ、おれの幼なじみで、昔っからよくそこの小ささでいじめられて。だから女扱いすると怒るんです』


    　おいおい、ひいらぎの実だとよ。おれの小指の先っぽじゃねえか。そりゃ出せねえなあ。兵たちはげらげら笑い、ほどなく軍曹が集合の笛を吹いて、その場はおひらきとなった。ミズキはしばらく黙って涙のにじんだ目でルカを見上げ「ありがと」とひとこと呟つぶやいた。


    　それ以来、ミズキはとてもルカになついた。いつもルカにくっついて、うっとうしいくらい離れようとしなかった。


    　うっとうしいが、ミズキは機械兵の操縦に関して間違いなく天才だった。


    　ミズキの操縦する機械兵は、恐ろしいことに、両手を振って走った。


    　エデンの電子演算装置では「走行」時に必要とされる膨大かつ迅速な情報処理に対応できず、九割九分の機械兵が走って五歩目以内に転倒した。しかしミズキは天才的といえる状況判断で、地面の堅さや起伏に足運びを対応させ、なんと五百メートルもの距離を転倒することなく走り抜けることができた。


    　機械兵が騎兵並みに機動力を発揮したならどういうことになるか、ミズキはそれを第六次テラノーラ戦役で実証した。


    　砲弾でなければ破壊できないとされる堅けん牢ろうなカスコート銃兵の方陣に走り込んで、一撃で蹴け散らした。騎兵を随伴させて疾駆し、敵部隊の後方にいきなり出現して大混乱に陥おとしいれた。攻城戦では巨大なハンマーを両手に握ったまま走り込み、その勢いを城門に叩きつけて一撃で破壊した。一個人のあげた戦果として、すさまじいものだった。もはや隊内にミズキを女扱いするものなどひとりもいなくなり、連隊の英雄としてみなが最敬礼でミズキを称たたえた。


    　噂うわさが噂を呼び、ルカと再会して四か月後、ミズキは上流貴族から呼び出しを受け、そののち二度とモルガン連隊に帰ってこなかった。近衛このえ連隊の機械兵操縦士として採用された、と風の噂で聞いたが、真偽を確かめられるものはいなかった。


    　いま、ルカの傍かたわらで近衛兵の軍服を着たミズキはにこにこしながら、相棒である王女専用機をまぶしそうに見上げる。


    「貴族に呼び出されてから王宮に連れていかれて、そんで姫さまに会ったんだ。おれの噂を聞いて、ぜひ、自分の機体の両足をお任せしたい、って。びっくりしたよ。おれ、平民なのに、姫さまとこんな狭いとこに一緒にいていいのかな、って」


    「だな。おれもビビった。二等兵がいきなり近衛連隊入りだからな」


    「姫さま、いいひとだろ？　能力があれば、身分とか関係なく取り立ててくれて、おれ、大好きなんだ。いまじゃおれ、こいつを使って、騎兵にも追いつける」


    　ミズキにかかれば、こんなでかい機械兵でも走ってしまうらしい。それはいったいどんな光景なのか、想像が追いつかない。体長六・五メートルもある三人乗りの鉄てつ塊かいがソーマエンジンを猛たけらせ、剣と盾たて持って騎兵より速く走り込んできたら……おれなら逃げるな。ためらいなく逃げる。


    「乗ってみるか？　この様子だともうすぐ出発だろうから、行軍しながら操縦教えてやるよ。ま、そんな特に変わったとこもないし、お前ならすぐ慣れるよ」


    　ミズキは微ほほ笑えみ、胸部のハッチからヴェガの操縦席にルカを導いた。


    　予想はしていたものの。


    「狭っ」


    　図体は大きいが、三人が乗り込む操縦席は嫌がらせかと思うほど狭かった。なじんだ潤滑油とソーマの香りを嗅かぎながら、内部を観察する。


    　背もたれのない、ただ腰を下ろすだけの操縦席が縦に三つ並んでいた。一番下に、両足担当のミズキが乗り込むメイン操縦席がある。両足を置く左右のフットペダルと、側壁に加圧レバーやスイッチがたくさん、正面には計器盤と操縦桿かんがふたつ。機械兵の両足の六軸を精密に操作するために、ミズキの両手両足が必要となる。


    「膝ひざの油圧と、足の持ち上げ角、左右の足のピッチを両手で操作できるんだ。普通に歩くだけなら電子装置にお任せで問題ないけど、それだと走れないし、おれはやっぱマニュアルだな。細かいとこまで自分で調整すれば、走りながら斜面登ったり、駆け下りたりできるし」


    　口でいうのは簡単だが、機械兵を走らせる、なんてことができる操縦士はミズキ以外に聞いたことがない。電子演算装置以上のスピードで走行に必要なあらゆる外的因子をその場で見極め、直感だけで一歩ごとの最適解を操縦桿とフットペダルに伝えつづけるなんて神業は、天才のなかの天才でなければ不可能。ルカは呆あきれるしかない。


    「こいつで斜面走るのかよ。すげーな。駆け下りてるときコケたら三人とも死ぬだろ」


    「確実に死ぬ。姫さま乗せてるときにはやらねーよ。姫さま、滅多にこれに乗らないし。普段は馬に乗ってて、戦局の最後の大事なとこでこいつに乗って、みんなを鼓舞する感じ」


    　なるほどな、とルカは呟つぶやいて、三つの操縦席の真ん中、自分の席に座ってみた。


    　これだけ大きい機械兵だと内部機構も複雑だから、設計者は、人間が座る空間を三つ確保するのに苦労したことだろう。それはわかるが少しばかり無理が過ぎるようにも思う。なんとミズキの頭部が、自分の股こ間かんに入り込んでいる。ミズキがこっちをむいたなら、ルカの急所が目の前に立ちはだかる体勢。


    「ひでえ。おれの股間からお前が生えてる」


    「慣れるよ。ちなみに姫さまが自分の席に座ったら、姫さまの股間からお前が生えてる。お前の頭のうしろのそれ、姫さまの席だから」


    　振り返ってみると、後頭部から十センチも離れていないところに、ファニアの座席があった。確かにこのまま座れば王女は開脚してルカの頭部をまたぐしかない。


    「うかつに振り返ったら、おれ、ギロチン送りじゃねーか」


    「だから、姫さま滅多に乗らないんだって。これに乗って戦うわけじゃなくて、演説用の機体なんだよ。図体でかくて目立つから、頭部ハッチから上半身突き出して、演説して味方を鼓舞したいときだけ乗るの。席には座らないから心配ねーよ」


    　ルカは安あん堵どのため息を漏らす。さすがに股こ間かんから一兵卒の頭部を突き出した王女は絵にならない。


    「実戦ではまだ姫さま、演説ってやったことないんだ。でもおれ練習で何度も見たけどすげーかっこいいんだよ。発声器官を鍛えてるから、戦場でもちゃんと遠くまで聞こえると思う。早く実戦で見たいなー。ていうか、姫さまと一緒にこれに乗って戦いたい。そんな機会ないだろうけど」


    　ミズキの言葉を聞きながら、ルカは自分の目の前のふたつの操縦桿かんと昇降レバー、各種油圧制御装置と、スロットルを確認する。


    　操縦桿はふたつとも十字方向に動き、両腕の水平方向の動きを制御できる。拳こぶしの振り上げ、振り下ろしは昇降レバー。スロットルの開閉で威力を調整し、操縦桿の上方についた引き金で拳の握り、ひらきを操作できる。


    　ひとり乗りの機械兵ではこうした細かい両手の挙動は普通できない。三人乗りだからこそ、ミズキは両足に、ルカが両腕に、それぞれ専念することで複雑な格闘が可能になる。機長であるファニアの役目は、見晴らしの良い頭部からすべての戦況を観察し、どこに移動し、どの部隊をどのように攻撃するか、全体的な判断を下すことだ。


    「エンジンかけっぞー」「おっけー」


    　ミズキはいつも額に当てている防ぼう塵じんゴーグルを両目に当て、エンジンキーを回す。


    　どるる、と内燃機関の低い唸うなり声が響き、計器盤に青い光が点った。


    　しばらく暖機する。操縦席を震わせる細かい振動が、セカンドランク機械兵のパワーを感じさせる。計器盤の確認はミズキの仕事だ。スロットルを引いてエンジンを千六百回転へ上げ、吸入圧力、排気温度、油温、燃圧、筒温を確認、異常なし。羅ら針しん儀ぎ、前後傾斜計、左右傾斜計、脚部油圧緩かん衝しよう装置、膝ひざと肘ひじの作動油圧、すべて確認、異常なし。


    　燃焼するねっとりと甘いソーマの香りが機内に満ちる。エンジンは充分に暖まった。


    「コンタクト!!」


    　合図と同時に、シャフトとエンジン軸が直結され、ギアが軋きしみ、機械兵全体へソーマエンジンの馬力が行き渡る。


    　胃の腑ふの底がすうっと軽くなり、片膝をついていたヴェガがゆっくりと立ち上がった。


    　ミズキはブースト圧プラス直前までスロットルをふかし、点火栓のカーボンを払う。


    　ソーマエンジンが、うおーんと野獣のごとき咆ほう哮こうをあげて、重い一歩が踏み出された。まるで象が歩むみたいに、一歩ごとにずーんずーんと重い響きが胃へ伝う。


    　背が高いから昨日のヘルヴォール型より上下動が激しい。ミズキは四歩ほどで丘の傾斜を登りつめ、平地で歩みを止めた。ここなら練習できる。


    「おっけ。手、動かしてみ」


    　促され、右の操縦桿かんを手前に引いてみる。ぎぃぃ、とギアの噛かみ合う音がして、右のほうからなにやら振動が伝う。


    　支給品のゴーグルを目に当てて、ルカは眼前の覗のぞき窓から外を見てみる。横四十センチ、縦十五センチほどの狭すぎる視界から、かろうじて剣を持った右手が前に突き出されたのが見えた。


    「普通の動きならバランスは電子装置が自動的に取ってくれるんだけど、たとえば機械兵と格闘戦になったときの複雑な動きは、おれに合わせないと転ぶ。だから、おれの言うとおり動かしてくれ」


    「おっけー。しばらく練習しようぜ。こんなでかいの、転んだらシャレになんねえ」


    　機械兵同士の格闘戦は、たいがいの場合、転ばせれば勝ちだ。戦場で転んだ機械兵は、起きあがろうとする間に敵歩兵が取り付いて膝ひざ関節を鉄鎖で封じられるかハッチを破壊される。


    　しばらくその場で両腕の動作を確認して、次は下半身の動きに合わせて相手を殴る動作を練習してみた。ミズキの言うとおりに操作すれば、それなりのかたちにはなる。


    「いいじゃん、いけるいける。シブリアンより全然マシだぜ」


    　この間まで両腕を担当していた貴族の名前を引き合いに出してミズキは励ます。ルカも機械兵の操縦は嫌いではない。というか大きな乗り物を操縦するのが嫌いな男子はそんなにいない。ミズキと軽口を交わしながらあれこれと挙動を確認するうち、ともかく片手で三メートル近い剣を両足の動きに合わせて振れるようになった。


    「うわー、おもしれー」


    　ルカはにこにこする。このでかい剣で歩兵陣や敵機械兵をなぎ払ったらさぞかし爽快だろう。昨日はこんなアホな直立歩行兵器を作ったエデン人を内心で罵ば倒とうしていたが、操縦が面白いことは確かだ。たぶんエデン人ってのはどうしようもないほどヒマで平和で能天気で、有用性よりかっこよさを優先して兵器を設計してんじゃないかな。


    「いいぞー。んじゃ、次は歩きながらかっこよく剣を振り上げる練習な」


    　ずんずん歩きつつ、ミズキに言われるまま操作すると、ギィィッとギアの軋きしむ音がして、なんとなく腕が上がってる気がする。視界は狭い覗き窓のみだから、自機がどんな姿勢になっているかはわからない。だが司令部周辺の近衛このえ兵が、こちらを見上げてやんやの拍手喝かつ采さいを送っている。たぶんかっこいいポーズなんだろう。


    「お、かっこいー」「かっこいいぞー」


    　気のせいかもしれないが、そんな声援がなんとなく聞こえてくるような。すると馬に乗った士官の一群が前方から駆けてきてヴェガ型の面前で手を振り、静止するよう促した。ひとりの将校が脚部についた伝声管へ歩み寄って、連絡する。


    『司令部へ移動、近衛このえ連隊旗を差し、王女殿下に追従せよ。間もなく出発する』


    　将校の声が、伝声管を通じて操縦席に反響した。ミズキも伝声管を手にとって返事する。


    「了解しました。待機します」


    　ほどなく金糸で装飾された派手な近衛連隊旗を持った将兵が近づき、こちらに梯子はしごを立てかけて、背中の旗差しに突き刺した。背の高い機械兵が旗を持てば、会戦時にもどこに司令部があるか一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。昨夜ファニアにはじめて会った地主屋敷の前へ移動すると、さっき丘の傾斜に駐機していた二機のイロール型がすでに待機していた。


    　前庭のあたりに、ひときわ派手な服装の一団がある。けばけばしい羽根飾りで装飾された三角帽や二つ折り帽、朝日を弾く金モール、金の肩章、ぴかぴかの勲章。ぱっと見ただけでわかる、ガルメンディア王国軍総司令部のお歴々。白髭ひげをたくわえ、ひときわ目立つ黄金の兜かぶとをかぶった老将は、今回実質的に全軍を指揮するブールセ参謀長だ。ファニアは総司令官として君臨しているだけで、戦場での采配は名将ブールセ元げん帥すいが担うことになる。


    　王女ファニアは青い羽根飾りのついた二角帽を凛り々りしくかぶり、昨夜と同じ軍服を着て背筋をぴんと伸ばし白馬にまたがっていた。そのうしろすがたを狭い覗のぞき窓から眺めても、内側から発光しているようにはっきり目立つ。


    　すげえな。あのひとがこのなかに入ってきたら、明るさで本が読めるんじゃないかな。そんな感想を抱いていると、ファニアが先頭に立ち、二十名近い高級将校、文官、近辺の地主や有力者を長い尾のように従えて移動をはじめた。


    「うし、行こうぜー」


    　ミズキもエンジンに火を入れて、ゆっくりと司令部のあとからついていく。行く先は教えてもらえないが、太陽の位置からして西方なのは間違いない。きっと朝方、近衛兵たちが噂うわさしていたように、逃げるテラノーラ軍を追ってアケロン河を渡るのだろう……。


    



    　だだっぴろいダス・フロレス平原を行軍しつつ、ルカはミズキからひととおり近衛兵として知っておくべきことを教えてもらい、それが終わるといろいろ無駄話して、そのうち話し疲れて黙々と操縦に専念した。


    　彼方かなたの地平線を見やりながら、自分がいまいる場所と、シルフィの最後の願いについてなんとなく考えた。


    　シルフィが死んで五年経った。


    　ヴィヴィ・レインの手がかりはゼロだ。十二歳で傭よう兵へいになってグレイスランド中をほぼ回ったが、誰に尋ねても、どんな本を読んでも、ヴィヴィの影さえ掴つかめない。


    　シルフィは「ヴィヴィ・レインを見つければ、世界を変えられる」と言っていた。だとするとヴィヴィは、身分が高く、それなりの権力を持っているのではないだろうか。王侯貴族ならもしかして、その名前を知っているかもしれない……。


    　──せめて、シルフィのことをもっと知っておくべきだった。


    　いまさらそんな後悔が爆はぜる。


    　けれど、だらしない母親と、誰だかわからない父親と、乱暴な旅芸人に囲まれて奴隷みたいに生きてた話なんてシルフィにしたくなかった。シルフィも一切、ルカに昔の話を尋ねなかった。だからルカもシルフィに生い立ちも故郷も家族のことも聞いていない。ただ一緒にいる時間が幸せであればそれで良かった。シルフィがなにものなのか知ってしまったら、シルフィがいなくなってしまいそうで怖かった。


    　手がかりは、はじめて出会ったあの夜の砂漠の光景だ。


    　なにかを運んでいたエデンの飛行輸送船と、それを阻止しようと攻撃する翼竜。翼竜が飛行船を襲うなんて、いまだに聞いたことがない。しかしあの夜あの空で、ありえないことが起きていた。


    　襲われた二隻の輸送船のうち、大破した一隻は反転して南へ、もう一隻は船体を火に包まれながら北へ消えた。


    　翼竜を怒らせたあの船はなにを運んでいたんだろう。どこへ行こうとしていたんだろう。


    　そしてあのとき、助け出したシルフィはうわごとでこう呟つぶやいた。


    『……ヴィヴィ……待って……』


    　もしかするとヴィヴィ・レインはあの船に乗っていたのではないか？


    　それならヴィヴィを見つけるには、あの二隻の輸送船の行方ゆくえを追うのが近道だ。あの損傷では、少なくともエデンに辿たどり着くことはできず、グレイスランドのどこかに墜落した可能性がある……。


    　それから、シルフィの最後の言葉。


    『ヴィヴィが見つかったら、世界を変えられるよ』


    『弱いひとや、貧しいひと、身分の低いひとが踏まれない世界に、おにいちゃんが変えるの』


    　衰弱死しようとしているみなしごが語るには、あまりにも規模が大きすぎる内容。


    　ルカは自分の胸のペンダントを手に取ってみる。八端十字──シルフィの云う「熾天使セラフイムの紋章」の描かれた青い石が、暗闇のなかで静かに光る。


    　──熾天使。それって……。


    　聖ステファノ創世神話に、ふたりの熾天使が登場し、浄化の炎で楽園エデンを焼き払う描写がある。


    　──ミカエル。


    　──ルシフェル……。


    　創世神話において、ミカエルは地上グレイスランドを、ルシフェルは煉獄ジユデツカを、それぞれ守護する存在だ。


    　そしてヴィヴィ・レインは右手の甲に「熾天使セラフイムの紋章」を持つという。


    　ならばミカエルとルシフェルについて調べれば、どこかにヴィヴィ・レインの名前が出てくるかもしれない……。


    　──手がかりはないけど。でも諦あきらめねーぞ、絶対。


    　それにヴィヴィ・レインを見つけたら、シルフィがなにものだったかもわかるかもしれない。シルフィがどこから来て、どうしてあの輸送船に乗っていて、おれに拾われて抗あらがうことなく一緒に生活してくれたのか。いま思い返せば不思議なことすべてに答えが出るかもしれない。


    　黙考に沈んでいると、突然、ミズキが覗のぞき窓の外を見て舌打ちした。


    「けっ、出やがった。腹立つなー、エデンの暇人ども」


    　我に返り、ルカも覗き窓から覗いてみる。地平線まで長く伸びた味方の隊列が、みな苦々しい表情で空を見上げていた。なにかが空を飛んでいるようだが、覗き窓から得られる視角では空を仰あおぎ見ることはできない。


    「頭部ハッチ、あけていいか？　空、見たい」


    「ま、怒られないだろ。いいぜ、せいぜいバカにしてやれ」


    　頭部座席は王女さまの特等席だが、いまはいないし大丈夫だろう。ルカは安全ベルトを外して、梯子はしごを伝って自分の席より一段上の頭部座席に登り、ヴェガの頭頂部にある跳ね上げ式のハッチをあけ、自分の顔をそこから突き出した。外から見たなら機械兵の頭部からさらに人間の顔が突き出た愉快な光景。


    　ルカはさらに上体を完全にヴェガの頭部から露出させた。覗き窓と打って変わって、地上六メートル半からの遮るもののない見晴らしは最高だ。出所したての懲役囚はきっとこんな気分だろう。ダス・フロレス平原の爽やかな緑が視界の果てまで伸びやかにつづき、アケロン河を目指す長い隊列も三キロメートル彼方かなたの先頭まで見える。そして天を仰いだなら透明な青空と四月の日差し、それから──エデン飛行艦隊の球型陣。


    　ちっ、とルカも舌打ちする。


    　胸くそ悪い暇人どもが出てきやがった。


    「見せ物じゃねーぞ、ちくしょう」


    　いま地上を歩いているすべての兵隊が抱いているであろう感情が、ルカの口をついて言葉になった。


    　高度五百メートルほどのところを、エデンの誇る「空飛ぶ軍艦」が十八隻、空には敵もいないのに仰々しい球型陣を組み上げて、ガルメンディア王国軍と同じ方向へ飛行していた。


    　ルカはこっそり、王女専用と思われる遠眼鏡とおめがねを手にとって片目に当て、球型陣の中心に鎮座する全長二百メートル超の飛行戦艦を観察した。


    　海をゆく軍艦を上下さかさまにして、空に浮かせたなら、いまルカが見ている飛行戦艦の形状に近くなる。艦橋や砲門など、普通は甲板上にあるべき構造物が、飛行艦艇の場合、すべて船体の下腹から地上へむかって突き出しているのだ。船体の上部にある構造物はただひとつ、ソーマエンジンの燃焼煙を吐き出す煙突のみ。


    　──地上を攻撃するための兵装なんだよな、完全に。


    　自分たちより高い位置に敵がいないため、飛行艦艇の火力は下方に対してのみむけられている。戦闘時は下腹にあけた十五か所ほどの丸い穴から榴りゆう弾だん──内部に火薬の詰まった爆弾──を地上へ落とすのだろう。一方的に空から「贈り物」を送りつづけ、地上からの「お返し」は受け取らない。もしも天と地との間に戦闘が発生したなら、そんな理り不ふ尽じんな光景が展開されたのち、地上は焼け野原になる。


    　船体の最後尾にはソーマエンジンが青い火を吹き、下腹の最後部には三十メートルほどの艦橋が地上へむかって突き出し、その前方に、全面防弾ガラス張りの半球型展望デッキと、そこから地上を見物している数十名の着飾ったエデン人たちが見て取れた。


    　遠眼鏡とおめがねのなか、さまざまな色彩の衣装に身を包んだ紳士淑女たちが、双眼鏡を片手に地上を見下ろして笑いあい、飲み騒いでいる。


    　──あいつらにとって地上の会戦は、興行シヨーなんだ。


    　ルカはそう確信する。


    　そもそもＧＰグレイスポイントなんていうふざけたサービスも、会戦をもっと見栄え良く、面白く観賞するのが目的なのではないか。もしかするとエデンでは、地上の会戦のたびに大規模な賭が行われて、その収益でＧＰサービスを運営しているのかもしれない。でなければ実質的に無償で高価な先進兵器を地上に「下か賜し」する目的が見えない。


    　──地上の会戦シヨーを金に換える産業が、エデンにはあるはず……。


    　そして悔しいことに、現在の地上では、エデンの先進兵器アークを抜きにして戦争ができない。アークなしで戦えば、負ける。地上の闘争に生き延びるためには、エデン人のご機嫌をうかがい、敵より少しでも多くのアークを入手するしかない……。


    　球型陣を構成するそのほか十七隻の巡空艦たちも、戦艦より一回り小さい船体の下腹にドーム型展望デッキを張り出させ、観客たちを詰め込んで戦場の空を悠々と飛ぶ。野戦砲でもぶっ放してやりたい気分だが、高度五百メートルへ達する砲弾などあるはずもなく、歯がみしながら見物されるしかない。


    　──やつらにとって、おれたちは動物園の猿だ。


    　猿山グレイスランドのボス猿争いを、来場者エデン人に観賞され、時折投げ入れられるエサアークを猿同士で奪い合っている……。


    　──ぶっ壊しちまえ、そんな世界。


    　はらわたが煮えくりかえる。


    　──おれに力があれば、地上もエデンもぶっ壊してやるんだが。


    　そんな夢を見る。と、不意にまたシルフィの最後の言葉がよぎった。


    『ヴィヴィが見つかったら、世界を変えられるよ』


    　ばかばかしい、と思いながら、ルカの心の奥底がわずかに震える。もしもヴィヴィ・レインが見つかって、彼もしくは彼女にそんな力があったとしたら、自分にもこの腐った世界を変革することができるのではないか。エデンのくびきから脱し、新しい社会体制を構築して、果てしなくつづく地上の争いを永久に止めることができるのではないか……。


    　そこまで考え、また我に返り、苦く笑う。


    　──ガキじゃねえんだから。


    　あまりに遠大すぎる夢想をもう一度否定して、イヤミな飛行艦隊から目を背そむけ、ただ地上のことに意識を集中させた。


    　悔しいけれどいまは見物されるしかない。あいつらにとっては猿山の覇権争いだろうが、こっちは生死がかかっているんだ。やつらに指さされ、笑われながら、地を這はうみじめな争いをつづけるしかない……いまは。


    



    　†††


    



    　グレイスランドにおいてのちの「災厄の魔王」ルカ・バルカと「悲劇の王女」ファニア・ガルメンディアが出会い、共にアケロン河を目指して行進をはじめたのと同日、偶然にもその上空のエデン飛行艦隊においても歴史的瞬間が訪れようとしていた。


    　球型陣の中心、飛行戦艦バルバロッサ。


    　ルカが遠眼鏡とおめがねでその詳細を観察し、内心で毒づいていたのとまさに同時刻、戦艦内の隔離区画において、「彼女」は目覚めようとしていた。


    　白衣を着込んだ五名の生命工学博士たちが見守るなか、全身を覆う黒ローブに身を包んだ女性が八端十字に磔はりつけにされた「彼女」の面前へ歩み寄る。


    　ローブすがたの女性は顔の上半分を黒いフードで覆い、表情は見えない。すがたはまるっきりおとぎ話に出てくる魔女そのもの。いま、その魔女の右手のひらの上に、蒼あおく発光する浮遊体が揺れていた。


    　魔女アナスタシアは、蝶の妖精にも似た蒼い浮遊体へ話しかける。


    「記憶はほとんど消して、任務に必要な部分は残したよ。人間の常識まで忘れてしまうと、赤ん坊と同じでこちらの命令も理解できなくなるからねえ」


    　アナスタシアの顔の下半分は皺しわひとつなく、二十代前半の女性のものだが、その声はしわがれた老婆のものだ。


    「ではお行き。今度は失敗するんじゃないよ」


    　愛おしそうに、蒼い浮遊体へ話しかける。浮遊体は軽く発光しながら、背中の小さな翼をぱたぱた振って、空間を上昇していく。


    　そして妖精じみた浮遊体は、磔はりつけにされた少女の額に張り付き、それから当たり前のように額の奥へと埋もれていった。


    　ほどなく──。


    　磔の少女の翡ひ翠すい色の瞳がひらく。


    　おお、と生命工学博士たちのどよめきが起こる。


    「おはよう、アステル・エアハート」


    　アナスタシアに呼びかけられ、アステルと呼ばれた金髪の少女は怪け訝げんそうに目の前の光景を見やる。


    「…………？」


    　なにがなんだかわからない。手足を動かそうとするが動かない。自分のすがたを見下ろして、手足が金属具で十字架に固定されていることを知った。


    「な、なによこれ」


    　焦りながら状況を理解しようとする。けれどなにも思い出せない。


    　夜、普通にベッドに入って寝たはずが、起きてみたら磔にされて目の前に魔女みたいな格好の女性と白衣の博士たちが居並んでいる……そんな感じ。


    　なぜこうなったのか。記憶を探ってみるがなにもわからない。自分の着ている服を見てみると、伸縮性のほとんどない、身体の線もあらわな白いスーツが肌に吸い付いている。胸、肩、腰、臀でん部ぶ、太ふと股ももから足首まで、身体のすべてのサイズを精密に測って特別にあつらえたものでないと、こんなふうにすべての曲線に適切にフィットしないはず。胸や鼠そ径けい部ぶに金銀のラインが施され、わざわざかたちを強調している。
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    　恥じらいさえ覚えながら、アステルは強気な口調で一同へ尋ねる。


    「あなたたち誰？　なにする気？　あたし、なんか悪いことした？」


    　質問を受けて、博士たちは互いに顔を見合わせ、ひそひそと言葉を交わしあう。耳を澄ますと「予想以上ですな」「ジュデッカの魔術がエデンの科学とこれほどうまく溶け合うとは」などという言葉がうっすら届いた。


    　全然、なにも意味がわからない。だんだん腹が立ってくる。


    「ちょっと、質問に答えて！　ていうか、おろしなさい！　なによ変態、変なことしたら承知しないから！」


    　動かない手足を無理やり動かし、磔はりつけを脱しようと必死にあがく。すると魔女の格好をした女性が問いかけた。


    「わたしが誰かわかるかい」


    　しわがれた老婆の声を聞いて、アステルは眉まゆをひそめる。全然、わからない。


    「……知らない」


    　正直に答えると、老婆は楽しげに笑う。


    「成功じゃ。おろしてよいぞ」


    　白衣の男性が十字架の基部に歩み寄り、レバーを引き下げた。アステルの四し肢しを拘こう束そくしていた金属具が、バチンと音をたててひらく。


    　拘束を解かれたアステルは床へ降り立つ。動作に不自由さはどこにもない。


    　いや、むしろ軽い。自分でも不思議なくらい……身体に力が満ちあふれている。


    　一同を見回し、要望する。


    「はじめから説明してもらえる？　あんたたちは誰でここはどこでわたしは誰で、なにがどうなってここにいてこれからなにをするのか、全部」


    「わたしは世界でただひとりの魔法使い、アナスタシア。わたしがおんしを作った。おんしにはこれから熾天使セラフイム級機械兵『ミカエル』を操縦してもらう」


    　アナスタシアはひといきにそう告げて、アステルの目を見つめ、呟つぶやいた。


    「おんしは人造人間アステル・エアハート」


    　告げられた瞬間、アステルはうなずく。


    「うん。そういえばそうだった」


    　言われてみればそうだった。うん。なんで忘れてたんだろう。


    　あたし、アステル・エアハート。人造人間。０歳。最強の機械兵「熾天使級」ミカエルのメイン操縦士。ミカエルを操縦するためだけに生まれ落ちた存在。寿命は七年。


    　アステルは胸を張る。


    「思い出した。いわれてみればあたし、人造人間だわ。人間にない能力をたくさん持ってる、選ばれた存在ってやつ」


    　アナスタシアは口の下半分を笑みのかたちにひん曲げる。


    「右手の甲の数字は、意味わかるかの？」


    　アステルは自分の右手の甲を見てみた。


    『２５５７』と蒼あおい数字が浮き出ている。


    　にっこり笑って返事する。


    「あたしの寿命。一日ごとに数字が減っていって、七年後の今日、つまりステファノ歴一七九六年四月三日、午後五時ちょうど、あたしの身体は粉々になって消えるの」


    「うむ、完かん璧ぺきじゃ。一応、人間としての常識は残してあるが、細々した専門的なことは自分で覚えねばならん。出番まであと数日はあろう。それまでにこの世界やその身体についていろいろ勉強せねばの」


    「勉強きらーい」


    「ミカエルを手なずけたら好きなだけ遊びにいくが良かろうよ。おんしはミカエルを操縦するためだけに生まれたのじゃ。失敗したならこの世から消える運命さだめぞ。代わりはいくらでもおるからの」


    「なにそれ重ーい」


    「重い役目を背負って生まれたんじゃ、重くて当たり前じゃろうよ。わかったらほれ、ついてくるんじゃ」


    　アステルは黒衣のアナスタシアにつづいて隔離区画を出た。飛行戦艦内の狭い通路を歩き抜けて、階段を下り、船体の下腹から地上へむかって突き出した艦橋の最底部、作戦司令室へ入っていった。思わず声が出る。


    「わあ」


    　一瞬、空のなかを歩いているのかと思った。


    　足下いっぱい、緑の平野が広がっていた。


    「きゃー、すごーい」


    　透明なお椀を艦橋の底へ張り付けたように、半球状に編まれた鉄枠に分厚い防弾ガラスが嵌はまって、そのガラス越しに、緑あふれる地上の平野を地平線まで三百六十度、眼下に見晴らすことができる。


    　三名の幕僚将校と艦長、それに艦隊司令官の肩章をつけた人物がアステルとアナスタシアを迎え入れた。


    　艦隊司令官はまだ三十代前半くらい、長い銀の髪と紅眼が印象的な美しい青年だった。幕僚のひとりが相変わらずフードで顔の上半分を隠したアナスタシアを一いち瞥べつし、


    「フードを取りたまえ」


    「年寄りにはすべてがまぶしいものでな」


    「貴様……！」


    　一歩前に出た幕僚を、司令官が制する。


    「エデン文明の光がまぶしすぎ、ジュデッカ人には耐えがたいのだ、許してやれ」


    　理知的な言葉でアナスタシアを侮ぶ蔑べつして、アステルを見やる。


    「それでこちらが、ジュデッカの魔物というわけですな。なるほどよくできている」


    　アステルは意味がわからない。だが、頭に来たので言い返す。


    「誰が魔物よ、若白髪しらが」


    　青年はしばらく、見たことのない虫を見る目でアステルを眺めてから、幕僚を振り返った。


    「ジュデッカの褒め言葉か？　若白髪とはどういう意味かね」


    　艦長が顔を青ざめさせ、言い訳する。


    「このものたちは評議会の指揮下にあります、グレゴリオ公。特にこの娘、アステル・エアハートは目覚めたばかり。礼儀知らずはご容よう赦しやを……」


    　エデン艦隊司令官、グレゴリオ・オナシス中将はその冷たい目線をアステルへ向けなおし、尋ねる。


    「若白髪とは、もしや、わたしを侮ぶ辱じよくしたのかね」


    「それ以外のなんだと思ってんのあんた」


    「きみはわたしのこの美しい銀の髪を白髪だと思っているのか。そうか。死にたまえ」


    　腰のピストルを引き抜いたグレゴリオを慌てて幕僚が制し、アナスタシアに告げる。


    「一般向けの展望デッキへ移動願います。公爵は我々が取りなしますので……」


    　ふふ、とアナスタシアは口元で笑って、アステルを促し、作戦司令室を出た。狭い通路を歩きながら、アステルを称たたえる。


    「ようやった。面白かったぞ」


    「なんなのあのキザ野郎。ずいぶん偉そうだったけど」


    「エデンの大貴族はだいたいあんな感じじゃ。地上グレイスランドも煉獄ジユデツカも動物園や水族館としか見ておらん。人間の住む世界とは思っておらんのだよ」


    　そしてふたりは着飾った紳士淑女がワイングラスを片手に群れ集う展望デッキへと入った。


    　造りは作戦司令室と同じ、逆ドーム型の鉄枠に防弾ガラスが嵌はまったものだが、作戦司令室よりずいぶん広い。五十名以上の人間がゆったりとソファーや椅い子すに腰掛け、パーティーを楽しみながら足下の地上を見下ろすことができる。


    「わあ、おもしろーい。なんかいっぱいひとがいる」


    　アステルが指さす先、五百メートル下の平野を、蛇みたいにうねうねと、真っ青な軍服に身を包んだ軍隊が移動していた。隊列を組んだ歩兵や騎兵や砲兵、機械兵の牽ひく野戦砲や荷車、将校の乗る馬車が自分の足下を蟻ありみたいに行き交うさまを、アステルは楽しそうに見下ろす。


    「なんかおもちゃみたいでかわいい。あのひとたちをやっつければいいの？」


    「今回はそうなりそうじゃの」


    「なんでやっつけるの？」


    「今朝方、テラノーラ慈善同盟がすべてのＧＰグレイスポイントを消費してミカエルを呼ぶことを決めたんじゃ。うちらもミカエルの起動実験がてら、お値打ちＧＰでミカエルを貸すことにした」


    「へー。よくわかんない」


    「赤い服に味方して、青い服をやっつける、そんだけだよ」


    「青い服のひとたち、かわいそー」


    「気にする必要はない。おんしが出ていかなくてもどうせやることは殺し合いじゃ。問題はおんしがミカエルを扱えるか否か、それだけよ。失敗したなら七年も待たずにこの世から消すからの、真剣にやるのじゃぞ」


    「わかってる。大丈夫だよ、今度こそ手なずけてやるんだから……」


    　返事して、アステルは自分の言葉が変なことに気づき、目をぱちくりしばたいた。


    「いま、あたし、『今度こそ』って言った？　前があったっけ？」


    「うむ。生まれたてなので不安定じゃな。前などない、前などないぞ～。そこらへんのことも含めて、これから勉強するんじゃ。ミカエルを乗りこなしたかったら、あと数日は根を詰めて学ばねばならん。無事にあの野蛮人どもを焼き払えるようにがんばるのじゃぞ」


    「仕方ないなー」


    　諦あきらめをため息に変えたアステルは、展望デッキから見晴らせる狭い空と雄大な大地、地平線までつづく軍勢をしばらく見降ろした。


    　足下をうごめく人間たちは、まるっきり蟻そのものだ。アステルが一歩、足を踏み下ろしたならあんな隊列はあとかたもなく踏みにじられるだろう。


    　これからあたし、ミカエルに乗って、あのひとたちをやっつけるのかー。


    　へー、ふーん、なるほどねー。


    　大して気乗りもしないけど、そのためだけに生まれたんならやるしかないか。失敗したら消されちゃうって話だし。成功してもどうせ七年しか生きられないけど、それがあたしの運命なら仕方ないよね、うんうんそうそう、仕方ない仕方ない。


    「じゃ、会わせてよ、そのミカエルってのに」


    「この飛行戦艦にはまだ積んでおらん。この先のレオカディオ繋けい留りゆう塔とうで積み込む」


    「へえ。地上にいるんだ」


    「その昔、エデンで起動実験しようとしたところ、エデンそのものを破壊しようとしおってな……。そのときは操縦士が自分を生いけ贄にえにしてミカエルを止めたのじゃが、危険すぎるということで地上に隔離したんじゃ。今回が二度目の実験ぞ、しくじるでないぞ」


    　ふーん、と鼻で返事して、アステルは地上をうごめく隊列を見下ろした。なんだかよくわからないけど、安全な実験ではないらしい……。


    



    　†††


    



    　十二歳で傭よう兵へい隊に入って、最初の二年間は後方で食糧の調達や、荷物運び、機械兵の整備などの雑用をしていた。


    　はじめて前線に出たのは十四歳のとき。


    　傭兵隊長に言われるまま敵陣へ突撃させられ、敵味方入り乱れての乱戦になり、目の前にいた敵兵の腹に無我夢中で銃剣を突き立てた。敵の叫び声と、噴き出た血と、傷口からあふれ出たものがずっと記憶に焼き付いて、それから三日間、一睡もできなかった。眠ろうとすると、殺した敵の叫び声が耳元に響いた。


    　それ以来、何人も何人も、この手で殺あやめてきた。


    　戦場で敵を殺す、なんて当たり前だ。


    　軍隊内で、敵を殺したことへのナイーブな感傷をおおやけにするものなどいない。


    　ひとりでも多くの敵を殺したものが称賛され、英雄視される。殺した敵兵の数は、すなわち、大勢の味方を救ってきたあかしだ。ひとりの敵も殺せないものは、おのれのセンチメンタルな情緒を守るために、味方を危険にさらした卑ひ怯きよう者でしかない。そんな不真ま面じ目めなやつが同じ隊にいたら、真面目に戦っているものがバカを見る。それが世間の良識とは全く異なる、軍隊という世界の良識だ。


    　だからルカも、そう振る舞う必要があるときには、今日の戦闘で殺した敵の数を自慢したりもする。おれはタフだ。歴戦の勇士なんだ。戦場でビビって死んだふりをするようなクズじゃないんだ。そうアピールしつづけないと、社会のあぶれものが寄り集まっている軍隊内でまともに生きていくのは難しい。


    　けれど。ときどき夢のなかに、殺めた敵兵が出てくる。


    　いまのこれみたいに。


    　ルカは逃げながら、背後を振り返る。折れて曲がって砕けたたくさんの背中が、うしろむきで追いかけてくる。


    　ルカには彼らが誰かわかる。先日、鹵ろ獲かくしたヘルヴォール型機械兵を操縦して、うしろからなぎ倒した敵兵の背中だ。彼らは塗装が赤いままのヘルヴォール型を味方だと勘違いして、ほとんどなにもわからないまま後方から殴り飛ばされた。少なくともあの一撃で、五、六人は死んだだろう。


    　ルカはただ逃げるしかない。


    　追ってくる死者の数は、逃げるほど増えていく。はじめて殺めた敵兵もそのなかに混じっている。その数は、二十名を超えていた。


    　やめろ。おれだって好きで殺したんじゃない。そうしないと、おれが殺されるからやったんだ。黙って見てたらおれの仲間が殺されるから、お前たちを殺すしかなかったんだ。だから。


    「もう許してくれっ!!」


    　そして血走った目を見ひらき、そんな悲鳴と共に跳ね起きる。


    「……………………」


    　動悸を抑え、いま見たものが夢であったことを確認し、無言でしばらく、自分がどこにいるのか周囲を見回し確かめる。


    



    　ステファノ歴一七八九年、四月八日、聖都カルロビバリ近郊──。


    



    　東の空の裾が紫色ににじみはじめていた。平原のうねりがうっすらした影として見て取れる。


    　天頂にはまだ星がまたたき、平地の草はらに直接寝そべる兵士のすがたを照らしていた。


    　傍かたわらで、ミズキが胎たい児じみたいな姿勢で眠りこけていた。健やかな寝息のそのむこうでは、直立したヴェガ型機械兵の巨大な影が夜明けの空を切り抜いていた。


    「……いつまでこんな夢見てんだよ」


    　自じ嘲ちようして、ため息をつき、ルカは立ち上がって伸びをひとつした。


    「ガキじゃねーんだ、くだらねえ。泣いて謝って許してもらえるもんでもねえし」


    　強がりを言って自分を励ます。戦場における良心とは、味方のために敵を倒すこと、それだけ。敵のことを思いやって殺すのをためらっていたら、こっちの身が持たない。そんなのは善人とかお人好し以前の問題で、世間知らずなアホか、我が身大事な卑ひ怯きよう者のすることだ。


    　頭を左右に振って首をこきこき鳴らし、西方を遠く見やる。徐々に明るくなっていく空が、本日の攻撃目標、聖都カルロビバリの全容を朝もやのなかへさらそうとしていた。


    　中世期の名残を留める、街ひとつ丸ごと高い城壁のなかに閉じこめた要よう塞さい都市。


    　かつて騎士が戦場の主役であった時代は難攻不落の要塞だったが、火砲が発達した現在、籠城はもはや自殺行為だ。厚みがなく高さのある城壁は、強力な野戦砲の餌え食じきでしかない。幾つかのパーツに分解してここまで運ばれてきた大型砲が口径三十センチの砲門をひらいたとき、カルロビバリの運命は決する。


    　六日前のダス・フロレス平原の会戦で大打撃を受けたテラノーラ軍は現在、カルロビバリ郊外、西方二十キロメートル付近の丘に布陣して、軍を再編成しつつあるという。深手を負った獣がうずくまり、その傷を癒やしている間に、こちらはその巣を荒らし尽くしてしまいたい。


    　聖都の住民は昨日までにほとんど逃げ出しており、あの城壁の内側にはいくらかの守備兵と、住民が持ち出すことができなかった私財があるのみ。昨日通達があって、命がけで戦った正当な報酬として、すべての兵士に麻袋ひとつ分の収奪が認められた。収奪品は翌朝までに司令部に届け出れば、兵士の私物として認定される。これから早いもの勝ちで、麻袋のなかをより高価なものでいっぱいにするための競争がはじまる。


    　ルカはうれしい。勝ち戦に参加するほど楽しいことはない。辛つらくて苦しい軍隊生活も、今日のような「ご褒美」がもらえるからつづけていられる。


    「がっぽり稼ぐぜ」


    　できるだけたくさん金目のものを手に入れたい。お金があれば本が買える。自由な時間も手に入る。ヴィヴィ・レインを捜す旅にも出られる。顔に入れ墨があるためまともな仕事に就けないルカは、こういうときにたくさん稼いでおくしかない。


    



    　やがて太陽が地平線から顔を出し、透明な日差しが高さ十五メートルほどの城壁を照らし出したころ、平原にしっかりと設置された二門の大型攻城砲が城門をめがけ、巨大な砲弾を吐き出しはじめた。王国軍兵士たちはピクニックに来ているみたいに、砲兵の照準を揶や揄ゆしたり喝かつ采さいしたり、スケールの大きな破壊行為を存分に楽しむ。


    　空にはエデン飛行艦隊のすがたもあった。いつものように手出しすることなく、戦場の空を悠然と飛ぶ。気に入らないが、彼らが地上の戦闘に介入することはない。こちらは気にせず砲撃をつづけるのみ。


    　間断なく発射される三十センチの砲弾を浴びつづけ、ほどなく周囲の城壁ごと城門が破壊された。もうもうたる黄褐色の土煙を目がけて、待機していた歩兵連隊が砲兵の支援を受けながら前進を開始する。赤い軍服を着た敵守備隊はもはや防衛を諦あきらめたらしく、ろくに抵抗しない。青い軍服たちは聖都内へなだれ込むと、東西南北すべての門もん扉ぴを内側からひらいた。きっともうほとんどの兵が、金目のものを求めて無人の建物へ押し入っていることだろう。


    「ちくしょー、あいつらいいなー。おれも早く行きてー」


    　ヴェガ型機械兵の頭部ハッチから顔を出し、ルカはいらいらしながら戦況を観察する。こういうとき、後方に待機している近衛このえ兵は不利だ。


    　ヴェガのエンジンはすでに始動しており、暖機も充分、すぐに動かせる。


    　司令部の面々はヴェガの前で各おの々おの遠眼鏡とおめがねを片手に状況を確認している。そして崩れた城壁の上にガルメンディア王国旗が翻ひるがえったとき、幕僚のひとりが鼓笛隊にうなずきかけた。


    　晴れやかな笛と太鼓が四月の空へ鳴り響き、幕僚将校が合図の手信号をこちらへ送る。


    「機械兵、前へ！」


    「はっ！」


    　ミズキは凛り々りしく応えて、スロットルをひらき、最初の一歩を踏み出した。その後方から、ヴェガより一回り小さいイロール型二機がついてくる。華やかな音楽にテンポを合わせ……とはいかないが、機械兵にしては小気味よく、ずんずんと軽快に歩いていく。


    　ルカは自分の操縦席に腰を下ろし、狭い覗のぞき穴から前方を見ていた。うしろを振り返ることはできないが、機械兵の後方から司令部の高級将校たちがついてきているはず。


    　王女付き近衛このえ連隊は城門から堂々と聖都内に入り、大通りを行進していく。なにものにも邪魔されることなく、聖都の中心、官公庁のある広場へ辿たどり着き、カルロビバリ宮殿にガルメンディア王旗を翻ひるがえした。


    　ほどなく敵守備隊が降伏し、王女ファニアをはじめとする司令部の高級将校や近衛連隊の士官は宮殿内の豪華な部屋を、下士官と兵は宮殿から少し離れた二階建てアパートメントを宿舎としてあてがわれ、解散となった。これより以降は自由時間、つまり「麻袋ひとつ分まで、好きに奪え」ということだ。


    　ヴェガを降りたルカはミズキと別れ、金目のものを探しに街中へ入った。中央の広場から放射状に狭い小路が外縁にむかって伸び、その間を、背の高い建物が身を寄せ合うようにぎゅっと押し詰まっている。こうした昔ながらの城じよう塞さい都市は、狭い域内に大勢の人々が暮らしているため、面積に比して建物の容積が大きい。避難住民が調達できる馬車や荷車は数が限られており、運びきれなかった燭しよく台だいや銀食器や絵画など高価なものがたくさん置き去りにされているはず。それらは全部、王国軍兵士が正当な権利として手に入れるのだ。歩兵たちはもはや一介の強盗となり、そこかしこの建物へ押し入って好き放題に物色している。


    　ルカは貴族の邸宅を探しながら、迷路みたいに入り組んだ小路を辿る。時間は限られている。奪った品は翌朝までに司令部の徴発科へ届け出なければ本人のものにならない。それ以降に収奪すれば処罰されるため、なるべく「当たり」の家屋に押し入って金目のものを奪いたい。


    　うきうきするルカの眼の先に、つ、とエデン飛行艦艇のすがたがよぎった。戦いは終わったのにいっこうに去る気配がない。胸の底に不安が流れる。


    　──会戦には勝ったけど、敵を全滅させられなかった……。


    　──騎兵がちゃんとしてれば、全滅させられたはずなのに。


    　会戦に敗れて潰かい走そうする敵に、味方の部隊は追いつくことができなかった。結果、敵軍は聖都の郊外に布陣して態勢を立て直しつつある。もし高度に訓練された騎兵軍団が王国軍に存在したなら、機動力で敵の退路を遮断し、包囲殲せん滅めつが可能だった。


    「敵首都の制圧ではなく、敵野戦軍の殲滅を作戦目標とすべし」と説くギーベル軍学であれば、王国軍はまだ勝利したとはいえない。ファニアにはそのことがわかっているはず。


    　しかしすぐに。


    　──ま、おれが心配することじゃないけどさ。


    　そのことに気づき、不安を捨てる。そんなのは作戦将校たちが考えることだ。今日の自分のやるべきことはただひとつ。


    　──袋のなか、宝石でいっぱいにしてやるぜ……！


    　大金持ちになって、軍隊なんかさっさと辞めて、シルフィとの約束を果たしに行くんだ。金さえあれば、こんな無意味な殺し合いなんてしなくて済む……。


    



    　その夜。


    　宿舎としてあてがわれた二階建てアパートメントの一室で、ミズキはルカの麻袋いっぱいに詰まった中身を取りだし、呆あきれた。


    「本？　本しかねーの？」


    　ルカは窓の外を遠い目で眺めながら、ミズキに背をむけたまま答えた。


    「貴族屋敷の目の前に、でかい図書館があって……誰も入ってなかったからつい入ったら……」


    　ミズキはベッドの上であぐらをかいて、麻袋に詰まった五冊の本を手に取る。いずれもずいぶん古びて、シミも多く、ページもカバーから外れかけている。なかでも特に古びてカビの生えた一冊を指でつまみあげ、


    「これで届け出たのか？　徴発科のひと、呆れてなかった？」


    「……すっげー変な顔でこっち見てた。レア本だ、古本屋に売ったらそれなりの金になる、って説明したらわかってくれたけど……」


    「おれにはただの、きったねーゴミにしか見えねーんだけど……」


    「お前が指でつまんでるそれ、世界に十冊しかない超稀き覯こう本ぼん。百六十年前に出版された、モンタグリって貴族の戦術書で……。あとお前がさっき投げた、ページがカバーから外れてるそれ、博物館に入ってておかしくない本だぞ、丁重に扱え」


    「こんなんが？　わっかんねーなー。もっとマシなもんあんだろ？　せっかく大儲もうけのチャンスなのに……」


    「……うん。……でも……滅多に会えない本だから……」


    　アパートメントの二階から、ガス灯の照らし出す通りを見やると、大儲けしたらしい兵士が大声で飲み騒いでいる。辛つらい軍務から解放され、報酬も受け取り、今日は数千人の兵士が朝までらんちき騒ぎだろう。


    　貴金属も美術品も、もう残ってないだろうな……。ため息をついてベッドに戻り、参考までに、ミズキの麻袋をあけてみた。


    「……お前、ひとのこと言えんのかよ」


    　麻袋のなかは、なぜか石せつ鹼けんでいっぱいだった。ミズキは顔を真っ赤にする。


    「な、なんだよ！　勝手にあけんな！　いいだろ別に、他にろくなもんなかったんだから！」


    　赤、青、黄色、色とりどりの石鹼を手に取ってみる。ひとつひとつ、微妙に形状や香りが違っていて、きっと必死に選んだんだろうな、と思わせた。おれが必死に選びに選んで、泣く泣く欲しい本を幾つか捨てて、麻袋に収まる五冊を選んだように。


    「お前これ、めちゃくちゃ選んだだろ？」


    「選んでねーよ！　そのへんに落ちてたの拾ったんだ！」


    　ミズキの明らかなウソを聞き流し、さっき言われた台詞せりふをそのまま本人に返した。


    「わかんねーなー。もっとマシなもんあんだろ？」


    「うるせえっ!!　ほかになんにもなかったんだ、ほんとだぞ!!　べ、べつにおれ、石せつ鹼けんとか好きじゃねーし!!」


    　ミズキは泣きそうな顔で枕をルカに投げつけると、石鹼の詰まった麻袋を大事そうに肩に担ぎ、腕で目元をぬぐいながら部屋から駆け去ってしまった。


    　ばたーん、と大きな音を立てて閉じられたドアを見て、ルカの心が嘆く。


    　──やっぱりあいつ、めんどくせー……。


    　いいやつなんだけど、どうでもいいところで非常に面倒くさい。まあいいや。いまはそれよりも、これだ。ルカは戦利品を手にとって表情をうっとりと崩す。


    　やっとひとりになれた。こころゆくまで本が読める。うれしい。最初の一冊はモンタグリ伯爵の戦術書『次代の歩兵・騎兵・砲兵の連携』にしよう。


    　いそいそと蠟ろう燭そくに火を灯して、机の前に座り、どきどきしながらさっそく中身をひらいた。茶色に変色し、シミに汚れたページがルカには光り輝いて見える。


    　兵士に混じってバカ騒ぎするより、こうして静かに本が読めることが、ルカにとって最高の贅ぜい沢たくだった。


    　書かれているあらゆる知識を噛かみしめるように、ルカはおのれのものにしていく。偉人賢人の書き残したひとつひとつの文章がルカにとって宝物だった。彼らの知識と人生がこうして一冊の本に結晶化されて、わずかな時間に学び取れるのだから、読書とは本当に贅沢な娯楽だとしみじみ思う。


    　目が疲れてくると、腕立て伏せや腹筋運動、膝ひざ屈伸、窓枠を使った懸垂をして身体を鍛えた。筋肉がどこもかしこも悲鳴をあげるまで痛めつけてから、また机に戻って本を読む。頭はもちろん、身体も限界まで鍛えないと戦場で生きていけない。これを毎日やっているからこそ、機械兵に取り付いて鹵ろ獲かくするような荒技もこなすことができた。


    　通りから響いてくる、飲んだくれた兵士たちのバカ騒ぎを聞き流しつつ、ルカは夜遅くまで幸せな読書時間を満喫した。


    　遠いエンジン音が響いて、ふと窓の外の夜空を見上げると、相変わらずエデン艦隊が標識灯を点滅させ、聖都上空を遊泳していた。いつもは会戦が終わるとすぐ帰るのに、今回はなぜか六日間も付きっきりだ。


    　なにか嫌な予感がする。だがまあ、危なくなったら逃げればいい、それだけの話だ。自分にそう言い聞かせて、ルカは再び本にむきあった。


    



    　†††


    



    　同時刻、エデン飛行艦隊旗艦『バルバロッサ』第一格納庫──。


    



    　ルカが読書に熱中している宿舎の二百メートル上空を航過しながら、アステル・エアハートは自らの『愛機』を睨にらみつけていた。


    「……………………」


    　気に入らない感情が無言の敵視となって、格納庫内の専用デッキに駐機する巨大な機械兵へ注がれる。


    　上級三隊フアーストランク『熾天使セラフイム級』機械兵ミカエル。


    「機械兵の王」とも呼称される、エデンの保有するあらゆる機械兵の最上位。量産型ではなく専用機、つまり操作系に適合した人間しか操縦を許されない、世界に一機のみの特別製だ。


    　昨夜、レオカディオ繋けい留りゆう塔とう──地上百メートルほどの高さにそびえる、飛行艦艇を繋留するための塔。いわゆる空港施設──からバルバロッサへ秘密裏に積み込まれ、現在整備中。ハーネス付きの胴着を着込んだ作業員たち十数名が、ロープに吊つり下がる格好で巨大な機械兵の各部に取り付き、出撃前の最終点検にあたっている。


    　全長十八メートル。右手に剣、左手に盾たて。胸、肩、腰を覆った白銀色の炭素材装甲の表面に、蔓つる草くさや花や神獣の浮き彫り。その名のとおり熾天使ミカエルを写し取った神々しい佇たたずまいだが、装甲のつなぎ目の可動部に、軟体生物じみた不気味な黒いうねりが見える。


    　アステルは眉まゆをひそめ、傍かたわらのアナスタシアに尋ねる。


    「あの黒いのなに？　ナメクジ？」


    　アナスタシアは薄く笑い、


    「生命金属じゃ。魔物の肉体が持つ生体分子エネルギーを生物素材とし、有機生物化学的に流体金属を生成しておる。魔物の血肉と機械と金属と電子部品が混ざりあっとる、古代文明の遺物よ。いまとなってはエデンにも造ることができん、失われし叡えい智ちの結晶。おんしがミカエルを従えれば、操縦桿かんなど握らなくてもあのナメクジみたいなのがおんしの思ったとおりに手足を動かす」


    「へー。よくわかんないけど楽しみー。……んで？　出番まだ？」


    「いまテラノーラ軍が移動中じゃ。朝までには聖都直前に布陣するじゃろう。出番は日の出の直前くらいじゃよ。なんなら寝とっても構わんのじゃが」


    「眠くないし。あたしの下僕になる機械のこと、知っときたいし」


    「ほう、真ま面じ目めじゃな」


    「だって失敗したら消されちゃうし」


    　恨みがましく言ってみると、アナスタシアは口元だけで笑って話題を変える。


    「相方がもう乗っておるぞ。ミカエルはふたり乗りでの。メイン操縦士が死傷したとき用に、補助の人間が一緒に乗るんじゃ。メインは神経接続で操縦し、サブは手動マニユアルでミカエルを動かす。紹介しよう」


    　アナスタシアの目の先、ミカエルの胸部ハッチからひとりの少年が顔を出していた。


    　年齢は十二、三歳くらい。慣れた様子で操縦席の内部を指し示し、整備兵たちと会話しながら、時折ちらちら目線をこちらへ投げる。


    「気になっとる気になっとる……」


    　アナスタシアはくすくす笑いながら少年を手招きする。ややあって、ロープを使ってハッチから降り立った少年がアステルの目の前へ歩み寄ってきた。柔らかそうな黒髪に、生意気そうな濃緑の瞳、ぎりりと音が聞こえそうなほど引き結んだ唇。アステルと同じ白いプラグスーツに身を包み、名乗ることなく無言で睨にらみつけてくる。


    「なによその目。サブ操縦士でしょ？　メイン操縦士に挨あい拶さつしなさい」


    　アステルが腰に手を当てふんぞり返ると、少年の顔に怒りが宿った。


    「威張るな。できそこないのくせに」


    「なんですって!?」


    「お前なんかにミカエルが従うもんか。こいつに乗れるのはぼくだけだ！」


    　あかんべー、と舌を出すと少年は名乗ることなく格納庫の外へ逃げていく。


    「こら待ちなさいクソガキ、それが相棒に対する態度!?」


    　アステルの罵ば声せいが格納庫に響く。アナスタシアがため息と共に、もうここにいない少年を紹介した。


    「ロロ・ロッソ。まだ十二歳じゃが、おんしと同じく、ミカエルの操縦系に適合した人間じゃ。わたしがジュデッカから連れてきた。おんしがミカエルに乗れなかったときの保険じゃな」


    「……へー。あの子があたしの代わり」


    　ロロが駆け去った方向を、やや翳かげった瞳で見つめて、それからアステルは気を取り直す。


    「ま、あたしが乗りこなせばなんにも問題ないわけで。さっさとやりましょ、さっさと」


    「テラノーラ軍とタイミングを合わせねばならんからの。準備が整ったら地上から合図の灯火が焚たかれる。それまで待機じゃ。あと、尋常でないほど心と身体を消耗するゆえ、ミカエルに乗ったあとは丸一日、身体が動かなくなる。身支度を整えておけよ」


    　ふん、とアステルは顔を背そむけ、ミカエルの足下にまで歩み寄って、これから操縦する相棒を見上げた。ロロのいた胸部ハッチのさらに上、うなじのところに一か所、大きな穴があいている。目を足下に戻すと、繭まゆみたいなかたちをしたメイン操縦席が縦に割れた暗い口をあけていた。


    　黒い炭素材に覆われた密閉型操縦席。内部を覗のぞくと、操縦桿かんも計器盤もスロットルも一切なく、あるのはただ操縦士を縛り付けるベルトと、頭部をほぼすっぽり覆うヘルメットのみ。ヘルメットの底部には五ミリほどの針先がふたつ突き出ている。あの針をアステルの首筋に突き立てて、ミカエルの「意志」と神経接続するのだ。そしてこの繭みたいな操縦席をロープで持ち上げミカエルのうなじの穴に差し込むと、出撃準備が完了する。


    「待ってなさい、ミカエル。もうすぐ、あたしの下僕にしてあげるから」


    　神々しい機体を見上げ、アステルは勝ち気な笑みを口の端にたたえた。


    



    　†††


    



    　同日、午前四時半、聖都カルロビバリ──。


    



    　夜通しつづいていたバカ騒ぎも収束し、酔っ払った兵士たちがそこかしこの路上で大の字になり眠っているころ、カルロビバリの北端の溜め池のほとりにミズキはいた。


    　付近は真っ暗。月と星の光が、池のおもてを蒼あおく染めている。兵士たちはみな略奪に夢中だったため、水浴びに来てそのまま寝込んでしまったものもおらず、ミズキは周囲に誰もひとがいないことを確認して軍服をすべて脱いだ。


    「へへへー。気持ちいー」


    　池に爪つま先さきを浸し、それからゆっくり深いほうへ進んで、肩までずっぽり水に浸かった。水の冷たさが身体に染み渡る。


    「あー、幸せだなー」


    　微ほほ笑えんで、水のおもてに浮かんで裸身に月光を浴びる。その身体の特徴ははっきりと、少女のものだ。


    　気が済むまで泳いで、髪の毛までぐっしょり濡れて、岸に戻り、麻袋をあけて今日の戦利品を眺め、ふふふと笑う。


    「どれにしようかなー。どれがいいかなー」


    　たくさんの石せつ鹼けんを大事そうに見つめて、意を決し、桃色のをひとつ取り出した。匂いを嗅かいでみると、バラの良い匂いがする。よし、これにしよう。


    　石鹼を直接、肌にこすりつける。やがて泡が立ち、ミズキの全身をもこもこ覆った。自然、険のとれた柔らかな微笑みが浮かぶ。


    「いい匂いだなー。気持ちいいなー」


    　ミズキは石鹼で身体を洗うのが大好きだ。女であることがバレないよう、いつも意識的に顔を汚しているけれど、本当はきれい好きなのだ。


    「ルカってひどいよなー。ひとの袋、勝手にあけるなんて。ほんと無神経なんだから」


    　少女らしく口を尖らせて、自分が先にルカの袋をあけたことを棚にあげて非難する。けれどすぐに、しょんぼりうなだれる。


    「まあでも、おれに比べたらひどくないけど」


    　ずっとみんなに「おれは男だ」とウソをついている。


    　なぜなら女は、機械兵に乗せてもらえないから。


    　戦場に出る女性なんて聞いたことがない。ファニアは王侯だから例外だ。前線に女が紛れ込んだら同僚はみんな、宗教的な理由から、縁起が悪いといっていやがる。船員に女がいないように、軍隊に女は入れない。だから機械兵に乗るためには、男でなければならない。


    　ミズキは石せつ鹼けんと同じくらい、機械兵が好きだ。


    　操縦していると楽しくて面白くて仕方ない。操縦技術で男に負けるとは思わないし、実際、負けたことがない。もっとたくさんの機械兵を操縦してみたいし、戦場で強い敵機械兵と一騎打ちして勝って、それが会戦の勝利につながったりしたらきっと最高だ。


    　でもミズキが機械兵に乗りつづけるためには、ウソをつきつづけねばならない。ウソをついてみんなを騙だましつづける覚悟はとっくの昔に決めていたが、このところだんだん、辛つらくなってきている。


    　──身体が女になっていく……。


    　ミズキはいま十七歳。もっと幼いころは、少し顔を汚してぼさぼさの髪で粗野な態度と言葉遣いをしていれば性別はごまかせたが、このところ身体が顕著に女性の特徴を示し始めた。


    　特に、顔。同年代の少年に比べると頬ほおと顎あごにまるみが出てきて、昔よりずっと男より女に見られる機会が増えてきている。


    　──そのうち、ごまかせなくなる……。


    　このウソが、みんなにバレる。
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    　騙だまされていたとわかったら、ルカもきっと怒る。おれのことが嫌いになる。


    　──ルカに嫌われたくない……。


    　全身を石せつ鹼けんの泡で覆われた幸せな時間なのに、ミズキはまたしょんぼりしてしまう。


    　以前、下品な兵士に「男の証拠を見せろ」と言われてどうしようもなくなったとき、ルカが機転を利かせて助けてくれた。あのときほんとにうれしかった。そのあとはずっとルカにくっついて、近衛このえ兵に選ばれたときも、ルカがいないことが寂しかった。そして今回、ルカと再会できて、同じ機械兵を操縦することになって、飛び上がりたいほど幸福だったし、実際飛び上がってルカに抱きついた。


    　でも。


    　──やっと再会できたのに。女だ、ってバレたら嫌われる……。


    　ルカについたたくさんのウソが身に染みてくる。おれはほんとにひどい。友達づらをしながら、その面つらの皮の一枚下で、ルカにたくさんたくさん、隠し事をしてる……。


    　石鹼をこする手が止まって、思わず月を見上げてしまう。


    　おれはどうすればいい、お月さま？


    　尋ねた、そのとき──。


    　黄金色の光こう芒ぼうをまとう満月を背景にして、高度百五十メートルほどを航行するエデン飛行戦艦の機影がミズキの目に映った。


    「……ん？」


    　なんか変だ。


    　とても長いワイヤーが戦艦の下腹から複数垂れおり、その先に妙なものが、手足をぶらぶらさせて吊つられている。


    　ミズキは目を凝こらす。あのシルエットは……。


    「機械兵？　……つーか、あれってまさか……」


    　月明かりに蒼あおく縁取られた、曲線と直線が幾何学的に入り交じって人型を為なす輪りん郭かく。左手に盾たて、右手に長剣を握り、長い足をぶらりと垂らして、天使みたいな顔をこちらへむけて徐々に近づいてくる。


    　さらに注視する。全身を覆う白銀装甲。生体じみた関節の継ぎ目。なによりあの禍まが々まがしすぎる輪郭。あんな機体は、この世界にひとつ。


    「ミカエル……!!」


    　飛行戦艦はもはや水平距離千二百メートル、高度百メートル以下にまで降りてきていた。あのままワイヤーを切れば、聖都へ着地することも可能なような……。


    「まさか、飛び降りる気か!?」


    　普通の機械兵がそんなことをすれば慣性荷重で膝ひざが壊れる。だが柔らかな生命金属を持つミカエルには可能だ。ミズキはそれを知っている。


    　飛行戦艦を推進させるソーマエンジンの音圧があがる。飛行戦艦の異常接近に気づいた兵たちの叫びがそこかしこから聞こえる。


    　とんでもないことになった。急いで戻らないと。


    　ミズキは慌てて池に飛び込み、石せつ鹼けんを身体から洗い落として、濡れた肌に直接軍服を羽織り顔をあげた。


    　ずうん、と遠くから重い響きが伝い、ミズキの直上をソーマエンジンの咆ほう哮こうとともに、飛行戦艦が航過していく。夜を完全に塗りつぶしたその銀灰色の下腹にはミカエルがおらず、投下物を切り離したワイヤーが揺れるのみ。


    　喉のどを晒さらして夜空を見上げてから、目を聖都へ戻す。ミズキのいる位置からは建物に遮られてなにも見えない。ただ宮殿のある方角から、連続的な破砕音、崩落音が夜の底を震わせはじめた。重いとどろきの狭はざ間まに、逃げまどう兵の悲鳴。巨大な鉄てつ鎚ついが地を叩くような足音だけでわかる、ミカエルがこっちの本陣で暴れている……！


    「マジかよ、なんでミカエルが動くんだ……!?」


    　ひとりごちて、ミズキは慌ててせっかく洗った顔を泥で汚し、麻袋を肩に担いで、ヴェガ型機械兵を駐機した中央広場へむかって駆けだした。


    



    　†††


    



    　本を握りしめたまま、机に突っ伏して寝ていたルカはすさまじい破砕音で跳ね起きた。


    「!?」


    　ねぼけ眼まなこで窓の外を見やる。ガス灯と月光の照らし出す外界は、もうもうたる粉ふん塵じんが立ちこめていた。


    　人々の悲鳴。街全体を震わせる重い響きがつづけざまにとどろく。粉塵のせいでなにも見えないが、音は司令部のあるカルロビバリ宮殿の方角から届く。


    　──王女が危ない。


    　直感で察知し、ルカは軍服の上着を羽織ると、五冊の本を入れた背はい嚢のうを担ぎ、カスコート銃を掴つかんで、慌てて階段を駆け下りてアパートメントの外へ出た。同じ建物で寝ていた近衛このえ兵たちも飛び出してきて、状況を確認する。


    「飛行戦艦から機械兵が飛び降りてきた！　見たこともないようなでかいやつだ！」「テラノーラはエデンと組んだ、とんでもないことになるぞ」「宮殿が襲われている、王女殿下を助けなければ！」


    　全員がうなずき、敵の正体も見えないまま、立ちこめている青々とした塵じん芥かいのさなかへ駆けだしていく。


    　相手が機械兵なら、ヴェガで戦うほうが賢明だ。ルカは中央広場の隅の駐機場を目指して駆けだした。広場のあちこちで兵士たちが駆け回っているが、まさか空から機械兵が降ってくるとは予測していなかったため、組織だった動きはまだ見えない。


    　暁ぎよう闇あんのなか、ヴェガが片膝ひざをついて駐機していた。もう暖機がはじまっている。胸部ハッチから内部を覗のぞき込むと、すでに脚部操縦席について防ぼう塵じんゴーグルを目に当てたミズキがこっちを見上げ、泥のついた顔に笑みをたたえる。


    「おせーよ！　早く乗れ！　お前が機長だ、視界が悪いから頭部ハッチから確認頼む！」


    「おっけ、任せろ！」


    　急いで操縦席内へ入り、背はい嚢のうをミズキの足下に放り投げ、胸部ハッチを閉めて梯子はしごを上り、本来ならファニアが座るべき機長席に辿たどり着く。


    「コンタクト!!」


    　ミズキの号令と一緒に機体にエンジンパワーがみなぎり、ヴェガが立ち上がった。ルカは踏み台に靴底を当て、頭部ハッチをあけて、ヴェガの頭頂部から自分の上体を突き出し、地上六メートル半の高みから状況を確認する。


    　建物よりヴェガのほうが背が高い。けれど灰かい燼じんが煙幕みたいに広場に立ちこめて視界を遮る。その煙幕のむこうに、巨大な影がうごめいている。ルカの胸の底がざわめく。これまで経験したことのないなにかが、いまこの場に存在し、破壊の限りを尽くそうとしている……。


    　火山が爆発しているような、重く鈍く低い破砕音が何度もつづき、鼓こ膜まくと足下を震わせる。広場では近衛このえ連隊の歩兵たちが整列を開始し、馬が野戦砲を牽ひいてきた。しかし指揮すべき将官のすがたがいっこうに見えない。


    　ルカは宮殿の方角を睨にらむ。建物の崩落音が届くだけで、灰燼の幔まん幕まくに遮られてなにも見えない。焦げ臭い匂いがするし、時折、地面のほうが明るくなったり暗くなったりするからおそらく火事が発生しているだろう。朝日が早く出てほしいが、空の色からすると、日の出まであと十五、六分ほどか。防塵ゴーグルを目に当てて、伝声管を掴つかみ、代理機長として指示を出した。


    「宮殿にむかう！　ミズキ、左旋回、直進よーそろー!!」


    「おう！」


    　元気の良い返事と共に、ヴェガがゆっくりと左へ向きを変え、ずしん、ずしん、巨人の音楽を奏ではじめた。


    　ヴェガの頭頂部から身を乗り出し、宮殿の方向を睨みつける。


    　──風、吹かねーかな。そしたら、なにが暴れてるのかわかる……。


    　祈りながら、青いかすみのなかへ踏み込んだ。視界がすべて月光を孕はらんだ塵じん芥かいの皮膜に遮られる。なにも見えない。ただ重く低い破壊音が地面を震わせつづけるのみ。まなじりに力を込めた、そのとき、いきなり──。


    　風が吹いた。青いかすみが、暁闇の空からぬぐい去られる。


    　閉ざされた視界がひらけ、天空から蒼あおい月光が斜めに降りおりた先──。


    　全身を白銀の鎧よろいで覆った巨大な天使がカルロビバリ宮殿へむかい、剣を振り上げていた。


    「…………!!」


    　その大きさにルカの目が見ひらかれる。なんだありゃ、ヴェガの三倍はでかい！


    　度肝を抜かれたその瞬間、客船ほどもある長大な剣が月光を弾いた。


    　──あの剣、刃がついてる！


    　反射光で直感する。鋼鉄の刃だ、あんなもんを叩きつけられたら──。


    　思った瞬間、天使はためらうことなく刃を薙ないだ。


    　重い音が空間を波立たせ、遅れて、天使を中心に放射状に噴き上がった白石灰の灰かい燼じんが街並みを覆った。


    　宮殿の左翼棟が、膝ひざから崩れるように崩落した。よく観察したなら、とっくに右翼棟と中央の主殿は崩壊していた。あのでかい機械兵はきっと宮殿の目の前に降りたって、いきなり主殿へ剣を振るったのだろう。屋内にいた人間は逃げる間もなく灰燼に埋もれたはず。


    「ファニア……!!」


    　思わず王女の名が口からこぼれた。伝声管を掴つかむ。


    「急げミズキ、王女さまヤベーぞ!!」


    「なるたけ急ぐ！　けど道が狭くて……」


    　ヴェガが少しだけ早足になる。上下の振動に耐えながら、ルカは彼方かなたを睨にらみつける。


    　街並みはやはり、炎に焼かれていた。燭しよく台だいや竈かまどの火が延焼したのだろう、密集していた分、火のまわりが早い。建物は骨組みだけに剥むかれて燃え上がり、炎はその上で勢いを増しながら踊りくるっている。


    　東の空が赤みを増していく。天に還かえる精霊さながら夜を斜めに遡そ上じようしていく幾千万の火の粉こを従え、巨大な天使の全容がルカの視界に浮かび上がった。


    　燃え上がる建物のむこうに上半身を突き出し、地を焦がす火炎に下半身を焼かれながらなお悠然と光刃を閃ひらめかせ、宮殿をなで切りにしていく。剣を振るうたびに火の色の水彩を塗り重ねるように、装甲に映り込んだ炎が巨体の表面を舐なめ踊り、舞いくるう。そのなめらかな動きは機械兵というより巨大な怪獣といったほうが近い。


    　──バケモノ……!!


    　骨格フレームと歯ギ車アの組み合わせで動いているとはとても思えない。まるで装甲の内側に筋肉を持っているかのような、生体じみた動き。


    「くそっ、なんだありゃ、でかくて速い!!」


    　思わず叫ぶと、操縦席の下方で操縦桿かんを握るミズキが声を張り上げた。


    「ミカエルとやりあっちゃダメだ、様子見るぞ!!　神経接続であんだけ動いたら操縦士が持たないはず……」


    　ルカは少し訝いぶかしげな顔になって伝声管を掴み、


    「あれ、ミカエルってのか!?　お前よく知ってんな!!」


    　するとミズキは一瞬黙って、それから顔だけ上げて怒鳴り返した。


    「べ、勉強してんだよ!!　お前は知らないだろうけど、おれは真ま面じ目めに勉強してるから知ってんだ!!」


    　あんなバケモノが存在するなんて聞いたこともない。それに神経接続ってなんだ。追及したかったが、いまはそれどころではない。目をミカエルに戻すと、彼方かなたで砲声がとどろき、白銀の装甲の表面に炎の華が芽吹いた。


    　宮殿に振り上げていた剣を止め、ミカエルはなめらかな動きで後方を振り返る。本当に人間みたいな動き方だ。砲撃準備を整えたらしい砲兵隊は燃えさかる建物に遮られてルカの位置からは見えないが、たぶん広場に布陣してバケモノに砲口をむけているのだろう。


    　さらなる砲声がひびく。


    　振り向いたミカエルの胸、下腹部、太ふと股ももに着弾。どうやらとっておきの榴りゆう弾だんを使用しているらしく、ミカエルの上体が一時、砲煙に覆われる。


    　しかしミカエルは自ら一歩を踏み出し、その砲煙をかいくぐる。損傷を受けた様子はない。蚊に刺されたくらいにも思っていないらしく、新たな敵に歓喜するように、三歩、四歩、悠然と歩を進めて、それから大きく右足を振り上げ、振り下ろした。


    　地面が大きく縦に弾む。


    　砲声がやむ。ミカエルは何度も何度も右足を振り上げ、振り下ろし、ぐりぐりと右足を地面にこすりつける。周辺の建物が、踏みつけられる衝撃に耐えきれず崩落する。あの足下でなにが行われているか、ルカの位置からは建物に遮られて見えないが、きっと見ないほうが幸せだろう。


    「反則だぜ、バケモノ……!!」


    　砲撃が通用しない。いったいどうやってあれを止めろというのか。膝ひざに取り付いて破壊したいが、膝の位置が高すぎて歩兵では届かない。それをやれるとしたらヴェガしかいないが、膝に取り付く前にこっちが破壊されるのは目に見えている。あの質量で、あの速さで、あの正確さで動かれたら、いかにミズキが操縦していても太た刀ち打ちできない。


    　砲声は完全に途絶え、ミカエルは上体を伸ばすと、燃え上がる聖都カルロビバリを睥へい睨げいした。その威容は、この破壊を引き起こした張本人とは思えないほど神々しい。よく見ると肩装甲のあたりに「テラノーラ慈善同盟軍」の合羽刷ステンシルが施されている。真っ赤に塗装するヒマがなく、ステンシルで間に合わせたのだろう。


    　それからまた剣が振り上げられる。


    　教会の尖せん塔とうが一刀両断に断ち切られる。


    　粉ふん塵じんを噴き上げて倒壊した尖塔を踏み越え、ミカエルは広場の周辺の商店街へ鋼刃を振るいはじめた。戦況になんの関係もない街区なのに、ただ破壊そのものが目的であるかのように、目前のものを叩き斬り、踏みにじり、踏み越えて、建物であろうが砲兵だろうが騎兵だろうが、目についた目標を破壊する。


    　逃げることができない。


    　ミカエルに獲物として認識されたなら終わりだ。


    　大股の一歩で騎兵より速く移動し、野戦砲以上の破壊力で鋼刃が振り下ろされる。


    　ミカエルの通り道には崩れ落ちた建築物と踏みにじられた兵士と兵器と、燃え上がる炎が残されるのみ。


    「…………!!」


    　あまりに現実を超えた光景に、ルカは言葉を失うしかない。


    　炎が燃え広がる。聖都はもはや灰かい燼じんと炎と逃げまどう兵士の叫きよう喚かんの入り交じる地獄だ。その頭上に君臨し、あたかも浄化の炎で背徳の街を清めるがごとく、天使は粉ふん塵じんを蹴け立て残酷な剣舞で目に映るすべてを破壊してゆく。


    　王国軍は混乱のまま、組織だった抵抗をすることができない。このままではミカエルただ一機のために、王国軍の戦闘力が壊滅する……！


    　ふと空を見上げると、下腹を炎の色に染めながら、エデン艦隊がカルロビバリを取り囲んで遊覧していた。きっとミカエルを投下することを最初から決めていたのだ、いまのこれを見学するために、あいつらは一週間近くもこっちに張り付いていた。


    　憤激がこみあげてくるが、いまエデンに怒っても仕方ない。いま自分がやるべきは。


    「王女さまだ。王女さま助けないと」


    　ルカはなんとか冷静さを取り戻し、やるべきことを認識した。まずは総司令官ファニアの安否を確かめる、それが先決だ。幸いミカエルは宮殿から遠ざかってくれたし、いまのうちに王女を捜さないと……。


    　急ぐヴェガの傍かたわらを、ようやく隊列を組んだ味方の騎兵が行き交う。馬首のむく先はミカエルではない、城門のほうだ。


    「テラノーラ軍がすぐそこに来ている！　エデンと示し合わせていたんだ……！」「敵がなだれ込んでくるぞ、司令部はなにをしている!?」


    　兵士たちのそんな声が、頭部ハッチから顔を出したルカにまで届く。このタイミングでテラノーラ軍に突入されたらなすすべがない。ルカは唇を噛かみしめてミズキを急せかし、ようやく司令部の入っていた宮殿前へ辿たどり着く。


    「…………!!」


    　損害は予想以上だった。上から見ると凹型をしていたカルロビバリ宮殿が中央部からまっぷたつに両断され、両側の翼棟は子どもに崩された積み木みたいに崩落し、いたるところ火の手があがっている。


    「姫さまの部屋ってどこだ……っ!?」


    「わかんねーけど、たぶん真ん中じゃねーか!?」


    「くそっ……捜すぞ、ミズキ!!」


    　ヴェガをその場に駐機して、ルカとミズキは両断された中央部へ足を踏み入れた。傷口は悪い冗談みたいに、建物の五階から二階までがまっぷたつに断ち切られて、右側の建物は断面を剥むき出しにして傾き、左側は全壊して瓦が礫れきの山を形成していた。


    　地を焦がす炎と、明るみを増していく空の色を頼りに、ルカは目を凝こらした。かろうじてまだ建っている右側の建物の断面を仔し細さいまで観察し、王女の痕跡を探す。それらしいものはない。


    「殿下ーっ!!　王女殿下ーっ!!」


    　ミズキとふたり、声を涸からして呼びかけながら瓦礫の山を歩き回った。返事はない。


    　彼方かなたではミカエルの暴れ回る崩落音がつづいている。そして異様な喚声も一緒に混ざりはじめた。聞き慣れない鼓笛隊の音楽は、テラノーラ軍のもののようだ。市街地では敵味方入り交じって戦っているかもしれない。


    　──これ、やべーな。


    　王女を捜しながら、ルカはその事実を確認する。まだ負けではないが、態勢を整えるのはかなり難しい。この様子では宮殿に宿営していた司令部の高級将校や近衛このえ連隊の士官は全滅ではないか。


    「いたっ!!　ルカ、こっち、王女殿下いたっ!!」


    　いきなりすっとんきょうなミズキの声があがって、ルカは慌てて呼ばれたほうへ駆け寄った。


    「殿下っ!!　殿下!!」


    　瓦礫の山の一角で、ミズキが泣きそうな声で呼びかけながら、歯を食いしばって重い石せつ塊かいを取り除こうとしていた。その足下に、白い部屋着を身につけた少女がうつぶせに倒れている。白銀の渓流に薄紫の花を溶かしたような長い髪──。


    「殿下!!」


    　ルカも叫び、慌ててミズキと力を合わせ、ファニアの右足の膝ひざ下に乗っかっている大きな瓦礫を持ち上げ、取り除く。


    　ルカはためらいなく、失神しているファニアを自分の胸へ抱き起こした。脈と呼吸を確認。


    「生きてる……っ！　殿下、お気を確かに!!」


    　呼びかけると、ファニアは苦しげにうめき声を返す。命に別条はないが、右の足首は青黒く変色し、捻ねん挫ざか打撲か、下手へたすると折れているかもしれない。


    　ルカはファニアを胸の前に両手で抱き上げ、周辺を見渡した。しかしまさか聖都内で戦うなんて思ってもいなかったから野戦病棟がどこにあるかわからない。


    　ファニアは白い喉のど首もあらわに頭を反らし、手と足を力なく垂らしてルカの胸に抱かれている。


    　敵襲に気づき、着替えようとしたところで建物が崩落したのだろう。薄い部屋着に、白絹の手袋を嵌はめただけ。部屋着は高級そうなシルク素材で、膝ひざ下で裾が切れている。人前に出られない格好の王女さまを貧民が抱き上げるなど平時ならありえないが、いまはそんなこと言っていられない。


    　太陽はすでに地平線を離れ、空を明るく照らしていた。視野が利くようになり、ルカは赤い軍服のテラノーラ軍がすでに隊列を組んで聖都内へ進入しているのを視認する。このまま王女を抱きかかえてうろうろするのは危険だ。


    「ヴェガに殿下を乗せて、広場へ行こう。味方がヴェガを目印にして集まれるから」


    「おう！　そうだな、まだ負けじゃない、態勢整えないと！」


    　ミズキの了承を得て、ルカはヴェガのもとへ戻り、気を失ったままのファニアを機内へ運び込んだ。


    「瓦が礫れきで足場が悪い、お前、機長役つづけてくれ。殿下は真ん中に……」


    　ミズキに言われて、ルカはファニアを両腕担当の座席に座らせ、安全ベルトで固定した。そして自分は一番上の機長席に陣取り、頭部ハッチから顔を出して戦況を確認する。


    「城門のほうは敵でいっぱいだ。味方がいそうな場所を歩き回ろう。左旋回三十度、並歩、直進十五歩！」


    　ヴェガが立ち上がる。いきなり見晴らしが良くなる。ミズキはルカの指示どおりに向きを変え、通常の足取りで歩行を開始する。


    　移動しながら絶え間なく周辺に警戒の目を走らせる。


    　聖都内の街路のあちこちで、敵味方が入り乱れて戦っていた。そしてミカエルは、水平距離七百メートルほど離れた街区で血に飢えた獣のように剣を振りまわし、足を振り上げ、一心不乱な破壊活動を継続している。


    　だが──様子がおかしい。


    「なんだあれ……味方を攻撃してないか？」


    　ルカは目を細める。ミカエルが振り下ろす剣の先で、赤い軍服の兵が大勢倒れているような……。伝声管を掴つかんで、ミズキに伝えた。


    「ミズキ、右旋回四十五度、目の前の建物の陰に移動してくれ。ミカエルが変だ」


    「おう！」


    　ミズキは元気よく返事すると、言われた場所にヴェガを停止させた。


    　建物をついたてにして、ルカは頭部ハッチからさらに身を乗り出し、ミカエルを観察した。


    　空中では高度七十メートルほどの低空を、ミカエルを取り巻くようにエデン飛行艦隊が接近してきていた。その下腹の展望デッキに詰めかけた紳士淑女がミカエルを指さし、笑いやおののきや好奇心を表情に映しているのも見えた。


    　完全に見せ物だ。エデンの連中の娯楽のために、この地上の惨さん禍かは仕組まれていたのだ。


    　煮えたぎる怒りがルカの胃の腑ふを震わせたとき、いきなりルカの目の前に白銀色の長い髪が現れた。


    　そしてあの忘れえぬ薫香が、ルカの鼻先に押し当てられる。


    「殿下っ!?」


    　驚いて声が裏返る。いつのまにか目覚めたファニアは梯子はしごを登りつめ、狭い頭部ハッチでおのれの背中をルカの胸に押し当てて、首を伸ばし状況を確認する。


    　その葡ぶ萄どう色の瞳に、敵も味方もまとめてなで斬る、ミカエルの凄絶な剣舞が映し出された。


    　ファニアの唇がひらく。


    「いったい誰が」


    「……え？」


    　ルカは至近距離から、思わず問い直す。ファニアはわずかに首をこちらへ回し、問いを返す。


    「ブールセ参謀長とイシドロ伯は健在ですか？」


    　ルカは薄い部屋着の生地越しに王女の背中の体温を感じながら、胸を反らした。


    「おふたかたとも確認取れておりません。しかしあの宮殿の損傷からすると、将校は大半が絶望的であろうかと……」


    「近衛このえ連隊は？」


    「宮殿に宿営していた士官は、恐らく壊滅です。アパートメントをあてがわれた下士官と兵は損害も少なく、各自の判断で敵に立ちむかっております」


    　近衛連隊の士官は、いまにして思えば不幸なことに、宮殿に宿舎を与えられていた。アパートに泊まったのはルカやミズキみたいな下っ端で、隊を指揮した経験などない。つまり現在、組織的な抵抗は全くできていない。


    　ファニアは考え込んでいる様子。


    　この状況はどんな戦記にも書かれていない。開戦と同時に空から敵が降ってきて、いきなり司令部が壊滅するなんて前代未聞だ。軍学の教科書にも載っていない事態だから、総司令官ファニアは難しい決断を迫られるだろう。


    　ふたり前後に並んでハッチから上体を突き出し、ファニアを背後から支える体勢のまま、ルカは勇気を出して進言する。


    「殿下を中心として、広場に近衛連隊を集合させるべきです。幸い、ヴェガは目立ちますし」


    「……………………」


    「味方は殿下が死亡したと思い、混乱しているのです。指揮系統を立て直すには、まず、殿下のご健在を広場で示さねば」


    　一兵卒としての意見を伝えた。ほかの王侯ならいざ知らず、ファニアならもしかしたら、耳を傾けてくれるかもしれない。


    　王女の答えは。


    「降りなさい」


    「……え？」


    「あなたの担当は両腕です」


    　このうえなく冷たい声音に、ルカはようやく自分の本来の席を思い出す。


    「失礼！」


    　そうだ、ここは王女さまの指定席だった。あまりにも居心地が良くてつい長居をしてしまった。慌てて梯子はしごを降りようとした、そのとき──。


    　天空から、爆発音がとどろいた。


    「!?」


    　ふたり同時に、見ひらいた目を空へむける。


    　星の海に紅ぐ蓮れんの華があった。華の周辺に幾千幾万もの金属片がきらきら光りながら舞い散って、漆黒へ溶けていく。


    　あろうことか、球型陣の中心、おそらくは旗艦であろうエデン飛行戦艦の脇腹から盛大な爆炎が芽吹いていた。


    　その破砕口には、柄まで深々と突きたったミカエルの長剣。戦艦はぐらりと船体を傾け、ソーマエンジンを盛大に吹かして、落ちかけた高度を取り直す。


    「あいつ、やっぱり暴走してる!!」


    　ミカエルが味方の戦艦を攻撃したのだ。戦艦下腹の展望デッキでは、先ほどまでこちらを指さして笑っていた紳士淑女が尻しり餅もちをついたり転倒したり、取り澄ました表情を恐怖で歪ゆがませ大混乱に陥っている。


    　ルカは開いた口が塞ふさがらない。敵も味方も関係ないのか、あのバケモノ。いや、ミカエルというより、あれに乗っている操縦士が飛び切り元気なサイコ野郎なのだろう。王国軍を蹴け散らしただけではもの足りず、テラノーラ軍もエデン艦隊もすべて敵に回すつもりらしい。


    　ミカエルは味方の悲鳴など気にすることなく、崩れた城壁の一部から大きな組石を掴つかんで握りしめ、見事な動作で飛行艦隊に投石を浴びせはじめた。


    　飛行戦艦を中心に輪形陣を組んでいた船団は慌てて、めいめいの方向へ舵かじを切った。だがミカエルは罪人を見つけた子どものように何度も巨大な石を投げつけ、被弾した飛行艦艇は破砕部から炎をあげて船体を大きくぐらつかせる。


    　四月の空に、次々に被災の炎が芽吹く。着弾のたびに空一面がどよめいて、粉ふん塵じんが空から降ってくる。いまや天も地も破壊の火炎に覆われて、敵味方関係なく悲鳴をあげて戦域からの離脱を図り、ただミカエルだけが悠然と火炎の野をゆく。


    　こんな光景、見たこともない。


    　聖都上空と地上で繰り広げられる、スケールの大きな同士討ちをルカは頭部ハッチから上体を突き出して見物し、ただひたすらどこまでも呆あきれる。


    　と、そのとき突然。


    「……ん？」


    　さらなる投石を加えようと、大きく振りかぶっていたミカエルの動きが、いきなりぴたりと止まった。


    　ルカの目の前、ファニアの横顔に厳しさが差す。


    「……………………」


    　言葉はないが、王女の目には冷徹な威厳と同時に、哀れみとも悲しみともつかないものが紛れ込んでいた。


    



    　†††


    



    「もうやめて!!」


    　ミカエルの操縦席に座ったアステル・エアハートは外界の様子をミカエルの目を通して確認しつつ、泣き叫んでいた。


    　もうこんなのに乗らなくていいから。あたしが悪かったから。もうあんたを従えようなんて思わないから、これをやめて。


    　いくら懇こん願がんしても、ミカエルはアステルの意志を無視し、敵味方も構わず、ただ目に映るあらゆるものを破壊し、殺さつ戮りくする。


    　思い返してみれば、聖都カルロビバリへ降りたってから最初の一分間は絶好調だった。


    　操縦桿かんもフットペダルもスロットルも操作する必要はない。計器盤の数値を確かめる必要も皆無。ミカエルは、アステルの意志をヘッドギアを介して受け取り、思念した挙動をそのまま現実に映し出した。ミカエルの視覚がそのままアステルの視覚となり、自分の身体を動かすのと同じ感覚で全長十八メートルの巨体を操っていると、目の前の都市は自分に壊されるのを待つ積み木の街に見えた。


    　主殿を一刀両断し、左右の翼棟の底をなで切り、建物を倒壊させたあたりで突如、頭のなかに女性の声が響いた。


    『まがいもの』


    「!?」


    『貴様ごときがわたしを御せると思うたか』


    　同時に、アステルの視界が歪ゆがんで高い金属音が脳内に響いた。アステルは思わず唇を噛かんで苦く悶もんを殺す。若い女性の声がつづく。


    『アナスタシアに伝えよ。貴様のお遊びは実に不快だ、この程度の術でわたしをごまかせるなどと二度と考えるな』


    　アステルは目を見ひらく。歪んだ風景に砂嵐がかぶさって、外界の状況が見えない。


    　視界を得るために、不快な金属音をこらえて意識を集中させると、砂嵐のむこうにうっすら、ミカエルに蹂じゆう躙りんされる王国軍野戦砲部隊のすがたが映し出された。


    「え」


    　アステルには覚えのない行動だ。やめさせようとしたが、ミカエルはアステルに従わず、もはや無力化している部隊を執しつ拗ように地面に擦りこみ、それから目の前にいた赤い服の軍隊──味方であるテラノーラ慈善同盟軍に剣を振り上げた。


    「やめなさい!!」


    　慌てて止めようとしたが止まらない。振り下ろした剣の先で、赤い軍服がさらなる赤に染まりながら空へ吹き飛んでいく。


    　呆気あつけにとられるアステルをよそに、ミカエルはおもむろに右手の剣けん尖せんを腰の後ろまで回した。その目線の先には、アステルがさっきまで乗っていた、飛行戦艦バルバロッサが飛行している。


    『三界不可侵の協約を破ったエデンの民よ』


    　まさか。


    『ジュデッカの裁定をくれてやる』


    　ミカエルの投げつけた大剣は回転しながら空を駆け上がり、飛行戦艦の脇腹に柄まで深々と突き刺さった。


    　炎が噴き上がる。エデン艦隊旗艦はのけぞるように船体を傾け、微細な破片を中空へ撒まき散らす。
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    　落ちていく人員が見える。パニックに襲われた展望デッキの内情が見える。


    　アステルの絶叫に構うことなく、ミカエルは崩れた城壁の組石を拾い上げると、飛行艦隊にむかって投石を開始する。


    「やめなさい！　あれは味方!!」


    　その叫びに、ミカエルは答える。


    『エデンが味方であろうはずがない』


    　ミカエルはもはや完全にアステルの存在を無視し、ガルメンディア王国軍もテラノーラ慈善同盟軍もエデン艦隊も、分け隔てなくあらゆるものを破壊する。


    　制御どころか、想定を遙はるかに超えた大暴走だ。失敗のスケールが大きすぎてアステルはもはや絶望するしかない。こんなことをしてしまったら、もうアナスタシアのところには戻れない。


    「ここから出して!!」


    　逃げなきゃ。飛行戦艦に戻ったら消される。一刻も早く地上に逃げなければ。


    「あたしが悪かったから！　もうあんたを操ろうなんて思わないから！　だからお願い、わたしを解放して!!」


    　涙声で何度も何度も頼み込むと、ミカエルがようやく答えた。


    『わたしを御そうともくろむならば、ヴィヴィ・レインを連れてこい』


    「……？」


    　聞いたことのない名前だ。だが問いを投げようとすると同時に、ぶつりとアステルの視界は暗転した。


    　ミカエルに接続を切られたことがわかった。同時に搭乗席全体が、ゆっくりと外側へむかい移動していく。


    『ヴィヴィ・レインを見つけたならば、お前を受け入れよう』


    　そんな言葉を最後に聞いて、アステルを乗せた繭まゆ型搭乗席は高々と、聖都の空へ強制的に射出された。


    



    　†††


    



    　ルカとファニアは相変わらずふたり前後に並んでヴェガ型機械兵の頭部ハッチから上体を突き出し、水平距離五百メートルほど離れた街路上で動作停止したミカエルの背中を注視していた。


    　飛行艦艇に石を投げつけようと振りかぶったところで、銅像みたいに固まってしまったミカエル。燃え上がる周辺の建物の炎が白銀の装甲表面に映り込み、黄金色に照り輝いている。そのうなじが少し、丸く盛り上がってきた。


    「なんか、首から出てくる……!!」


    　さらに細めた目の先で、いきなり、ミカエルのうなじから繭まゆ状のものが射出された。


    「!?」


    　全長二メートル半ほどの金属物質だ。朝焼けの空に柔らかい放物線を描いて、ヴェガのいる位置とは小路をふたつほど隔てた建物群のむこうへ消えていった。


    　ファニアが伝声管を握り、ミズキへ伝える。


    「右旋回三十五度。直進六歩。射出物を回収します」


    　それからルカは梯子はしごを飛び降りるようにして両腕担当の座席に戻ると、安全ベルトを締めて狭い覗のぞき穴を注視する。


    　やはり頭部ハッチからの展望のあとだと、ここから得られる視界は郵便ポストの投函口から世界を見ているよう。自分の股のあいだから頭部を突き出したミズキが小声で、


    （姫さまとずっと密着してたな。お前すげーな）


    （うるせえ。不可抗力だ）


    　うっすらした残り香が胸あたりに残っていて、改めて大それた体勢だったと思い知る。だがいまはさっきの繭を回収せねば。


    「さらに二歩直進。右旋回九十度。十歩直進」


    　伝声管からファニアの指示が届き、ミズキは覗き窓を睨にらみながらそのとおりにヴェガを操縦する。


    「左手の小路の直前に駐機」


    　王女に言われるまま、ヴェガは道幅四メートルほどの狭い小路の手前で片膝ひざを地につけた。狭すぎてヴェガでは入ることはできない。


    「降りて射出物を探します。ルカ・バルカ、ついてきなさい。ミズキ、あなたはここで待機」


    　ふたり即座に拝命し、ルカは胸部ハッチから街路へ降り立ち、ミズキは操縦桿かんを握って待機する。周辺には敵味方とも、兵のすがたはない。


    　ファニアは少し遅れて、胸部ハッチから細い足を差し出して石畳へ降りた。


    　しかし。


    「うっ……」


    　右足の負傷が響くらしく、常に凍いてつかせた表情をやや歪ゆがめる。ルカは気を利かせ、


    「殿下、どうかここでお待ちください。わたしが射出物を探し、発見次第お知らせします」


    　ファニアは青黒く変色した患部を見やり、ルカへ顔を上げる。


    「ではお任せします。発見したならすぐに知らせてください」


    「御意。では」


    　ルカはひとり、小路へ足を踏み入れた。火の手はこの街区にも及んでいて、狭い小路の両側では火の粉こが音を立てて爆はぜ、熱波と共に舞い飛んでいる。


    　崩落しかけた建物の瓦が礫れきを縫いながら、射出物が落下したであろう方角へ歩を進め、やがてパブの看板を破壊して、石灰の壁にめりこんだ状態で斜めに傾いている繭まゆ型の射出物を発見した。


    　全くもって、見たこともない物体だ。エデンの機械兵のパーツとしても、なんだか毛色が違うような。近づいてみると、構造材は金属というより木材のほうに質感が近い。だがこれだけの衝撃で落下したのに割れていないから、木材より遙はるかにしなやかで強い材質なのだろう。


    　繭の下腹が、わずかに縦に裂けていた。カイコでも入っているのかと、下から見上げる格好で内部を覗のぞき込んだ。


    　なかには、ひとが乗っていた。


    「お、おい、大丈夫か!?」


    　手を突っ込めば届く位置に、安全ベルトで操縦席に固定された女性らしきひとが、こちらを見下ろす格好で入っていた。身体の線にぴったり張り付く窮屈そうな服を着て、頭部のほぼ全体を覆うヘッドギアをかぶり、口元と鮮やかな金髪だけが確認できる。裂け目を広げようとしたが、どんなに力を込めても幅十五センチ以上には広がらない。


    　周辺の建物には火が燃え移っている。このままでは女性は、繭のなかで蒸し焼きになる。


    「おい!!　しっかりしろ!!　燃えちまうぞ、起きろ、ここから出るんだ!!」


    　大声で何度も呼びかけ、繭をゆすり、叩き、蹴け飛ばすと、ようやくうめき声が返った。


    「……な……に……それ……」


    　声は少女のものだ。


    「ここから出ろ!!　火がそこまで来てる!!」


    　ルカの張り上げた大声に、少女はうわごとを返した。


    「ヴィヴィ……レイン……って……誰……」


    　それを聞いて、ルカの呼びかけが止まる。


    　──いま、なんて言った？


    　呆気あつけにとられ、それから我に返り、どこかに開閉スイッチがないかと裂け目へ手を突っ込んで密閉された容器の内側をまさぐった。


    　ない。つづけて少女が身体を固定している操縦席へ手を伸ばし、彼女の手元のスイッチをひとつ、ふたつ、みっつ、つづけて押してみる。


    　刹せつ那な──。


    「うわっ」


    「きゃっ」


    　少女を固定していた安全ベルトが外れ、裂け目が左右にいきなりひらく。


    　ヘッドギアが外れ、少女はルカに覆い被さる格好で落下してくる。


    「ぶっ」


    　とっさに少女を抱きとめたルカは後頭部をしたたかに地面に打ち付け、視界に星を飛ばす。


    　少女の体重を感じながらなんとか目をひらき、自分にのしかかる格好の少女の顔を間近から見上げて、ルカの髪の毛が逆立つ。


    　そんなバカな。


    「シルフィっ!!」


    　額と額がぶつかるほどの距離に、大人になったシルフィがいた。


    　鮮やかな金の髪、翡ひ翠すい色の瞳、耳のかたち、眉まゆのかたち、頬ほおから顎あごにつづくライン──。


    　十二歳で死別したシルフィが、五年という月日に相応な成長を示して、いまルカの腕に抱かれていた。


    　震える両手に思わず力がこもる。


    　ルカはおののきながらも、思わず少女をぎゅうっと抱きしめた。


    「シルフィっ!!　シルフィ!!　生きてたのか!!　死んでなかったのか!!」


    「なっ……ちょっ……!?」


    「そうだよな!!　そんな簡単に死なないよな!!　生きてたんだな、そうだよ、シルフィが死ぬわけないよ!!」


    　ルカの声に涙が混じった。そうだ、あれは悪い夢なんだ。シルフィは本当は生きていて、おれが土に埋めたあの亡なき骸がらは……うん……夢なんだ。


    「ごめんな!!　もうひとりにしないから!!　ずっと一緒にいるから!!」


    「……ちょっと。……ねえ」


    　路上でひとり凍え死んだシルフィ。もう放したくない。おれがこうやって温めていれば、シルフィはもう死なない。


    「おれ、ずっと抱きしめててやるから!!」


    「…………………………」


    「もう絶対一生放さないから!!」


    「……あのさ。……人違い、ってわかる？」


    「人違いじゃねえよ！　おれだ、ルカだよ!!」


    　ルカは泣きむせびながらそう答え、抱き寄せる手にさらなる力をこめて、それから「人違い」の言葉の意味を理解し、「他人の空似」という言葉がつづけて脳裏によぎった。


    　いや、そんなことはない。これはシルフィだ。こんなに似ている他人がいるもんか。


    「……残念だけど、シルフィさんじゃありません」


    「……………………」


    「は、な、せ」


    　うん……。とりあえず放したほうが良さそうだ。


    　ルカは少女の背に回していた両手を放し、それからゆっくりと少女の身体を地面に横たえて自分の上体を起こした。


    「……………………」


    　シルフィにあまりにもよく似た少女は身動きが取れないらしく、地面に横たわったまま明らかに激怒した表情でルカをまっすぐに睨にらみあげていた。


    「……………………」


    　気まずい沈黙で蔑べつ視しに応えた。ルカの顔をしばらく睨んでから、少女の口がひらく。


    「……まともなひとが近くにいたら呼んでほしいんですけど。あたし、身体が動かないの。いきなり抱きしめたりしない、まともなひと希望」


    　口調は明らかに怒っている。まあいきなり抱きしめられたら怒るわな。それはおれが悪かったがしかし、けっこうキツい性格らしいことが表情と言葉にありありとにじむ。


    　それに。


    　顔に注意がむいていたが、着ている白い服も相当に珍妙なものだ。胸、腰、臀でん部ぶまで肌に吸い付くような素材で、わざわざ曲線を強調している。


    「なにぼさっと見てんの。いいからさっさと誰か、あたしの味方になりそうな身分の高いひと呼びなさい」


    　なんだその都合良すぎる指名。ていうかなんでこんな偉そうなんだこの女。ファニアよりよっぽど態度がでかい。


    　しかしとにかくファニアに報告せねば。射出物を回収する、とか言っていたから、中身も回収するだろう。ルカは目線を小路の出口へむけた。


    「……あっちにすんげー偉いひとがいる。立てるか？」


    「無理」


    「しょうがねえ。おんぶしてやる。手貸せ」


    「…………変なとこ触ったら、ぶっ殺す」


    　うん、絶対こいつシルフィじゃねえ。つか顔だけ同じでも中身が違いすぎる。さっさとファニアに引き渡そう。


    　いや、待て。その前に確認すべきことが。少女を背負って、歩きながら問いかけた。


    「お前、うわごとでヴィヴィ・レインって言ったな。知ってるのか」


    　少女が息を呑のんだのが、背中越しに伝わってきた。


    　なにごとか考えたあと、返事が届く。


    「ひとに尋ねる前に、あんたが言いなさいよ。ヴィヴィ・レインを知ってるの？」


    　ルカは答えようとして、しかし直前で返事を呑みこむ。


    　──こいつは敵だ。エデン人だ。軽々しく本当のことを言うべきじゃない。


    「知らねえな。なんとなく気になって聞いただけだ」


    　答えると、少女は数秒黙ってから言った。


    「……へえ。じゃあシルフィって誰？」


    「……………………」


    「答えなさいよ」


    「お前がヴィヴィ・レインについてしゃべれば、しゃべってやる」


    「ふん、なにそれ、取引のつもり？　知ってるけど教えませーん。以上」


    「……けっ。ならおれも教えねえ、以上」


    　悪態を交わしつつ、小路の出口に辿たどり着いた。駐機したヴェガの目の前で、ミズキが背筋を伸ばしてファニアになにやら報告していたが、ルカに気づいて顔をこっちにむける。


    「お、出てきた!!　うわ、なんだその子!?」


    　ファニアもまたルカが背負った少女を見やり、表情を厳しくする。


    「この女が、射出物のなかに入ってました。意識はありますが、身体は動かないようです」


    　報告するとファニアはわずかに驚愕を示しながら、ルカに背負われた白い服の少女を確認する。


    　そして王女は、ルカへ尋ねる。


    「このかたを、ほかの誰かに見られましたか？」


    　ずいぶん変な質問だ。当然、この少女が射出物に入っていたことはルカしか知らない。


    「いえ、見たのはわたしだけです」


    　ファニアは一分間ほど黙考に沈んだ。その間、背負った少女がルカに小声でささやいてくる。


    （ねえ、このひとが偉いひと？）


    （あぁ。うちの王女さまだ。下手へたなこと言えばギロチンだぞ）


    （へー。蛮人のなかにも美人っているんだねー。きれー）


    　少女は呑のん気きそうに呟つぶやいて、王女の反応を待つ。


    　やがてファニアは野の葡ぶ萄どう色の瞳を持ち上げ、かなり慇いん懃ぎんに少女に問いかけた。


    「わたくしはガルメンディア王国第一王女、ファニア。お名前をうかがっても？」


    　ルカに背負われたまま、少女は微ほほ笑えみを返す。


    「人造人間アステル・エアハート。よろしく王女さま」


    　軽いなー。そんで、人造人間ってなんだ。エデンじゃそういうの普通にいるのか？


    　呆あきれるルカの目の前で、ファニアは特に動揺した様子もなく、アステルという少女へ問うた。


    「行くあてはおありですか？」


    「ないでーす」


    「よろしければ、私的にあなたをお客さまとしてお迎えしたいのですが」


    「全然おっけー」


    　アステルは能天気そうに返事する。えらくあっさり了承したが、まあ、あれだけ敵味方見境なく暴れれば、行くあてもなくなるわな。この女がエデンに戻ったら絶対、ギロチン送りだろう。だがしかし王女殿下にその友達みたいな態度はなんだ、と説教しそうになったが、ファニアは意に介さず、ルカへ向きなおる。


    「アステルがミカエルを操縦していたこと、他言無用です。ミズキ、あなたも。いまのやりとりの一部始終、一生涯、胸のうちに秘めてください」


    　はっ、とふたりそろって背筋を伸ばした。なにやらただならない事態らしい。王女に尋ねたい事柄が二、三あったが、ルカは身分をわきまえ言葉をのみ込んだ。


    「アステルを着替えさせねばなりません。それにわたくしも。一度、宮殿に戻り、適当な衣服を見繕いましょう。そののち、ヴェガを中心として、広場に近衛このえ連隊の生き残りを再集合させます」


    　一も二もなく拝命した。さっきのルカの献策をそのまま受け入れてくれたらしい。この状況で着替えとは呑のん気きな気もするが、王女さまにいつまでも、こんな格好をさせているわけにはいかない。


    　だが気になる点がひとつ。ヴェガは三人乗りだ。いまでさえミズキの頭部が股こ間かんから飛び出るほど狭いというのに、この女が乗り込めるスペースなどない。それに安全ベルトなしで機内に乗り込むのは非常に危険だ。


    　そのむねを問うと、ファニアが答えた。


    「頭部搭乗席に固定しましょう。わたしは頭部ハッチから外界を見ます」


    　先ほどミカエルを視認していたときと同じように、ファニアは部屋着のまま、頭部ハッチから上体を突き出すつもりらしい。


    　たしかにそれなら四人が乗れるが、しかし、ファニアのすがたが敵に露見する危険もある。王女がヴェガに乗っていることを確認した敵が追ってくる危険があるが……。しかしルカに王女に意見する権限はない。


    「はっ、ではそのように」


    　拝命して、胸部ハッチをひらき、動かないアステルを肩に担いで、ふうふう言いながら縦に三列に並んだ搭乗席の最上部に身体を固定させた。ルカが座席に座ると、アステルのそろえた両足の太ももが右こめかみにくっつく体勢。


    「暑苦しい!!」


    「文句は設計者に言ってくれ」


    　ぼやきながら両腕の操縦桿かんを握る。直上からぶつぶつ文句が降り下りてくるが無視する。


    　ファニアはアステルのさらに背後に回り、梯子はしごを登って踏み台に足を踏ん張り、頭部ハッチから上体を突き出した。


    「よし、行くぜっ!!」


    　ヴェガはソーマエンジンを猛たけらせ、ゆっくりと立ち上がり、宮殿跡を目指して歩みはじめた。


    　なじんだ上下動に胃の腑ふを揺すられながら、ルカは狭い覗のぞき穴から外界の様子を確認しようとする。


    　燃え上がる街並みを、赤い軍服を着たテラノーラ軍の歩兵や騎兵が駆けていくのがちらちら見えた。聖都中心地まで敵が浸透しているということは、戦況はひどく悪い。


    　──広場にどのくらい味方が集まれるか、だなー……。


    　と、伝令将校らしい青い軽騎兵が一騎駆けてきて、ヴェガに停止を促し、脚部の外部伝声管を掴つかんだ。


    『乗っているのは誰だ、王女殿下はおられるか!?』


    　すぐさまファニアが伝声管を掴んで答える。


    「わたくしは無事です。ブールセ参謀長はどうなりました」


    『殿下!!　ご無事でしたか……っ!!　参謀長は残念ながら亡なき骸がらが発見されました！　全軍撤退の号令がイシドロ伯よりかかっております。近衛このえ連隊はイシドロ伯とともにすでに聖都を脱出、再集合点はアケロン河東岸であります！』


    「……わかりました。それで構いません。まだ聖都内にいる将校は、すべての兵を撤退させるよう尽力してください。わたくしはこれよりヴェガ単独で、聖都を脱出します」


    『はっ！　近くの騎兵を護衛に回します、殿下、どうかご武運を!!』


    　騎兵は短く言って、王女健在の報を知らせるため馬首を広場へむけて駆けだした。


    　ファニアは機内用伝声管を掴み、ルカとミズキへ命令する。


    「お聞きのとおりです。方針を転換、当機はこれより単独で聖都を脱出、近衛連隊との合流を目指します。ミズキ、左旋回百六十度、直進八歩のち右旋回三十度!!」


    「はっ！」


    　上下動に、いきなり横の運動が加わった。ヴェガが旋回したのがわかる。王女が死んだと思い込み、味方はすでに撤退に入っているらしい。ヴェガの機動力なら、逃げる味方に追いつくのは可能だ。しかしそれにしてもあのイシドロって近衛連隊長、諦あきらめるのがすげー早い。


    「もう逃げたのかよ。撤退するほうが被害大きくなるぞ、これ」


    　思わずぼやく。敵地での撤退戦ほど難しいものはない。勢いに乗って追い立てる敵を背に受けながら、敵意ある住民の監視の目に常にさらされ、夜は武装集団ゲリラの襲撃に怯おびえる悲惨な旅路がこれからはじまる。


    「お、ミカエルが動いてる!!」


    　ミズキが大声を出して、ルカも覗のぞき窓のむこうを睨にらむ。凝こらした目の先で、燃え上がる建物のむこう、ミカエルが歩行するすがたが見えた。


    　しかしアステルが入っていたときのなめらかな挙動とは全く異なる、いかにも機械兵じみた、歯車と鉄骨と発動機の組み合わせによるぎこちない動き。周辺の飛行艦艇が下腹からワイヤーフックを伸ばして、あわただしく回収作業にいそしんでいる。


    　と、伝声管からファニアの声が届いた。


    「……見つかったようです。敵機械兵三機編隊、単縦陣、後方から追従しています。ミズキ、急げますか？」


    　ミズキが元気よく返事する。


    「三機くらい、こっちから襲いかかってぶん殴ってもいいですけど！　おれとルカならたいがいの相手には勝てます！」


    　その返事を聞いてルカは焦る。おい待て。おれ、そんなにうまくないけど。もしかしてミズキ、単に戦いたくて適当なこと言ってんじゃないか？


    「三機ともサードランク、ズルファス型です。道幅がないため、前後に並んで追ってきています。先頭を転ばせれば、そこで止まるでしょう。やれますか？」


    「お任せください!!　いくぜルカ、テラノーラの連中におれたちの腕を見せてやる!!」


    　ヴェガの両腕を操縦する練習は、行軍中に何度かやっているが実戦ははじめてだ。だがやるしかないらしい。


    「ミズキ、右旋回百六十度!!　敵との水平距離、百二十メートル!!」


    「了解!!　荒っぽくなります、殿下、しっかり掴つかまっててください!!」


    　ミズキは素早い動作で止まり、なめらかに機体を反転させて、正面から突進してくる敵三機編隊にヴェガの正面をむけた。


    　道幅四メートルほど。両側は燃え上がる建物。その狭い街路を、長槍やりを突きだしたズルファス型機械兵が縦に三機並んで突進してくる……！


    　槍かよ、ちくしょう。


    「盾たてで槍の穂先払って、そっから足技で左の建物に激突させる!!　ルカ、盾頼むぜ!!」


    「おう！」


    　両手の汗を一度ぬぐい、血走った目を覗のぞき窓のむこうへむける。


    　先頭のズルファス型は、もうこちらへ巨大な槍の穂先を突き出していた。


    　左手、操縦桿かんの操作で通常位置に構えていた盾の高さを調整。ミズキが足のさばきで横位置を穂先に合わせる。微妙な操作を誤れば、あの穂先がこちらの搭乗席を操縦士もろとも貫くだろう。


    　刹せつ那な、重金属が打ち合う響き。搭乗席内を大きな縦揺れが襲い、鼓こ膜まくを突き刺す高い音が反響する。


    「おらっ」


    　一瞬、搭乗席が大きく斜めに傾いて、またしても金属同士の打ち合う衝撃が反響し、直後、腹の底を震わせる響きが左側面からあがった。


    　建物の崩落音。噴き上がった粉ふん塵じんが覗き窓から機内へ入ってくる。ルカの位置からはなにがなんだかわからない。しかし白いかすみのむこうには、次のズルファス型が突進してきている。


    「ルカ、右を押し込めっ!!」


    　ミズキに言われるまま、右の操縦桿を突き出した。ソーマ機関が唸うなり、ギアのとどろきと共に右手の剣が突進してくる敵へ突き出される。そしてヴェガはフェンシング選手そのものの動きで、右足を大きく踏み出し、ズルファスの喉のど元へ剣けん尖せんを突き立てた。


    「!!」


    　刮かつ目もくするルカの目の前で、二機目は後ろに大きくのけぞり、その背後からつづいていた三機目と激突、もつれあうように左の建築物へ倒れ込み、たちまち崩落してきた瓦が礫れきに埋もれる。


    「けっ、下手へたくそ!!　そんなんでおれとやりあおうってのかよ！」


    　ミズキはそう吐き捨てて、素早く機体を旋転させ、最初の位置へ向きなおる。旋転の途中、覗のぞき窓のむこうに、商店のガラス窓に頭から突っ込んだ状態で停止している一機目のすがたを見た。


    「殿下、おけがありませんか？」


    「……はい。見事です、ミズキ」


    　ルカは呆あきれるしかない。知ってはいたが、やはりミズキは操縦の天才なのだと思い知らされる。一機目の刺突を盾たてで受け流し、足技で転倒させて、つづけざま二機目へ流れるような刺突を突き立て三機目もろとも吹っ飛ばした。その間、わずか十数秒。三機もの機械兵を文字どおりの秒殺で戦闘不能へ追い込むなんて、見るのはおろか聞いたこともない。もしもこの場に味方の歩兵がいたなら、三機ともほぼ無傷で鹵ろ獲かくできたことだろう。


    　ルカは片手で額の汗をぬぐった。なんとかミズキの足を引っ張るのは避けられたが、この先こんな戦闘がつづくと思うとげんなりする。


    「昨日、オスカー連隊が突入した北門が見えます。あそこから外へ出ましょう。ミズキ、左旋回三十五度。……直進よーそろー」


    　伝声管越しにファニアが命令をくだす。頭部ハッチから身を乗り出しているため、見晴らしは非常に良好、指揮も的確だ。指示されたままの方向へさっそくミズキはヴェガの正面をむける。


    「あーあ。身体動けばなあ」


    　呑のん気きそうなアステルの声を聞きながら、ヴェガはようやく聖都の城壁を越えて、見晴らしのよい平地へと出て、うめいた。


    「あぁ……」「うわ……」「……………………」


    　ミズキとルカのため息に、ファニアの重苦しい無言が重なる。


    　平原に展開するテラノーラ騎兵およそ二百騎が、背の高いヴェガを視認して迫ってくるのが見えた。併走する二騎が一本の鉄鎖を互いに片手に握り、ぴんと横に張っている。疾駆の勢いを殺すことなく、膝ひざに鉄鎖を巻き付ける狙いだ。


    「ミズキ、走れますか？」


    　頭部覗き窓から外界を見晴らしながら、ファニアが問いかける。


    「いけます!!」


    「頼みます。右三十度、距離約四百メートル、味方の歩兵部隊が移動中です。畝うねのおかげで、敵騎兵は気づいていません、ミズキ、あそこへ逃げます！」


    　言われてルカは覗のぞき窓を睨にらむ。この位置からでは畝に遮られて見えないが、しかしファニアの立ち位置からは見えているようだ。機械兵の背丈のせいで敵に発見されたが、その背丈のおかげで敵には見えないものがこちらには見える。


    「了解!!　行くぜっ!!」


    　ミズキがフットペダルを踏み込む。ヴェガはわずかに転てん舵だして、それから疾走を開始する。


    　これまでとは比べものにならない上下動が搭乗席内に押し寄せる。


    　外部の状況は全く見えないが、恐らく敵騎兵はこちらと併走しながら、足に鉄鎖を巻き付ける隙を狙っているはず。


    　ファニアが突然、声を張った。


    「右後方、騎兵二騎、併走しつつ接近!!　ルカ、剣けん尖せんを下方へむけ、右手を横へ!!」


    「……はっ!!」


    　言われるまま、歯を食いしばり、右手の操縦桿かんを操作して、ヴェガの右手の剣を下方へ突き出す。鉄鎖が膝ひざに巻き付けば、走行速度は落ちる。速度が落ちればさらに騎兵が殺到し、膝に巻き付く鉄鎖が増え、時間の問題で転倒する。


    　王女は片手に伝声管を掴つかみ、身体を乗り出すようにして接近してくる騎兵の状況を伝える。


    「肘ひじ角かく、右斜め上方十五度!!　よーそろー!!　よーそろー!!　……やめっ!!」


    　上下動に苦しめられながら、繊細な操作をかろうじてこなした直後、外から激しい衝突音と悲鳴がとどろき、右手の操縦桿に接触の手応えがあった。


    「騎兵を排除」


    　王女の落ちついた声が機内に響く。ルカには見えないが、ヴェガの剣尖に敵騎兵が接触、転倒したのだろう。しかしそれにしても外見に似ず、かなりおてんばな王女だ。これだけの揺れに襲われているのに、頭部ハッチから身を乗り出すのは勇気がいる。


    「殿下、危険です、機内へお戻りくださいっ」


    　ミズキが進言するが、ファニアは聞き入れない。


    「ここからのほうが状況が見えます。ミズキ、このままこの小路を走り抜けてください。その先に味方の部隊が」


    　伝声管を掴んでミズキにそう伝え、ファニアは頭部ハッチから上体を突き出したまま敵騎兵を確認する。


    　走行するヴェガについてくることのできている騎兵は五、六騎。あとの二百騎近くは速度についてくることができず、かなり後方で砂さ塵じんを蹴け立てている。接近してくる二騎の手には、またしても鉄鎖が。さっきの騎兵の失敗を見たのか、ヴェガの右手の剣を避けて左膝へむかい相対距離を縮めてくる。


    　あれが巻き付けば終わりだ。


    　ファニアは頭部搭乗席の側壁に掛けられたブリキの収納箱をあけて、擲てき弾だんと黄おう燐りんマッチを取り出し、また梯子はしごを登って頭部ハッチから上体を突き出した。


    　王女がなにをしようとしているのかに気づき、下からルカの声が届く。


    「殿下っ!!　導火線にご注意を!!」


    　彼がなにを言おうとしているのか、ファニアにはわかる。擲弾は導火線に着火してから、しばらくこの手に持ったうえで、爆発寸前に敵に投げつけなければ効果は薄い。ヴェガに用意された擲弾は、機械兵に取り付いた敵兵を排除するのが目的だから、導火線が短い。擲弾兵が最も熟練と勇気を必要とする兵科といわれるのは、自爆の恐怖に耐えて正確に爆発までの時間を導火線の長さで計り、最も効果的な瞬間に的確に投とう擲てきができるからこそ。普通ならば、王女が手ずから投げるような兵器ではない。


    　だがファニアはためらうことなくマッチを擦って、導火線に着火し、あたかも玉座から臣下を睥へい睨げいするがごとく、背後から疾駆してくる敵二騎を頭部ハッチから見下ろす。


    　走行しているため縦揺れがひどい。投擲が遅くても早くても意味を為なさない。ゼロコンマ二秒のタイミングの遅れが、死となって自分にのしかかってくる。


    　右手のひらに汗がにじむのをファニアは感じる。手袋を嵌はめていたおかげで汗で滑ることはない。王女はその野の葡ぶ萄どう色の瞳に爆発直前の擲弾と、いままさにヴェガの左膝ひざに達しようとする敵騎兵を同時に映し出し、頭部ハッチの玉座から優雅な所作で右手を伸ばし、擲弾の恩おん寵ちようを下か賜しする。


    　爆発音と人馬の悲鳴が、走行するヴェガの背後に置き去りにされる。追従していた残りの四騎が、落馬した二騎につまずいて崩れ落ちる。赤褐色の土煙が血の香りと共に視界後方へ去ったのを確認し、王女は伝声管を掴つかむと、硝しよう煙えんの香る機内へ伝える。


    「騎兵を排除しました。ミズキ、左旋回二十度。味方が気づきました。あと二百メートルで合流できます」


    　ルカは呆あきれるしかない。この王女、擲弾を投げる訓練も受けているのか？　とても素人しろうとのやることとは思えない、肝の据すわった投擲だった。


    　ほどなく味方歩兵連隊の歓呼がルカのところまで響いた。口々に王女の名前を呼びながら、ヴェガの周囲へ集まって、敵騎兵と交戦に入る。混乱した味方を集合させるには、いまのファニア以上の適任はない。


    「殿下だ、殿下が参られた！」「みな、殿下をお守りしろ!!　ヴェガを中心に方陣を組むんだ!!」


    　平原に散じていた味方が集まり、ヴェガの周りに一辺が十五メートルほどの四角形を組み上げて、その角を敵騎兵にむけた。カスコート銃兵の方陣は砲撃か機械兵でなければ破壊できない、いまの地上において最も堅けん牢ろうな歩兵陣だ。敵騎兵は二辺からの銃撃を受け、待ちかまえる銃剣の林に飛び込むこともできず、畝うねのむこうへ退避して消えた。


    「けっ、ビビりやがった！　敵さん、たいしたことねえぞ!!」「殿下が一緒なら誰が来たって怖くねえや！　みんなで国に帰るぞ!!」


    　三百名ほどの兵士たちの快かい哉さいが機内に届く。ルカはようやくほっと息をついた。随伴歩兵がついてくれたことはありがたい。機械兵単独の作戦行動は、細かい挙動が取れないため非常に困難なのだ。たとえば敵歩兵が機体に取り付いたり関節に鉄鎖を絡ませたりしたなら、味方の兵に除去してもらわねばならない。その衝撃力、突破力で方陣も城壁も破壊できるが、かゆいところを自分で掻かけないもどかしさも伴うのが機械兵という兵科なのだ。


    　中隊長の肩章をつけた将校が、外部伝声管を掴つかんで状況を報告した。


    「ノースランド街道はすでに敵軍が待ち伏せ、住民の敵意も激しく、通過するには非常な困難を伴います！　森と山道を通ってアケロン河沿いを南下し、南アケロン大橋を渡って首都ラランディアを目指そうかと」


    「その方針で構いません。道中、先導と護衛をお願いいたします。……それから、騎兵一騎を宮殿跡に戻し、わたしの衣服を二着、調達していただけますか」


    「あいにく騎兵がおらず、聖都に戻ることができません。まずはここを突破し、道すがら、民家でお召し物を調達いたします。それまでご辛抱ください」


    　ファニアの落胆が、ルカの頭上から降ってきた。部屋着のままでは大勢の兵の前にすがたをさらすこともできず、指揮も執れない。


    　平原に展開している敵軍はそれほど多くなさそうだ。おそらくは先に逃げたイシドロ率いる近衛このえ連隊を追撃しているのではないか。うまく畝うねや並木に隠れて移動すれば、ノースランド街道を離れた小路から戦線を離脱できるに違いない……。そう祈りながら、これからの長い撤退を思い、音のないため息をついた。

  


  
    　　　　　　二章　王族


    



    　これからどうすればいいんだろー……。


    　アステルは頭部搭乗席に身体を固定されたまま、死んだ魚みたいな瞳で、頭部覗のぞき窓のむこうを見つめていた。


    　四人が乗るヴェガは三百名の随伴歩兵を引き連れ、何度か敵の追撃を受けながらもなんとか振り切り、ノースランド街道を外れ、南下して森に入った。日はもう傾いてきて、日没となったら適当な場所で野営を張らねばならない。


    　アステルはしみじみ、今日のことを振り返る。


    　どうしてこんなことになったのか。


    　なにもかも全部ミカエルが悪い。


    　機械兵のくせに、あたしの言うこと全然聞かずに好き勝手に暴れまくって、飛行戦艦に剣まで投げつけて大破させた。おかげでもうエデンには帰れない。制御できなかっただけで消される、とかいう話だったのに、できなかったうえに味方艦隊に壊滅的な被害を与えてしまったのだから、エデンに戻ったなら焼き殺されてもおかしくない。


    　帰る場所がない。


    　人造人間だから親兄弟もいない。


    　生まれたばかりだから友達もゼロ。


    　楽園から墜おちてきて、この世界にひとりぼっち。


    　はっきり言って耐えきれないほど心細い。けれど不幸中の幸いは、お姫さまと知り合いになれたことだ。初対面のファニアはなぜかあたしを快く迎え入れてくれた。きっと裏に思惑があるのだろうけど、まあ焼き殺されるよりは全然マシだ。なんとか王女に取り入って、しばらく安全に過ごせる場所を確保しよう。


    　王女に取り入るためには、撤退に協力するのが一番。


    　いまは身体が動かないから役立たずだが、エネルギーを摂取すれば回復する。回復して、王女をかっこよく護衛して、無事に首都へ戻ることができたなら、たちまち王女さまはあたしを気に入るに違いない。そのためにも早いとこ回復しなければ。


    　この肉体は人間より遙はるかに高いエネルギーを一時点に圧縮して放出できるが、疲弊もその直後にまとめて訪れる性質があり、これは充分な休憩と食事によって回復する、と魔女アナスタシアが言っていた。その言葉どおり、ミカエルから放出されて以降、ずっと身体が動かないし、ずっとおなかが減っている。


    「おなかすいた──～……」


    　撤退がはじまって、もう何度目かの不満をアステルはのたまった。


    　しかし機内の誰にも反応はない。アステルのすぐ下にいるルカも知らん顔だ。


    　アステルはルカの後頭部を睨にらむ。


    　──この野蛮人。こいつもこいつで、なんかあるのよね。


    　射出される直前、ミカエルが告げた言葉。


    『わたしを御そうともくろむならば、ヴィヴィ・レインを連れてこい』


    『ヴィヴィ・レインを見つけたならば、お前を受け入れよう』


    　ヴィヴィ・レインって誰？　その質問に答えはなかった。


    　そして、この野蛮人もまた、初対面のあたしにむかってヴィヴィ・レインについて尋ねてきたのだ。質問を質問で返してやると、途端に口をつぐんだ。どうやらあたしにはなにも教えないつもりらしい。


    　──よくわかんないけど、この野蛮人はヴィヴィ・レインを捜してる。


    　──あたしとこいつは、ヴィヴィ・レインでつながってる……。


    　なんとかうまいこと誘導して、ヴィヴィ・レインに関する情報を引き出そう。あたしが知ってることはなんにも知られることなく、ウソばっかり吹き込んで、あたしだけがこいつから本当の情報を手に入れる。それがエデン人の知恵というもの。


    　──見てなさい、ミカエル。お望みどおり、ヴィヴィ・レインを見つけてあげる。


    　──死ぬ前に、あんただけは乗りこなしてやるんだから。


    　あたしはミカエルを操縦するために生まれてきた。


    　どうせ七年しか生きられない命なんだから、せめてミカエルに言うこと聞かせてから消えたい。そうじゃないと、なんか納得いかない。ミカエルの操縦席で「ここから出して」と泣きわめいた自分のふがいなさが脳裏に舞い戻って、悔しさがこみあげてくる。


    　絶対意地でもヴィヴィ・レインを見つけて、ミカエルを乗りこなしてやる。


    　まずは王女ファニアに取り入って地上での居場所を確保して、この野蛮人からヴィヴィに関する情報を引き出すところからはじめよう。そんでこいつより先にヴィヴィを見つけて捕まえて、ミカエルのところに連れていけば全部うまくいくんだ、たぶん。


    　ともかくいまは、消費したエネルギーを回復せねば。身体が動くようになれば、王女殿下に役に立つことをアピールして、ガルメンディア王国での居場所を得られるに違いない。


    　などと画策していると、外部伝声管から中隊長の声が機内に響いた。


    「間もなく日没のため夜営いたします。残念ながら道沿いに民家がなく、殿下の衣服の調達はできませんでした」


    　アステルの上、頭部搭乗席の踏み台に立っている王女が伝声管を掴つかんだ。


    「わかりました。兵は、ヴェガから遠ざけてください。いまは人前に出られるすがたではありません。機内の我々だけで夜営できるよう、配慮願います」


    「では殿下を人目にさらさぬよう、兵とヴェガの間に天幕を立てましょう。兵もいまより後方に下がらせて、ヴェガが見えない位置で夜営させます。それでよろしいでしょうか」


    　ファニアが了承すると、中隊長は本隊へ戻り、言葉どおり来た道をわざわざ二百メートルほど戻らせてから、森の小道に天幕を立てた。これで兵たちは、アステルの存在に気づかない。


    「アステル、あなたの身なりは目立ちすぎます。視界が闇に閉ざされるまで、わたくしと共に機内に残るようお願いいたします」


    　王女の言葉に、アステルは絶望する。


    「え──……。でも、ごはん……」


    「ルカ上等兵、中隊長に依頼して、食料を調達願います」


    「はっ」


    　ルカの返事と同時にヴェガが片膝ひざをつき、胸部ハッチがひらいた。新鮮な森の冷気が一気に搭乗席内へ入ってきて、一同は思わず大きく息を吸い込む。


    　ルカはいそいそと安全ベルトを外し、背後のアステルを振り返る。


    「パン一個と水ありゃいいよな？」


    「人造人間舐なめてる？　そんなんで足りるわけないでしょ」


    「いちいちつっかかんじゃねえ、面倒くせえ。んじゃ、三つか？　四つ？　なんだその顔、なに呆あきれてんだ」


    「……あのねえ。あたし人造人間なの。人間とは発揮するエネルギーが桁けた違いだし、消費する分も相応なわけ。いま手足を動かすのも困難な状態なのに、パンの四つや五つで回復するわけないでしょう？」


    「知るかよ。めんどくせえな。じゃあどんだけ食えば満足すんだ」


    「一日三万キロカロリー」


    「なんだそれ。エデン語か。こっちの言葉で話せ」


    「兵隊ひとりが一日に消費する食べ物の熱量が三千キロカロリー。それの十倍」


    「……………………」


    「量でいうと、肉類二・五キログラムと穀物類六・二キログラム。あたしが一日活動するには、そのくらいの量が必要なの。わかったらさっそく持ってきなさい」


    　ルカは腕組みして、うつむいてしばらく考えてから、天を仰あおぎ、それから真顔をアステルに戻して告げた。


    「お前は豚だ」


    「豚じゃない!!　人造人間!!」


    「豚でもそんな食わねえぞ!?　中隊長になんて説明すりゃいいんだよ。撤退してるときにそんな食いもんあるわけねーだろ!!」


    「うっさい、理由なんかあんたが考えなさいよ、いいからさっさと持ってきなさい！」


    　ルカは不満げな表情で、胸部ハッチから地面へと飛び降りた。アステルは座席にふんぞり返り、夜のとばりが降りてくるのを待つ。森の木立からフクロウの声が聞こえてきて、だんだんと夜気が染みてきた……。


    



    　豚より食ってんな。


    　ルカは地面にじかに腰を下ろし、調達してきた携行ビスケットを無言でがつがつ食い荒らすアステルを遠く見やった。


    　中隊長から分けてもらった糧食は、携行ビスケット十個とワイン二リットル。ワインは長期間保存しても腐らないため、軍隊では水代わりに飲まれる。携行ビスケットは大きな丸い輪のかたちに焼かれた全長一メートルほどの堅いビスケットで、兵士はこれをマフラーみたいに首に提げ、行軍しながら少しずつかじって空腹を満たす。一個で一日分であり、一回の食事でこれを丸ごと食べきってしまうのはよほどの大食漢だが、アステルは渡された七つのうち、すでに三つたいらげ、いま四つ目を半分ほど胃へ収めたところ。


    　ルカは呆あきれながら、焚たき火の対面であぐらを組み、一心不乱にビスケットをかじりワインをぐびぐび飲み干すアステルに声をかけた。


    「お前、それ、大事に食えよ。殿下の名前で頼んだら、中隊長が無理して調達してくれたんだ」


    「ぶふぇ？　ぶふー、ゔふぇっ」


    「ありがとう、おいしいよ、って言ってんだよな？　それ以外だったら本気で怒っぞ」


    　アステルは口の中を食べ物でいっぱいにしたまま不機嫌そうに意味不明の音声を発し、まるで親の仇かたきのごとく堅いビスケットをがつがつ食いちぎる。


    　その傍かたわら、ミズキはちょこんと両膝ひざを立てて地面に腰を下ろし、首に提げたビスケットを適当な大きさに割り、その欠片かけらを両手で持って、にこにこしながらリスみたいにかじっている。


    「ひどい一日だったけど、でも生き延びただけでも運が良かったぜ。殿下も助けられたし」


    「まあな。でもこの先もっと大変だけど。どうなることやら」


    　ルカは返事して、後ろ手を地面につき、絡み合う枝葉の天てん蓋がいに濾こされた銀河を見上げる。もうすっかり夜が野営地を包み込んでいて、道の両側に立ち並んだ木々の影が星空をぎざぎざに切り破っていた。


    　森の冷気は意外に厳しい。四月とはいえ、火がなければ身体が震える。部屋着すがたのファニアは大丈夫だろうか。


    　ルカは片目をちらりと、焚き火近くに駐機したヴェガへ送る。


    　機内にファニアはひとり残っている。先ほどミズキがビスケットとワインを届けているから、あのなかでひとり、食事を摂っているのだろう。王女はいま現在のすがたを、ルカやミズキにも見せたくない様子だ。


    　──衣装まで、気が回らなかったなあ……。


    　ルカは今朝方の失敗を悔やむ。ファニアを瓦が礫れきのなかから助け出したあと、衣装も一緒に掘り起こすべきだった。庶民にとってはたかが衣服、なのだが王侯貴族にとって衣服はおのれの身分を示す唯一のものだ。部屋着で人前に出ることは、自らの品位を貶おとしめることであり、他者を愚ぐ弄ろうすることでもある。王侯はおのれの権威を示すと同時に、他者に相応の礼を示すために着飾っている。だからファニアは決して、おのれの貧相なすがたを人前にさらさない。


    　──王族ってのも窮屈なもんだ。


    　集めてきた粗そ朶だ木ぎを火にくべながら、しみじみそんなことを思う。貧民の生活は苦しくて辛つらいことばかりだが、自由ではある。行きたいところへ行って、おのれの思うまま好き勝手に生きていい。けれどファニアは、たかが上着とスパッツがないだけで、人前に出ることもできない。


    　王侯貴族なんて大嫌いだし、あんなやつらは全員いなくなれ、とルカは子どものころからずっと思っていた。庶民から高い税金をむしりとって、無報酬の労働を課し、自分たちは税金も払わず労働もせず、贅ぜい沢たく三ざん昧まいの生活にうつつを抜かす、わずか一握りの特権階級。なにかの本には、人口のうち三％の王侯貴族が、この世界の富の九十％を独占している、とか書いてあった。その富の一％でも庶民に分けてくれたら、飢え死にするものや、路上で凍死するものの数はずいぶん減るはず。


    　──シルフィだって、助かったかも……。


    　貧しさゆえ、路上でひとり凍え死んだシルフィ。


    　思い出すだけで、悲しみは王侯貴族への憎しみに変わる。


    　けれど。


    　間近に見るファニアのすがたや態度は、ルカの脳裏にあった王侯とは異なっていた。


    　わずかな時間でルカの努力を見抜き、昇進させ、顔の入れ墨をひとことも質たださず、献策に耳を傾けてくれた。さらに手ずから擲てき弾だんを投げつける勇気もある。擲弾の火薬は硝しよう酸さんカリウムや硫い黄おう、樹脂、アンモニアなどを秘伝の割合で混合させた特別製で、粘着性があり、ひとたび付着すれば骨を溶かすまで消えることなく燃えつづける。そんな危険なものを、爆発寸前までおのれの手の内にとどめて投げつけるのは生なま半はん可かな度胸ではない。王侯貴族なんて偉そうにふんぞり返っているだけで、いざ前線に立ったら真っ先に逃げ出す臆病者だ、と決めつけていたルカに、王女は我が身の危険も顧みず、味方を守るため敵に立ち向かうすがたを示した。記憶に焼き付いたその佇たたずまいが、ルカの胸の奥深くに澱よどんでいた王侯に対する感情を揺さぶる。


    　同い年なのに、自分の知らない世界の知らない価値観を体現している王女ファニア。


    　その内面にはいったいどんな想いや思想が詰まっているのだろう。


    「やったー、身体動く!!」


    　ルカの夢想はアステルの歓声で破られた。


    　焚たき火のむこう、おなかいっぱいのアステルが両手を空に突き上げて伸びをする。それからややぎこちない動作で立ち上がって、足の柔軟体操まではじめた。固まっていた手足がほぐれていくのが見ていてわかる。思わずルカはやじを飛ばした。


    「あっちに川あっから飛び込んでこい。ついでに流されちまえ」


    「え、川!?　ほんとに!?」


    「水の音、聞こえるだろ」


    　言われて澄ませたアステルの耳に、たしかにかすかに川のせせらぎが聞こえた。途端、満面の笑みが浮かぶ。


    「やった！　水浴びしてこよっ!!」


    「ひとに見つかるなよ。殿下、ずっとお前が誰かに見つかるの警戒してるから」


    「真っ暗だから見えないよ！　きゃーうれしい、泳いじゃお！　あ、覗のぞかないでよね！」


    「見ねーし興味ねーし、できればそのまま流されてジュデッカに落ちてくれ」


    　ルカの悪態を背に受けながら、アステルはいそいそしながら森へ足を踏み入れ、茂みのむこうへ消えていった。うるさいのがいなくなり、ルカはため息をふうとついて、もう一度、ヴェガのほうを見る。


    　王女は依然、機内に引きこもったまま出てこない。焚たき火を王女に譲ろうと決めて、ルカはミズキの了承を取ってから、ヴェガの手前まで歩き、脚部の外部伝声管を手に取って、機内へ話しかけた。


    「お休みのところ失礼します。殿下、起きていらっしゃいますか？」


    　返事はすぐに届いた。


    『用向きは』


    「わたしとミズキは天幕のむこうで休みます。兵が来ないよう見張りますので、どうか焚き火におあたりください。機内では夜を過ごすのに不都合です」


    『……………………』


    「僭せん越えつながら、わたしの上衣を焚き火のそばに置いておきますので、毛布代わりにお使いください。森の夜は冷えますので」


    『………わかりました』


    「それでは、失礼」


    　ルカは用向きを告げて、息を吐いて緊張を解きながら上衣のボタンを外し、焚き火の傍かたわらに畳んで置いた。やんごとないかたに汗や泥で汚れた上衣を差し上げるのも心苦しいものはあったが、あんな薄い部屋着だけでは体調を崩してしまう。ファニアが使ってくれるかはわからないが、ないよりあったほうがいいだろう。


    「寒っ」


    　袖のない内着一枚になり、焚き火を離れて、ルカは思わず両手で自分を抱きしめる。思ったより寒い。でもスラム街の路上で寝ていたときよりずっとマシだ。このくらいなら死にはしない。


    　背はい嚢のうを背負って、ミズキと一緒に兵たちの視界を遮る天幕をくぐり、その直前で地面に腰を下ろした。ルカたちがここにいれば、中隊の兵たちも近づいてきたりしないだろう。今夜はここが寝場所だ……。


    



    　†††


    



    　夜の闇をものともせず、その軍団は粛々と森の小路を辿たどっていた。


    　先頭を行く軽騎兵隊は手に持った角灯の明かりで、ヴェガ型機械兵の残した足跡を確認しつつ、速歩を保つ。


    　よく訓練された部隊だ。馬には轡くつわを噛かませていななきを抑え、誰ひとり無駄口を叩くことなく、先頭の騎兵の角灯だけを頼りにして、夜の底の川のように闇を流れていく。


    　騎兵隊の後方から灰色に塗装された機械兵がつづく。


    　セカンドランク、『力天使ヴアーチユー級』アカイア型機械兵。


    　ヴェガより一階級上にあたる単座機だ。ヴェガより背が低く、ひとり乗りであるため「移動する司令塔」としての役割は果たせないが、エンジンパワーはヴェガをしのぐ五千八百馬力、対機械兵戦闘に特化した格闘戦用の機体である。


    　さらにアカイア型の後方には、異様な風体の騎兵三騎。


    　いやこれを騎兵と呼んで良いのか。地を蹴け立て疾駆している獣だがそもそも馬ではない。


    　銀灰色の毛並みに逆立ったたてがみ、銀光りする獰どう猛もうな眼まな差ざし、口こう腔こうには子どもの手首ほどに発達した牙きば、地を蹴立てる野太い前足には鋭い爪。


    　ベオウルフと呼ばれる、馬ほども大きい狼だった。飼い慣らせば騎乗できるだけでなく、自ら爪と牙で攻撃もできる、優秀な軍用獣だ。背中に鞍くらがあり、兵はあぶみに爪つま先さきを通し、手た綱づなを操って、馬と同じ要領で乗りこなしている。


    　テラノーラ慈善同盟の西に広がるククリの森と、さらにその西方の無限荒野タシュバーンには、こうした魔獣──なんらかの理由で「壁」を越えてジュデッカから地上に迷い込み、土着した外来生物──が存在する。そして一部の人間は長い歴史のなかで魔獣を捕獲し、調教して軍務に使う技術を磨いてきた。


    　ベオウルフのさらに後方を、二頭の馬を付けた四輪の無む蓋がい馬車が疾走していた。


    　手綱を握るのは痩やせこけて長髪、黒い内着にスラックス、黒いロングコートを羽織った壮年貴族。黒こく曜よう石せきから削り出したような黒く荒い皮ひ膚ふにこそげた頬ほお、大きく強い光を放つが感情の見当たらない両目、角帽からこぼれでる長い髪は青、口元を覆う髭ひげも青。


    　青ひげ侯爵。


    　本名をヒル・グレイ侯爵という。ロマンヴィル騎士団領の辺境に領地を持つ世襲貴族でありながら、ひとづきあいもろくにせず、山奥の別荘にこもって夜な夜な怪しげな儀式や研究に熱中するこの人物は、その領地近郊からひんぱんに少年がいなくなることから、いつしか人々から恐れと軽けい蔑べつを込めて「青ひげ」と呼ばれていた。


    　青ひげが身につけているのは上下とも灰色を基調とした、ロマンヴィル騎士団の兵装だ。聖都カルロビバリ陥落に伴い、テラノーラの応援に駆けつけたのだろう。それ自体は奇妙なことではないが、騎士団長から要請を受けようが滅多に戦役に参加することのない青ひげが、手間暇かけて育て上げてきた軍団をわざわざ人目にさらし、ひたすらな追跡に身をやつしている理由は充分に奇妙だった。


    　青ひげの目的はひとつ。


    　──ファニアに抱かれたい。


    　ただそのために戦役に参加し、戦況など関係なくただひたすら王女の動向を求め、彼女がヴェガ型機械兵に乗って逃走した事実に辿たどり着き、それを味方に知らせることなく、おのれの部隊だけでこうして追跡している。


    　王女ファニアの評判は、ロマンヴィル騎士団領にまで鳴り響いていた。


    　千の詩人が万の言葉でその美び貌ぼうを称たたえ、宮廷画家が肖像画にその光輝を映し出し、謁見の栄に浴した貴族たちが魂を抜き取られ王女との婚姻を願うと伝え聞き、いつしか青ひげの脳裏でファニアは「絶対美」として崇拝されていた。


    　王女を捕らえたなら、城が建つほどの身代金と交換できるだろうが、青ひげはそんなものに興味はない。首尾良く運んだなら、なによりもまず最初にやるべきはファニアを祭壇へ据すえ置いて。


    　──ひれ伏したい。


    　涙を流しながら王女の足下に身を投げ出し、これまで犯してきた罪を懺ざん悔げしよう。五十五年の人生において、数え切れないほどの悪逆を積み重ねてきたが、天上の絶対美がきっとわたしの罪を洗い清めてくれる。


    　領地の内外からさらってきた少年を、壊れるまで玩がん弄ろうした。朝が来て、黄金の曙しよ光こうが変わり果てた亡なき骸がらを照らし出すたび、青ひげは血だまりに跪ひざまずき、わななく両手で顔を覆い、罪の重さにさめざめと泣いた。しかし夜が来ればまた、脳のう髄ずいを痺しびれさす欲求に駆り立てられ、さらってきた子を胸に抱いている。


    　快楽と悔恨の振幅を行き来するうち、嗜し好こうは偏奇を極め、いつしか八十人以上の少年をこの手で破壊していた。


    　そんな自分を、許してほしい。


    　──わたしの罪を許す……。その権威がファニアにはある。


    　ファニアを手に入れて、罪を犯すたび、彼女の前にひれ伏して許しを乞いたい。わたしの頬ほおを伝う悔恨の涙をその美しい指先でぬぐい、天使そのものの声で「許す」と告げて、それからわたしを赤子のように抱ほう擁ようしてほしい。


    　──抱きしめてくれ、ファニア。


    　──この髪をなで、接吻し、きみの美でわたしの罪を掃き清めてくれ。


    　祈りながら、青ひげは駆ける。黒マントを翻ひるがえし、深い闇を突破する。ただファニアに跪ひざまずき、許され、抱かれる、そのためだけに。


    　青ひげの後方から、五十騎の精鋭がつづく。ロマンヴィル騎士団領はグレイスランド最大の軍馬生産地だ。当然、騎士団も騎兵が中核を為なす。ロマンヴィル騎兵は最強の騎兵隊として知られ、青ひげが率いるこの五十騎も、常日ごろから戦闘訓練に明け暮れた熟練兵である。


    　そして最後尾に歩兵一千。いずれもロマンヴィル騎士団の正装である灰色がかった上衣を身につけ、擲てき弾だんとカスコート銃で武装して、整然とした歩調を保っている。


    　と、前を行くベオウルフ三騎の足が止まった。獣の低い唸うなりを縫うようにして、前方から軽騎兵が青ひげのもとへ駆けてきて、報告する。


    「この先、二キロメートル地点に王女の野営地を発見しました。歩ほ哨しようはすでに全員、始末しております」


    　青ひげはうなずき、手た綱づなを引きつける。


    　無む蓋がい馬車が止まる。後方の五十騎と歩兵一千もぴたりと静止する。青ひげは命ずる。


    「同士討ちを避けるため、機械兵とベオウルフをまず突っ込ませる。騎兵は戦闘を避け、王女を捕らえることに専念せよ。王女をさらったのち、歩兵を押しあげて残敵を掃討する」


    「はっ！」


    　軽騎兵は馬首を返し、前方の闇へ埋もれた。


    　青ひげはじっと夜を見つめる。この闇のむこうで、求めつづけた絶対美がわたしの来訪を待ちわびている……。


    



    　†††


    



    　まどろみかけた瞳は、闇をつんざく悲鳴でこじ開けられた。


    「!?」


    　ルカはとっさに上体を起こし、小路を覆った濃い闇の先を見据すえる。


    　どよめき、銃声と悲鳴、火薬の匂い、野獣の唸り声、そして──ソーマエンジンの駆動音。


    「敵襲!!　殿下をお守りしろっ!!」


    　そんな声が聞こえたと同時に、闇のなかに火の玉が三つ、四つ、揺らめきながら浮かび上がった。


    　火の玉は増えていく。地を蹴け立てる蹄てい鉄てつの音が、こちらに近づいてくる。


    「やばい、騎兵だ!!」


    　ミズキとルカは飛び起きて顔を見合わせ、慌てて天幕をくぐり、ふたりそろってヴェガを目がけ駆ける。


    　後方から、手に手に松たい明まつを持った騎兵十騎が襲しゆう歩ほ──突撃の際の全力疾走──で追いすがってくる。騎兵の本領は蹄ひづめによる蹂じゆう躙りんだ。巻き込まれたら原形をとどめないくらい踏みつけられる。とっさに道の横へ飛びのいてかわすと、騎兵はこちらに全く構うことなく、その脚力で一気に抜き去る。味方の歩兵三百人の夜営地を素通りし、ルカたちも無視して、十騎はただ王女ファニア目がけてまっしぐらに駆ける。


    「殿下……っ!!」


    　油断した。王女の近くにいるべきだった。後悔しながらルカは走るが、しかし濃い闇が行く手を阻はばむ。道の起伏に足を取られ、茂みに突っ込み、木の幹にぶつかったりしているうちに、闇のむこう、ファニアが寝ているはずの場所から、男たちの乱暴な声が届く。


    「見つけたぞ、捕まえろっ」「その女だ、殺すな、生け捕りにするんだっ!!」


    　くそっ。歯がみしながらルカはなんとか五十メートルを駆け戻るが、敵騎兵の動きはよく訓練されていて迅速だった。


    「戻ってくる……!!」


    　前方の闇に再び松明が浮かび上がる。一度ルカを追い越した騎兵たちは二分もかからず、今度はこちらに相対する方向から駆け戻ってくる。


    　それはつまり、王女が捕まったということか。


    　ルカはとっさに森の茂みに飛び込んで、騎兵隊が掲げる明かりへと目を凝こらした。


    　来たときと同じく、敵騎兵はルカに一切構うことなく、来た道を襲歩で戻っていく。


    　見据すえた明かりのなか、隊列の真ん中の一騎が、おのれの胸にしどけないすがたの王女ファニアを抱いていた。


    「殿下!!」


    　なんてこった、これだけの護衛がいながら、いとも簡単に総司令官を奪われてしまった。


    　騎兵は風のごとく闇へ埋もれた。味方の歩兵三百がいるはずの空間からは相変わらず、野獣の咆ほう哮こうと悲鳴、ソーマエンジンの猛たける音が聞こえてくる。いきなりの夜襲で混乱させられ、その乱れに乗じて騎兵の機動力で一気に本陣を突かれた。敵ながら見事としかいいようのない手際の良さ。ミズキが半泣きになってルカを見上げる。


    「やべーよ、殿下捕まっちゃった、どうする!?」


    「ヴェガで取り返すしかねーだろ。おれたち近衛このえ兵だぞ、殿下助けねーと」


    「う、うん、そうだな！　こっちにはヴェガがあるんだ！」


    　ふたり励まし合って、背はい嚢のうを背負い、ヴェガを駐機した場所まで戻る。


    　王女に譲った焚たき火は、騎兵に蹴け散らされていた。乱れた蹄の跡や靴跡を、点々と散らばる熾おき火びが照らす。こみあげてくる悔しさを押さえつけて、ルカとミズキは背嚢を搭乗席の隅に押しやり、ヴェガに乗り込む。


    　いらいらしながら暖機の五分を耐え、ようやくエンジンが暖まり、ミズキの号令と共にヴェガはその六メートル半の巨体を闇のなかへ持ち上げた。


    　一刻も早く王女を助け出さねば。そのためには。


    「剣と盾たて、置いていこうぜ。軽いほうが足速くなるしさ」


    「そだな。騎兵と追いかけっこになるかもしんないし、軽いほうがいいな」


    　ミズキの了承を得て、ルカは剣と盾を両方手放し、素手になった。敵も機械兵がいる様子だが、なに、殴り倒せばいいだろう。


    「行くぜ!!」


    　ミズキの掛け声と共に、ヴェガはゆっくりと夜のさなかへ足を踏み出した。


    　視程ゼロに等しいため、電子演算装置に安定を委ゆだねて歩行するしかない。いかにミズキの腕前があっても、この闇の底を走り抜けるのは自殺行為だ。


    　地響きを立てながら森をくぐり抜ける。


    　と、闇のむこうから味方の王国軍歩兵が数名、逃げてきた。ヴェガのすがたを認めても立ち止まることなく、王女が連れ去られた方角ではなく、その反対方向、故郷を目がけて逃げていく。


    　兵の逃亡がはじまっている。これはマズイ。


    「おいおい、そっちに逃げてどうする!?」


    　ルカは慌てて機内の梯子はしごを登り、頭部ハッチをあけて外界へ上体を突きだし、逃げる味方へ怒鳴りつける。


    「逃げるな、殿下がさらわれた、踏みとどまれ!!」


    　しかし逃亡は止まらない。徐々に数が増えていく。闇のむこうでは戦闘に特有の金属音や銃声がつづいているから、まだ潰かい走そうとはいかないが、このぶんでは部隊が崩壊するのは時間の問題だ。頭部ハッチから怒鳴りつけるルカに、兵のひとりが答えた。


    「魔獣と機械兵が強すぎて、おれたちじゃ太た刀ち打ちできない！　早く行って助けてやれ！」


    「行くから逃げんな！　おれのうしろからついてこい!!」


    　怒鳴り返して、ルカは先を急ぐ。逃げようとしていた歩兵が数名、思い直してヴェガについてきた。頼りないが、随伴歩兵がいるといないとでは大違いだ。


    「舐なめんなよ、ちくしょう」


    　ルカは決意を新たに前をむき、そう独りごちる。頭のなかが王女を取り返すための算段で埋め尽くされる。


    　敵を出し抜くことには慣れているが、出し抜かれると腹が立つ。見てろよちくしょう、おれの意地にかけても取り返してやる。


    　決意を込めた目線の先、篝かがり火びが見えた。


    「あれか……!!」


    　歩兵隊が夜営していた森の広場に、大勢の影がうごめいていた。


    　闇を穿うがつ篝かがり火びの橙だいだいを、銃剣の閃ひらめきが斬り刻む。紙風船を割ったような銃声が散発し、そのたびに野獣の低い唸うなりが届く。


    　ルカは頭部ハッチから身を乗り出して目を凝こらす。ヴェガが歩を踏み出すごとに、闇をうごめく怪物たちの肖像が明らかになる。


    　敵機械兵は一機。それから奇妙な大型生物が三騎。どうやらあれが魔獣らしい。味方の王国軍歩兵は、機械兵の膝ひざの破壊を企図しているようだが、魔獣が邪魔で近づけない。


    　兵たちの叫び声が、ルカにまで届く。


    「ベオウルフだ、ククリの森にいるやつだ!!」「くそっ、なんだこいつら、撃っても全然効いてねえ！」


    　ベオウルフは銃撃を浴びて流血しているようだが、カスコート銃の弾丸では筋肉と皮下脂肪を貫けず、致命傷に至らない。銃撃した味方が逆に襲いかかられ、その爪と牙きばの餌え食じきとなる。


    　同士討ちを避けるためだろう、敵は機械兵と魔獣のみを先兵として、こちらの歩兵隊にぶつけてきたらしい。騎兵は夜戦を避け、ファニアを捕らえるためだけに機動した。いまごろ敵本営は王女を確保して逃げを打ったか、あるいは腰を据すえてこちらを掃討しようとするか。


    　ミズキが伝声管を通して急せかしてきた。


    「敵機、まだ見えない？　どんなやつ？」


    　ルカは敵機械兵へ目を凝らす。板金装甲に身を固めた中世騎士じみた、装飾の多い機体。紡ぼう錘すい型の頭部と、背中に背負ったエンジン、丸い肩から突き出したトゲ。見たままをミズキに伝えると、裏返った声が返った。


    「肩のトゲって、アカイア型だよ!!　対機械兵戦闘に特化した格闘戦専用機だ、ヴェガより馬力があって小さくて速い！　うわーマジか、アカイアと一騎打ちか！」


    　ミズキはうれしそうに敵機の性能を教えてくれる。いつものことだが、よく知ってんなー、と感心する。


    「で、勝てるか？」


    「だいぶ厳しいけど！　でもお前が両手うまく動かせば転ぶかも！　相手は歩兵いないんだろ？　だったらなんとかなるかもよ！」


    「うし、上等だ、行くぜ相棒！」


    「おうよ相棒、ヘマすんじゃねーぞ！」


    　ルカは頭部ハッチを閉めて、両腕担当席の安全ベルトを身体に固定した。まずはアカイア型を仕留めて、それからベオウルフをなんとかしないと。


    　ヴェガが重量級の足音を立てて、前方のアカイア型へ接近を開始する。味方は王女が来たものと勘違いし、士気をあげる。


    「殿下だ、殿下が来てくださった！」「よし行くぞ、反撃だ、機械兵なんかにビビるな！」


    　崩れかけた規律が戻ってくる。こうした大型機械兵には士気を高める効果があるのだと、ルカは改めて思い知らされる。戦場では不要だと思っていたこの巨体だが、崩れかけた部隊を再集結させたり、味方を奮い立たせるには都合が良い。


    「来るぞ、うわっ、速ぇ!!」


    　ミズキがいきなりすっとんきょうな声をあげる。同時に鼓こ膜まくを突き破るような音響が搭乗席内にこだまして、ヴェガが後方へのけぞった。


    　倒れる……っ!!


    　思わず覚悟したルカだったが、ミズキは先読みして右足を引いており、すぐに重心を取り戻す。


    「殴り合いだ、一発いいの当ててやれ!!」


    　ミズキの楽しそうな声を聞きながら、ルカは覗のぞき窓に目を凝こらす。敵機の機影が、手を伸ばせば届くほど近くにまで接近している。アカイア型は全長四メートルほどで、ヴェガの胸部付近にアカイアの頭がある。小さいがエンジン出力がヴェガより大きいということは、そのぶん素早く動けるということだ。


    　先頭のアカイアが右手を大きく後ろに引いた。打撃が来る。ヴェガの鈍重さでは避けようがない。ならばこっちも殴るしかない。


    　ヴェガもまた右手を後方へ引いて、狙いを定める。相手は背が低いから、肩部ギアを調節して打ち下ろすかたちにしないといけない。もうちょい格闘戦の練習をしておけば良かったと後悔したとき、再びの衝撃が機内を覆った。


    「うへー、痛え──っ!!」


    　ミズキは相変わらず楽しそうに叫ぶ。本人が痛いはずはないが、ヴェガの痛みはミズキの痛みだ。ルカは耳の奥の残響に顔をしかめながら、こちらも渾こん身しんの一発を敵の上腕部に見舞った。


    　雷音のごとき打撃音が森に響く。アカイアはやや体勢を崩しかけたが、すぐに持ち直す。さすが格闘戦用の機体だけあって簡単には転んでくれない。背面エンジンから青白い排気炎を一度吐き出して、猛たけるがごとく、再びこちらへ右手を持ち上げ、叩きつける。


    　ヴェガが押される。今日はじめて、たたらを踏んだ。相手のほうが速いし、一発も重い。これはもしかして分ぶが悪いのではなかろうか。


    「おいおい、あいつ強くねえか[image: ]」


    「アカイアならこんくらいやるよ。ヴェガより格上だからな。ま、でも操縦してんのは大したやつじゃねえ。ルカ、次あいつが振りかぶったら、両手であいつの頭を掴つかめ」


    　変な指示だ。もともと、機械兵の頭部なんて飾りでついているようなもので、機能的な意味はないに等しい。頭部をもぎ取ったとしても、敵はなんらお構いなく攻撃をつづけるだろう。


    「来るぞ!!　しっかり掴んで放すなよ！」


    　疑問を呈する前に敵が来てしまった。ミズキの天性を信じるしかない。機体性能で負けようと、操縦士の技量で克服できるのが機械兵同士の戦闘だ。


    　馬力で勝っていることに気づいたらしく、アカイアはさっきよりもヴェガの至近に接近し、さらに大きく右手を後方へ引いた。内燃機関がひときわ高く唸うなりをあげる。エンジン出力を一時的に最大に引き上げるオーバーブーストの予兆。渾こん身しんの一撃が来る。ルカはミズキに言われるまま、両手を突き出して相手の頭部を左右から挟み込んだ。


    　同時にアカイアがオーバーブースト。


    　ソーマエンジンの回転数がいきなり最大値まで跳ね上がる。蒼あおい排気炎が夜を焦がし、城壁をも砕く一撃が発動する。


    　だが、その拳こぶしはヴェガに届くことなく途中で止まる。


    「ちょうど膝ひざが届くとこに、お前の操縦席があったからさ」


    　言い捨てて、ミズキはアカイアの胸部ハッチに深々とめり込んだヴェガの右膝を抜き、それから今度は左膝を同じ箇所に叩き込んだ。


    「こういうことしたくなっちゃう」


    　言葉尻が、合金装甲を歪ゆがませる打撃音に打ち消される。破砕した金属片が粉雪みたいに舞い散って、歪んだ胸部ハッチに隙間がひらく。ミズキは容よう赦しやしない。三度、四度、つづけざまに敵機搭乗席付近へ膝を打ち込む。アカイアはヴェガに頭部を押さえ付けられているため、膝蹴げりの衝撃を受け流すことができず、すべてまともに食らってしまっている。


    「おら、乗っ取れ!!」


    　ミズキの叫びが聞こえたのか、王国軍歩兵たちが快かい哉さいをあげた。ロープの先端のかぎ爪を、歪んでひらいた胸部ハッチの隙間に引っかけ、ロープを伝って機体に取り付き、搭乗席の操縦士を銃剣で脅す。敵操縦士は慌てたように外界へ転がり出て、地に跪ひざまずき命ごいする。


    　鹵ろ獲かく成功。直立したままのアカイアが一機、ほぼ無傷で手に入った。ルカは呆あきれ声でミズキを称たたえる。


    「お前すげーなー。機械兵の膝蹴りなんてはじめて見たぜ」


    「ひまなとき、練兵場で練習してたんだよ。実戦で使うのはじめてだけどうまくいったぜ。うし、次はあのでかい狼やっつけっぞ！」


    　ミズキは上機嫌でそう声を張り上げ、暴れ回るベオウルフ三騎へヴェガを回頭させる。


    　だがこっちは動きが速すぎて、鈍く重いヴェガでは到底捕まえられそうにない。


    　騎手もヴェガを完全に無視して、随伴歩兵の駆除を優先している。機械兵は、堡ほう塁るいや城門、堅けん牢ろうな歩兵陣を破壊するための兵科であり、乱戦にはむいていない。敵味方が入り乱れている戦域で機械兵が暴れ回れば、味方も打ち倒してしまう。


    　ヴェガを機動力で翻ほん弄ろうし、ベオウルフは歩兵の群れへ突進、食い破り、蹂じゆう躙りんする。


    　王国兵は散発的な銃撃で対抗しているが、ベオウルフの動きは素早く、またカスコート銃の命中率は非常に悪い。銃身に施条ライフリングがない滑かつ腔こう銃じゆうであり、丸い弾丸は空気抵抗をまともに受けて軌道が定まらず、五十メートル先の人間を狙って十発中一発が当たれば御の字、という命中率だ。だからこそ歩兵は二列横陣を組み、前列が膝ひざ立ち、後列が直立して一斉射撃し、命中率の低さを弾幕の密度で補うわけだが、いまは全く隊列も組めていない。


    　三百名いたはずの王国軍歩兵が、死傷したり逃げたりで、もはや半分以下に減っていた。


    　逃げるか迷っているとおぼしい、王国軍歩兵のへっぴり腰へ接近し、ルカは地上六メートル半の高みから混戦を見下ろし、味方へ告げた。


    「ベオウルフを撃っても弾の無駄だ、操ってる人間を撃て!!」


    　怯おびえた歩兵たちがルカを見上げる。兵たちはルカが誰なのか知らない。命令されても戸惑うばかりで、明らかに味方同士顔を見合わせ、逃亡の機会をうかがっている。


    　口元を血で濡らし、爪つま先さきに肉片を引っかけ、三騎のベオウルフは銃剣にも銃弾にも怯えることなく暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くす。ヴェガの参入とアカイアの鹵ろ獲かくで上がった士気が、またたくまに萎なえていく。このままでは王女を拉ら致ちされたうえに味方は全滅という最悪の結果を迎える。


    　ルカはいらいらして怒鳴る。


    「指揮を執る人間はいないのか、中隊長はどうした!?」


    　返事はない。この隊の士官は、あの中隊長だけだった。しかしいっこうに彼の指揮が見えてこない。逃げたか、死んだか、どちらかだ。ならば小隊長や軍曹がまとめねばならないのだが、夜の暗闇のために集合することが難しいらしく、全体の統制が全く取れていない。


    　──誰かが指揮を執らなきゃ。


    　しかし待っていても現れない。ならば。


    　──おれが指揮を執る。


    　だがその権限はない。権限のない人間が指揮を執るには。


    　──率先して勇気を示す必要がある。


    　ルカは決意して伝声管を掴つかみ、ミズキに頼む。


    「ベオウルフに近づいてくれ、攻撃するな、寄るだけだ！」


    「いいけど、寄ってどうする!?」


    「騎手ぶん殴って乗っ取る!!」


    　宣言すると、ミズキは一瞬呆気あつけにとられて笑う。


    「無茶苦茶だな！　でもやっちゃえ！」


    　ミズキは味方の歩兵を蹂じゆう躙りんするのに夢中になっている間近のベオウルフへ歩を進めた。ルカは頭部ハッチを抜け出て、身体を外界に完全に露出し、ヴェガの肩部へ歩いて渡った。下方、ベオウルフはヴェガの動きなど一切無視し、その爪と牙きばで人間を引き裂くことに夢中だ。


    　ベオウルフの攻撃力では機械兵を傷つけることはできない。そしてヴェガの機動力ではベオウルフの動きについていくことも不可能。だからベオウルフは戦闘開始時からずっと継続してヴェガを無視しつづけている。


    　そこにルカは付け入る隙を見いだす。


    　ベオウルフの騎手はヴェガの接近などお構いなしに、ただ歩兵を蹴け散らすことに神経を集中させており、肩部に立って眼下を見下ろすルカに気づいていない。


    　水平距離が一・五メートルを切ったあたりで、ルカは意を決してヴェガから跳躍した。


    「おらっ!!」


    　落下の勢いが、ルカの靴底を通して騎手の後頭部を直撃する。悲鳴もあげずに騎手の上体がくにゃりと前のめりに崩れる。


    　ルカは失神した騎手を鞍あん上じようから蹴り落とし、あぶみに爪つま先さきを突っ込んで手た綱づなを握った。


    　ベオウルフは騎手が変わったことに気づくことなく、相変わらず歩兵を襲いつづける。


    「言うこと聞け、この野郎!!」


    　手綱を引いて怒鳴りつけるが、馬ほど素直な性格ではないらしく、どれだけ制止しても止まってくれない。


    　カスコート銃の銃弾が自分にむかって放たれていることに気づき、ルカは声を荒らげる。


    「こいつは乗っ取った！　おれは王国兵だ、撃つな!!」


    　怒鳴りつけながら、必死にベオウルフの手綱を引きつける。二分ほども暴れ回ってからようやくベオウルフは騎手の言いつけに従い、荒い息をつきながらその場で静止した。


    「おお、すげえ、ベオウルフまで取っちまった！」


    「人間業じゃねーぞ、なんだいまの!?」


    「お前すごいな、機械兵もバケモノもなんでもぶん捕っちまう！」


    　王国兵たちのお気楽な褒め言葉に、ルカはベオウルフの鞍上から怒鳴り声を返した。


    「あと二匹いるだろ!!　なんでもいいから隊列組め！　十人単位で二列に並べ、取り囲んでから斉射で仕留めろ!!」


    　怒鳴りつけるが、どこの誰とも知らないルカに命令されて兵士たちは戸惑い、怪け訝げんな表情を返すのみ。いらいらして、さらに声を張り上げる。


    「おれは王女付きの近衛このえ兵だ、王女を守る責任がある！　いいから隊列を組め、このままやられるわけにはいかねーんだ！」


    　本来、ルカにこの兵たちを指揮する権限はない。兵は同僚の顔とルカの顔を交互に見比べる。逃げるべきか、戦うべきか、無言の問答が個々の兵士の内側で交わされている。


    　兵たちを動かすものはなにか。指揮官の実力と威厳と、あとは。


    「殿下はさらわれた！　おれたちが取り戻すしかない！　取り戻せば報酬はがっぽがっぽだ、叙じよ勲くんだって夢じゃねえ!!　だが殿下を捨てて逃げ出せば懲罰は免まぬがれないぞ!!」


    　利益と恐怖。他人を動かすにはこいつが最も早い。古今東西、名将たちは全員例外なく、アメとムチの使い手だ。


    　懲罰の恐怖と報酬への欲も加わって、兵はようやく十人単位の陣を組んだ。


    　ルカは暴れ回る残り二騎の位置を眺めて、歩兵たちを動かす。


    「そっちの二隊は右手から、そっちの三隊は左手から、二匹を取り囲め。よく引きつけて、騎手を狙って斉射するんだ！」


    　おう、の声が返る。ようやく組織だった反撃ができそうだ。


    「うし、行くぞ！　王国軍の誇りを示せ!!」


    　当たり前のように檄げきを飛ばし、ルカはあぶみを蹴けった。ベオウルフは違和感があるのか、気に入らなそうに唸うなりながらも、ルカの手た綱づなに従う。


    　残りの二騎は、まだ仲間が鹵ろ獲かくされたことに気づいていない。夜闇のなか、低い唸りをあげながら、逃げ惑う兵を追うのに夢中だ。


    　隊列を組んだ歩兵たちが粛々とした足取りで、気づかれないように左右から回り込む。


    　首尾良く位置についたところで、残りの一騎が顔をあげて、十人小隊の存在に気づいた。


    　どるる、と低い唸り声が爆はぜる。新たな獲物に歓喜するように、ベオウルフは前足を前方に突き出して、頭を下げ、腰を高く持ち上げた。


    　ベオウルフが跳躍した刹せつ那な、号令が響いた。


    「撃てっ!!」


    　三十発の発砲音。野獣の咆ほう哮こう。背に腹に銃弾を受けながら、ベオウルフは止まらない。慌てて散じた十人小隊の背へ、爪を振り上げる。しかしその背に騎手はいない。三方向からの銃撃は彼の身体を縦横に貫き、森の腐葉土に血だまりを作った。


    　そして森のもう一方でも、二十名の隊員による斉射の発砲音が響いていた。騎手の悲鳴と共に、兵たちの歓声が届く。


    「やった、乗っ取った！」「乗れるぞ、馬とそんな変わらない、よく躾しつけられてるぜ！」


    　ついさっきまで悲鳴と咆哮があるだけだった夜の森に、いまは王国軍兵士五十名ほどの歓声が響いていた。残り二騎を生け捕って、鞍くらにまたがった兵たちは暴れるベオウルフを制止しようと奮闘する。


    　しかしルカはその顛てん末まつを見届けていなかった。


    　小隊が指揮に従ったところで勝利を確信し、その瞬間に片手に松たい明まつを持ち、あぶみを蹴って森の小路を駆けていた。


    　獣の首のむく先は、敵の本営がある方向だ。森の道は一本道だから、絶対にこの先に主力部隊がいるはず。


    　闇へ目を走らせる。かすかに蹄ひづめの音が聞こえる。やはり騎兵がいた。こちらに背をむけ、速歩で駆け去っていく。


    「行かせねーよ」


    　ルカは手綱を叩き、ベオウルフを加速させる。


    　闇を切り裂き、前を行く騎兵の背中へ大声を投げる。


    「お待ちを!!　王女の件で報告が、あれは偽物ですっ」


    　適当なウソを叫ぶと、騎兵の歩調が緩んだ。片手に松たい明まつを持って背後を振り返り、ベオウルフであることを確認する。彼がまだ、三騎とも鹵ろ獲かくされたことに気づいていないことを祈った。


    「なんだと？　どういうことだ」


    　ルカはベオウルフに乗ったまま騎兵に近づき、彼の兵装を確認した。ロマンヴィル騎士団を示す灰色の軍服、肩章は中尉。おそらくは伝令将校だろう。ルカは近衛このえ兵の上着を王女に譲ったため、肌着一枚身につけただけだ。敵将は敵味方の判別がつかない。ただ、ベオウルフに乗っているから味方だと思ってくれている。


    「大きな声では話せません、失礼、お耳を拝借」


    　ルカはおもむろにあぶみから足を抜き取り、中尉の鞍くらのうしろに飛び乗って、腰の革帯から短刀を抜き、驚いて振り返った中尉の顔面をその柄で力いっぱい殴った。


    「なにかと情報が足りないんだ、協力しろよ」


    　ルカはベオウルフに戻ると、鞍あん上じようで失神したままの中尉の馬の手た綱づなを取って、併走するかたちで味方の陣地へ引っ張っていった。こいつを捕虜にして敵情報告、略して「情報」を手に入れよう……。


    



    　……などと思っていたが、甘かったらしい。


    「ベルグ協定、第一協定第十五条第一項。爵位を有する捕虜は、尋問に答える義務はない」


    　ルカはこれ以上もないほど渋い顔で、樽たるに平板を載せたテーブルのむこうに腰を下ろす敵伝令将校を見やり、言葉をかけた。


    「うるせえ黙れそんなこと聞いてねえ」


    「ベルグ協定、第一協定第十七条第二項。爵位を有する捕虜は、嘲ちよう笑しようや誹ひ謗ぼう、不敬な扱いに対し、正式に抗議する権利を有する」


    　四方に天幕を張り巡らせ、兵たちの目を遮った狭い空間に、ルカはいまこの敵貴族将校、ニコラ男爵とふたりきりだった。


    　篝かがり火びのなか、樽テーブルを挟んで浮かび上がるニコラ男爵は、ルカの一撃で鼻を折られたにもかかわらず、貴族的な高慢な目つきにルカへの軽けい蔑べつをありありとにじませ、質問に対してすべてベルグ協定の捕虜に関する条文で答える。


    「そんなこと聞いてねーから答えろ。総司令官は誰だ。兵は何人だ。騎兵は。砲はあるのか。機械兵はあと何体で、バケモンはどのくらい飼ってる。後続の部隊はいるのか」


    「ベルグ協定、第二協定第六条第一項。爵位を有する捕虜を尋問できるのは、爵位を持つ尋問官のみとする」


    　ルカはため息をついて、男爵を見やった。


    「なんだそりゃ。貴族を尋問するのは貴族だけってか」


    　ニコラ男爵は表情を崩すことなく、ルカの顔の入れ墨を一いち瞥べつし、答える。


    「そのとおり。平民どころか放免囚に尋問されるなど言語道断。重じゆう篤とくな協定違反だ、速やかに士官を連れてきたまえ。捕虜の処遇に対して抗議する」


    「………………」


    「貴君は軍服を着ていない。所属も階級も不明だ。どこの誰ともわからない人間から問いただされるいわれはない。のちほど、ガルメンディア宮廷に正式に抗議文を送るからそのつもりでいたまえ」


    　尊大な態度でニコラはきっぱりと言い切った。


    　ルカは後頭部を掻かいて、ズボンのポケットから葉巻入れを取り出した。さっき失神したニコラを馬から下ろしたあと、身体検査をして出てきたものだ。


    「そりゃ困るな。これ返すから抗議文は勘弁してくれ」


    　樽たるテーブルに葉巻入れを置くと、ニコラは一瞥してから軽けい蔑べつの鼻息を洩らし、右手をテーブルへ伸ばした。


    「わりーけど、おれスラム上がりでさ」


    　詫びたと同時に、ニコラの悲鳴が夜空を目がけて駆けあがる。


    「貴族のルールとか関係ねーんだわ」


    　ルカは右手に握った短刀の柄に力を込めた。


    　樽テーブルに縫い止められたニコラの右手が、血だまりに沈んでいく。


    「で、なんとか協定の何条だ、捕虜の虐待を禁じる条文は？」


    　短刀に貫かれたおのれの右手の甲を見やりながら、ニコラは裏返った声で叫ぶ。


    「第一協定第一条第六項！　捕虜に対する一切の拷問を禁ずる！　しかも放免囚が貴族を拷問するなど……裁判になれば絞首刑だぞ!?　貴様、自分のしていることがわかっているのか!?」


    「お前は自分の立場をわかってるのか？」


    　ルカはさらに短刀の柄を押し込んだ。ニコラの悲鳴が細く高くなる。ルカは左手に別の短刀を握り、刃をニコラの親指に当てた。


    「答えるのを拒否するたび、指を一本ずつ切り落とす。おれが従うのは貴族のルールじゃない、スラムのルールだ」


    　ルカは言葉に凄みを加える。ニコラの表情にようやく怯おびえが走る。


    「隊の全容を教えろ。数は。布陣は。後続は。司令官は。こっちを全滅させる気か、それとも王女を捕らえて逃げる気か、どっちだ」


    　顔を近づけ、低い声で問いかけると、ニコラの表情から貴族の威厳が剥はがれ落ちた。


    



    　†††


    



    　青ひげ侯爵の命令に従い、ロマンヴィル騎士団の騎兵五十騎と歩兵一千は一路、ガルメンディア王国軍の残敵掃討のため野営地を出発した。


    　先頭をゆく騎兵は大隊長、ナルシス男爵。女好きで数々の貴婦人との浮き名を流し、戦場と宮廷の両方において派手な経歴を誇る二十二歳。騎士団長から「美点だけ持って生まれた」と揶や揄ゆされるほど、外見、肉体、学問、スポーツ、戦場での才知、勇気、いずれも突出したものを持つ騎士団随一の伊達男である。


    　そのナルシスはいま、少しばかり不安を抱きながら森の夜道を歩き抜けていた。


    　先発したベオウルフ隊から連絡がなく、二キロメートル先の戦況が全くつかめないままの出発だった。伝令将校のニコラ男爵はきめ細かく報告を送る優秀な士官なのだが、なにかあったのではないか。


    　心配は心配だが、もはや敵王女ファニアは捕らえており、作戦目標は達成している。あとは残った敵を追い散らせば今回の任務も終わり、任務としては簡単だ。


    　──あの王女殿下もかわいそうに。


    　ナルシスは、ふと垣かい間ま見た囚われの王女のすがたを瞼まぶたの裏にそよがせる。肖像画には収まりきらない、天上の美姫そのものだった。あの清らかなものが青ひげのものになるとは。もったいない。実にもったいない。そんなことを考えながら、松たい明まつが照らし出す森の小路を行く。もうすぐ戦域のはずだが、不気味なほど静かだ。


    　と、道の先に松明の火が見えた。機械兵の足音も聞こえる。敵かもしれない。ナルシスは隊を停止させ、軽騎兵を先に送って、様子を見てこさせた。


    「ニコラ男爵が戻りました。アカシアとベオウルフも無事です」


    　すぐに戻ってきた軽騎兵から報告を受け、ナルシスはうなずく。


    「それから、女性の捕虜を一名連れております。男爵曰いわく、こちらが本物の王女だと……」


    　ナルシスは眉まゆ根ねを寄せた。さっきの少女が替え玉だったというのか。確かに着ているものは貧相だったが……。


    　ややあって、闇のなかから馬に乗ったニコラ男爵が現れた。鞍くらのうしろに、ロマンヴィル王国の軍服を着た若い女性がいる。その背後からアカシア型機械兵とベオウルフ三騎。


    　ナルシスは手た綱づなを叩き、ニコラへ近づいた。


    「状況は？」


    　松明の明かりのせいだろうか、ニコラの表情はずいぶん蒼そう白はくに見える。


    「敵は潰かい走そうしました。一部の兵が後方で再集結するかもしれませんが、こちらの損傷も激しいため、掃討は後詰めに任せようと」


    「報告がないので心配しておりました。なによりです。それで、こちらは？」


    　ナルシスはニコラへぴたりと寄り添うようにしてうつむいた少女に目をやる。少女は両手を身体の前で縛られているらしく、じぃっと顔を伏せ、両手の先を自分の太ふと股ももの内側に隠して鞍にまたがっている。


    「本物のファニア王女殿下です。最初に捕まえたのは替え玉の侍女だと、複数の捕虜が証言しました」


    「ほう……」


    　言われてナルシスは少女の横顔を覗のぞき込んだ。


    　なるほどこちらも、空恐ろしいほど美しい少女だ。金の髪は太陽を櫛くしで梳すいたよう、白磁の肌は光を編み込んだよう、儚はかなげな翡ひ翠すい色の瞳は夏の銀河を嵌はめ込んだよう。先ほど、青ひげの大テントに連れ去られた少女も大変な美しさだったが、こちらはきちんとした軍服に身を包んでいるぶん、王女の威厳が感じられる。


    「わかりました。言われてみれば、先の少女は王女にあるまじき格好でしたな。どうぞ、侯爵へ報告を」


    　ナルシスは背後につづくベオウルフ三騎とアカシア型機械兵を振り返った。かなり激戦だったらしく、ベオウルフは三騎とも血に染まり、鞍あん上じようの騎兵も軍服に複数の弾痕があり、アカシアは胸部ハッチが半壊していた。


    「あとは我々にお任せを。おかげさまで、逃げる敵の尻を蹴けり上げるだけの楽な作業です」


    　挨あい拶さつをして、ナルシスは歩兵たちに道を空けさせ、ニコラ一行を通らせた。ニコラの馬のうしろから、三騎のベオウルフと、最後尾にアカシアがつづく。


    　闇のなかに機械兵のすがたが消えるのを見届けて、ナルシスはまた前をむき、連隊を進発させた。残った敵を蹴散らせば仕事は終わり、楽な任務でなによりだ。それに、最初に囚われた少女が替え玉だった、というのも実に朗報。戦いが終わったら、あの侍女だという美少女と一席もうけたい。これまで数々の美女に出会い、口説き落としてきたが、あれほどの逸材ははじめてだ。青ひげからかすめとってでも自分のものにしなければ。


    　ひとりよがりな夢を広げていたそのときふと、ベオウルフの鞍上にいた兵士の軍服が脳裏によぎった。さっき感じたわずかな違和感が、頭ず蓋がいの内で疑問に変わる。


    　上衣に弾痕があるのに、なぜ平気で手た綱づなを握っている？


    　もしやあれは、ベオウルフの騎手を撃ち殺し、その軍服を着込んだ敵兵ではないか？


    　ニコラの態度も少しおかしかった。あのいつも貴族然としてお高くとまった男が、やけに丁寧な物腰でこちらに接していた。いや、丁寧というより感情の欠落した、まるで予め用意した台詞せりふを読まされているような不自然さだった。もしかすると、本物の王女だという少女にナイフかなにかをうしろから突きつけられていたのではないか。少女はずっと自分の両手を太ふと股ももの内側に隠していたが、あそこには拘こう束そく具ではなく、ニコラを脅すための武器が握られていたとしたら……。


    　考えすぎだとは思う。だが妙に気になる。ナルシスは背後の副長を振り返り、告げた。


    「わたしは戻る」


    　副長が怪け訝げんそうにする。


    「いまの一行が気になる。きみは先に行き、残敵を蹴け散らせ。二十騎、わたしについてこい」


    　部下が応を返し、二十騎はナルシスを先頭に反転した。


    　胸騒ぎがする。


    「ニコラたちに気づかれるな。足音を忍ばせるんだ。気のせいであってくれれば良いが……」


    　そしてゆっくりした並足で、ナルシス率いる二十騎は闇のなかへ埋もれ、さっき出発したばかりの騎士団野営地を目指した。


    



    　騎士団野営地の中心に、青ひげの大テントが設営されていた。四十名ほどの衛兵が護衛するテント内に、ファニアは青ひげとふたりきりだった。


    　銀燭しよく台だいの蠟ろう燭そくの橙だいだい色が、テントの中央に突き刺されたＴ字型の拘こう束そく架を闇のなかへ浮き立たせる。部屋着すがたのファニアは頭上に持ち上げた両手首をＴ字の上辺の固定具に拘束され、無防備な肢し体たいを橙の光にさらしていた。


    　足下の香炉から、ねっとりと甘い香りが立ち上ってきてファニアに絡みつく。脳のう髄ずいを爛ただれさせ、神経を麻ま痺ひさせるたぐいの妖しい香りだ。王女は極力、この香りを吸い込むまいと香炉から顔を背そむけるのだが、薫香は頓着することなく鼻孔を通じて口こう腔こう内の粘膜に染みいっていく。


    　青ひげ侯爵ことヒル・グレイ侯爵は、先ほどからずっとファニアの前に跪ひざまずき、組んだ両手を胸の前に掲げ、涙を流しながらけがらわしい罪の詳細を語って聞かせている。内容は、理解したくない。どうやら少年に対して加えてきたおのれの行為を懺ざん悔げしているらしいが、さめざめと泣いているくせに言葉には陶酔している響きがあってうっとうしい。この枯れ枝のように痩やせて病的な眼光を放つ壮年男性の内側にどのような奇形的信仰が宿っているのか知らないが、ファニアを神かなにかに見立てているらしい。


    「お許しを、女神ファニア」


    　長い長い懺悔が終わって、じり、と青ひげは膝ひざを一歩、祭壇のファニアへと進めた。


    　失うせよ、悪魔。


    　喉のど元へ出かけたその言葉を、ファニアは呑のみ込む。


    　ここへ連れられてから、ひとことの言葉も発していない。口をひらけば、その態度と言葉遣いで、自分が王女であることが明らかになる。幸いにして部屋着すがただし、他人と間違えているように思わせたい。


    「許すと言っていただきたいのです。わたしのすべての罪を許すと」


    「……………………」


    「あなたは美しい。肖像画などではその光輝を収めきれない。わたしが長く求めつづけた天上の絶対美があなたなのです。あなたの美しさが、わたしの罪を洗い清める」


    　おぞましさに耐えかねて、ファニアは顔を背ける。理解できない。したくない。


    「あぁ。あぁ……」


    　青ひげが短くうめき、さらに膝ひざを進めて這はい寄ってきて、ファニアの裸足はだしの足にその真っ青なひげを近づけてくる。口元からほとばしりそうになる悲鳴をかろうじてこらえる。わたしは王女だ、軽々しく感情を発露することはできない。


    「なんという足の甲……!!　内側から光り輝いている！　あぁ、あぁ、わたしはあなたの足の甲になりたい……っ!!」


    　青ひげの震える手が、ファニアの剥むき出しの足の甲をなでる。悲鳴を懸命にこらえ、ファニアは天を仰あおぐ。


    　感情の動揺を悟られてはならない。弱さを見せた瞬間、相手は増長する。九歳のころから王族として、感情を表に出さない訓練を受けてきた。視点を自分から切り離し、うしろ斜め上方において、自分さえも客体として見やること。それに集中しろ。


    「失礼します。ニコラ男爵が戻られました。戦闘の経過報告があるそうです」


    　おのれを励ましていると、テントの外から衛兵の声が届いた。青ひげは不機嫌そうに、幔まん幕まくのむこうへ問う。


    「首尾は」


    「敵は潰かい走そうし、現在、ナルシス男爵が追撃中とのこと。ベオウルフとアカシア型は、損傷が大きいため戻っております」


    「ならば良い。休むよう伝えよ。今宵一晩、わたしはここから出ない。よほどの事態でなければ報告はいらぬ」


    　衛兵の応答を背に受けて、青ひげは再びファニアに向きなおり、その足下へ身を投げ出すように倒れ込んで、再び表情をぐしゃぐしゃに歪ゆがませた。


    「神のお導きでありましょう女神ファニア、あなたは生涯わたしのものだ……！」


    　ファニアは表情を変えぬまま思考を醒さまし、いまの報告の真偽を検証する。


    　本当に味方は潰走したのか。


    　敵戦力はアカシア型機械兵にベオウルフ三騎、騎兵五十、歩兵一千。ここへ連れてこられる際、その隊形や行進をわずかに垣かい間ま見て、常日ごろから戦闘訓練に明け暮れる常備兵であることはわかった。


    　一方、味方の王国兵三百は、その大半が町や農村から徴集されてきた徴募兵だ。体格に劣り、戦意に乏しく、形勢が悪化すればすぐに逃走する。司令官であるファニアを抜きにして青ひげの軍勢と相対したなら、戦うことなく逃げ出してもおかしくない。いまの報告のとおり、味方が潰走した可能性はとても高い。


    　──誰も、助けにきてくれない……。


    　その思考が、ファニアの内側で絶望に変わる。


    　──わたしは見捨てられたのか……。


    　部屋着のままＴ字架に拘こう束そくされ、異常者に弄もてあそばれ、味方に見捨てられたいまの自分が、たまらなく情けなかった。宮廷では王女として大勢の臣下に傅かしずかれても、前線でのこうした窮地にあっては簡単に見捨てられる存在。その事実がたまらなく痛い。


    　知らず、祈る。


    　──助けて。


    　流れそうになる涙をかろうじてこらえる。


    　──誰か、助けて。


    　そのときなぜか、テントの隅に投げ出された王女付き近衛このえ連隊兵の軍服が見えた。連れ去られたとき、ファニアが羽織っていた上着だ。


    　あれをくれた上等兵──ルカ・バルカ。


    　スラム出身の貧民でありながら独学でギーベル軍学を理解した少年。崩落した宮殿からファニアを見つけて助け出し、ヴェガに乗ってここまで困難な撤退を共にしてきた。


    　──彼も逃げただろうか。


    　ふとそんなことを考える。理由はわからない。出会って間もない、素性さえろくに知らない少年をなぜ自分はあてにしているのか。


    　──逃げるに決まっている。


    　この状況でファニアを救いに飛び込んでくるのは、絵物語に出てくる白馬の騎士ホワイト・ナイトだけだ。現実にそんな人間はいない。口先でどんなに忠誠を誓おうとも、みんな本当は自分が一番大事で、我が身を呈してわたしを助けに来る人間などいるはずがない。


    　寂しい事実に耐えていたそのとき、テントの外を護衛している四十名ほどの兵が騒がしくなった。


    　おい、止まれ。こっちじゃない、お前たちのテントはむこうだ。ここは侯爵の本営であるぞ。


    　そんな声がにわかに入り乱れるさなかを、重い機械兵の足音と、野獣の低い唸うなり声が近づいてくる。


    「…………？」


    　青ひげも異変に気づき、テントの入り口を振り返った。兵たちのざわめきはやがて怒鳴り声となり、叫びとなった。


    「違う、こいつら、中身が王国兵だ!!」「卑ひ怯きよう者め、我が軍の軍服を着込んでいる！」「恥知らずども！　重大な協定違反だ、こいつら全員捕らえろ!!」


    　そんな絶叫を、ひときわ高いソーマエンジンのとどろきがかき消した。


    　つづけて、兵士の悲鳴が外から響いた。


    「なにをしている、貴様らっ!?」


    　青ひげの怒号と同時に、テントの天幕が野獣の爪で引き裂かれた。


    　そしてその裂け目から、銀灰色の狼に乗った少年がひとり、手た綱づなを叩いてテント内へ突入してくる。


    　青ひげがとっさに剣を抜く。


    　ベオウルフが前足を大きく振りかぶり、鋭い爪を横殴りに青ひげの剣に叩きつける。


    「ぐう……っ!!」


    　剣を構えたまま、青ひげは横に吹き飛ばされる。


    　鞍あん上じようの少年が磔はりつけのファニアに気づき、叫ぶ。


    「殿下っ!!」


    　その左目の下、まるで涙を永遠に刻印したような漆黒の稲妻。着ているのは敵の軍服だが、見間違えることはない。


    　──白馬の騎士。


    　ファニアの心が、そんなひとことをささやく。


    「はい」


    「お待ちを……っ!!」


    　ロマンヴィル騎士団の灰色の軍服を着込んだルカ・バルカはベオウルフから飛び降りて、Ｔ字架に駆け寄り、ファニアの両手の拘こう束そく具を確かめてから、テントの隅に倒れて失神している青ひげに歩み寄った。その黒ずくめの衣装をまさぐり、鍵かぎ束を取り出して、再び王女のもとへ駆け戻る。


    　円環にじゃらじゃらついた幾つもの鍵を、ひとつずつ拘束具の鍵穴に突っ込むルカの横顔を、ファニアは静かに見上げる。


    　──わたしのホワイト・ナイト。


    　またファニアの心が勝手に、そんな言葉を紡つむぐ。


    　四つ目の鍵が、ファニアの両手首の拘束を解いた。


    　力なくその場に倒れようとするファニアを、ルカは慌てて片手で抱きとめ、絨じゆう毯たんへ横たえる。


    「……香薬をかがされました。身体が動きません」


    「……はっ！　失礼を」


    　ルカは部屋の隅に投げ出されていた自分の上着を掴つかむと、ファニアの上体を起こして羽織らせた。それから青ひげのものであろう拳銃一丁を盗み、背はい嚢のうへ突っ込む。ベオウルフを伏せさせ、鞍上にファニアの身体を押し上げて、自分はファニアのうしろに座ってあぶみに両足を通す。


    　ベオウルフが立ち上がる。


    　ファニアは部屋着のため、鞍くらをまたがせるわけにはいかず、鞍の右側にそろえた両足を投げ出す格好。ルカはそれを背後から支えるかたちで手た綱づなを握るため、自然、ファニアはルカの胸に抱かれる。


    「安全な場所へ逃げるまでご辛抱願います」


    「……はい。頼みましたよ、ルカ・バルカ」


    「はっ!!」


    　やむをえないとはいえ王女との距離が近すぎて、やや顔を赤らめ、ルカはおもむろに外の暗がりへ声を張り上げた。


    「……おいアステル、お前も乗せてやる、乗れ!!」


    　アステルを本物の王女だと偽って、ここまで来られた。三人乗りは辛つらいが、乗せてやらねばなるまい。しかし暗がりからは、意外な声が返ってくる。


    「え──。あたし、強いから逃げなくていいんだけど」


    　はあ？　とルカは半口をあけて、王女を鞍くらに乗せたままテントの外へ出た。


    「!?」


    　そして目を見ひらく。


    「王女さま、見て見てー。ほらあたし強いでしょー」


    　疲弊しきったファニアも思わず刮かつ目もくしてしまうほどに、ありえない光景が眼前に展開していた。


    　森の広場に稲妻が爆はぜていた。


    　屈折した稲光が戦域を駆け抜けるたび、敵衛兵が紙人形みたいに投げ散らされる。


    　光の正体は、ガルメンディア王国兵の軍服を着たアステルだった。


    　もはや人間の機動ではなかった。普通の兵士の一挙手一投足が、アステルの二十挙手三十投足に相応する。まるでアステルの身体の前面で大気が爆発しているかのように、踵かかとが地を擦こすり駆けるだけで空間が衝撃波じみた波紋を帯びる。まばたきする間に十二、三メートルを移動して、幾重もの残像を曳ひきながら兵と兵の狭はざ間まを駆け抜け、一瞬遅れて、秘やかに打撃されていた兵たちはさまざまな角度に四し肢しを折り曲げアステルの航跡のしぶきに変わる。


    　数の劣勢など関係ない。


    　卓越した戦闘能力を有する個人が、大勢を圧倒している。


    　これはまるきり、古代の戦場において単騎で大軍を押しとどめた豪傑そのもの。一騎当千の英雄、だなんて絵物語にしか存在しないと思っていたが、いまルカの目の前に展開しているのは個人の戦闘能力が軍勢に匹敵する、いにしえの戦記物語の光景だった。


    「なんなのお前」


    　思わずぽつりと疑問が漏れた。


    「人造人間！」


    　元気の良い返事が、疾風のさなかから返ってくる。反則もいいところだ。人間のすがたをしているが、中身はエデンの先進兵器アークとして取り扱ったほうがいいらしい。


    　と、阿あ鼻び叫きよう喚かんのさなか、一瞬、アステルの上体がくの字に反った。流れ弾が直撃したのか、アステルの軍服の胸部に弾痕がひらく。


    「お!?」


    　思わずルカは身を乗り出す。あの女、見せ場であっさり死にやがった。いや、アステルは痛そうに顔をしかめたものの倒れもしない。すぐに体勢を立て直し、撃ったとおぼしい銃兵のもとへ疾風の機動で接近し、掌しよう底ていひとつで暗闇の彼方かなたへ吹き飛ばす。軍服の弾痕の奥に、未知の繊維で織られたあの白いボディスーツが垣かい間ま見えた。どうやらあの身体の線にぴったり吸い付く変な服は、弾丸の衝撃を拡散させて受け流す材質らしい。


    「ひでえ。反則すぎる」


    　ルカはしみじみ呟つぶやく。弾丸が貫通しない防御力に、ゴリラをしのぐ攻撃力、馬も及ばぬ機動力。こいつを大砲に込めて敵司令部に撃ち込めば、あらゆる会戦に勝てるんじゃないかな。


    　アステルだけでなく、もう二騎のベオウルフと、ミズキの操縦するアカイア型機械兵ももちろん敵兵相手に戦っているのだが、アステルの常じよう軌きを逸した戦闘力はこの場で明らかに突出していた。一分も経たずに敵衛兵が逃げ散って、アステルは誇らしげにルカのベオウルフのもとへ駆け寄ると、ファニアを見上げて微ほほ笑えんだ。


    「ほらー、ねー、姫さまー。あたし強いでしょー？　超使えるでしょー？　だから雇ったほうがいいですよー」


    「……………………」


    「あ、プラグスーツは見られてないから！　この軍服、味方の死体から剥はぎ取ったの、ちょっと血がついてるけどけっこう似合うでしょ？　ん、あれ？」


    　言葉の途中で突然、アステルは糸を抜かれた糸人形みたいにその場へ崩れ落ち、地面に突っ伏した。


    「あー。燃料切れた。また身体動かない」


    「…………………………」


    「働きすぎだね。またしばらく休むんで。よろしく」


    　地面にうつぶせになったままぴくりとも動かないアステルを見下ろし、ルカは尋ねた。


    「また一日動けねーのか」


    「うん。全力で動けるのは一分間くらい。そのあとだいたい丸一日、動きません。それから食べ物三万キロカロリー食べると、また全力で動けます」


    「……なんだその燃費。機械兵よりひでえ」


    「うっさい黙れ野蛮人。あたしのおかげで勝ったんだから感謝しなさい」


    　言われてルカは鼻を鳴らす。まあ確かにそのとおり、こいつのおかげでここは勝った。


    　だが。


    「やべーな。さっきの騎兵が戻ってくるぞ。勘のいいやつが指揮してる」


    　暗闇のむこうから迫る蹄てい鉄てつの響きを聞き取って、ルカは独りごちた。ほかのベオウルフ二騎とアカイア型がルカのもとへ寄ってくる。早く逃げねば、ここで勝った意味がない。


    「ミズキー、この人造人間、乗せられっか？」


    　アカイア型が片膝ひざをつき、胸部ハッチがひらいて、ミズキが顔を覗のぞかせた。


    「無理やりなら！」


    「この先に登りの坂道あっから、ベオウルフと一緒にそこのてっぺんで騎兵止めてくれ！　おれは殿下連れて逃げる！　生きてたら、さっき言った場所に集合！」


    「おっけー、三日以内にカルナタカに集合な！　死ぬなよ相棒、うまく逃げろよ！」


    　ミズキはハッチから飛び降りて、動けないまま罵ば声せいをあげるアステルを抱き上げ、無理やりに単座機の搭乗席に押し込んだ。一日経ってまた動けるようになったなら、アステルの個人戦闘能力はきっとミズキの力になるだろう。


    「痛い狭い痛い！　丁寧に扱いなさい！」


    　アステルの文句の狭はざ間まに、敵騎兵の蹄てい鉄てつが迫る。この状況に気づかれたなら、歩兵一千が戻ってくることも必死だ。歩兵に追いつかれたなら、アステルが丸一日使えないいま、対抗手段はない。


    「頼んだぜ相棒！　お前も死ぬな！」


    　ミズキに手を振りながらそう叫び、ルカはファニアに伝えた。


    「殿下、予定どおりにサウスランド街道を目指せば、敵の主力部隊のまっただなかを突破せねばならないため、来た道を戻り、ノースランド大街道経由で帰還します」


    「はい」


    「これから数日、不自由でしょうがご辛抱を」


    　鞍くらの左側に背はい嚢のうと角灯を吊つるして夜道を照らし、手た綱づなを叩き、ルカは故郷に戻る方向へ背をむけて、来た道を逆に戻りはじめた。


    　遠回りになるが、青ひげの部隊を置き去りにするにはこの針路しかなかった。撤退してきた道を逆に辿たどって再びノースランド大街道へ戻り、庶民の服を手に入れて、旅人になりすまし北アケロン大橋を渡る。それがルカの描いた故郷への帰還ルートだ。


    　ベオウルフは夜の闇の底を疾駆する。


    　坂道を駆けあがり、追従していた二騎のベオウルフにしんがりを頼み、王女を連れてルカは逃げる。


    　周辺に誰もいなくなる。


    　角灯の光が照らし出す森の小路を、ルカとファニアはふたりきりで駆け抜ける。


    　王女と貧民、ふたりきりの撤退戦がはじまる。


    



    　ファニアはルカの胸に上体を預け、かすんだ視界のなかでぼんやりと、先ほどの心のささやきを、意識的にもう一度繰り返してみた。


    　──わたしのホワイト・ナイト。


    　ばかげた夢想だ。きっと香薬の効果だろう。日ごろの自分にあるまじき、市し井せいの少女じみた甘やかな感傷。


    　そんなものにひたっている場合ではない。ファニアはいま自分がやるべきことを胸の底へ刻む。


    　──威厳を保たねば。


    　それが最重要だ。どんな場合でも、いやこうして危機的な状況にあるからこそ、威厳だけが身を守る唯一の武器となる。


    　王たる自分がいまこの場でなすべきは、ルカにどれほど助けられようと、感情を表に出すことなく、当たり前のように助けられること、それのみ。


    　ねぎらいも、感謝も、慰労の言葉も必要ない。


    　命を懸けた挺てい身しんを当然のように受け取って、常に超然としていること。


    　王は理解されてはならない。取り澄ました顔をして、昆虫の標本を眺める目線で臣下の献身を見下している必要がある。それが「威厳」という強力かつ曖あい昧まいな雰囲気を形成する。


    　だから王はいかなる状況においても感謝しない、謝らない、顧みて反省しない。


    　ただ玉座から睥へい睨げいするのみ。


    　この目に映してあげることが、民の献身への報酬だ。


    　──神の代理人として振る舞わなければ。
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    　──王とは、天上の論理の体現者なのだから。


    　ファニアは幼いころから帝王学の家庭教師に仕込まれてきた思想を、いま懸命に自分へ言い聞かせる。そうしないと、自分の知らない自分が内側から芽生えてきそうで怖い。


    　いかなる状況にあっても謝罪など言語道断、感謝さえ不要、ねぎらいは稀まれに送っても良いが送りすぎてはいけない。それがファニアが帝王学の家庭教師から長年受けてきた教育だ。だからファニアは助けられてもなお、感謝もねぎらいも送らない。それを送ったなら、王と臣下の関係が崩れてしまう。ただ尊大に、助けられた事実にうなずくことが威厳につながり、臣下を敬服させる。


    　だからファニアは礼も言わず、ただ、ルカに身を委ゆだねる。


    　──わたしは王侯だ。私心を去らねばならない。


    　──個人的感情を捨て去り、民を超然と見下さねばならない。


    　深く呼吸しながら自分へそう言い聞かせ、自らの立場を思い出す。


    　──わたしは次期女王。


    　──軽々しい振る舞いは、王国の威光を損なう。


    　──だからわたしは、ルカに感謝の言葉を告げない。


    　さっきルカに身を挺して助けられたとき、感謝の言葉が口をついて出ようとしていた。けれどファニアは寸前でそれを呑のみ込んだ。それを言ってしまった瞬間、威厳が損なわれる。王女のメッキが剥はがれ落ちる。


    　──同じ人間だと、バレてしまう……。


    　一千の窓のある宮殿に何千人もの廷臣や召使いをはべらせ、美術品と貴金属と華麗な衣装を用いておのれにまとわせた「威厳」という最大の武器が、ただの張りぼて、虚飾にすぎないことがバレてしまう。


    　特にいまは、ふたりきりだ。


    　状況からいったなら、彼にとって命がけでわたしを守り抜くことにメリットはない。


    　少し頭を働かせれば、わたしをテラノーラ軍なりロマンヴィル騎士団なりに売り払うほうが遙はるかにメリットが大きいことに気づくだろう。騎兵隊に追われる危険もなく、その代わりに多額の報酬が労さず手に入る。


    　──いつ、彼がそれに気づいてもおかしくない。


    　──いえ、もうすでに気づいているはず……。


    　なのになぜそれをやらないか。


    　──わたしは彼を近衛このえ兵に抜ばつ擢てきした。彼はそのことに恩を感じている。


    　──その恩があるから、こうして助けてくれている……。


    　その良心が崩れたとき、ファニアの運命は奈落の底へ落ちる。ふたりきりのいま、彼はファニアをおのれの意のままにすることが可能だ。いまのファニアは、ルカの良心という危うい刃のうえでかろうじて生きているにすぎない。


    　だから。


    　──威厳を保ちつづけなければ。


    　──王女と臣下。その線引きを決して崩さないこと。


    　おのれをそう戒めながら、ファニアは黙ってじぃっとルカの胸に抱かれていた。


    



    　一方、ルカはなにやらどぎまぎしながらベオウルフの手た綱づなを握り、闇の底を駆けていた。


    　さっきから、鼓動が経験したことのない音調を奏でている。


    　──なんだこれ。


    　なんだか気まずさを覚える。大きすぎるほど大きく、鼓動が自分の内側で反響している。その意味がわからない。


    　──きっとあれだな。身分不相応すぎて、貴族連中に見つかったら殺されるからだな。


    　スラム育ちの貧民とガルメンディア王国の姫殿下がふたりきりで身体を寄せ合い、誰もいない森の夜道を駆け抜けている、いまのこの状況は異常なものだ。ルカは階級社会の最底辺、ファニアはいずれ王国民二千六百万人の頂点に君臨する次期女王。万が一、貴族たちがいまのこれを目撃したなら今後三年、宮廷内は王女と貧民のあらぬ噂うわさで持ちきりだろう。


    　──それが怖いから、心臓ばくばく鳴るんだな、うん。


    　ルカは内心でそう呟つぶやいて、おのれを納得させようとする。


    　しかし当たり前だが距離が近い。


    　ルカの口元に王女の髪の毛があった。まるっきり、王女をこの腕のなかに抱き上げる格好。春の花みたいな香りと心地よい温度と柔らかさがルカの五感に染み渡って、心臓がますます大きな音を奏でる。


    　王女はいまのこの体勢を不愉快に思っていないだろうか。まあ愉快ではないだろうから、不敬な印象だけは与えないよう気をつけよう。


    　だいたい、もともと、ふたりで逃げるなんて考えてもなかった。単に目の前で敵に王女を奪い取られて、出し抜かれたのが気に入らなかったから出し抜いてやっただけだ。このあとに細かい計画があるわけでもなく、ノースランド街道に出て味方に合流できたらいいな、くらいの考えしかない。


    　さて、これからどうやって逃げようかな、と考えた矢先。


    「ん……？」


    　後方からかすかに蹄てい鉄てつの音。


    　全神経を耳に集中する。わずかな二拍子が夜の彼方かなたにリズムを刻む。馬の速歩き、速歩の調べだ。


    　ルカは首だけ回して背後を確認する。後方にちらちら、またたくものがある。小路に沿って縦一直線に並んだ角灯の光が徐々に接近している。


    　青ひげの騎兵だろう。ミズキの足止めを早くも越えて、王女を追跡してきたということか。


    　──やべーな。むこうのほうが速い。


    　王女を取り戻したとき、いち早く気づいて戻ってきた騎兵に違いない。


    　──こっちに気づいたな。


    　蹄てい鉄てつの調べが二拍子から三拍子へ変調する。速歩から駆歩へ移行したということだ。鞍くらに吊つった角灯の光が大きく揺れているのが視認できる。相手もまた、こっちの角灯を視認したに違いない。


    　明かりの数は二十騎以上。


    　ミズキが操縦するアカイア型機械兵とベオウルフ二騎の足止めを簡単に越えてきたということは、かなり訓練された騎兵だ。


    　まともにやりあえば勝ち目はない。速度もむこうが優る。ならば。


    　ルカは鞍に吊った背はい嚢のうを背負い、王女へ呼びかけた。


    「殿下。敵騎に見つかりました」


    　ファニアはルカの胸に預けていた頭を戻し、間近からそっと見上げた。


    「はい」


    「このままでは追いつかれます。むこうはこっちの角灯を目印にしていますので、ベオウルフを捨てようかと」


    「はい」


    「このまま速度を保ち、飛び降ります。僭せん越えつながら殿下、わたしの首に両手をお回しください」


    「……………………」


    「無礼は承知。ですが、生き延びるためです」


    「……はい」


    　ファニアはためらいながら、ルカの首のうしろに両手をまわし、すがりついた。


    　ルカは迫り来る敵騎二十を振り返り、あぶみから爪つま先さきを抜いた。そしてファニアの背中と膝ひざのうしろに両手を回し、王女にけがだけはさせないと誓う。


    　ルカは慎重に左足を持ち上げて鞍をまたぎ、そろえた両足を鞍の右側へ下ろした。


    「ベオウルフ、ありがとな。お前はもう自由だ。行きたいところに行け」


    　魔獣の脇腹を両足で蹴けり、加速させた。敵騎兵もまた、駆歩から襲しゆう歩ほへ。蹄ひづめの音調が三拍子から四拍子へ移行した。


    「殿下、しっかり掴つかまっていてください」


    「はい」


    　すがりつく両手に力がこもったのを確認し、ルカは鞍あん上じようから飛び降りた。


    「ぐ……っ！」


    　地に片足が接した瞬間、身を挺して自分の背はい嚢のうを盾たてにして地に擦こすりつけ、抱き上げたファニアをかばう。


    「……っ!!」


    　王女の音のない悲鳴がわずかに届いた。ルカは地を滑りながら歯を食いしばり、両足を広げて地に擦りつけて慣性を殺す。本来なら回転して慣性を受け流すべきだが、ファニアを胸に抱いているいま、大きく足をひらいて慣性をまっこうからねじ伏せるしかない。


    　かろうじて止まった。背中が熱い。かなり無茶だったことをいまさら自覚する。


    　王女はルカの胸を脱し、地に両手をついてルカの顔を覗のぞき込む。


    「大丈夫ですか!?」


    　その表情に、はじめて感情らしいものが宿っていることにルカは気づいた。


    「殿下がスリムで助かりました」


    　短くうめきながら、ルカは立ち上がった。


    　敵騎の蹄てい鉄てつがもう間近に迫っている。ルカは王女の手を引いて、小路の脇の茂みへ伏せようとする。


    「あっ」


    　しかし王女は立ち上がろうとして、前のめりになる。そういえば香薬によって身体が麻ま痺ひしているうえ、右足首を捻ねん挫ざしていたはず。


    「殿下っ」


    　ルカは思わずファニアを両手で抱きとめ、ほとんど押し倒すようにして草むらへ飛び込んだ。


    　直後、ふたりが倒れ込んだ草むらの傍かたわらを、怒ど濤とうの襲しゆう歩ほで敵騎兵隊が駆け過ぎていった。


    　後続の騎兵たちが鞍くらに吊つった角灯の明かりが、ふたりが隠れた草むらを照らし出す。地を振動させる轟ごう音おんのさなか、ルカはとっさに王女の頭を抱きかかえ、低く身を伏せる。


    　やがて蹄鉄の響きが彼方かなたに去り、角灯の明かりもなくなって、森の小路には月と星の光が降り注いできた。


    　静けさが舞い戻る。


    　まばゆい星空の下、ルカは王女を草むらに押し倒し、両手を細い背に回していた。


    「……………………」


    　王女の抗議の声を待ったが、その声はかからなかった。


    　代わりに虫の音が聞こえた。静寂が深くなった。


    　王女の吐息が耳にかかった。子どものころシルフィとこうやって、寒さをしのぐために抱き合って眠ったことを思い出した。


    「……失礼しました。……とっさのことで」


    　詫びながらルカは上体を起こした。月明かりが、草むらに仰向けに倒れ込んだファニアの美び貌ぼうを蒼あおく、夜のなかに浮き立たせていた。ルカのあげた近衛このえ兵の上着を羽織り、その下に薄い生地の部屋着を着込んだそのすがたは、妖精みたいに儚はかなく見えた。


    「おけがありませんか？」


    「……無事です。……あなたは？」


    「大丈夫です。さて……敵もすぐにベオウルフの鞍くらが空っぽなのに気づきます。道を外れましょう。歩けますか？」


    　問いかけると、ファニアは唇を結んで立ち上がり、恐る恐る右足を踏み出した。


    「あっ……」


    　しかしよろめく。ルカは慌てて自分の肩を貸して支える。


    「足首、動かすのは無理ですね」


    「……はい」


    　ルカは途方に暮れる。小路の左側は切り立った傾斜で、一面が樹木と草むらに覆われている。右側は下りの傾斜で、水のせせらぎが聞こえてくる。いまのファニアの状態では、登りは無理だ。


    　決意して、背負っていた背はい嚢のうを身体の前面に回し、ルカは王女に頼んだ。


    「傾斜を下りましょう。殿下、僭せん越えつながら、わたしの背におぶわれてください」


    「……………………」


    「無礼は承知。しかしいまはそれしか方法が」


    「…………あなたは平気なのですか？」


    「え？」


    「……いえ。あなたさえよろしければ、そのように」


    　王女はなにやら気まずそうにもごもごとそう言ってから了承した。ルカがしゃがんで背中をむけると、ためらいがちな細い両手がルカの胸の前で結ばれる。


    「わたしのことはお気になさらず。馬だと思ってください」


    　冗談めかしてそう言ってから、ルカは王女の膝ひざの裏を抱えて立ち上がる。


    　──うわ……。


    　当たり前だが、なんだか申し訳ないくらい、王女の全身を背中に感じる。すがりつく両手と、背中に押し当てられた胸と、ルカの胴をまたぐしなやかな両足……。ルカは慌てておのれの浅ましさを振り払う。


    　──なに考えてんだおれ。変なこと考えるな。


    　──騎士になれ。絵本に出てくる、お姫さまを守る騎士だ。あんな感じで振る舞え。


    　おのれを叱りつけながら、なんとか傾斜を下りきって河岸に辿たどり着いた。


    　頭上には満天の星。明るい月が川面を蒼あおく染めていた。さざれ石の河原があり、川幅は五メートルほど。対岸は切り立った崖で、あらわな地層が星空をくりぬいている。崖の裾は灌かん木ぼくの茂みがあり、洞どう窟くつらしき暗がりも見えた。できれば洞窟に入りたいが、この体勢で川を渡れば王女の半身は濡れてしまう。四月の森の夜は冷える、身体を濡らしてはならない。


    「今夜はここで夜営しましょう」


    　河原の一角、土の地肌が見えている場所に王女を下ろした。


    　ファニアは地にぺたんとお尻をつけて、そろえた両足を横へ流し、静かな表情でルカを見上げ、無言でうなずく。今日はミカエル襲撃からほとんど二十四時間休むことなく窮地を何度も乗り越えてきたが、それでも王女は感情をほとんど表に出さない。やはり王侯というのは精神の在り方が普通の人間とかなり異なるらしく、これだけの苦境にありながら他人事のように泰然としている。


    　ルカは感心しながら言葉をかけた。


    「毛布などなにもありませんが……ともかく休息を取らねばなりません。ここで直接、横になってお休みください。わたし、あちらにおりますので、なにかあったらお声を」


    「はい」


    「それでは、お休みなさいませ」


    　ルカは王女の前を辞して、五メートルほど離れた露地へ移動して横になった。手を触れることはできないが、異変があったならすぐに駆けつけられる距離だ。


    　はぁ、とため息をつく。いろいろあったが、なんとか生きてる。


    　両手を枕にして、仰向けに寝転がり、星空を見上げた。


    　そして自分に課された役割の重さを噛かみしめる。


    　──王女さまをひとりで護衛するはめになっちまった……。


    　偶然に偶然が重なっただけだが、こうなったからには腹をくくるしかない。それに無事に王女を国へ帰せば、報酬だってがっぽがっぽもらえるだろうし。金さえあればヴィヴィ・レインを捜す旅にも出られるし。


    　明日からどうやって逃げようか、算段を立てる。


    　森の小路を通るのは危険だ。一本道だし、騎兵は空のベオウルフを発見したのち、この周辺に捜索の手を広げるだろう。川沿いに上流めがけて登っていくのが最善ではあるが、敵もそれには気づいているはず。いまごろ恐らく、下流域から歩兵が川岸を捜索しながら登っているだろう。ここにじっとしていれば気づかれる。


    　──なにか手を打たないと、ジリ貧だな。


    　そんなことを考えるうち、ルカは深い眠りに落ち込んでいた。昨夜未明からこれまでずっと危険にさらされてきたから、本人が思う以上に疲労は濃かった。すうすうという寝息はすぐにイビキになって、虫の声と折り重なった。


    　直後──。


    　天を焦がす稲光と、地を轟とどろかす雷音が深いルカの眠りを破った。


    「ふぇっ!?」


    　跳ね起きて、ねぼけ眼まなこで周辺を見回す。


    　河岸一面、雨のとばりに覆われていた。頭上には分厚い雨雲と稲妻の閃ひらめき。さっきまで満天の星だったのに、いきなり雷雨に様変わりしている。


    「殿下っ!!」


    　叫んで、王女が寝ていたあたりに駆け戻る。


    　暗闇のなか、王女はずぶ濡れのまま仰向けに横たわり、豪雨に顔を打たれていた。


    「ご無事ですか殿下っ!?」


    「…………はい」


    　全く興味のないようなファニアの返事に、ルカはつくづく感心する。すげえ。こんな雨なのに全然動揺してない。本当に人間なのかこのひと。


    「ご無事でなにより。対岸の洞どう窟くつへ渡ります……っ」


    　再び背はい嚢のうを腹の前に担ぎ、ずぶ濡れの王女を背負った。時折光る稲妻で周囲の地形を確認して、ここへ来たとき見当をつけていた浅瀬へ足を踏み入れる。


    　ルカは腰まで水に浸かりながら、懸命に足を動かして川を渡りきった。王女の下半身も水に浸かるはめになったが、とっくに全身ずぶ濡れだから問題なかろう。なんとか洞窟へ入り、背嚢から蠟ろう燭そくを取り出し火を点ける。


    　洞窟内はそれなりに広い。黴かびて苔こけむした空気のなか、揺らめく蠟燭の光を頼りに濃い闇を進む。奥行きは意外に深く、十五メートルほど進んだところでようやく突き当たりに達した。


    　最奥の空間はひらけていて、天井を照らし出すと、三メートルほどの高みに通気口らしき穴があった。隅の暗がりには石のかまどと朽ちた藁わらの寝床、苔に覆われた食器類。そう遠くない時代に、森の住人がここで仮住まいしていたのだろう。薪まきや毛布がないか探してみたが徒労に終わった。だが通気口が空いているから火を焚たいても追っ手に気づかれない。


    　ルカは王女と背嚢を地へ下ろし、ほうっと一息ついてから、ぶるっと震えた。


    　王女も地にぺたんと腰をつけて、自らの身体を両手で抱いた。


    　寒い。そして衣服はずぶ濡れだ。このままでは低体温症になり、身体が動かなくなってしまう。だがすぐに焚き火を焚いて、着ているものをすべて脱ぎ捨て、お互い夜明けまで裸で抱き合って眠れば問題ない。


    「問題あるだろ！」


    　おのれの思考に思わず声をあげて頭を抱えると、ファニアが不審そうに両目を持ち上げた。


    　ルカは咳せき払いして、ごまかす。


    「いえ、問題が山積しておりまして……この窮地を脱するにはどうすべきかと考えますに、まず焚き火かなと」


    「……………………」


    　ファニアは無言で黙り込む。王女がなにを考えているかわからなくて、ルカは戸惑いながらも燃えるものを探す。洞どう窟くつ内にあるのはひと抱えほどの藁わらだけ。外に出て粗そ朶だ木ぎを拾えたらいいのだろうが、この雨では濡れていて燃えないだろう。


    　ともかくファニアの前に藁を積んで、火打ち石と蠟ろう燭そくで火を点けた。暖かな炎が立ち上がり、思わずほうっと息をついたが、この藁では十分も保たずに燃え尽きるだろう。ほかに燃やせるものがないか……と考えたとき、ルカの脳裏に心当たりが閃ひらめいた。


    「うわ……」


    　うめくと同時に運命の神の残酷さを呪う。確認のため背はい嚢のうから麻袋を取り出し、頼むから濡れていてくれ、と祈る。


    　五冊の稀き覯こう本ぼんは、背嚢と麻袋に守られ、乾ききった状態で地に積み上げられた。


    　ルカはしみじみと、ここまで必死に持ち運んできた略奪品の五冊を眺める。どんな窮地に何度立たされても決して背嚢だけは手放さなかったのは、この五冊が入っているからだ。


    　ずっと読みたかった本だ。お金で買おうとしても売ってないし、まだろくに読んでない。失ったら、もう二度と手に入らない。


    　こいつを燃やせというのか。ファニアを温めるために。


    　ちらり、と片目でファニアを見やる。


    　王女は濡れそぼったルカの上着を脱いで、部屋着一枚で藁の火に当たっていた。火が尽きた時あの姿のままでは、確実に凍える。


    　不謹慎な考えがまたしても頭ず蓋がいに浮かび、それを振り払って、なんとか王女を温めなければ生命の危機に陥る事実を再確認する。


    　火を絶やさないためには、この五冊を燃やすしかない。


    　──いやいやいやいや。これは燃やせない。


    　──ほかのものを考えよう。なんかきっとほかにあるはず……。


    　念のためにもう一度、洞窟内を探して回るが、燃やせるものはほかになにもない。


    　──マジか。やだよ。おれ、一生大事にしようと思ってたのに。


    　悩んでいる間に、藁は燃えていく。ファニアはあらわな身体の線を隠すように、両手で自分を抱きしめて震えている。ルカももちろん寒い。いまのままでは朝までに、ファニアとルカは低体温症で動けなくなる。そうなったら遅かれ早かれ敵に発見され、王女はまた磔はりつけにされて足の甲にひげをなすりつけられる。


    　困り果てて、ルカは洞窟の天井を仰あおいだ。


    　どうすりゃいいんだ、シルフィ。


    　おれ、わかんねーよ。教えてくれよ。


    　問いかけたと同時に、シルフィが最後に残した言葉が、耳の奥に響いた。


    『おにいちゃんは、弱いひとや、困ってるひとのために、戦うひとだと思うの』


    『わたし、そんなおにいちゃんが大好き』


    　なぜいまその台詞せりふを思い出したのか。ルカには痛いほど、意味がわかった。


    　がくりとうなだれる。それから音のないため息を二度三度こぼす。


    　そして、悲しそうに笑う。


    　そうなんだよな。シルフィはいまもきっと、おれと一緒にいるんだな。


    　見えないけど、いつも一緒にいて、おれの行動を見守っているんだ。


    　だからおれは、シルフィの気持ちに応えないといけない。


    　天国のシルフィがおれを誇らしく思ってくれるように、おれを褒めてくれるように、おれ自身のためじゃなく、困ってる誰かのために行動しないといけないんだ。


    　ルカは顔を上げた。


    　──わかったよ、シルフィ。


    　──こうすればいいんだろ。


    　ルカはミカエルに襲撃される直前まで読んでいたモンタグリ伯爵の戦術書『次代の歩兵・騎兵・砲兵の連携』を取り上げ、震える手で一枚ずつページを破って火にくべはじめた。


    　──人類の宝が、燃えちまう……。


    　宝石のような文章が燃え上がり、火の粉こになって空間へ散る。モンタグリ伯爵の知性まで燃えている気がして、ページと一緒に心まで破けて空間へ溶ける。


    　ルカは一枚一枚、大切にページを破って、火にくべる。胸が痛いけれど、炎のむこうに、シルフィの笑顔が透けている気がした。


    　ファニアは自分自身を抱きしめたまま、黙って本を焼くルカを見つめている。


    　三十二枚目を火にくべたとき、王女の口がひらいた。


    「モンタグリ伯爵の戦術書では」


    　さすが。ルカは感嘆しながら、


    「よくご存じで」


    「……稀き覯こう本ぼんでしょうに」


    「……はい。でも、もう読んだんで」


    　辛つらさを押し隠してそんなウソをつくと、王女は再び黙り込んだ。


    　重い沈黙のなか、火の粉だけがふたりの間に生まれ、消えていく。


    　炎に生まれ変わっていくページが本の半ばを越え、まだ読んでない箇所にさしかかる。心中で著者に詫びながら、読みたくてたまらなかった文章を燃やしていく。きっともう二度と巡り合えない、巨大な鉱石から削り出したひとかけらの宝石みたいな文章が火の粉となって空間に爆はぜる。


    　王女は一連のルカの行動を厳しい表情で見守り、やがて、苦しそうに息をつきながら両手の力で腰をずらし、ルカが積み上げた本の近くへ移動した。そして背表紙でタイトルを確認して言葉を厳しくする。


    「ルデルハート元げん帥すいの『アキレウスの亡霊』、クローゼバイツ『戦争全論』、ユリウス・カイゼル『カルカダーン戦記』、ルヴァイク『王妃マリア・ルセリナ』……。ルヴァイクのこれは博物館に所蔵するべき本ですね。よくこれだけのものを……」


    　王女はこの本の価値をわかってくれていて、それを燃やすことに痛みを感じている。それはルカにとってせめてもの救いだった。


    「カルロビバリ王立図書館で見つけたんです。歴史が古い町だから、図書館も稀き覯こう本ぼんがそろってて……選ぶのにすんげー苦労しました」


    　ファニアは地に投げ出された麻袋が、略奪品を入れるために軍が支給したものであることに気づいた。


    「この本は、もしや、略奪品ですか」


    「ははは。もっと金目のものあったのに、って、あとで後悔しましたよ。ミズキにもバカにされました」


    「銀食器や貴金属ではなく、本を奪ったと？」


    「……気づいたら、こうなってて……。でもミズキも袋のなか石せつ鹼けんばっかで。思い切りバカにしたらあいつ怒っちゃって」


    「……………………」


    　笑い話のつもりなのだが、ファニアはただ唇を噛かんで黙した。王女の内側でどんな思いが巡らされているのか、ルカには知るすべもなかったが、なにやら葛かつ藤とうらしき感情が表情の底に垣かい間ま見えた。


    　なんか、もしかするとこのひと、罪悪感とか感じちゃったりしてるのかも。別におれが勝手にやってることなんだから、ふんぞり返ってくれてて構わないのだけど。


    　遠くで稲妻が轟とどろいた。寒さが沁みてくる。凍えないためには、眠らないこと。眠らないためには、無駄話でもなんでもいいから会話することが有効だ。


    　ルカは笑みをたたえて、積み上げた本のむこうのファニアに提案した。


    「身体温めるついでに、殿下に聞いてほしいんです、スラムの現状。メガロダウンなんてひどいもんです。できれば王さまに改善してほしいんで。直訴していいですか？」


    　問いかけると、また長い沈黙ののち、返事が届いた。


    「わたしは、メガロダウンのひとびとがどういう生活を送っているのか知りません。宮廷で話題にあがることもないですし……現状に興味があります」


    「それは良かった。じゃあそうですね、どっから直訴しようかな……」


    　その場で思いつくまま、ルカはスラムの住民の生活について話した。直訴するつもりなどもちろんなく、単に話することそのものが目的であり、暗い気分になるのもいやだったので、悲惨なところはできるだけ避けながら、いつも真っ黒な煤すすに覆われたメガロダウンの様子を言葉に置き換え、王女の想像力に映し出していった。


    　ファニアはじぃっと、話に聞き入った。


    　ルカの言葉が描き出す、近くて遠い最果ての街が、燃える本の炎を透かせて目の前に立ち上ってくるかのよう。


    　迷宮のように入り組んだ街路。濡れて汚れた石畳。側溝から立ち上る青灰色の水蒸気。下水道をさらってゴミを収集するひとびと。牙きばを剥むいた子連れの犬。凍いてついた路上に直接横になって、身を寄せ合い、寒さをしのぐ放浪者たち。


    　たった一晩の寝床と一個の無酵母パンのために、臨時収容所前に五時間待ちの行列を作るひとびと。道ばたの腐った果物に群がる子どもたち。道ゆく紳士のスーツの裾にすがりつき、慈悲を乞うたり脅したりする浮浪者。煙突掃除の仕事にありつき、肺病を患って死んでいく少年……。


    　はじめは避けようとしていたけれど、自然な成り行きのうちに、ルカの話はスラムの悲しい一角へと嵌はまり込んでいった。


    「年配者が戦争でけがしちゃうと、力仕事できなくなるからもうダメで。農村から若い連中がやってきて、年配の仕事全部取っちゃうんです。そうなると救貧院に収容されるしかないけど、救貧院に入るくらいなら刑務所のほうがマシだから、たいがいの人間は犯罪か、路上で凍死するほうを選ぶんです」


    　たまりかねたように、ファニアが口を挟んだ。


    「そんなはずは。救貧院はいずこも、聖ステファノ教会区が管轄しています。倫理にもとる行いを神父がなさると思えません。王も救貧税を導入してまで、飢えに苦しむひとびとを救済しています。刑務所のほうがマシだなんて、あんまりですわ」


    　ルカは苦笑いする。


    「救貧院が快適だと、みんな働かずに救貧院に入っちゃうんですよ。だから神父たちは『救貧院に入るくらいなら死んだほうがマシ』とみんなに思ってほしいわけです。あそこに入った人間の扱いはゴミ以下ですよ。入院時に持ち物は全部取り上げられて、メシは一日二食、お湯に米粒一さじいれただけ。救貧院に収容された孤児が神父に『もう少し食べたいんです』って言ったらその場で全員凍り付いて、その子は神に背そむく不届きものとして罰せられたそうです」


    「……………………」


    「食い物そんだけで、作業場で一日十二時間労働。そんなことしてたらすぐ死んじゃうけど、葬式はあげてもらえません。死体は『復活屋』に売られて、解剖用の献体にされて、金は神父のふところに入ります。……要するに救貧院の神父は、収容した浮浪者に早く死んでほしくてそういう扱いしてるわけです。社会に出たって役に立たないんだから、せめて死体っていう商品になって教会の役に立てよ、って算段です」


    　ひといきに言うと、王女は絶句したのち、言葉を継いだ。


    「それは……いくらなんでも大げさに言っているでしょう？　聖ステファノに仕える神父が、それではまるきり犯罪者ではありませんか」


    「全部の神父がやってるとは言いませんけど。ただ残念ながら、かなり大勢やってますね。救貧院に入った人間の葬式なんて、一度も見たことないですし。みんな救貧院に入ったあと、音沙さ汰たがなくなるんです。一度入ったら死体になって売られるまで出られない……メガロダウン住民の、救貧院に対する認識はそうです。刑務所のほうがいいもの食えるし、労働時間も全然短いってのが現実ですよ」


    　ファニアはただ大きく目を見ひらいて、息を呑のみ込み、しばらく考え込んでから、ようやく言葉を絞り出した。


    「……わたしは……メガロダウンのなかを見たことがありません。救貧院の実情も含めて……いつかこの目で見たいと思います。この目で見たものがあなたのお話のとおりなら……改善の余地があるでしょう」


    　ルカは笑みをたたえる。


    「きったないところですよ。臭いし。ノミやシラミもうじゃうじゃしてるし、お姫さまが訪問する街じゃないです」


    「行きます」


    　きっぱりとファニアは言い切る。


    「公の立場で行こうとすれば止められるでしょうから、お忍びで。あなたが案内すれば問題ないでしょう？　わたし、この目で見るまで信じません」


    　そう来たか。


    「そりゃ光栄ですけど……大丈夫かな。泣いても知りませんよ？」


    　笑顔のままからかってみると、ファニアは頬ほおを膨らませる。


    「泣きません。子どもじゃあるまいし。これでも戦場を経験しているし、野戦病院だってこの目で見たし。あなたが思っているほど世間知らずではありません」


    　少しむくれて上目遣いで睨にらんでくる。


    　本当にファニアがメガロダウンを見て回って、なにか感じてくれるなら、きっと良い変化が訪れるはず。その変化に自分の力が役立つなら本当にうれしい。


    「ほんとに来てくださるなら、おれ、案内します」


    「はい。ほんとに行きます。そのためにも、生きて帰りましょう」


    「はい。お守りします。どんな手を使っても、やつらから逃げ切ってみせます」


    　きっぱり答えると、王女は少し、はにかんだ。ほんのわずか、十七歳の少女らしい素顔がこぼれて、ルカの胸がまたきゅんと音を立てる。


    　ファニアはきっと、社会を良い方向に変えてくれるひとだ。ルカはそのことを確信した。それなら、このひとを助けるためにがんばってもいいかな。


    　三冊目の本を火にくべながらそんなことを考えていると、やや頬を赤らめた王女が問うた。


    「……あなたはなにか、聞きたいことはないの？　答えられる範囲で答えます」


    「ほんとですか？　おれも王様の生活についてほとんど知らないんで。聞きたいこといっぱいあるなあ、どれにしようかな……」


    　悩んだのち、やはりこの貴重な機会を逃すわけにはいかないから、ルカは単刀直入に聞いた。


    「変なこと聞きますけど、ヴィヴィ・レインってひと、知らないですか？　このペンダントと同じ紋章が、右手の甲にあるらしいんですけど」


    　ルカは首に提げたペンダントを外し、王女に八端十字、「熾天使セラフイムの紋章」を見せる。


    　王女は黙ってペンダントを見つめる。特に目立った変化はない。


    「おれ、死んだ妹がいて。死に際に頼まれたんです、ヴィヴィ・レインを見つけて、って。どういう理由で妹がそのひとを捜してたのかもわかんないんですけど、でも最後の願いだから叶えてやりたくって。それで、偉いひとなら知ってるかな、と思って……」


    　ファニアはしばらくうつむいてから、顔を上げた。


    「……存じません」


    「ですよね。おれもがんばって捜しているんですけど、全然どこにも情報がなくって。それより聞きたいこといろいろあるんです、宮殿のなかの様子とか、王さまの考えとか。いま、地方でいろいろ、王政に不満持ってる民衆が決起したりしてるみたいだし、そういうのどうすんのかなとか、いっぱいある」


    「構いませんよ。王政についてさまざまな意見があるでしょう。直接、市し井せいに生きるかたの意見が聞けることは、わたしにとっても貴重な機会ですし」


    　それからルカとファニアは、たくさんのことを話した。


    　王政について、王国について、内政について、他国との関係について、戦争について……。


    　ふたりとも読書家だからそれぞれの意見と知識を持っていて、ときどき、意見はぶつかりあった。ルカは身分も忘れ、ただ目の前の少女を説き伏せるためにムキになったりもする。


    「だからそうじゃなくて、なんでおれらだけ搾り取られて貴族は税金免除なの？　って話してるんすよ。みんなそこに怒ってるんだから！」


    「王侯だからなんでもできると思っているの？　貴族の権益には王だって手出しできない。それをやれば王政そのものが崩壊します。王は貴族に支持されなければ王たりえない。あなたの意見は正しいけれど、性急すぎて現状に見合わないわ」


    「変える変えるとか言いつつ、なんにも変わらないまま二百年以上経ってるわけっしょ？　おれたち庶民は王と領主と教会から三重に税金取られてるのに、貴族と教会は免税なんて、中世期に捨てなきゃいけない考えですよ。なんにも対処しなきゃ、民衆の不満は爆発します。崩壊するのは王政っすよ。指をくわえている場合じゃない」


    「指をくわえてなんかない！　市民の代理人が政治に参加できるよう、法制を整備しようとする議論はすでにはじまっています。一部の扇動者が暴力での変革をあおり立てているけど、そっちのほうが言語道断よ。変革の在り方にこそ注意を払わねば、社会は地獄になります」


    　議論しながら、ルカもファニアも楽しんでいた。ふたりともかつてこんなに真剣に、誰かと物事を論じ合ったことなんてなかった。


    　洞どう窟くつの外は嵐で、ふたりとも薄い肌着を身につけただけで濡れそぼっていて、寒気は洞窟の奥まで入り込んできている。普通なら寒さと不安で震えているはずなのに、朝が来なければいいと思った。稀き覯こう本ぼんを燃やしながら、遠い雷音を子守歌にして王女と貧民の奇妙な夜は更けていき──最後の本が燃え尽きた。


    　あとには暗闇だけが残った。お互いのすがたさえ、もう見えない。いま見た気がしたファニアの微ほほ笑えみは、残り火が見せた幻影かもしれない。


    　いつか、このひとの笑顔が見たいな。ルカはそんなことを思った。


    「火、消えましたね」


    「あとは……気合いです。気合いで起きてること」


    「朝までどれくらいでしょう？」


    「あと一時間半くらいかと」


    「そう……大丈夫かしら」


    「おれ、起きてますから。殿下もがんばって起きててください」


    「はい……起きてます」


    　ファニアはそうささやいて、黙った。


    　雨の音だけが聞こえていた。


    　さっきまでふたりの間で壁になっていた稀覯本はもう全部燃え尽きて、ふたりを隔てるものはなにもなかった。


    　火が消えた途端、森の寒気はこのときを待っていたかのように、ふたりのもとへ押し寄せてくる。


    　手足の末端が震えはじめた。夜明け前が最も寒い。果たして耐えきることができるだろうか。


    　──この寒さでは、無理だ。


    　ファニアはそう確信する。寒気はもちろん、濡れた服の気化熱により、低体温症は避けられない。それを避けるにはどうすればいいか、もちろん知っている。


    　──互いの体温でしのぐしかない。


    　そんなこと、自分から言い出せない。


    　ルカからそれを提案してくれることを待った。彼もその事実に気づいているはず。スラムの住人はそうやって凍死を免まぬがれている、という話もさっき聞いた。しかしいつまで待っても、ルカはそんな提案をしない。


    　──非礼にあたる、と思ってる……。


    　そう。彼は絶対にそんな真ま似ねをしない。


    　会話してわかった。ルカは一貫して、紳士として振る舞おうとしている。この状況であればわたしを意のままにできるのに、決してそんなことをしない。ベオウルフの鞍あん上じようで、ルカの誠意を疑った自分が恥ずかしくなる。


    　すると闇のなかから、ルカの寝息が聞こえてきた。絶対寝ない、と宣言してから五分も経っていない。


    「ルカ……？」


    　ファニアの呼びかけに、返事はない。


    　彼を揺り起こそうと思い、近づいた。


    「ルカ・バルカ上等兵」


    　呼びかける。返事はない。


    　寝息の間近へそうっと忍び寄り、彼の面前に顔を寄せて、ささやく。


    「ルカ。起きて」


    　返事は健やかな寝息だけだった。気合いで起きてる、と言ったくせに、完全に熟睡している。それだけ疲れているのだろう。


    　だがこのまま眠れば低体温症は避けられない。揺り起こそうと思ったそのとき、違う考えが脳裏によぎった。


    　ファニアはそうっと、ルカがいるであろう空間へ手を差し伸べる。


    　ふにっ、と柔らかいものが手に当たった。たぶん彼の頬ほおが手の先にあるのだろう。


    　彼の頬をつねってみた。起きない。眠りは充分に深い。


    　音を立てないよう気をつけながら、堅い地面に横になる。寝息を頼りにして身体の位置を動かして、彼の胸に顔を埋めた。


    　両手をルカの背に回す。心臓がどきどきする。薄い胸板におでこをくっつけ、彼の身体にすがりつく。


    　──音を立てないで、わたしの心臓。


    　祈りながら、互いの体温を共有する。ふたりの命が、凍いてついた寒気のなかで不可視の毛布を織りなす。


    　──温かい……。


    　ファニアは安心する。そして少しだけ大胆になり、彼の胸に自分の耳を押し当ててみる。


    　ルカの心音が聞こえる。身分がどんなに違っていても、命の音は自分と同じだ。


    　──同じ人間のリズム。


    　思わず微ほほ笑えむ。


    　目線だけでルカを見上げる。そして彼の背に回した腕に力を込める。


    　このひとは略奪品に稀き覯こう本ぼんを選び、その大切な本を燃やしてまでわたしを温めようとしてくれた。その誠意を疑ったなら、わたしは王侯である以前に、人間ではなくなってしまう。


    　──あなたを信じます。


    　ファニアは宝物を抱きとめるように、ルカの胸に頬ほおを押し当てる。


    　それから、太陽が昇る前に、彼より早く目覚めようと誓う。


    　ルカのほうが先に目覚めてしまったら、絶対に仰天してしまう。そしてふしだらな女だと思われる。それは絶対にイヤだ。


    　──大丈夫。わたし、目覚めはいいから。


    　──ルカより先に起きるから。大丈夫……。


    　自分に言い聞かせながら、ファニアは深い眠りの底へ落ちていった。


    



    　そして──ファニアは不思議な夢を見た。


    　見たこともないほど粗末な軍団の夢だった。


    　いずれの兵士も着の身着のまま、統一された軍服を着ていない。ひげは剃そっておらず髪はぼさぼさ、帽子もかぶらず軍靴はやぶれ、上衣もズボンもほころんで武器も不統一、農具を持った兵さえもいた。そんなみすぼらしい兵が数万人ほど縦隊を為なして、地平線の彼方かなたを目指して進軍していた。


    　ひどい身なりなのに、彼らの表情はこのうえなく明るかった。これほど希望に満ちた目をして進軍していく軍隊を見たことがない。無理やりに徴募された兵士は、残してきた故郷の家族を思い暗い顔をして歩むのが常であるのに、この貧しい軍隊の兵たちはこれ以上ないほど士気が高く、足取りも軽やかだ。


    　彼らは歌を歌っていた。


    『ガルメンディア王家を打倒せよ』『彼らの首を王都へさらせ』


    『王女ファニアを処刑せよ』『王女の血をギロチン台に吸わせるのだ』


    『いまこそ革命のとき』『我らが自由を勝ち取るとき』『いざ行かん約束の地ラランディアへ』


    　数万人の兵士たちはそんな歌詞を高らかに唱和しながら、ラランディア宮殿を目がけて行進していた。


    　兵士たちの先頭に、ひとりの青年がいた。


    　双頭の鷹の軍旗を翻ひるがえし、青灰色のベオウルフにまたがって、黒いマントを羽織り、長めの髪の隙間から紅の眼光を爛らん々らんと光らせ、彼方の宮殿を睨にらみつけていた。


    『ルカ・バルカに栄光あれ』


    　貧しい軍隊の兵士たちが、ひときわ大きく声を張り上げる。


    『王女ファニアを殺せ、ルカ・バルカ』


    　そんな声を背に受けて、ルカはベオウルフの手た綱づなを握っていた。少年時のどこか呑のん気きそうな雰囲気は消え失うせ、全身に不可視の炎をまとい、静せい謐ひつな眼光を道の先の一点へ据すえて、魔王みたいに長い黒マントをなびかせ、泰然として全軍を引っ張っていく。


    　その映像に、ルカ自身の声が覆い被さる。


    『きみの思いどおりにはさせない、ファニア』


    　決意に充ちた、怖いほど真剣な声だった。


    『きみの王国を破壊してやる』


    　あふれてくる怒りが、短い言葉に横おう溢いつしていた。


    　そのときルカの紅の眼まな差ざしに、新たな映像が覆い被さる。


    　それは玉座に腰を下ろすファニア自身だった。


    『わたしは王政を守ります、ルカ・バルカ』


    　ファニア自身の声が聞こえた。


    　その言葉が、ルカをますますたぎらせる。汚れた軍団が、王政の打倒を叫ぶ。これはどう見たって、暴力による革命の光景だ。


    　──これは夢だ。


    　ファニアの意識が、そんな言葉をささやいた。しかし夢にしては手触りが奇妙だった。まるで未来の光景をいま見ているような、細部まで妙に現実的な映像だった。


    　──夢だ……。


    　ファニアの意識は、そんなふうにささやきながら、これは未来に起こる現実なのだと理解していた。


    



    　†††


    



    　東の空が白みはじめたのを見て、ナルシス男爵は麾き下か二十騎と共に野営地を出発した。昨夜深夜に捕まえた、鞍くらが空のベオウルフの手た綱づなを、ひとりの騎兵が伴走しながら握っている。


    　昨夜、ベオウルフを追ってきた森の小路をまた戻る。


    　まんまと敵に騙だまされた悔しさが、ナルシスの眉び目もくに苦く差す。


    　昨今、これだけ出し抜かれた記憶がない。相手はたったふたりだというのに、完全に翻ほん弄ろうされてしまっている。


    　──悪知恵の利く騎士が、ファニアを守っている。


    　それを確信する。


    　これだけの劣勢にありながら、ベオウルフ三騎とアカイア型機械兵を鹵ろ獲かくして、当たり前のように敵国の軍服に袖を通し、捕虜を拷問し、ナルシスの騎兵隊をやり過ごして青ひげの本営に直接乗り込み、見事に王女を取り戻してしまった謎の騎士。ガルメンディア王国の貴族連中は名誉と体面を重んじるあまり卑ひ怯きような手段に出るものは皆無といって良いのだが、この騎士は平気でルールを踏みにじってくる。さらにナルシスの追跡をも、いとも簡単にいなし、空のベオウルフを追わせて煙のように森の奥へ消えてしまった見事な手際。


    　──追跡していたとき、ベオウルフは全く速度を落とさなかった。


    　こちらが駆歩から襲しゆう歩ほへ移行したとき、逃げるベオウルフもまた速度を上げた。だからこっちは完全に、相手が逃げに入ったと錯覚した。実際は、加速した瞬間に王女を抱いて飛び降りたのだ。足を止めて降りたなら、ナルシスは確実に「鞍くらを降りた」ことに気づき、その付近で騎兵を止めて脇道を捜索しただろう。


    　──卑ひ怯きようなだけではない。勇気もある。


    　言葉にせずに手て強ごわい敵を称たたえていると、ほどなく一行は昨夜ベオウルフを見つけて追跡にはいったあたりへ辿たどり着いた。


    　道の片側は登りの傾斜、反対側は下りの傾斜だ。


    「王女は足を負傷している。登りは無理だ。下りの傾斜をよく見ろ。茂みに踏み荒らされたあとはないか。道ばたの草が倒されていないか。ベオウルフが加速したあたりが特に怪しい。よく目を凝こらして入念に捜せ」


    　下知を飛ばして自らが鞍を降り、手た綱づなを引いて歩きながら路脇の草むらと下りの傾斜を埋める雑草を丹念に調べる。


    「ふむ」


    　そして足を止める。道ばたの草むらが、押し倒されている。その少しむこうでは、重いなにかが引きずられたかのように地面の泥がえぐれていた。


    「ここだな。ここで飛び降りたのだ」


    　二十騎を呼び止めて下馬させ、馬とベオウルフを近辺の木々につなぎ、歩ほ哨しようをふたり残して、さっそく下りの傾斜へ足を踏み入れた。川のせせらぎが聞こえる。昨夜は豪雨だったから、雨をしのげる場所で夜営したはず。


    「洞どう窟くつや木の洞がないか調べろ。この近辺に王女がいるのは間違いない。丹念に捜すのだ」


    　部下に言い渡し、ナルシスは一歩一歩、傾斜を降りていく……。


    



    「ふぁぁ……」


    　ルカは目を閉じたまま、長いあくびをひとつした。


    　刹せつ那な、ずざざざと音がして、身体の前面からぬくもりが消えた。


    「…………？」


    　ゆっくりとねぼけ眼まなこをひらく。


    　真っ暗でなにも見えない。遠くから鳥の声が聞こえる。上体を起こして瞼まぶたをこすり、洞窟で夜営したことを思い出す。


    　そうだ、朝方まで王女と世間話して……ずっと起きてる、って決めたのにあっさり寝てしまったようだ。ならば死んでいてもおかしくないが。


    「生きてる……」


    「おはよう」


    　闇のなかから、ファニアの声がした。見えないが、五メートルほど離れた場所にいるらしい。


    「無事ですか、殿下」


    「……はい。奇跡的に助かったようです」


    　ファニアの声は、昨夜のことを忘れたように、また硬くなっていた。


    「みたいっすね。めちゃくちゃラッキーです。この調子で逃げ切りましょう」


    　ルカは起き上がり、外の様子を見るために、洞どう窟くつの出口へと歩いていった。焚たき火なしで二時間近く眠ったはずだが、寒気の影響が四し肢しのどこにもなく、普通に動く。本当にこれを奇跡のひとことで片付けて良いのか。


    　そして昨夜のうすぼんやりとした記憶を探ってみる。


    　──ファニアと抱き合って眠ってる……夢を見た。


    　たぶん夢だろう。そんなわけないから。


    　けれどいま、胸のあたりが温かく湿っている。起きる直前、王女の吐息を感じたような……。


    　──そんなわけないよな。気のせい気のせい。


    　高貴なお姫さまがおれみたいな最底辺の貧乏人に抱きついて寝るわけがない。自分を戒めながら、洞窟を出て空を見上げる。


    　日の出はまだだ。東の空がうっすら白んでいる。視界が利くようになれば、昨夜追跡してきた騎兵も捜索を再開するだろう。


    　敵騎兵は油断ならない男が指揮している。昨夜、ロマンヴィル騎士団の軍服を着てベオウルフの手た綱づなを握ったルカを、訝いぶかしそうに見ていた隊長らしき伊達男。あいつは切れ者だ、簡単に騙だまされてくれない。


    　──弾痕に気づいたんだろうな。それだけでおれのやりくちを見破りやがった。


    　ファニアを奪還した際、ルカが予想していたより遙はるかに早く敵騎兵が戻ってきた。そのためにやむなくミズキたちをしんがりとして切り離さざるをえなかったのだが、その直後に簡単にこちらに追いついてきたということは、おそらく、ミズキたちを完全に無視して素通りしたのだろう。


    　──アホな隊長ならミズキたち相手に戦うんだけど、相手にもしなかった。


    　──そもそも、最初にファニアを奪った手口もうまい……。


    　夜営している王国兵三百人を無視して、いきなり王女の寝所を急襲し、王女をかっさらってまた一直線に本営まで戻る鮮やかさ。下手へたな戦闘に参加しない潔さは、騎兵の機動力の使い方をよく知っている証拠だ。


    　──後手を打つとまずい。先手先手でいかないと……。


    　戦術の基本だ。先手を打って敵をこちらの企図するほうへ誘導せしめる。後手を打つということはつまり、相手の手のひらに載るということだ。常にこちらから仕掛けることで、敵組織を混乱させ、その混乱から隙や弱点が生まれてくる。


    　明るくなっていく空を見上げながら、ルカはこの先どう逃げるかを考える。


    　周辺は敵だらけ。こちらには足をけがして歩けないファニア。武器は青ひげから盗んだ拳銃一丁と腰の革帯の銃剣。馬もベオウルフもいないいま、王女をルカが背負って包囲網を突破するしかない。


    　──先手どころじゃねーな……。


    　こっちが弱すぎて、先手どころか打つ手そのものがないに等しい。ぐしゃぐしゃ頭を掻かきながら虚こ空くうを睨にらんで最善策を考える。


    　そして川の下流を見やる。


    　南方の下流域は、昨夜、青ひげの本営があった方角だ。歩兵一千はおそらく、森の小路と同時に川岸を捜索しながら上ってくるだろう。


    　ノースランド街道に通じる北方、川の上流域からは手て強ごわい騎兵隊長、サウスランド街道に通じる南方、下流域からは青ひげ率いる本隊。


    　完全無欠の挟み撃ち。


    　経路は森の小路と川沿いのふたつのみ。ふたつを外れて、王女を背負ったまま道なき道を行けば、確実に遭難する。こっちは水も食料も、もう持ってないのだ。


    　どう見たって絶望的だ。さっさと降参して王女を差し出せば、少なくとも自分は生き延びることはできる。だが。


    　──降参なんか死んだってしねえ。


    　このままやられっぱなしで降参するなんて腹が立つ。


    　スラムのルールその一、やられたらやりかえせ。


    　──もう腹決めた。ファニアを生還させてやる。


    　ルカは森の南北から迫り来る、不可視の敵兵を睨みつけて決意する。


    　他人のために命を懸けるなんてガラじゃない。でもファニアはそうするに値するひとだ。


    　もともと、イシドロのせいで処刑されるはずだったおれを救ってくれたのもファニアだし、近衛このえ兵にも取り立ててくれた。それになんといっても、昨夜一晩みっちり語って、このひとならもっと社会をよくしてくれると信じられた。路上で凍死するみなしごなんていなくなる社会に、ファニアは変えてくれるかもしれない。


    　だから決めた。


    　これから国に帰るまで、おれはファニアを守る騎士になろう。


    　──ぶち破ってやるぜ、こんな包囲。


    　ルカは考える。考えて考えて考え抜く。


    　──おれの武器は考える力だけだ。


    　身分は最下層、住所なし、家族なし、学校に通ったこともなし、顔には殺人犯の入れ墨。


    　アステルやミズキみたいに特別な力や才能なんてなにも持ってないおれが王女を守り抜くには、頭を使うしかない。どんな汚い手段だって、やるしかない。卑ひ怯きようだろうが非人道的だろうが協定違反だろうが、ファニアが故郷に帰るためならなんだってやってやる。


    　敵の盲点はどこだ。こちらの武器はなんだ。地勢はどうなっていて、敵はどういう経路を辿たどってどういうかたちで攻めてくる？　油断はないか。おごりはないか。あるならその隙を突いて、傷口を押し広げ、回復不能にしてから突破してやる……。


    



    　ナルシスは十八人の部下とともに、川岸へ降り立った。


    　ファニアを守る卑怯な騎士──黒騎士は、けがをした王女を背負って、月明かりだけを頼りに歩いていただろうから、そう遠くには行けなかったはず。周辺を見晴らしてみたなら、対岸に洞どう窟くつがあった。


    　昨夜の雨をしのげるのはあそこしかない。部下を引き連れ、腰まで水に浸かって対岸へ渡る。


    「このなかだ。行くぞ」


    　角灯を点けて洞窟の暗がりを進む。いつ闇のなかから敵が躍り出てくるかわからない。慎重に歩を進めて最奥に行き着く。


    　焚たき火らしき跡があった。紙を燃やして暖を取ったのか、燃え残った紙片が散見される。だが王女と黒騎士のすがたはない。


    「逃げられたか」


    　一足遅かったようだ。黒騎士が逃げるとすれば、下流のほうではない。そっちからは歩兵一千が青ひげに率いられて上がってくる。川の上流に逃げてノースランド街道に出て旅人にでも偽装するはず。早急に追えば、王女を背負っている黒騎士にすぐに追いつくだろう。


    「川沿いを上るぞ。急げ」


    　部下に告げた、そのとき──彼方かなたから銃声が聞こえた。


    　つづけて、馬のいななきと、複数の蹄ひづめの音。


    「!?」


    　慌てて洞窟を出る。蹄の音は、対岸の傾斜の上から聞こえてくる。先ほど荒れた草むらを確認し、二十騎を駐めた場所だ。


    　悪寒が脊せき椎ついを貫く。まさか。


    「やられた、戻れ！」


    　ナルシスは慌てて部下とともに対岸へ渡り、傾斜を駆けあがって森の小路へ戻る。


    　そして惨状を目まの当たりにし、目を剥むく。


    「くそっ!!」


    　道ばたの木の幹につないでいた二十騎は、一騎残らず消えていた。


    　馬を見張っていた歩ほ哨しようがふたりとも、血だまりに沈んでいる。ひとりは背後から心臓を撃たれ、もうひとりは喉のどを短刀のようなもので切り裂かれていた。


    　知らず、歯ぎしりする。


    　──王女と黒騎士はこの近くに潜んでいたのだ。


    　──わたしが草むらの乱れを確認して、馬をつなぎ、傾斜を降りるところを隠れて見ていた。


    　そして歩ほ哨しようがふたりになったのを確認し、不意打ちでひとりの喉を掻かききり、奇襲に気づいたもうひとりを射殺。おそらく、青ひげから盗んだ拳銃を使ったのだろう。馬の手た綱づなを解いて全騎を逃がし、自分は王女とともに馬に乗って逃げた。


    　──こっちの足は奪われ、むこうは足を手に入れた……。


    　屈辱がナルシスの胸の底を焦がす。これほどコケにされるのははじめてだ。これまで戦場で幾多の武功をあげて、ロマンヴィル騎士団にそのひとありと称されたこのわたしが、たったひとりの黒騎士相手に手玉に取られている。


    　──油断した。相手を舐なめていたのだ。


    　どれほど悪知恵が働こうが、所詮は王女という足手まといを背負ったひとりにすぎない。こちらは大勢、さらに馬があり、下流からは青ひげの本隊が上ってきている。絶対優位の状況に立ったがゆえに、敵にとって一筋の光明がどこにあるか、考えもしなかった。


    　その結果がこれだ。馬に乗って逃げる相手を徒歩で追えない。完全に出し抜かれた。


    「いったいなにものだ」


    　小路の彼方かなたを見やり、ナルシスは謎の黒騎士に問いかけた。


    



    「はぁ、はぁ、はぁ……」


    　ルカは懸命に手綱を叩き、ナルシスから奪い返したベオウルフを飛ばしていた。返り血に濡れた軍服の胸に、そろえた両足を鞍くらの右側に流して座るファニアを抱いている。


    　王女は間近からルカを見上げ、心配そうに、


    「おけがは？」


    「おかげさまで無事です。でも、ちょっと気分が……」


    　吐き気がこみあげてくるが我慢する。


    　ひと殺しははじめてではない。戦場ではもう何度もその罪を犯してきた。だが今日のような、こちらに背をむけた相手にそっと忍び寄り、悲鳴をあげないよう口を押さえて喉を掻き切るようなやりくちははじめてだ。手のひらにその感触が残っていて、空っぽの胃がぎりぎりと締まる。油断すると胃液がこみあげてきそうで、ルカは懸命にその記憶をぬぐおうと試みる。


    　ファニアは手綱を握ったルカの手に、そっと自分の手を重ねた。


    「わたしは生きてます。あなたのおかげで」


    　それだけ呟つぶやき、ベオウルフの進路へ目を送った。この逃避行がはじまって以来、はじめてファニアからねぎらわれた。


    「お守りする、って約束したんで」


    　ルカは無理やり、平気そうな顔をとりつくろって返事した。それから青ひげの拳銃で撃ち殺したもうひとりの歩ほ哨しようの、驚きと苦痛に歪ゆがんだ表情が脳裏に舞い戻ってくる。悪いな、恨んでいいぜ、でもこっちにも役目があんだよ。殺したふたりにそう詫びながら、ルカはノースランド街道を目指して疾駆する。


    　ルカの手の甲に重ねられた王女の手の心地よい冷たさが、手袋の薄い生地越しに伝わってくる。


    「何度も何度も。あなたを危険にさらしました」


    　静かな王女の言葉のうちに、無力な自分への怒りのようなものも感じられた。ずっと身体が動かず、歩くこともままならず、ルカに頼りっぱなしの自分がふがいなく、情けないのかもしれない。


    　雰囲気を変えようと、ルカはお気楽そうに言う。


    「お願いがあるんすけど」


    「？」


    「これからノースランド街道に出て、ミズキたちと落ち合う予定の宿に行くんで、殿下には身分を偽ってもらいます。いまの口調だと一発で身分がバレちゃうんで。そんで……できれば、おれの妹、ってことにしたいんですけど、ダメですかね」


    「妹ですか。なるほど」


    「無理ならいいんすけど」


    「……わかりました。構いません。わたしも何度か仮装舞踏会に参加させられ、庶民の娘役を演じた経験があります」


    「おー、そりゃ頼もしい。んじゃちょっと、兄と妹のさりげないやりとりの練習、やってみますか」


    　手た綱づなを操りながら提案すると、ファニアは生真ま面じ目めそうに頷いて、いきなりすさまじいひとことを放った。


    「いいよ、お兄ちゃん」


    　ぐはあっ。


    　予想以上の破壊力に、ルカは思わずのけぞって落馬もとい落狼しそうになり、寸前で慌てて体勢を立て直した。


    「……変、ですか？」


    　ファニアは顔を真っ赤にして、自信なさげにこちらを見上げる。


    「いや、不意打ちだったのでびっくりしただけで。……素晴らしい演技です！　きっと街のひとびとも、妹としか思えないでしょう」


    　絶賛すると、ファニアは少し恥ずかしそうにうつむいた。


    「昼ごろにはノースランド街道に出ます。そこでベオウルフを売って、殿下の服を買って、食事にしましょう」


    「はい」


    「今日中にカルナタカに着きたいです。うまくいけばミズキたちと落ち合えるはず。橋を渡れるようなら渡っちゃいましょう」


    「はい」


    　カルナタカは北アケロン大橋の西詰に位置する国境の町だ。この橋を渡ればガルメンディア王国領だから、ファニアはなんの問題もなくラランディア宮殿に帰還できる。八日前のダス・フロレス会戦に王国が勝利して、いったん橋の両端を王国軍が押さえたはずだが、いまはどうなっているのかわからない。


    「よし、飛ばします！　しっかり掴つかまっていてください！」


    「はい」


    　森の小路を北へむけて疾走する。街道の状況がどうなっているかはわからないが、ともかく服を手に入れて町民に変装したなら、つつがなく故郷への道を歩めるはずだ……。


    



    　昼すぎにノースランド街道へ出た。


    　幅十メートルほどの街路は、いつもよりも少しばかり交通量が多かった。ロバの牽ひく荷車や四頭立ての乗合馬車、徒歩の商人や流れ者、護衛の傭よう兵へいを周辺に散らした商人の隊列に紛れて、歌を歌いながら進軍するテラノーラ慈善同盟軍の歩兵隊もあった。


    　薄汚れた青い軍服を身につけた兵士たちの表情は、一様に明るかった。快活な声で話し合いながら、先頭の合唱班の音痴を揶や揄ゆしたりしつつ、元気な足取りで東方、北アケロン大橋へ行軍していく。


    　ルカは現在、ロマンヴィル騎士団の軍服を身につけている。友軍だから彼らも訝いぶかしむことなく、ただ騎乗しているベオウルフへ好奇の目をむけてくる。悪目立ちするといけないからルカは最寄りの駅舎「ファルナガル駅」へ寄って、軍付き商人を見つけ出し、ベオウルフを売る交渉に入った。提示された金額が安かったので、別の商人を見つけて張り合わせたところ最初に提示された金額の五倍で売れた。


    「何度もありがとな。また会えたらいいな」


    　別れ際、ここまで一緒に敵中突破してきたベオウルフの頬ほおをなでながら、ルカはそう言葉をかけた。一晩ですっかりルカになついたベオウルフは、人間の言葉がわかるはずもないのに、名残惜しそうにぺろりとルカの手を舐なめた。


    　まわりにひとがいるため、庶民の言葉でファニアに話しかける。


    「けっこうな値段で売れたよ。これなら馬車買ってもお釣りがくる。まずは食事にしよう。あと情報収集！」


    「食事の前に、服を……。あと、杖つえも」


    「あ、忘れてた！　いい店、あるといいけど……」


    　ルカはファニアに肩を貸して駅舎前の広場に佇たたずみ、周辺の町並みを見渡して、衣類を商っていそうな店がないか探してみる。こうした大きな街道沿いでは、馬を替えるための駅舎が三十キロメートル間隔で配置され、駅舎を中心に町が形成される。ここファルナガル駅周辺も小さな宿場町になっていて、旅に必要なものはひととおりそろえることができた。


    　一時間後。


    　ルカは木綿のズボンと古着のチュニックを着込んで農民に化け、ファニアも葡ぶ萄どう摘みが着る粗末な青い作業服を着込んで頭にはスカーフを巻き、駅舎近くの食堂で久しぶりのまともな食事を味わっていた。椅い子すには、買ったばかりの杖も立てかけている。


    「口に合わないかな、とか思ってたけど、そんなことないっすね」


    　あまりかしこまった口調だと怪しまれるため、ルカは不敬にならない程度に普通の言葉でファニアに話しかける。


    　その向かい側で、仮の妹として砕けた語調で会話しながら、ファニアは運ばれてくる田舎いなか料理を普通に楽しんで食べる。


    「空腹こそ最高のソース、って本当ですね」


    　感心したようにそんなことを言って、ファニアは再び料理に立ち向かう。


    　豚肉のステーキ、鶏肉の香草焼き、炙ったクルミ、チーズ各種に魚のフライ、野菜スープ、小麦パン、麦粉を凝乳で練ったお菓子……。出されたものをきれいにたいらげ、食後の紅茶をいただきながら、ファニアはしみじみと感想をこぼす。


    「わたしの人生最高の食事でした」


    「そこまでっすか」


    「空腹の経験がないですから……。それに食事はいつも大勢に見物されながらですし……。誰かに見られないで食べられるって幸せね」


    　ファニアの話では、王侯の食事風景は見せ物そのものなのだそうだ。食堂の造りは円形劇場と全く同じで、客席には数百名の貴族諸侯が鎮座して、舞台上で食事する王侯の様子を見物しているのだという。


    「アホみたいですね。ていうかアホだ」


    「そう言わないで。中世からつづくしきたりですから」


    　ファニアは気分を変えるように空を見上げる。


    　雲ひとつなく晴れ渡った四月の空。兵士たちの合唱が彼方かなたからやってきて、目の前を通り過ぎ、道の彼方へ去っていく。


    　涼しい声で鳴きながら、空の高みを泳ぎ抜けていく鳥の群れを見上げ、ぽつり、と王女は独り言を漏らした。


    「みんないいですね。自由で」


    　ルカも食事を終えて、紅茶を口に運びながら、かりそめの妹へ話しかけるように調子を合わせる。


    「自由だけど、貧乏ですよ。労役も課せられるし、戦争にも駆り出される。そんないいことばっかじゃないです」


    「お金持ちで身分が高くても、言いたいことも言えない、行きたいところに行けない、四六時中みんなに見張られてる。どちらが幸せなのでしょう」


    「辛つらいなら、逃げればいい」


    「……そんな無責任なこと、できません」


    　ファニアは街道を行き過ぎるひとびとへ目を送った。さて、とルカは椅い子すから腰を上げて出発を促す。


    「あんまりのんびりもできません。この様子だと戦いはつづいてます。橋が通れるといいけど。馬車借りてカルナタカへ行きましょう。夜更けにはむこうに着くはず」


    「……はい」


    　それからふたり連れだって、馬車を借りに駅舎へむかった。右手に杖つえをついて、ファニアはたどたどしく歩く。あいにく、テラノーラ軍の進軍のためにすべての馬車が調達されたらしく、残っているのは痩やせた馬一頭だけだった。


    「作業着だし、わたしが手た綱づなを握りましょう。あなたは休んでいてください」


    「え、そうですか？　ではお任せします」


    　借りた馬の鞍くらにまたがって、ファニアは自ら手綱を握った。作業着の下はズボンなので、女性でも鞍にまたがるのは不作法ではない。ルカは荷物を鞍にくくりつけて、鞍あん上じようのファニアを見上げる。


    「え──っと、どうやって乗りましょう」


    「わたしのうしろにどうぞ」


    「じゃ、せっかくなんで」


    　ルカは了承を得て、進行方向の反対をむいて、ファニアと背中合わせにまたがった。


    「出発します」


    　ファニアが手綱を叩き、痩せ馬はゆっくりと歩き出す。


    　五分後。


    　ルカはファニアの肩口を自分の枕にして、天を仰あおぎ、幸せそうにイビキをかいていた。


    「どうしていつも、そんなにすぐ寝られるの!?」


    　ファニアは思わず問いただすが、ルカは幸せそうに口をあけて眠っている。けれど考えてみると無理もない。彼は聖都カルロビバリを脱出してずっと、ほとんど不眠不休で働いている。眠ったのは洞どう窟くつの一時間半くらい、あとはずっと命懸けの戦闘と移動に身をやつしてきた。


    　ルカの体重を背中に感じて、ファニアは少しだけ口元を緩め、そのまま寝かせてあげることにした。


    　時刻は午後二時過ぎ。


    　春の陽光が大街道を白く輝かせていた。同じ方向を目指す商人の隊列、歩兵隊、積み荷でいっぱいの荷馬車、大砲を牽ひく牽けん引いん用機械兵、さまざまのひとびとが一様に砂すな埃ぼこりをかぶって、にぎやかな軍楽の調べとともに東を目指して行進していく。


    「自由、か……」


    　ぽつりと漏らして、ゆっくりと白い道を歩んでいく。


    　そしてふと、こんなことを思う。


    　──このまま反対方向をむいて、ガルメンディア王国と全然違う方向に歩いていったら……。


    　背中合わせのルカを振り向く。


    　──ただの偽装ではなく、本当に兄妹ということにして、気の向くままの旅に出たら……。


    　きっと楽しいだろうな、と思う。


    　けれどそれは夢だ。ひとときの戯たわむれ、無責任な夢想にすぎない。


    　これまで背負ってきたものと、これから背負わなければならないもの。それらの重みをファニアは誰よりも理解している。


    　ガルメンディア王国は斜陽の王国だ。


    　七次にも及ぶテラノーラ戦役により国庫は底をつきはじめ、飢えた国民は王政への不満を抱きはじめている。今回の戦役が失敗に終わったことで、状況はさらに悪化するだろう。高まりはじめた人権意識とあいまって、地方における暴動はますます燃え広がっていく。


    　あの洞どう窟くつでルカに語ったように、時代の変わり目なのだ。


    　社会が進歩するに従い、権力は王から民へ委い譲じようされていくだろう。その過渡期にファニアは女王として戴たい冠かんすることになる。


    　絶対王政にしがみつくことは、時代の潮流に逆らう。しかし一部の扇動者が主導している、暴力による権力の奪取──「革命」だけは決して許してはならない。暴力による権力掌握には必ず恐怖政治がつづく。疑心暗鬼となった新権力者同士の内部抗争は、断頭台に休むことなく血を吸わせつづけるだろう。


    　権力は、自然なときの流れのなかで、緩やかに移行させるべきだ。


    　王と民、両極端にある両者はゆっくりと歩み寄り、融けあっていかねばならない。意見の異なる相手へいきなり銃口をむけたなら、その先は地獄だ。


    　──権力移譲の端緒を、わたしであればつけられる。だから。


    　ファニアは顔を上げて、街道の向こうを見据すえる。


    　──逃げない。


    　いま歩んでいるのは王国の未来へとつづく道。


    　行く先に待ち受けるのは希望なのか絶望なのかはわからない。けれど。


    　──王道を行こう。


    　この道の反対側へ駆けだすような真ま似ねは絶対にしない。ただ胸を張り、王としての道を歩むのみ。


    「あーよく寝た。おかげさまですっかり元気っす。手た綱づな代わりましょう」


    　午後四時ごろ、次の駅舎に着くと、ルカはそう言って馬の鞍くらの前に座った。


    「はい。ではお願いします」


    　ファニアはさっきルカがやったのを真似て、彼と背中合わせに、進行方向の逆をむいて座る。


    「うし、出発！」


    　ルカが手綱を叩いて、新しい馬は並足でのんびりと歩きはじめた。


    「おれの背中、ベッドなんでご自由に」


    「ではお言葉に甘えて」


    　ファニアはルカの背中に上体を預け、彼の肩口を枕にして空を見上げた。天頂を行き過ぎた太陽は、もう斜めになりつつあった。相変わらず雑多なひとや兵列や荷馬車が、ふたりの馬の傍かたわらを流れすぎてゆく。


    　ここまで、駅舎や道行くものたちの話に耳をそばだてて、ふたりともおおまかな戦況は把握していた。


    　現在、聖都カルロビバリを撤退したガルメンディア王国軍は、北アケロン大橋を渡った対岸、橋の東詰に布陣して、戦力の再集結を図っている。対してテラノーラ慈善同盟軍は橋の西詰に布陣して、後方からの補充兵の到着を待っているところ。いま街道を行き来している兵は、逃げる王国軍を追って、そのまま王国領へ侵攻するための兵だ。


    　──そうなれば、田畑が荒らされる。


    　──秋が凶作になれば、暴動は止められない……。


    　莫ばく大だいな賠償金を目当てに、ファニアを総司令官として必勝を期した第七次テラノーラ戦役は、どうやら完全な敗北で終わりそうだ。講和の際は逆に賠償金が課せられ、王国の国庫は空っぽになる。さらに侵入した敵軍の略奪と徴発により、秋の収穫は大きな打撃を受けるだろう。ただでさえ貧窮にあえぐ民へ、さらなる負担がのしかかる。冬になれば数十万人規模の餓死者を覚悟せねばなるまい。


    　──わたしのせいだ……。


    　自責がやまない。とても眠れる気がしない。暮れていく空の色を見上げながら、ファニアは今後を憂うれう。


    　──ともかく、わたしが生きて還かえらなければ。


    　総司令官が行方ゆくえ不明のままでは講和会談も行えまい。対岸に布陣したイシドロ伯爵はおそらくわたしの帰りを待っている。いまはなんとかして橋を渡る手段を考えよう。戦役失敗の責任を負うのはそのあとだ。


    「もしかして起きてます？」


    　午後五時過ぎ。夕暮れに染まりつつある空の高みをぼんやり見上げていると、手た綱づなを握ったルカが話しかけてきた。


    「はい。ずっと起きてました」


    「眠くないんすか？　ずっと寝てないはずですけど」


    「眠れなくて」


    　そう答えると、ルカはしばらく黙って手綱を握り、それから、前をむいたまま言った。


    「別に、殿下のせいじゃないでしょ」


    「……………………」


    「戦役に負けたのは、ただ運が悪かった。それだけです。もともと、殿下はお飾りの司令官だし。実質的に軍を動かしてたブールセ参謀長が死んじまったのが、負けた原因です」


    　ファニアは黙ってその言葉を受け取った。ルカは話をつづける。


    「参謀長だけじゃない。戦闘開始と同時に司令部が壊滅するなんて、誰が指揮執ったって勝てるわけないっす。イシドロの撤退は早すぎるとは思うけど……まあ現場にいない人間の言い分ですね」


    「……………………」


    「だから、負けた結果を殿下が全部、背負い込む必要なんてありません」


    　ルカはきっぱりそう言い切った。


    　ファニアは言葉を受け取り、黙って空を仰あおいだ。このひとにはわたしの考えていることが全部わかるのかな。頭のいいひとだから。


    　どこまでも蒼あおく澄んだ空を、白い鳥が飛んでいた。


    　──優しいひと。


    　ぽつりと、そう思った。


    　ルカの外見は恐ろしい放免囚かもしれない。出自はスラムで、ろくな教育も受けず、家も家族もなく、戦場では幾多のひとを殺あやめたかもしれない。けれどその心の底には、王侯貴族の誰も持ちえない、とても清くて尊いものが横たわっている。


    　ルカの思いやりが心の深いところに触れて、響き合う心から生まれた名の知れぬ感情が、ぽろりとファニアの頬ほおからこぼれた。彼に悟られないように、指先でそれをぬぐった。


    　吹き抜ける風のなかに干し草が青く香っていた。流れゆく雲のむこう、深い藍色に薄桃色が差しはじめている。高く飛ぶ鳥の群れが、西の空の焼けただれた赤に埋もれていく。


    「背負うよ、全部」


    　彼の肩口を枕にしたまま、素直な思いを言葉にした。ルカは黙って馬を進める。


    「わたしは王族だから。全部背負うためにここにいるの」


    　ルカはなにも答えない。ただ互いを支え合う背中越しに、彼の内面に煮えたぎる感情が伝ってくる。


    　こらえかねたように、荒い言葉がルカの口から吐き出される。


    「どんなにがんばって生きて還かえっても、きみは糾きゆう弾だんされる。宮廷からも、民からも」


    「……………………」


    「行こうが戻ろうが、不幸しかないじゃないですか。なんでそんなのバカ正直に背負わないといけないんです？　そんなの投げ出したって、別に……」


    　言葉尻がしぼんで消えた。内面に渦巻く思いを、うまく言葉に置き換えられなかったのだろう。ファニアはわずかに微ほほ笑えんで、こつん、と彼の頭に自分の頭を当てた。


    「お兄ちゃんは優しいね」


    　茶化すようにそう言うと、ルカがムッとしたのがわかった。


    「真ま面じ目めに言ってんですけど」


    「……わかってる」


    　ファニアは目を閉じた。夕暮れの風が心地よく頬ほおをなでていく。


    「眠れそうな気がしてきた」


    「…………そりゃ、良かった」


    「……お休み、お兄ちゃん」


    　わざと甘えるような声音で告げて、ファニアは眠りのなかへ落ちていった。


    



    　午後七時半、ルカとファニアの馬は目的地、国境の町カルナタカへ到着した。


    　町のなかは案の定、テラノーラ軍の兵たちと荷馬車、軍付き商人や呼び売り商人、戦利品のおこぼれにあずかろうと軍についてきた流民でごった返していた。にわかに湧いた戦時景気に、町は常になくにぎやかだ。


    　ルカの顔見知りの女将おかみが営む宿屋は、本通りの裏手の目立たない場所にあった。石灰壁がひび割れて、木の梁はりもところどころ腐食した、古びた宿だった。


    「おやまあ、ルカ！　今度はどうしたい、あらまあ、なんだいこの子は!?　もしかしてあんた、こんな美人の奥さんもらったのかい!?」


    　太った中年のおかみは心底びっくりした様子でルカとファニアを迎える。


    「妹だよ妹。そういうことにしといてくれ」


    　ルカも慣れた様子でおかみに返事する。おかみはしげしげとファニアを見やり、


    「訳ありかい。まあいいさ、あんたいっつも訳ありだから。部屋はひとつ空いてるよ、厨房も好きに使いな、たまにしか来ないんだからゆっくりしていきなよ」


    　ルカは礼を言って、ファニアとふたり、二階の客室に入った。幸いなことに、粗末なベッドがふたつある。


    「あとはミズキたちが来るの待ちましょう。うまく逃げてるといいけど。あいつらが来てくれたら打てる手も増えますし」


    　荷物を置いて、ファニアは頷く。


    「殿下は休んでてください。わたしはちょっと、町に偵察に行ってきます」


    「わたしも行きます」


    「その足じゃ無理です。お任せください」


    　馬は駅舎にもう返したから、自分で歩くしかない。無理をすると悪くなるだけだから、とルカに説かれて、ファニアは諦あきらめた。


    　ルカは宿をあとにしてカルナタカの酒場に赴おもむいた。町の情報を手っ取り早く仕入れるには、やはり酒場が一番だ。兵や商人や町の住人、商売女でごった返す店内をエール片手にひととおり歩き抜け、下士官らしい兵士の傍かたわらでそれとなく耳を傾けて、ルカはおおまかな現状を掴つかんだ。


    　アケロン河の東岸に布陣するガルメンディア王国軍はおよそ三千。野戦砲七～八門、機械兵二機、騎兵五十騎ほど。敗残兵の寄せ集めであり、士気は低い。


    　対して西岸に布陣するテラノーラ慈善同盟軍は、現在の兵力がおよそ三千五百。野戦砲十五門、機械兵五機、騎兵三十騎。


    　対たい峙じする両軍の戦力はほぼ互角だが、テラノーラ軍は聖都奪還の勢いに乗っており、これから補充兵たちが続々とノースランド街道から送り込まれてくる。ガルメンディア王国に侵攻して略奪することを目的に、西方から流れてきた複数の有力な傭よう兵へい隊がテラノーラ軍に合流しつつあり、二日もすればテラノーラ軍は一万を超える大軍となるだろう。


    　それだけ聞いてから、ルカは酒場を出て北アケロン大橋のたもとへむかった。


    　星空の下、煌こう々こうと焚たかれた篝かがり火びが、砲門を対岸へむける野戦砲群を照らし出していた。砲口は対岸のガルメンディア砲台へむけられており、橋にはむけられていない。


    　──橋を壊したくないわな。


    　テラノーラ軍の目的はガルメンディア王国への侵攻だ。現在こちらへむかっている補充部隊と合流したなら、一斉に渡河作戦を開始して数に劣る王国軍を蹴け散らすだろう。その際、橋を壊したら後続する予備兵を送りこむのに支障を来す。テラノーラ軍としては、橋を維持しつつ、橋きよう梁りよう上からの攻撃を防ぐ備えをしておけばいい。


    　橋の西詰にはバリケードが設置され、セカンドランク『力天使ヴアーチユー級』トロイア型機械兵二機が暖機していた。二機の周囲には随伴歩兵五百。いずれもカスコート銃で武装している。


    　──王国軍が橋を突撃すれば、カスコート銃の斉射で狙い撃ちにされる。


    　──盾たてを持った機械兵を前面に出して、弾除けにして突っ込ませるしかないけど……。


    　しかし橋の出口にはトロイア型が待ち構え、簡単に通してはくれない。王国軍の機械兵二機とは、近衛このえ連隊のサードランク『権天使プリンシパリテイーズ級』イロール型機械兵だろうが、重量級のトロイア型にはエンジンパワーで太た刀ち打ちできない。トロイア型を突破できずに手間取る間に、橋の上の兵員は狙い撃ちにされて全滅を余儀なくされる。


    　──王国軍は八方ふさがりだな。


    　現状、時間が経てば経つほど王国は不利になるわけだが、それでも手出しができないでいるということは、指揮官が優柔不断かやる気がないか、もしくは愚か者かのいずれかだ。


    　──イシドロじゃ無理だよな。


    　たぶんいまごろ、どうやって敗戦の責任を回避するか、宮廷への根回しに躍やつ起きになっているのではなかろうか。あいつを当てにしても仕方ない。なんとか自力で、王女を王国へ帰すすべを考えなければ。


    　橋を渡って帰れればそれが一番いい。でもどう見ても一般人がここを通るのは無理だ。


    　ならば夜陰に紛れ、アケロン河を徒歩で渡るしか手はなさそうだが。


    　ルカは堤防の上をちんたら歩いて、徒と渉しよう点てん──歩いて渡河できる地点──を探してみる。しかしアケロン河流域の河床はすでに研究し尽くされており、それらしき場所にはすでに両岸とも兵団と野戦砲が配置され、砲門を互いにむけていた。


    　──こっちも無理……か。


    　ルカはため息をついてきびすを返す。なにか役に立ちそうな情報はないかと、カルナタカの本通りへ戻って雑踏へ目を走らせていたとき。


    「うわ」


    　酔ったテラノーラ兵たちがバカ騒ぎしている一角で、いやなものが目に入ってしまった。


    　大通りのむこうから、ロマンヴィル騎士団の軍服を着た兵団が歌いながらやってくる。飲み騒ぐ歩兵の中心でひときわ高く屹きつ立りつし、左手に盾たて、右手に長剣を持って、地響きとともに歩んでいるのはファニア専用機ヴェガ型機械兵だった。


    　見間違えるはずもなく、ルカたちが聖都を脱出するときに乗っていた機体だ。どうやら森で青ひげ隊に鹵ろ獲かくされてしまったらしい。近衛このえ兵にとっては王女専用機を鹵獲されるなんてこのうえなく恥なうえに、ヴェガ型に乗っかった騎士団員が得意げに振り回しているのは王女付き近衛連隊の連隊旗だった。


    　恥の上塗りだ。連隊旗を奪われることは所属する兵にとって最大級の恥辱である。ルカの目の前での大騒ぎは、ガルメンディア王国王女付き近衛連隊に対するこれ以上ない侮ぶ辱じよくだった。


    　兵たちの兵装は、森でルカたちを追ってきた青ひげ連隊のものだ。ヴェガの肩や腕や頭頂部に我が物顔で座り、連隊旗を振り回して、ファニアを侮辱する歌を合唱して大いに盛り上がっている。周囲の町人や商人も面白そうに、見せ物となったヴェガと近衛連隊旗を指さしながら勝手な憶測をしゃべり散らしている。


    「王女はいまだ行方ゆくえ知れずだとさ」「国に帰る気もないかもよ。帰ったら敗戦の責任全部取らなきゃいけねえからな」「ガルメンディア王家も地に落ちたもんだ。王女は才さい媛えんってもっぱら評判だったが、ふたをあけてみればただの子どもだったな」「案外、もう青ひげに飼われてるかもよ。国民にリンチされるよりそっちのがマシだろう」


    　下品な笑い声を耳にして、ルカのはらわたは煮えくりかえる。ヴェガと近衛このえ連隊旗を睨にらみつけて、きびすを返した。


    　──青ひげの部隊は、おれの顔を知っている。この町に長居はできない。


    　顔の入れ墨という特徴は、こういうとき不利だ。人相書きなど出回ればルカの行動は著しく制限される。早いとこミズキたちと合流して、この町を離れるべきだが……。


    　ひととおり偵察を終えて現状を把握し、ルカは宿の自室に戻った。


    　ファニアは作業着のままで、ベッドに横になって眠っていた。


    　ルカは隣のベッドに腰を下ろして、眠るファニアを見やった。いつもの張り詰めたものが剥はげ落ち、無む垢くであどけない少女の寝顔。


    　──普通、だよな……。


    　衣装や威厳やいつもの言葉遣いを剥ぎ取って見たなら、ファニアは普通の十七歳の少女にすぎない。こんなどこにでもいる女の子が、命懸けで帰国したなら第七次テラノーラ戦役の失敗という重い責任を背負わされる。


    　今度の敗戦により、王国は滅ほろびの道を歩みはじめるだろう。


    　そうルカはにらんでいる。ただでさえ飢えに苦しんでいる農村から若い働き手と収穫物を徴発し、さらに重い税金を課してまではじめた今戦役は、斜陽の王国にとって生きるか死ぬかの賭だった。結果、その賭に敗れた。支払わされる賠償金と略奪の影響で、冬が来たなら餓死者が続出し、暴動に歯止めは利かなくなる。市民たちが蜂ほう起きしたなら、破れ衰えた王国軍に対抗するすべはない。


    　──王家が終わる。


    　恐らく数年内に、ガルメンディア王家は滅びるだろう。そして第七次テラノーラ戦役総司令官ファニアは民衆によって糾きゆう弾だんされ、最悪の場合──断頭台に送られる。


    「そんなことさせねえぞ、ちくしょう」


    　ルカは握り拳こぶしを固める。この先、川を渡る手段が見つかったとしても、ファニアを待ち受けるのは滅びゆく王国と運命を共にする道だ。不幸になることがわかっていて、それでもおれは王女を国に帰すためにがんばらなきゃいけないのか。


    　ファニアは逃げるべきだと思う。それが彼女が幸せになれる唯一の道だと思う。けれど王女はきっぱりとそれを断ってしまった。


    『わたしは王族だから。全部背負うためにここにいるの』


    　背中合わせの鞍あん上じようで、ファニアが告げた言葉がルカの耳に残響する。


    　胸が切り刻まれて、痛い。見えない血が足下にたまってしまいそうなほど痛くて苦しい。


    　いつのまに自分がこんな気持ちになってしまったのか、よくわからない。けれどいまのルカには、ファニアが不幸になることが耐えられない。


    　せめてなんとか、荷物の重みを減らすことはできないだろうか。


    　いやいっそのこと、荷物そのものをなくす手段はないだろうか。


    　帰国したファニアが笑顔で生きていける道は、ないのだろうか。


    　そんな都合の良い道、あるわけがない。


    　けれどでも納得いかない。現状を受け入れられない。もっと良い未来があると信じたい。


    　だから。


    　──考えろ。


    　ルカは自分を叱しつ咤たする。


    　──諦あきらめるな。考えて考えて考え抜け。


    　どんなに絶望的な状況だって、諦めずに、冷静に、全体を俯ふ瞰かんして細部をよく観察したなら、どこかに必ず光明がある。完全な闇なんてない。必ずどこかに突破口があるはずなんだ。


    　さっき見てきた敵軍の布陣と味方の布陣。橋の状況。鹵ろ獲かくされたヴェガと近衛このえ連隊旗。こちらの持つ武器。こちらのいる位置。ルカは思考のなかで国境の町カルナタカを鳥ちよう瞰かんし、つけ込む隙がどこにあるか探し求める。どの要素をどう組み合わせたなら現状をひっくり返すことができるのか、脳が軋きしむほど考えて考えて考え抜く。


    　ベッドに腰掛け、胸の前で腕組みし、虚こ空くうを睨にらみ据すえて、想定できるさまざまな状況に諸要素を放り込んで演えん繹えきする。


    　二時間以上、飽くことなく思考内での演習を繰り返した、そのとき──。


    　すべての因子を結び合わせる、か細い思考の糸が通った。


    　どっちをむいても絶望しかないこの状況を、ただの一撃でひっくり返す渾こん身しんの一手。


    　ルカの真紅の瞳が爛らんと光る。口の端が吊つり上がる。胸の奥から、燃え上がるような感情の塊が突き上げてくる。


    　──成功すれば、ファニアを救える。


    　しかし実行に移すには、待ち人が来てくれなければならない。


    　ルカは待つ。信じて待つ。窓の外を通り過ぎるバカ騒ぎの声を聞きながら、じぃっと腕組みし、思索の細部を固めながら、仲間を待つ。


    　待ち人が客室のドアをあけてルカの胸に飛び込んできたのは、午前二時を少し回ったところだった。


    「会いたかったぜ相棒─────っ!!」


    　農夫の格好をしたミズキはほとんど泣きながら、思考のなかでの演習をつづけていたルカにダイブしてきた。


    「ぐふっ」


    　いきなり現実に引き戻されてうめく。ミズキはルカに両手で抱きつき、再会の喜びを半泣きと頬ほおずりと泣き言で表現する。


    「騎兵に無視されて！　歩兵が来たら終わりだから、アカイア捨てて、アステルと一緒にベオウルフに乗って！　必死に逃げてきたんだけど、あのバカ女、ほんっと使えなくてさ!!　すんげー使えねーくせに偉そうなんだ!!　ず───っと動かなかったくせに、さっきやっと動き出したと思ったら、ず───っと、ず───っと、パンばっか食ってんだよ!!　なんだよあいつ、なんでおれあんなのの世話焼かなきゃなんねーんだよ!!」


    　ミズキが泣きながら指さす先で、庶民の服に身を包んだアステルがコッペパンを食べながら部屋に入ってきた。


    「おー、野蛮人生きてた？　なんかパン以外の食べ物ない？」


    　胸の前に抱えた紙袋にはパンやドーナツが詰まっていた。むしゃむしゃそれを口に運びながら、アステルは隣のベッドで目をこすりながら起き上がったファニアに目をむけて、即座にかわいらしい笑顔を作る。


    「姫さま、ご無事でしたかー！　パン食べます？」


    「よく戻ったミズキ、アステル。真ま面じ目めな話がある、真面目に聞け」


    「えー。疲れたから眠いんだけどー」


    　パンを食いちぎりながらお気楽なことをのたまうアステルにイライラしつつも、ルカはかろうじて感情を制御し諭す。


    「国に帰ったらいくらでも寝られるから働け。頼む。お前が頼りだ」


    　こいつは愚かだが、一分間は無敵、というふざけた特性がある。


    　それにミズキという天才操縦士、それからファニアのカリスマ。


    　これらを最大限に効力を発揮するよう組み合わせたなら──状況が動く。


    　ルカはミズキとアステル、それからファニアにこの状況をひっくり返すための一手を話して聞かせた。


    　すべて聞き終えて、アステルは鼻を鳴らす。


    「それさあ、失敗して死ぬ確率のが高くない？」


    「かもな。だが成功すれば見返りは大きい」


    「……………………」


    「勝算は三つ。ひとつ、おれたちはいま、敵陣のまっただなかにいる。ふたつ、敵はまさか攻撃されるとは思っていない。みっつ。こっちには殿下とミズキとお前がいる。以上。まさに天てん佑ゆうってやつだ。これを利用しない手はない」


    「……………………」


    「お前が頼みだ、アステル。おれがうまく使ってやるから、お前の力で世界を変えちまえ」


    　ルカの認識では、アステルは高性能な榴りゆう弾だんだ。


    　こちらの任意の地点に送り込み、爆発させれば半径五十メートル以内を制圧できる。ただし爆弾と異なり、使用後、必ず回収せねばならない──それをやらねばアステルは敵の手に渡ってしまう──つまり制圧した地点へ戦力を送り込み、動けないアステルを確保しなくてはならない。ともあれ、重要な局面に投入したなら戦局そのものを決定付けられる、非常に有効な兵器だ。


    　アステルは気に入らなさそうにルカを見つめて、それから自分の手の甲に目を落とした。


    『２５４９』


    　そんな数字が、アステルの手の甲に蒼あおく浮き上がっていた。ルカには意味がわからない。けれどアステルはしばらく黙ってその数字を見つめ、顔を上げた。


    「ま、いいけどさ。でもちゃんとあたしを回収しなさいよ、放って逃げないでね」


    　ルカは鷹おう揚ようにうなずいて、ファニアに確認する。


    「殿下も、異存ありませんね？」


    　ファニアはしばらくうつむいて黙考してから、顔を上げた。


    「あなたたちの命を、危険にさらします」


    　ルカは笑って、肩をすくめる。


    「このままなにもしないほうが危ないんで。ここにいる全員とっくにお尋ね者です」


    　おどけながらそう告げると、ファニアは目を落としてうなずいた。傍かたわらで、聞かれてもいないのにミズキは了承する。
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    「おれ、やるよ!!　おもしれーし!!」


    　全員の賛同を得て、ルカは語調を改める。


    「時間が経つほど敵は増えていく。明日の朝に決行しよう。ミズキ、軍服に着替えて商人のとこで擲てき弾だんと火薬買ってこようぜ。いろいろ仕込みが必要になる」


    　ファニアとアステルを部屋に残し、ルカはミズキを誘って腰を上げた。


    　軍隊の後方にはたいてい軍付き商人の宿営地があり、市場がひらかれ、兵士たちは自分の給金から必要な弾薬や弾丸、糧食を購入するのが常だった。戦闘必需品はもちろん、馬具、食料、香辛料、服飾品から商売女まで、品ぞろえは豊富すぎるほど豊富だ。


    　昨夜奪ったロマンヴィル騎士団の軍服を着込み、ルカとミズキは作戦に必要なものを市場でひととおり買い込んだ。ミズキも道中、ベオウルフを商人に売ったらしく資金は潤沢だった。


    　宿に戻って手作業で、必要なものを自作した。不思議に眠気はなく、四人で作戦の詳細を煮詰め、不測の事態が起きたときの決めごとを作り、その間ずっと、アステルはルカが買い込んだ干し肉や干し魚や蒸し野菜や焼き芋を食べていた。


    「いつまで食ってんだよ!?」「うっさい、食べなきゃ働けないの！」「すげーよこいつ動き出してからずっと食いっぱなしだよ!!」


    　ののしりあっているとき、ふと、ルカの目の端を妙なものがよぎった。


    「……ん？」


    　窓の外、転落防止の柵の上に、白いフクロウが留まってじぃっとこちらを覗のぞき込んでいた。


    「……フクロウ？」


    　ルカとフクロウの目が合った。白いフクロウはぱちくりと目をしばたたいて、翼をひろげ、夜の闇へ消えていった。


    「どしたルカ？」


    「ん？　いや、なんでもない」


    　気を取り直し、ルカは作戦会議に戻った。なんだか妙に熱心にこの部屋を覗き込んでいた気がするが……まあ気のせいだろう。


    　東の空に薄紅が差しはじめたころ、四人は戦いの準備を終えて、それぞれ必要な服に着替えた。


    　ルカとミズキはロマンヴィル騎士団の軍服。アステルはプラグスーツの上から庶民の服を羽織って、ファニアは軍付き商人の市場で手に入れたシャツに白タイツ、軍靴を合わせ、背はい嚢のうのなかに、市場で買った擲弾を全部とルカにもらったガルメンディア王国軍近衛このえ兵の上着を入れて、腰には青ひげから盗んだ拳銃を差した。拳銃の弾丸も市場で調達している。


    「うし。明るくなりきらないうちに行こうぜ」


    　四人は顔を見合わせてうなずき、腰を上げた。そしてそろって宿を出て、まだ暗い道を歩きはじめる。


    　──さて、勝負だ。


    　ルカは顔を上げる。道の先、のっそり突き出た影が篝かがり火びを浴びている。


    　影はヴェガだ。北アケロン大橋の西詰に移動して、周囲を三百名近い随伴歩兵に守られ、王女付き近衛このえ連隊旗を背中の旗差しに突っ込んでいる。朝日が昇ったら、ガルメンディア王国軍に見える位置まで移動して、王女を嘲ちよう笑しようする歌でも歌うつもりだろう。


    　──調子こいてろよ、間抜けども。


    　ルカは口の端を釣り上げる。お前たちのそのおごりが致命傷となる。


    　──全部ぶっ壊してやる。


    　凄絶な戦士の笑みが、篝火に照らし出される。空の星が消えていく。もうすぐ夜明けだ。


    「わかってるな、動き出すのはヴェガの暖機が終わってからだぞ。それまでは一般人のフリしとくんだ」


    　最終確認すると、アステルは干し肉を食いちぎりながらうなずいた。


    



    　†††


    



    　太陽が水平線を離れ、まっさらな曙しよ光こうがカルナタカの町をつんざき、アケロン河西岸に沿って展開する三千八百の軍勢を照らし出した。


    　テラノーラ兵団は全部で八つに分かたれ、そのうち三兵団、およそ歩兵千三百が北アケロン大橋のたもとを固めている。


    　機械兵は昨夜からいたトロイア型二機に加え、新たにヴェガ型が加わっていた。トロイア型には随伴歩兵五百、ヴェガ型には三百。ヴェガ型を守っているのは青ひげ率いる歩兵隊だ。兵へい站たんの都合により出発が遅れた後続七百の歩兵は、明日カルナタカに到着する予定。


    　青ひげ侯爵ことヒル・グレイ侯爵は朝日に照らし出される橋と対岸を、奥まった瞳でじぃっと眺めていた。


    　相変わらず外がい套とうも上衣もズボンも黒ずくめ。あだ名のもととなった青ひげを風になびかせながら、頭のなかはいまだファニアでいっぱいだった。


    　実見した王女の美は、想像した以上のものだった。彼女の前にひれ伏しただけで、まとわりついた罪が消滅していくのを感じた。しかしまだ彼女から、許しの言葉はもらっていない。


    　──早く許されなければ。


    　──すべての罪を許されたのち、あの絶対美とわたしは永遠に結ばれるのだ。


    　早くその日が来てほしい。そのためにも。


    　──王女を見つけ出さねば。


    　ナルシスの騎兵隊を出し抜いたのち、おそらくはノースランド街道を通って北アケロン大橋を目指したはず。街道沿いの宿場町にいるか、もしくはもうここカルナタカの町に入って、渡河の機会をうかがっているか。


    　片膝ひざを地につけた状態のヴェガに火が入った。


    　暖機がはじまる。いまごろ機内に入った操縦士三名が計器をチェックしているだろう。それが終わったらヴェガは立ち上がり、随伴歩兵三百五十とともに堤防に上がって、敵に見えるように王女付き近衛このえ連隊旗を振り、宮廷音楽家が作詞作曲した「あばずれ王女ファニアの歌」を合唱する予定。王女専用機も連隊旗も奪われたうえに王女まで公然と侮ぶ辱じよくされ、王国軍はますますみじめな気持ちになって士気を落とすことになる。


    　──くだらぬ所業だ。


    　下げ賤せんのもののやりそうなことだ。だが友軍として参加した以上、司令官の意向に従うしかない。早く王女を見つけ出し、あとのことは部下に任せて、さっさと国に帰りたいが。


    　すると、そのとき。


    「…………？」


    　ヴェガの周辺を囲んだ随伴歩兵の間にざわめきが漏れた。


    　ひとり──。


    　粗末なイブニングドレスすがたの少女が、しずしずとヴェガへ歩み寄っていく。


    　顔はスカーフに覆われて見えない。


    　だが兵列のざわめきが、だんだん大きくなる。


    「あいつ……あれじゃないか」「あのバケモノ？」「いや、まさか、そんな……」


    　青ひげも目を凝こらす。ただならぬ予感がこめかみをなでる。先日の森の戦闘において、四十人もの衛兵をたったひとりで蹴け散らしたという怪物。


    　怪物は、ファニアにも劣らない、この世ならざる美しい少女のすがたをしていたという。


    「おい、止まれ!!　貴様、顔を見せろ!!」


    　ヴェガ随伴歩兵隊長が、接近する少女の前に立ちはだかって銃剣を突きつけた。


    　少女は足を止め、口元へ笑みをたたえて、スカーフを手で払う。


    「バケモノってもしかしてあたしのこと？」


    　鮮やかな金の髪が曙しよ光こうにさらされ、戦場に不釣り合いなほど清澄な光の粒子を撒まいた。生まれたての翡ひ翠すいみたいな瞳から、勝ち気さと傲ごう慢まんさがあふれてくる。


    　刹せつ那な、兵列から悲鳴じみた叫びがあがった。


    「あいつだ、あのバケモノだ!!」


    「撃て!!　撃て撃て撃ち殺せっ!!」


    　三百五十の歩兵たちが一斉にカスコート銃を構えた瞬間、アステルはその場から消失した。


    「美少女と呼びなさい、野蛮人！」


    　遅れて言葉が鳴った直後、二十人近くの人間たちが関節と異なる方向に四し肢しを折り曲げ、一斉に朝焼けの空へ舞い上がる。


    「!?」


    　見ひらかれた青ひげの目の先──。


    　アステルが着ていたイブニングドレスが宙を舞う。


    　舞ったドレスを切り裂いて、かぎ状に屈折した稲妻の疾駆。


    　白銀の矢束が曙しよ光こうを貫き、随伴歩兵の兵列に幾筋もの光の矢を突き立てる。


    　悲鳴も叫びも断末魔もなにもない。


    　光の矢が光跡を曳ひくたびに、兵たちは飛ひ沫まつとなって宙へ舞い散り、思い思いの放物線を四月の空に描いて、朝日を身に受けてきらきら光りながら地に打ち付けられる。


    　三百五十の随伴歩兵が、なすすべもなく破壊される。人間に太た刀ち打ちできる機動ではない。光の中心にいるのは、身体の線に吸い付くような不思議な服を着た少女。


    　──エデンの先進兵器アークか。


    　そう認識し、青ひげは怒鳴る。


    「殺せ、ヴェガ!!」


    　膝ひざを立てて座っていたヴェガがエンジン軸とシャフトを直結する。膝の圧力が高まって、立ち上がろうとしたその瞬間──。


    　アステルが一瞬のうちにヴェガの頭部ハッチに取り付き、手刀を掲げる。


    「うりゃっ」


    　金属の破砕音と共に、頭部ハッチのロックが破壊される。


    　同時に、予め打ち合わせていたもののように、黒い影が三つ、混乱する兵列の狭はざ間まを駆け抜けてヴェガの立ち膝に足をかけ、あろうことか頭部ハッチに取り付いて、片手の擲てき弾だんに着火した。


    　擲弾を持った兵の顔に稲妻のごとき入れ墨があるのを視認したと同時に、青ひげから怒号がほとばしる。


    「また貴様かっ!!」


    「またおれだよ」


    　悪魔みたいににやりと笑って、少年はヴェガの搭乗席へ爆発間際の擲弾を投げ入れた。


    　悲鳴をあげて、機内にいた操縦士三名が胸部ハッチから外へ飛び出す。こんな狭い場所で擲弾が爆発したなら計器類も電子機器も操縦士も破壊されてしまう。連中はヴェガを奪うのではなく破壊するつもりなのか。


    　そして、少年の傍かたわらにいる少女に青ひげは気づき──。


    「ファニア!!」


    　絶叫した。


    　──わたしのものだ。


    　剣を抜き、愛おしい王女のもとへ駆けつけようとした次の瞬間。


    　眼前に閃せん光こうが走った。


    「姫さまをいじめたの、あんた？」


    　そんな言葉と同時に、白銀の右足が青ひげの中枢をめがけて蹴けり上げられた。


    　夜な夜な青ひげを悩ませつづけた破壊願望の根源が、その一撃で無残に潰つぶれた。


    　高々と宙を舞いながら、青ひげはもう少年を生いけ贄にえにする必要がないことを自覚した。もう二度とそんな欲望を抱くことはないのだと、ひしゃげた器官が死をも上回る苦痛をもって告げていた。そしてヴェガの背丈ほども空を飛んだところで、頭部ハッチから機内へ乗り込もうとするファニアと一瞬目が合い、嫌悪の表情を投げかけられたのち、青ひげは頭からまっさかさまに地面と激突した。


    



    「一分経過ー」


    　青ひげに死よりも残酷な制裁をくだしたのち、アステルは三歩ほど跳躍してヴェガの頭頂部へ戻り、膝ひざから崩れ落ちた。ルカが慌ててアステルを抱きとめ、褒める。


    「よくやった。あとは任せろ」


    　ヴェガを守る随伴歩兵三百五十を蹴散らすこと。アステルは見事にその役目を果たした。


    「あたしこんなとこで死にたくないから。ちゃんと勝ちなさいよ」


    　おう、と返して、ルカは動けないアステルを肩に担いで梯子はしごを下り、彼女を頭部搭乗席に座らせて安全ベルトで固定した。


    　上方を見上げると、ファニアはすでに王国軍近衛このえ兵の上着を身につけ、頭部ハッチから上体を突き出して全体の様子を見晴らしている。敵随伴歩兵はようやく混乱から立ち直り、ヴェガが鹵ろ獲かくされたことに気づいた様子。


    　ここまでは打ち合わせどおり。問題はこの先だ。敵機械兵と随伴歩兵を相手に勝たなければ光明は見えない。


    　ルカはミズキと共に、ヴェガの搭乗席内へ座る。さっき投げ込んだ擲てき弾だんは敵操縦士を追い出すために昨夜自作した、導火線に火をつけても爆発しない擲弾だ。おかげで内部の計器類、操縦系統を破壊することなく鹵獲できた。脚部操縦席に座ったミズキが素早く計器を点検して悲鳴をあげる。


    「燃料、少なっ!!」


    　なにい、とルカの表情が歪ゆがむ。


    「やべーよこれ、五分も動けねーよ!!」


    「マジか!!　なんで戦いの前に燃料いれねーんだあいつら!?」


    　両腕担当席に座ったルカは胸部ハッチから自作擲弾を投げ捨てつつ、怠たい惰だな敵を非難するが仕方ない。おそらく塗装が青いままなので戦場に出す気はなかったのだろう。


    「トロイア型二機、立ち上がりました!!　こっちへ来ます!!」


    　ファニアが伝声管を掴つかんで声を張る。橋の西詰を守っていたトロイア型二機が、ヴェガへむかって道の傾斜をくだってくる。


    　ミズキは猛たける目線を覗のぞき窓の外へむける。


    「五分で仕留めるしかねえ、気合い入れろルカ、絶対負けねーからな!!」


    「おうよ相棒、こっから本番だ、派手にやっぞ!!」


    　そう、派手に戦わねばならない。アステルという局地兵器を使用してヴェガを鹵ろ獲かくしたのは派手に戦って目立つためだ。


    「殿下、対岸は見えますか!?」


    「見えます、ですが、味方はまだこっちに気づいていません!!」


    　三百メートル彼方かなた、対岸に布陣したガルメンディア王国軍に気づいてもらわなければ作戦は失敗だ。アステルが引き起こした混乱は、橋のむこうの味方には見えていない。


    「旗を振ってください、殿下がここで戦っていることを知らしめるのです!!」


    「はい!!」


    　今回のルカの作戦の眼目はそこだ。


    　王国軍最高司令官ファニアが最前線で戦っていることを、味方に見せつける──そのためにヴェガの「背の高さ」が必要なのだ。


    　戦場では全く無意味でしかない機械兵の二足歩行。それに長所を見いだすとすれば「目立つ」こと、それ以外にない。


    　川の東岸に布陣した王国軍が、西岸で単身戦う王女に気づいたとき──。


    　最前線で国のために我が身を賭して戦う王女のすがたに魂を震わせたとき──。


    　彼らは命を賭して、この橋を渡る。


    　時代が動く。歴史が変わる。


    　ルカの作戦目標は「王女を本国へ帰すこと」ではない。


    「戦役そのものを勝利で終わらせること」だ。


    　この戦役が勝利で終わったなら、帰国したファニアを待ち受けるのは民による糾きゆう弾だんではなく、救国の英雄に対する祝福と称賛に代わる。ファニアは笑顔で生きていける。


    　だからそのためにもまず、迫り来るセカンドランク『力天使ヴアーチユー級』トロイア型機械兵二機を打ち倒し、橋の西詰を奪取して、王国軍が橋を渡ることのできる状況をつくらねばならない。


    　覗き窓のむこう、随伴歩兵五百に守られて、トロイア型二機編隊が迫る。


    　全身を真っ赤に塗ったテラノーラ塗装。背中に装飾用の白マントをなびかせ、二機ともに剣と盾たてで武装している。全長五・五メートルとヴェガよりやや背は低いが、エンジンパワーはこちらを遙はるかにしのぐ。頭部にはＬ字に突き出た二本の角、機体は甲虫を思わせる曲線を主体にし、関節部に装飾的な毛羽立ちがある。


    　おそらくはテラノーラ軍の虎の子、会戦を決定付ける際に投入する決戦兵器。乗っているのもテラノーラ一、二の操縦士だろう。


    　ヴェガはゆっくりと盾たてを構え、右手の剣を斜め下方に下ろして、二機編隊を待ち受ける。


    　水平距離、二十五メートル。風が互いの狭はざ間まを吹き抜ける。五百の歩兵が散開し、ヴェガの周囲をゆっくりと取り囲む。さらに先ほどアステルに蹴け散らされたヴェガ随伴歩兵のうち、無傷の百名ほども戦列に戻ってくる。


    「うっしゃ行こう!!」


    　ミズキの号令とともにヴェガのエンジンが咆ほう哮こうし、全長六・五メートルの巨人がのっそりと歩みはじめる。


    　トロイア型二機が左右に分かれ、ふたつの航跡に螺ら旋せんを描きながら突っ込んでくる。覗のぞき窓から視認したミズキが叫んだ。


    「編隊機動かよ、かっこつけやがって！」


    　トロイア型は二機編隊の連携をもって単機を仕留めるつもりらしい。左右どちらかを攻撃すれば、別方向からの一撃を食らう。トロイア型のパワーで剣を叩きつけられたなら内部機構の破損は必至。


    「左が速い、盾で受けて!!　右、その後方からつづけてくる!!」


    　伝声管を通じて、ファニアの指揮が飛ぶ。視界良好な彼女からの報告に、ルカとミズキは自らの命を預けて操縦桿かんに伝える。


    「左肩、伏ふく角かく十度!!」


    　ルカは左の操縦桿に、ファニアの告げる数値を伝える。


    　左肩の操作で、ヴェガは盾をやや低く構える。


    　同時にトロイア型が全長三メートル近い長剣を刺突する。


    　金属と金属の擦こすれ合う、耳障りな響き。伏角を取った盾が、刺突の勢いを受け流す。トロイア型はつんのめりそうになりながら、左足を大きく踏み出してこらえる。


    「右、肘ひじ角かく零度、肩角二十度!!　剣けん尖せんを横に流して!!」


    　つづけざまの命令もルカはそのまま操縦桿に伝える。内部機構のギアが唸うなりをあげ、ヴェガの剣が機体の前で横一線へ倒される。


    　刹せつ那な、後続していたもう一体のトロイア型が上段から振り下ろした剣が、ヴェガの剣に止められる。


    　そのままぎりぎりとつば迫ぜり合いがはじまる。


    　しかしトロイア型のほうがパワーが強い。ギアの軋きしみが搭乗席内に響き渡る。このままつづければギアか軸受けベアリングが破損する。破損したなら、右腕はもう使いものにならない。


    「ミズキ、なんとかしろ……っ!!」


    　ヴェガの悲鳴じみた音響が機内を聾ろうしはじめた。右腕を司る動力伝達機構はもちろん、地を踏ん張る脚部パーツからも構造限界ぎりぎりの軋みが聞こえる。


    「左、避けられない！　衝撃に備えて!!」


    　体勢を立て直したもう一体のトロイアが、ヴェガの背中を目がけて長剣を横殴りに振る。


    　ぐしゃあ、とルカの背面で破砕音。金属のひしゃげる音。搭乗席内に火花が走る。


    「きゃ───!!」


    　ヴェガの体勢が大きく崩れる。アステルの悲鳴が響く。衝撃とともにぐらりと前のめりに倒れそうになる。ミズキがとっさの操縦で左足を大きく踏み出し、体勢を立て直す。


    　だが。


    「右っ!!」


    　もはやファニアの指揮が間に合わない。右のトロイアが上段から振り下ろしていた剣がヴェガの右肩に叩きつけられた。


    　ギアの悲鳴が高く響く。再びの火花が搭乗席内を覆い、アステルの悲鳴が再びこだまする。


    　左右から挟み撃ちにされ、ヴェガは対応できない。敵機は編隊機動に長けている。


    「くそっ、やべえぞ、肩ギアがやられた、右腕動かないっ!!」


    　ルカは右操縦桿かんを前後に動かすが、右腕が反応しない。これではヴェガは剣が振れない。


    「膝ひざ圧力低下!!　踏ん張りがきかねえ、やべえよ!!」


    　ヴェガの内部機構が次々に破損していく。満足な動きができない。


    　ファニアは頭部ハッチから身を乗り出す。ヴェガの足が止まったのを確認して、随伴歩兵六百ほどが行動を開始した。


    　一斉にヴェガを目がけて駆け寄り、足に取り付き、まるでアリみたいにヴェガの機体を這はい上がってくる。膝を狙い、頭上で鉄鎖を振り回している兵たちも見える。トロイア型はとどめを歩兵に任せて、いったん後退して静観を決め込む。歩兵を使って鹵ろ獲かくしたほうが損傷の少ない機体が手に入るから攻撃を中止したらしい。その余裕が憎たらしい。


    　敵歩兵にハッチを破壊されたら終わりだ。ルカたち四人は引きずり出されて嬲なぶりものにされる。こちらの頼みの綱は。


    「動いて、イシドロ伯!!」


    　ファニアは対岸を見やる。しかし味方に動きはない。こっちが戦っていることに気づいていないのか、もしくは状況の意味がわかっていないのか。


    「腕はもう動かない、殿下、おれがそこへ行きます!!」


    　ルカは腕の操縦を諦あきらめて、頭部ハッチに駆けあがって上体を突きだし、ファニアと前後に並んだ。そして機体に取り付いた十数名の敵兵を見下ろし、擲てき弾だんに火を点け投げつける。


    「燃えちまえっ!!」


    　悲鳴と共に、胸部ハッチを破壊しようとしていた敵兵が全身を炎に包まれ落ちていく。ふたつ、三つ、つづけて歩兵の群へ擲弾を投げつけると、ヴェガを囲んでいた歩兵の壁に破れ目があく。


    　三人乗りのヴェガだから、操縦士のひとりが歩兵の駆除に専念できる。単座機は歩兵に弱いが、復座機ならば歩兵にも対応可能だ。


    　さらにルカはファニアの腰帯から拳銃を引き抜き、機体に取り付いた敵兵を次々に撃っていく。最後の兵が機体から剥はがれ落ちたのを確認し、背後のファニアを振り返って怒鳴る。


    「殿下、旗を!!　味方をあおり立てて！」


    「……はいっ!!」


    　ファニアはヴェガの背面の旗差しから、王女付き近衛このえ連隊旗を抜き取って、両手で頭上に高く掲げた。


    　そして三百メートル対岸でじっとこちらを注視する味方へ、声を張り上げる。


    「戦士たちよ!!　銃を持ちなさい、橋を渡るのです!!」


    　ソーマエンジンの唸うなり声をつんざいて、よく鍛えられた王女の声が川を渡る。戦場の喧けん噪そうのただなかで号令をかけるために、ファニアは日ごろから号令をかける練習を行い、遠くの味方へも届く声量と声質を手に入れている。


    　対岸の兵がざわついているのがわかる。徐々に橋のたもとにひとが集まりはじめているようだ。こちらの混乱に気づき、どうすべきか迷っている様子。まだヴェガの頭頂部で旗を持っているのがファニアであることを認識していないらしい。


    　ルカの眼下、高所から投げ落とされる擲てき弾だんに手を焼いた随伴歩兵が海潮のように引いて、再び二機のトロイア型がエンジンを猛たけらせて突っ込んできた。無傷で鹵ろ獲かくするのを諦あきらめ、壊してでもヴェガを排除するほうを選んだらしい。
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    　もう一撃をくらったら確実に転倒する。転べば終わりだ。四人の生命はもちろん、王国の未来も消えてなくなる。


    　覚悟を決めるしかない。ルカは伝声管を掴つかんだ。


    「ミズキ、おれが合図したらオーバーブーストぶちかませ!!」


    「ブースト一発で燃料なくなるぞ!?　失敗したら動けなくなる!!」


    「なにもしなくても死ぬんだよ!!　一か八かやるしかねーだろ!!」


    「……わかった相棒!!　信じてるぜ!!」


    　ルカの指揮に応え、ミズキは半ばやけくそ気味に操縦桿かんを握り直す。


    　ルカは敵機を注視する。二機が螺ら旋せんを描きながら突っ込んでくる、見事なまでの編隊機動。一機が囮おとりとなって敵を引きつけ、もう一機が仕留める作戦だ。さっきはそれでダメージをくらった。


    「何度も通用すると思ってんじゃねえ……!!」


    　ルカは血走った目でタイミングを推し量る。ヴェガは腕が動かす、足だけが頼りだ。それなら運を天に預けて、渾こん身しんの体当たりを見舞うのみ。ブーストをかけてから、シャフトとギアにエネルギーが伝わる時間差まで計算してミズキに号令せねばならない。


    　この一撃に王国の未来がかかる。ファニアの運命がかかっている。


    　敵機の螺旋が重なりあおうとしたその瞬間、ルカは伝声管にむかい叫んだ。


    「いまだ、ぶちかませミズキ!!」


    　刹せつ那な、ミズキはスロットル横のレバーを思い切り引っ張り、必殺技みたいに腹の底から咆ほう哮こうする。


    「オーバー……っ、ブーストォォ───!!」


    　回転計が跳ね上がる。通常の十倍の燃料を一瞬にして燃やし尽くし、ヴェガは土煙を蹴け立て敵機へ突進する。


    　先頭の一機が剣を突き出す。ミズキは足の運びでその一撃をかわし、やや身を屈め、オーバーブーストの勢いをそのまま敵機に叩きつける。


    「うわああっ!!」「きゃ──っ!!」


    　頭部ハッチから転落しそうになるほどの衝撃。大地が鳴動し、砕け散った金属片が中空に舞い散り、激突されたトロイアが勢いに押され、大きくのけぞる。


    　その後方から仕留め役のトロイアが迫る。ミズキは歯を食いしばり、瞬時にヴェガの重心を見切って、左足をやや前へ送り、それから渾身の一撃を右操縦桿に伝える。


    「いっけぇぇ───っ!!」


    　ミズキの祈りと同時に、ヴェガの右足が大きく蹴り上げられる。


    　のけぞっていたトロイアに、ヴェガの右足が食い込む。トロイアはさらに後方へ大きく吹き飛ばされ、まさに螺ら旋せん機動が重なりあおうとした後方の味方と接触する。


    　大地が揺らぐ。巻き添えを食った歩兵が踏みつぶされる。立ちこめた砂さ塵じんの彼方かなた、それでも二機のトロイアは倒れない。敵操縦士も必死で重心を保とうとしている。


    　ミズキは燃料計を睨にらむ。残り燃料ゼロ。タンク内に残った最後のソーマを、この一撃にすべて費やせ。


    　──頼む、動けヴェガ！


    　祈りと共に、ミズキは王国の未来を操縦桿かんに託す。


    「おおおおおっ!!」


    　押し込んだ操縦桿がヴェガの左足を前へ動かす。右足もさらに踏み出す。最後のソーマ一滴まで振り絞った力が倒れようとするトロイアに叩きつけられ──。


    　すさまじい砂塵をあげて、二機のトロイアがもつれあい、転倒する。


    　超重量の鉄てつ塊かいが崩落した、その音響がテラノーラ軍全軍を包み込む。もうもうと立ちこめた塵じん芥かいのただなか、敢かん然ぜんと屹きつ立りつするヴェガのすがたは魔王そのもの。


    　うわああ、と敵随伴歩兵の悲鳴が響く。ヴェガを中心にさざめく波紋さながら、一斉に敵歩兵の腰が引ける。もはや橋の西詰を支配しているのはトロイアではない、ヴェガだ。


    　北アケロン大橋の両端を押さえた。いまこの機を逃してはならない。主力の敵歩兵が迫りつつあり、野戦砲群がこちらをむきつつある。砲撃をくらえばヴェガは転倒し、歩兵の餌え食じきになる。


    　ルカが叫ぶ。


    「殿下、いまです!!」


    「……ルカ、無茶をします」


    　突然、この場に不釣り合いな静かすぎる声がルカの耳に届いた。


    「え？」


    　振り向いたルカの目線の先、ファニアはわずかに微ほほ笑えんだ。


    「世界を変えます」


    　凄惨な戦場に咲いたその笑みは、この世界から切り離されたもののように透明で澄み切って純真無む垢くで──ルカの胸を大きく穿うがった。


    　そして王女はいきなりヴェガの左肩へ降りたって、味方のほうへ全身を露出させ、連隊旗を片手に凛りんと胸を張る。


    「ファニア!!」


    　随伴歩兵が気づき、カスコート銃を王女にむける。ただでさえ目立つ位置で全身を露出させたなら、狙われて当たり前だ。


    　とたんに弾丸の雨がファニアの周囲を遡そ上じようしていく。いかに滑かつ腔こう銃じゆうの命中率が低いとはいえ危険すぎる。


    　しかし王女はひるまない。近衛このえ連隊旗の石突きをヴェガの肩に据すえ置き、ぴんと背筋を伸ばして味方へ声を張り上げる。


    「つづけ、戦士たち!!」


    　不可視の槍やりのように、ファニアの清せい冽れつな声が橋きよう梁りよう上を貫いた。


    　一瞬、戦場が静止する。


    「我らの家族のため!!　我らの故郷のため!!　我らの子どもたちのため!!」


    　奇跡のように発生した真空のただなか、ファニアの号令だけがアケロン河を越える。


    「我らの未来のため!!」


    　後光を帯びたように、朝日が白銀の髪を黄金色に染め上げる。


    　黄金の髪を風になびかせ、清らかな光の粒子を撒まき散らしながらファニアは連隊旗を朝焼けの空へ掲げる。


    「行こう、諸君、我につづけ!!」


    　天空に掲げられた旗と、総司令官ファニアのその号令が、東岸に居並んで様子をうかがっていた王国兵の心臓を射い貫ぬく。


    　ヴェガの肩に佇たたずむ黄金の少女は、もはや東岸の全兵士の魂を奪い去っていた。


    「闇をこじあけよ!!　光を勝ち取れ!!」


    　汚れのない光の粒子を輪りん郭かくから散らしながら、清冽な号令が兵士ひとりひとりを貫く。


    　三千の魂の鳴動が、東岸に爆はぜる。


    「我らに勝利を!!」


    　ファニアは連隊旗をさらに高く、高く、もう一度天空へ突き立て、全身全霊をもって叫ぶ。


    「我らに勝利を!!」


    　繰り返される女神の祈りが、戦域を圧する。


    　刹せつ那な──。


    　天を冲ちゆうする鬨ときの声が対岸を震わせる。まるで空間がめくれ上がったかのよう。ファニアが送り届けた渾こん身しんの号令が、魂の熱波となって対岸を焼いている。


    　それから二機のイロール型機械兵を先頭にして、王国兵は熱狂とともに橋を渡りはじめる。


    　橋を照準していたテラノーラ軍カスコート銃兵の一斉射撃が、王国兵に降り注ぐ。


    　血潮を吹き上げ、五体を吹き飛ばされ、王国兵は橋はし桁げたに倒れていく。しかし突撃は止まらない。倒れた仲間の亡なき骸がらを踏み越え、王女の名を叫びながら兵たちは銃弾の槍やり衾ぶすまを穿うがち、貫き、突破していく。


    　その先に、ファニアの旗がある。最前線で身を挺して全軍を鼓舞する、誇り高き王女のすがたがある。


    　王女ひとりを危険にさらし、自分たちがなにもしないでいられるはずがない。


    　いまや兵士ひとりひとりがファニアに魅せられ、その命を大局に捧げる。


    「死を恐れるな!!」「故郷のため!!　家族のため!!」「我らに勝利を!!」「我らに勝利を!!」


    　兵たちの鯨げい波はが北アケロン大橋にこだまする。対岸の野戦砲が支援砲撃を開始する。橋の西詰を押さえていた二機のトロイア型を失ったテラノーラ軍は、王国兵の突進を止めることができない。


    「王女殿下!!」「ご無事ですか、王女殿下──っ!!」


    　橋を突破した王国兵がヴェガのもとへ集まり、目の前で倒れたままのトロイア型の胸部ハッチを破壊して、操縦士を引きずり出す。ほぼ無傷のトロイア二機は今後、王国の貴重な戦力となるだろう。


    　ファニアは味方を見下ろし、指揮を執る。


    「砲台を押さえなさい!!　騎兵は敵歩兵の退路を断ち、蹂じゆう躙りんせよ!!　一切の情け無用!!」


    　おおお、と味方は歓声を返し、王女の命令を実行に移す。


    　後続が続々と橋を越え、西岸に居並んだ砲兵陣地に急襲をかける。テラノーラ軍は全く予期していなかった王国軍の襲来に対処できない。攻撃をかけるのは二日後だという油断があった。またたくまにテラノーラ砲兵陣地は踏み荒らされ、王国兵の青が西岸を埋めていく。


    　橋を突破した王国騎兵が、混乱するテラノーラ歩兵群へ突っ込んで蹂躙をはじめた。ファニアが掻かき立てた炎のごとき戦闘意欲が、またたくまに西岸を王国の色に染め上げていく。


    　王国歩兵がすべて橋を渡り終え、騎兵が残敵掃討に入ったのを確信し、ずっと連隊旗を片手に戦況を見守っていたファニアの足下が、ふらっ、と崩れた。


    「ファニア……っ!!」


    　ルカはヴェガの肩へ飛び降り、倒れ込もうとするファニアを抱きとめる。


    　ずっと気を張っていたのだろう。痛めている右足で無理に身体を支えていた影響もあるだろう。なにより、ほっとしたことが大きいのだろう。


    　ファニアは安心したように、ルカの胸に抱かれていた。


    「勝ちましたね」


    「はい。殿下のおかげです」


    　ルカが笑いかけると、ファニアの両手がルカの背中に回った。すがりつく細い手に力がこもる。


    「あなたのおかげですよ」


    　突然の抱ほう擁ように、ルカは固まってしまう。思わず背中に手を回しそうになったが、いまは王国兵もこっちを見上げているし、それはできない。


    「ルカ」


    　王女はルカの名前を呼んだ。


    「はい」


    　応えると、王女は間近からルカを見上げ、泣きながら笑った。


    「ありがとう。王国を救ってくれて」


    　この旅がはじまってはじめて、ファニアから感謝の言葉をもらった。


    　それに、この透明な笑顔。地上のあらゆる清潔で心地よくて愛くるしいものをひとつところに凝縮したって、この笑顔には叶うまい。


    「いえ、たいしたことは……」


    　照れくさくて、ルカはかろうじてそう返事するのが精いっぱいだった。やり場に困った目線をヴェガの頭部にむけると、アステルとミズキが頭部ハッチから上体を突き出してこっちを見下ろし、にやにやしていた。


    「姫さま、あたしもがんばったんだけどー」


    「おれも!!　おれもがんばったよ殿下!!」


    　ルカとファニアは顔を見合わせて頬ほおを赤らめ、慌てて互いの両手を外した。照れ隠しに見上げた空のむこう、白いフクロウが飛んでいた。


    「…………？」


    　宿で部屋を覗のぞいていたフクロウじゃないか？　ルカの脳裏にそんな疑問が爆はぜたが、いまはそんなことどうでもいいか、と受け流した。フクロウは一瞬ちらりとこちらを見下ろし、空の彼方かなたへ消えていった。


    



    　王国兵の歓声が、四月の空へ打ち上がっていた。


    　潰かい走そうする敵を追いかけ、王国騎兵が勇躍、追撃を開始する。逃げ遅れた敵機械兵には歩兵が群がり、膝ひざや肘ひじや肩に鉄鎖を巻き付け動きを封じる。鹵ろ獲かくした大砲と軍旗と機械兵は数知れず、西岸一帯がもはや王国の青に染まっていた。


    「王国に栄光あれ！」「王女殿下に栄光あれ！」「ガルメンディア王家に栄光あれ！」


    　兵たちはいつしかファニアのもとへ集まり、王家と王国を称たたえる歌を歌っていた。東の空へ昇っていく太陽に、勝利の歌はいつやむともなく鳴り響いていた。


    



    　そののち──。


    　国境の町カルナタカを追われたテラノーラ軍は、王国軍の執しつ拗ような追跡に追い立てられ、ノースランド街道を東進していた味方を吸収しながら撤退をつづけた。テラノーラ軍に合流を予定していた複数の傭よう兵へい隊は、突然の戦線崩壊の報を受けて馬首をめぐらせ、それぞれの本拠へ帰還した。


    　六日後、総司令官ファニアは再び聖都カルロビバリを攻略。まるで記録を巻き戻すように、敗残のテラノーラ軍は聖都郊外二十キロメートルの丘に布陣して、撤退の過程でちりぢりとなった味方へ再集結を呼びかけた。


    　しかし両者ともに、徴発できる糧りよう秣まつは限界を迎えていた。幾度かの特使の交換を経て、四月二十日、聖都カルロビバリ大聖堂にてファニアと慈善同盟盟主ブラマナンダによる講和会談が行われ、王国はカルロビバリをテラノーラに返還する代わり、総額五億ベリエもの賠償金を得ること、及び国境の町カルナタカに王国軍を駐留させ、その経費はすべて町への軍税でまかなうことで合意した。


    　七次に及ぶテラノーラ戦役にかかった費用は、この五億ベリエで相殺された。ガルメンディア王家は借金を完済し、財政再建へ乗り出すことが可能となった。斜陽の王国と呼ばれたガルメンディアに、王女ファニアという新しい太陽が昇ろうとしていた──。

  


  
    　　　　　　三章　夢のあと


    



    　通りの彼方かなたにヴェガの機影が見えた瞬間、ラランディア大通りの両脇を埋め尽くした百万市民から一斉に歓声が打ち上がった。


    　通り沿いの建物から色とりどりの紙吹雪ふぶきが流れ出て、五月の空そのものが色づいているかのよう。手を振ったり指笛を吹く群衆の笑顔と祝福のただなか、第七次テラノーラ戦役に勝利したガルメンディア王国軍は、殊しゆ勲くんの王女専用機、ヴェガ型機械兵を先頭にして故郷へ凱がい旋せんした。


    



    　ステファノ歴一七八九年、五月二日、ガルメンディア王国王都ラランディア──。


    



    　沿道の子どもたちが目をきらきら輝かせ、カルナタカの決戦で死闘を演じたヴェガへ声援を送る。従軍作家たちの記述により、ヴェガの活躍には四つか五つの尾ひれがつけられ、最終的にヴェガ単機でテラノーラ軍五機の機械兵を仕留めたことになってしまっていた。


    　ヴェガのうしろに、まるで連行される捕虜のごとく、鹵ろ獲かくされたトロイア型機械兵二機がつづく。塗装はすでに青く塗られ、王国軍の合羽刷ステンシルが肩に貼られて、もう立派な王国の戦力なのだが、子どもの目には「ヴェガに負けた悪役」だった。トロイアが歩む先々でブーイングや罵ば声せいが容よう赦しやなく浴びせられ、ヴェガには指笛と歓呼がむけられる。


    　その背後から、きらびやかな兵装に身を包んだ王女付き近衛このえ連隊がつづく。先頭を行くイシドロ伯爵は得意満面の笑みを浮かべ、観衆たちへ鷹おう揚ように手を振って殊しゆ勲くん者らしく振る舞う。従軍作家の記述により、イシドロ伯は自ら先頭に立って橋を駆け抜け、最前線で奮闘する王女を助けたことになってしまっていた。実際は勝利が確定してから押っ取り刀で橋を渡ったのだが従軍作家の手にかかれば恥も名誉に様変わりする。戦いに勝ちさえすれば、事実など歴史作家がいくらでも作り替えることができるのだ。


    　そして──二列縦陣を組んだ近衛騎兵に守られて、今日の主役は白馬にまたがり、凛りんと胸を張って前を見据すえていた。


    　人々は一斉にハンカチや帽子を高く打ち振り、歓呼がひときわ高くなる。


    「ファニア王女殿下!!」


    　地鳴りにも似た称賛の声が、きらびやかな軍服に身を包んだファニアに注がれる。王女の行く先では建物も震えるほどの歓呼が湧き、手を組んでその場に跪ひざまずくもの、感激に泣き叫ぶもの、失神するもの、まるで神に対するような反応が沿道を埋める。


    　色づく生きた森のような群衆にも、ファニアは眉まゆひとつ動かさない。


    　周囲の熱狂など意に介すふうもなく、泰然と手た綱づなを握って並歩を保つ。歴史的凱がい旋せんパレードにもかかわらず、舞い上がったり感激する様子は微み塵じんもない。その現実離れした反応がますます群衆の熱狂をかきたて、王女の名を呼ぶ声にくるおしさを加える。


    　王女の背後から砲騎兵、イロール型機械兵二機、軽騎兵、胸甲騎兵、野戦砲、そして主力の歩兵兵団とつづく。総勢三千名の兵は歓呼と紙吹雪ふぶきを全身に浴びながら、道の先、ラランディア宮殿を目指し、光の七彩を撒まきながら行進していく。そして凱旋する兵列のどこにも、ルカとミズキとアステルのすがたはなかった。


    



    「全っ然、納得いかないんですけどー」


    　街路樹の枝に腰掛けたアステルがぼやいた。市し井せいの少女が着るのと同じ、地味なイブニングドレスを身につけて、人垣の彼方かなた、市民の喝かつ采さいを浴びながら行進する王国軍を遠く見る。


    　幹を挟んで、アステルの反対側の枝に腰掛けたミズキも唇をとがらせ、


    「イシドロなんて足引っ張っただけじゃん。あいつが殿下放ったらかしてさっさと逃げるからおれらさんざん苦労したってのに。なんであいつが英雄づらしておれらこんなとこで見物してんだよ」


    　みなと同じく庶民服を着たルカは木の幹に背を預け、腕組みしながら人並みのむこうに見え隠れするパレードを遠望して、


    「なんせ無茶苦茶やったからな。投獄されなかっただけマシかもよ」


    　なにもかも達観したように呟つぶやく。


    「ていうか、あたしたちのおかげで勝ったと思うんですけどー」


    「理屈が通じる連中じゃねーんだよ。敵の軍服着て戦ったし、ぶん捕った機械兵に乗って敵に殴りかかったし、極めつけはあれだな、捕虜の拷問。おれが拷問した男爵、ガルメンディアに知り合いの貴族がいたらしくてさ。ガルメンディア王の沽こ券けんに関わる、とかなんとか大騒ぎして、殿下もなだめるのに精いっぱいだったんだと。生きてるだけで儲もうけもんかもよ」


    「拷問しなかったら姫さま助けられなかったんでしょ？　別にあんた悪くないじゃん」


    　アステルが珍しくルカを擁よう護ごする。貴族への腹立たしさが優ったようだ。ルカは肩をすくめて、


    「貧民が貴族を拷問した、ってのが、連中は怖いんだよ。これに処罰をくださなかったら、同じことをやるやつが出てくるかもしれない」


    「貴族は貧民を拷問してもいいの？」


    「それはオッケー」


    「なにそれ。差別じゃん。よくそんなん我慢できるね」


    「しょーがねーよ、貴族がやることだから。おれらのことなんか虫とも思ってねえ。さてと……近衛このえ兵もやめちまったし、これからどうすっかなあ……」


    　ルカはひとごとみたいにそう言って、空を仰あおぎ、両手を持ち上げて大きなあくびをひとつした。


    　建物に切り取られた空は青く澄み渡って、底知れないほど深い色合いをしていた。見上げているほどに、地上の出来事は些さ末まつに思える。


    「また職探しだなー。王国軍には戻れないし、どっかの傭よう兵へい隊でもいれてもらうか、盗賊になるか」


    「あんた、諦あきらめ早すぎない？　なんかあたしのほうが腹立つんだけど。あんだけがんばって姫さま助けたのに、なんであんたが追い出されなきゃいけないわけ？」


    「だからもうそれはいいって。ベオウルフ売って金入ったし、おっけーおっけー」


    　アステルをあやしていると、頭上から声が降ってきた。


    「なんかおれ、お前に申し訳なくって……。でも殿下のそばにいたいから……」


    　ミズキはつらそうにルカに謝る。協定違反に関するすべての罪を首謀者ルカがかぶったおかげで、ミズキは三か月の謹慎処分ということで近衛連隊に留まった。ルカは笑って、


    「お前が謝ることじゃねーし。それよりアステルのが悲惨だぜ」


    　アステルは木の枝から飛び降りて、胸の前で腕組みし、ふん、と勝ち気そうに鼻を鳴らす。


    「いいもん別に、ここで雇ってもらえなくたって。ほかのとこ行けば、あたし強いから雇ってくれるに決まってるし」


    　明らかに強がりながら、あてのないことを言う。


    「つーか、お前こそ処刑されなくて儲けもんだぜ。なんせうちの高級将校連中、全滅させたのお前だからな。ブールセ元げん帥すいまであの世送りにしちまったんだ、バレたらギロチンものだぞ」


    「だって命令されたんだもん」


    「まあな。でもその理屈、貴族には通用しねーけど」


    　つん、とそっぽをむいてアステルはルカの言葉を受け流し、また彼方かなたのパレードを遠く見やった。


    　アステルには、ミカエルを操縦していた疑いがかけられてしまっていた。ヴェガを護衛して共に森の小路を逃げていた三百名の歩兵の生き残りが複数、白いプラグスーツすがたのアステルを目撃していたのだ。イシドロ伯爵の尋問を受けたアステルは要所要所で見事にそのうかつさを発揮して、疑いは罪状認否にまで及ぼうとした。見かねたファニアがアステルの潔白を証言して事なきを得たが、アステルはラランディア宮殿に居場所を得ることなく、ルカと一緒にこうして道ばたに放り出されている。


    「全部うそばっかりじゃん、やっぱりグレイスランドっておかしいよ。身分が低い、ってだけでやられ放題じゃん。絶対、間違ってるよ」


    　アステルの憤りは収まらない。ルカは苦笑いしながらなだめるしかない。


    「ほんとのことは殿下が知ってんだ。それでいいじゃん」


    「ぶー……」


    　不満そうに頬ほおを膨らませるアステルと並んで、ルカは人垣のむこうの凱がい旋せん軍を見やった。


    　歓声が徐々に高まりはじめる。王女の名を呼ぶ声がだんだんと広がっていく。ひとびとの興奮が最高潮に達したそのむこうを、白馬にまたがったファニアが歩みすぎていくのがわずかに垣かい間ま見えた。


    　──遠いなー……。


    　彼方の王女を遠望しながら、いまさらながら、そんな当たり前の事実がルカの身に沁みる。


    　ファニアと自分とは、もとから天と地ほど隔たった人間だ。


    　接点があったこと事態が、ありえない。ミカエル急襲からカルナタカの決戦まで、わずか二日間の王女との逃避行が、いまのルカにはおとぎ話の出来事のようにも思えてくる。


    　──あのひとと、ずっとくっついてたんだよなー……。


    　ヴェガで、ベオウルフで、馬で。やむをえないとはいえ身体を寄せ合い、幾多の困難を乗り越えた。


    　そして、あの洞どう窟くつの夜……。


    　──夢、だよな。


    　改めて、妙に現実に似たあの夢を思い出す。すがりつく王女の体温を感じ、そのぬくもりで森の寒気をしのいだ、あまりに自分に都合の良すぎる夢。


    　ありえない。そう思う。いまパレードの中心で光輝くファニアを見たなら、二日間の旅そのものが本当に現実だったのかとさえ疑われてくる。


    　ファニアが遠ざかるにつれ、人々の歓声も遠のいていった。まだ後続の隊列はあるのだが、人垣が散りはじめる。喧けん噪そうも鎮まっていき、三千の軍勢が道の彼方かなたに見えなくなると、ひとびともまたいなくなり、いつもと変わらぬ大通りが目の先にあるだけだった。


    



    　本当は、あれだけの功績を無視された理由が「協定違反」ひとつだけではないことを、ルカは知っている。


    　王女に敵対する派閥が、ルカとファニアが一晩をふたりきりで過ごしたことに目を付けて「王女は顔に入れ墨のある放免囚と関係した」と悪意ある噂うわさを社交界に流したのだ。このためにファニアがルカを擁よう護ごしようとすると「やはり特別な関係だから放免囚をかばうのだ」と逆手に取られ、ファニアはルカについて言及することすらできなくなり、ファニアの憔しよう悴すいを見かねた側近が、ルカに直接「姫殿下のために、近衛このえ連隊を出ていってほしい」と言ってきたのだ。


    　ファニアに迷惑をかけることは本意でないから、ルカは自分から進んでファニアの前から消えることにした。自分がいなくなれば、悪意のある噂も根を失って、そのうち枯れていくだろうから。


    　だからもう、ファニアとは会えない。彼女には王家を守る道があり、ルカにはヴィヴィ・レインを捜す目的がある。きっともう、ふたりの道が交差することはない。


    



    　誰もいなくなった街路を風が吹き抜けた。わずかな寂せき寥りようが、ルカの胸の底をなでた。


    　五月の空を仰あおいだ。


    　ヴェガの肩に突っ立って、ルカを抱きしめて泣きながら笑うファニアを、青のなかに描き出した。


    　──夢のあと、ってやつか。


    　我ながら感傷的だな、と思いながら、夢の余よ韻いんを噛かみしめる。


    　──ま、いい夢見れた。貧民にはもったいないくらいだ。


    　──旅の報酬は、王女の笑顔。そういうことにしとけ。


    　ルカは感傷を振り払い、アステルへ水をむけた。


    「お前、行くあてあんの？」


    　問いかけると、アステルは口をへの字に曲げて、じろりと目の端でルカを見やる。


    「……あるわけないじゃん。知ってるでしょ」


    　いつも勝ち気なアステルに、わずかな寂しさが透けた。


    　──こいつも孤児みなしごみたいなもんだな……。


    　エデンには帰れず、グレイスランドにも居場所がない。どこに行けばいいのかわからない、その辛つらさはルカにはよくわかる。自分も子どものころからそうだったから。


    　仕方ない。助けてやろう。その代わり。


    「お前、ヴィヴィ・レインについて知ってること全部しゃべれ」


    「はあ？」


    「おれもヴィヴィを捜してんだ。情報交換しようぜ。手がかり全然ないよりマシだろ」


    「……なんであたしがあんたにしゃべらなきゃいけないのよ。だいたい、ひとに聞くんなら自分が全部話してからにしなさい」


    「おぉ、いいぜ。んじゃ、おれが知ってる全部を話す」


    　ルカはそれから、ヴィヴィ・レインについて知っていることを隠すことなくすべてアステルに伝えた。シルフィとの出会いのこと。シルフィに捜索を頼まれたこと。右手の甲に「熾天使セラフイムの紋章」があること。グレイスランド中を巡り歩いて文献を漁り、ひとに尋ねてまわったが、情報は全く得られなかったことを、洗いざらい話した。


    　すべて聞き終えて、アステルは気に入らなそうに腕組みしたまま鼻を鳴らした。


    「ふーん。そのシルフィって子が、あたしにそっくりだったわけね」


    「あぁ。むちゃくちゃ似てる。ていうか、シルフィが育ったら確実にお前になってる。中身は全然違うだろうけど、外見はそのままお前だ」


    「ふーん……」


    　アステルはもらった情報を胸にしまってから、顔を上げて、ルカに伝えた。


    「じゃ、あたしが知ってること教えてあげる。ヴィヴィ・レインっていうのはあたしが飼ってた犬の名前よ。三年前に死んじゃった。以上、終わり」


    「おぉ、そうか。貴重な情報ありがとよ。お礼って言ったら変だけど、お前が住むとこ見つけてやるよ、ついてこい」


    　あからさまなアステルのウソを受け入れて、ルカはそんなことを言って歩きはじめる。アステルは慌てて、その背中を呼び止める。


    「ちょ、ちょっと、待ちなさいよ！」


    「なんだよ文句あんのか」


    「あんたこそ文句つけなさいよ！　ヴィヴィが犬なわけないじゃない！」


    「なんだウソか。最低だなお前、さっさとほんとのことしゃべれ」


    　ルカの顔をアステルはぽかんと見つめて、あわ、と口元をまごつかせ、それから腕組みをして、つん、と顎あごを持ち上げる。


    「べ、別にあんたのために話すんじゃないから！　勘違いしないでよね！　住むところ紹介してほしいから仕方なくしてあげるのよ、感謝しなさい！」


    「なに言ってっかわかんねーけど、知ってること全部しゃべれ」


    「わ、わかったわよ！　しょうがないなあ。べ、別にあんたのためじゃないし……」


    　アステルは顔を真っ赤にして、自分の知っているすべてをルカに伝えた。


    　飛行戦艦で魔女アナスタシアから聞いた話。ミカエルと神経接続した際、ヴィヴィを捜すよう告げられたこと。ヴィヴィを見つけたならばお前を受け入れよう、とミカエルから言われたこと……。


    　すべて聞き終えて、ルカは腕組みをして虚こ空くうをにらんだ。


    「ミカエルもヴィヴィを捜してるわけか。ヴィヴィってのはつまり、ミカエルの操縦士なわけか？」


    「それっぽい。あたしのこと、まがいもの、って呼んでたし。わたしを操縦したければヴィヴィ・レインを連れてこい、って女のひとの声で言ってた……」


    「ミカエルって女なのか。そういえば創世神話にも女性の天使として出てくるよな……」


    　ルカのなかで、さまざまのものがつながろうとしていた。


    　シルフィにはじめて会った夜、被災していたエデンの輸送船。もしかして、あの積み荷はミカエルだったのではないか？


    　アステルの話によれば、ミカエルは「三界不可侵の協約を破ったエデンの民よ」「ジュデッカの裁定をくれてやる」と言っておのれの大剣を飛行戦艦の脇腹に投げつけたらしい。あくまで仮定だが、あの夜の輸送船は三界不可侵の条約を破り、ジュデッカに眠っていたミカエルを強奪してエデンに持ち帰る途中、翼竜に襲われて大破したのではないか。そしてヴィヴィはミカエルの操縦士としてあの輸送船に乗っていた。だから空から墜おちてきた直後、シルフィは「ヴィヴィ、待って」と呟つぶやいた──のではないか。


    　一連の推理を巡らしてから、ルカは気になっていた点をアステルに問いかけた。


    「お前がミカエルにはじめて会ったとき、ミカエルをレオカディオ繋けい留りゆう塔とうで積み込んだ、って言ったな」


    「うん、そう。何年か前にエデンで実験したらミカエル暴走して、エデンを破壊しようとしちゃったらしくて、危ないから地上に置くしかなかったとかなんとか」


    　ふーん……とルカはまた考え込む。繋留塔はエデンが地上に設置した、飛空艦艇離発着用の構造物であり、内部はエデンの治外法権が及んでいる。地上の人間が内部を知ることは許されていない。


    　──レオカディオ繋留塔の近辺を調べまわれば、なにかわかるかも。


    　ルカはにっかり笑った。


    「さんきゅー、アステル。はじめてヴィヴィの手がかり掴つかんだぜ。よし、お前の家見つけたら、おれ、ちょっとまた旅に出る」


    「え、ルカどっか行くの!?　おれも行く！」


    　それまで黙ってふたりの話を聞いていたミズキが木の枝から飛び降り、ルカの袖を掴んだ。


    「三か月も謹慎しなきゃいけなくてヒマだもん！　おれも連れてってよ、三か月以内なら大丈夫だから！」


    「おぉ、いいぜー。レオカディオ繋留塔の近くをうろつくだけだから三か月もかかんねーし」


    　するとアステルが両手を腰に当てて、


    「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　黙って聞いてればなにそれ、自分だけヴィヴィを見つけるつもり!?」


    　ルカは笑顔を持ち上げる。


    「文句あんならお前も来るか？　家探しは後回しになるけど」


    　あわ、とまた口をひらいて、アステルは再び顔を真っ赤にして、つん、と顔を背そむける。


    「あたしだってヴィヴィ捜してるんだから！　あんただけ手がかり掴つかむなんて納得いかない！　だ、だから……あたしがついていってあげてもいいけど……！」


    　溶岩みたいな顔色で、アステルは語尾を荒くする。ルカは笑って肩をすくめる。


    「おう、来い来い。ベオウルフ売った金がまだまだあるから、食い物には困らねーぞ。その代わり、ヤバくなったら働いてもらうけどな」


    　そう告げると、アステルはわざとらしくため息をついて、いかにも渋々といった感じで苦い顔を持ち上げた。


    「まったく、しょうがないわねえ。そこまで言うならついていってあげてもいいけど。あたしだってヴィヴィの尻尾掴まなきゃいけないし」


    　するとミズキが横合いから顔を出して、アステルの手の甲を示す。


    「前から気になってたんだけどさ。この数字ってどういう意味？」


    　アステルの手の甲には「２５２８」の文字が蒼あおく浮き出ていた。アステルは黙ってその数字を見つめて、顔を上げる。


    「その日のあたしの摂取カロリー数。毎日表示されるの。便利でしょ」


    「へー。変なの」


    「なんでもいいからさっさと行こうよ。せっかくヴィヴィの手がかりが掴めたっていうなら早く行ったほうがいいでしょ。てなわけで、はい、出発！」


    　アステルは高らかに宣言して、勝手に何処いずこへかを目指して歩いていく。ルカとミズキは顔を見合わせてから、アステルの背中についていく。


    「どこ行く気だよ。まずは馬車か馬、手に入れねーと」


    「おれ、自分の機械兵が欲しい！　作業用の安いやつなら、ベオウルフ売った金で買えると思うんだよねー」


    　おのおの希望をのたまいながら、三人は旅の支度を調えるためシティの中心街へ爪つま先さきをむけた。


    



    　†††


    



    　ラランディア宮殿五階の自室にて、凱がい旋せん式を終え、部屋着に着替えた王女ファニアはひとり大きな窓の前に佇たたずんでいた。


    　窓を開けると、ラランディア市街地の夜景が一望できる。


    　幾千のガス灯のまたたきと星空が混じり合い、闇に濃淡を描き出す。戦勝に沸き立ち、飲み騒ぐ市民のすがたが見えるかのよう。今宵一晩、市街地はお祭り騒ぎだろう。


    　ファニア自身も貴族や民衆からあまたの称賛を浴び、珍しく王から直々に褒め言葉をいただいた。だがしかし、どれほど称賛や歓声を受けても、心は空しいままだ。


    　──許して、ルカ、アステル、ミズキ……。


    　──あなたたちに報いるどころか、守ってあげることもできなかった……。


    　無力さが悔しさに変わる。今回の戦役の最殊しゆ勲くん者ルカ・バルカに対して、貴族諸侯は反発で彼に報いた。


    　彼の顔に殺人犯の入れ墨があることが、幾多の貴族の嫌悪を買った。放免囚を叙じよ勲くんするなどもってのほか、ガルメンディア王の名誉に関わる。それに幾多の協定違反を犯したそうじゃないか。拷問されたニコラ男爵からはルカの身柄の引き渡しを要求されているぞ。そんな非道な男と王女はふたりきりで二晩をともにしたとか。なにもなかったはずはない。現にヴェガの肩でふたりは抱き合っていたそうだ。王女が放免囚と人前で抱き合うなど言語道断。王女の肉体を検査すべきだ。でなければ将来の婚姻後、国際問題となるかもしれない……。


    　そんな悪意ある噂うわさがまたたくまに宮廷中を駆け巡り、ファニアが講和条約を締結するころには王女と前科者がふたりきりの逃避行をつづけたことを知らぬ貴族はいなかった。


    　噂の出どころは、ファニアの叔父、クラウディオ枢すう機き卿けいを次期王に推す一派だった。彼らにかかれば真実などいくらでもねじ曲げられ、歪ゆがめて伝えられる。王女がルカをかばうほど、あらぬ噂は真実味を増すばかり、クラウディオ派はますます勢いづいて、王女のふしだらさを糾きゆう弾だんした。ついには王から人づてに、ルカを擁よう護ごしないよう言い渡されて、ファニアは万策尽きた。


    　側近によれば、ルカは自分から近衛このえ連隊を去ることを選んだのだという。ファニアに迷惑をかけることが辛つらかったらしい。申し訳なくて、ファニアはなんと言ってルカに謝ればいいのかわからない。


    　アステルがミカエルを操縦していた件について問いただしてきたのも枢機卿派だ。そしてそれは事実であり、露見したならアステルの命も危険にさらされる。ファニアはアステルの安全のために、泣く泣く彼女を自分の侍女に取り立てることを諦あきらめた。


    　──わたしは最低だ……。


    　ファニアは窓を閉めて、窓に映る自分へ語りかける。


    　──彼らに助けられながら、恩を仇あだで報いた……。


    　自分を責める言葉が止まない。


    　いたたまれなくて、クローゼットに歩み寄り、たくさんの衣装の奥に隠した、汚れた上着を手に取った。


    　ルカが毛布代わりにとファニアにくれた、ガルメンディア近衛このえ兵の上着だった。カルナタカの決戦で味方を鼓舞する際、ファニアが着ていたものだ。誰にもバレないようにこっそり荷物の奥にしまいこみ、こうして大切に保存してある。


    　ファニアはルカの上着を胸に抱きしめて、顔を埋めた。


    「ごめんなさい、ルカ……」


    　彼の上着に詫びた。


    「わたしを許さなくていいから……」


    　ここにいないルカを抱きとめるように、心からファニアは詫びることしかできない。


    　抱きしめた上着から、あの洞どう窟くつの夜の記憶が舞い戻ってくる。


    　彼にすがりつき、互いの体温で越えた森の一夜。


    　そして──あの夢も。


    『王女ファニアを処刑せよ』『王女の血をギロチン台に吸わせるのだ』


    　数万人のみすぼらしい兵士が叫ぶ、革命の歌。


    　ベオウルフにまたがって長い黒マントを翻ひるがえし、魔王みたいに紅の双そう眸ぼうを光らせる青年ルカ・バルカ。


    『きみの思いどおりにはさせない、ファニア』


    『きみの王国を破壊してやる』


    　夢のなかのルカの言葉が生々しく、ファニアの内に鳴り響く。


    『わたしは王政を守ります、ルカ・バルカ』


    　そしてそれに応えた、未来のファニア・ガルメンディア。


    　──ただの夢……。それなのに。


    　脳裏から消えない。野蛮な歌声、見たこともない兵士の兵装、鼻につく彼らの体臭、血にまみれた農具。あらゆる点において細部まで、現実に遜そん色しよくのない光景だった。


    　──あれが未来なのでは。


    　──わたしとルカはいつか、革命という場で対たい峙じするのでは。


    「そんなわけが」


    　否定する言葉に力がこもらない。代わりに、心が勝手にささやく。


    　──いつか殺し合うために巡り会った。


    「違う」


    　──ルカはわたしの玉座を目がけ、這はい上がってくる。


    　──革命の剣を手に。


    　──やがて災厄の魔王として、わたしの前に現れる……。


    「なんの根拠もない」


    　ファニアは心の声を打ち消して、ルカの上着に頬ほおを寄せた。なぜか涙があふれてくる。この涙の意味がわからない。どうしてわたしは泣いているのか。


    　その問いに、ファニアの心が答えた。


    



    　──愛したひとと殺し合う定めだから。


    



    　†††


    



    「うっしゃ、出発!!」


    　シティで旅の準備を整えて、ルカとミズキとアステルはレオカディオ繋けい留りゆう塔とうを目指し、二頭のロバの牽ひく荷馬車に乗って旅立った。


    「うわー、おっせー」


    　御者台のミズキが楽しそうに文句を垂れながら、二頭の老いたロバに手た綱づなを入れる。歩いたほうが速いくらい、のんびりした歩みだ。がたがた揺れる荷車には、寝床兼ロバ用の藁わらが分厚く敷いてある。


    　ルカとアステルはふたり並んで藁の寝床に横たわり、腕枕して星空を見上げる。


    「快適だぜ、ミズキー。こういう乗り物も悪くねーなー」

  


  [image: ]


  
    　じゃんけんに負けて御者台に座ったミズキを揶や揄ゆしながら、ルカは満天の星を仰あおぐ。いまごろ宮殿のどこかでファニアも同じ星を見ている、そんな気がした。


    「やっぱなんだかんだであたし、クリームパン好きだなあ。おいしいもん」


    　買ってきたクリームパンをむしゃむしゃ食べながら、アステルも腕枕して星を見上げる。


    「おれも一個くれー」


    「ん」


    　紙袋の口をむけ、ルカに一個あげて、アステルは自分の右手の甲を見やる。


    「２５２８」の文字は、夜の暗闇でもはっきり浮き立つ。


    「それってカロリー表示のくせに、パン食っても変化ねーな。壊れてんじゃねえの？」


    　ルカが鋭いことを言う。


    「そんな細かいことどうでもいいでしょ？　あんたはヴィヴィを捜すこと考えなさい」


    　適当にルカをいなして、クリームパンを食べながら、アステルは物思いにふけった。


    　──あたしの寿命は、あと二五二八日。それまでにミカエルを乗りこなしてやる。


    　──そうじゃないと、なんか、納得いかないから。


    　残された日を無目的に浪費したくない。せめてなんらかの意味のある七年間にしたい。だからヴィヴィ・レインを見つけよう。そしてミカエルを乗りこなそう。そしたらきっと、ちょっとは自分に納得できる。自分が生きたことに意味があったと思いながら、この世界から消えていくことができる……。


    



    　その傍かたわら、ルカもまた胸の底に決意を流しながら、クリームパンを片手に星空を見ていた。


    　──五年経って、やっと手がかりらしい手がかりを得られた。


    　──報酬はなんにも出なかったけど、ま、プラスマイナスゼロってことで。


    　あれだけがんばって王女の身を守り、さらには負けるはずの戦役を逆転勝利へ導いたというのに叙じよ勲くんも恩賞もなにもなく、それどころか職を失ったけれど、その代わり、ヴィヴィ・レインの情報を得ることができた。それだけでいいじゃないか、とルカは自分を慰める。


    　それに、アステルもよく知れば、そんなに悪いやつじゃない。


    　傲ごう慢まんだしふてぶてしいし口は悪いし食事は十人前をたいらげるが、まあ、近くにいて苦痛を感じるほどでもない。それに黙っていればシルフィに似てるし。


    　傍らのアステルの横顔が、いつしか、幻影のシルフィに置き換わった。


    　忘れえぬ笑顔と、最後の言葉が記憶の保存庫から立ち上がってくる。


    『ヴィヴィが見つかったら世界を変えられるよ』


    『弱いひとや、貧しいひと、身分の低いひとが踏まれない世界に、お兄ちゃんが変えるの』


    　あの願いにどんな意味があるのか、いまだにわからない。けれどルカには見えていないものが、あのときのシルフィには見えていたのかもしれない。根拠なんてなにもないが、なんとなく、そんなふうに思っている。


    『約束して。ヴィヴィ・レインを見つけるって。この世界をよくするって』


    　幻影のシルフィへ、ルカはうなずく。


    　何年かかるかわからないけど。何十年もかかるかもしれないけど。もしかして死ぬまで見つからないかもしれないけど。


    　──でも、おれはこれからもずっとヴィヴィ・レインを捜そう。


    　──世界をよくするとか興味ないけど、シルフィと約束したから。


    　星空へ、ルカは誓った。


    　──天国で見ててくれ。必ずヴィヴィ・レインを見つけるよ。


    　星に透けたシルフィが、笑ってくれた気がした。


    　ルカは星の幔まん幕まくへ微ほほ笑えみを返して、荷台の揺れに身を任せた。


    



    　†††


    



    　レオカディオ繋けい留りゆう塔とう、最頂部。


    　裾へむかってわずかに膨らむ、長細い円えん錐すい形の塔の頂上は、平べったい円形の中心から大きな柱が一本突き出て、四隻のエデン飛空艦艇が上下互い違いに機首を柱にくっつけて繋留されていた。


    　その柱を取り巻くようにして、空港施設が建ち並んでいる。管制塔があり、整備場があり、貨物を収める倉庫群があり、庁舎があった。


    　魔女アナスタシアの私室は、庁舎の西の一角にあった。


    　赤と黒で統一した内装に香炉を焚たきしめ、時代がかった執務机に水晶を置き、羽根ペンを片手にジュデッカ語で羊皮紙に書き物をしていたアナスタシアは、窓を叩く音に気づいてふと顔を上げた。


    「帰ってきたかね」


    　立ち上がって、装飾窓をあける。すると真っ白なフクロウが当たり前のように窓をくぐって室内へ飛び込み、執務机の水晶にかぎ爪を立てて留まった。


    「ご苦労さま。楽しいものを見せてくれるのじゃろう？」


    　アナスタシアの問いかけに、ホー、とひとこと答えてからフクロウは目を閉じた。


    　すると──。


    　フクロウが留まっている水晶のうちに、なにやら映像が浮かび上がってくる。


    　アナスタシアは目を細め、今度は彼女が「ほう」と感嘆の声を発する。


    「これはこれは」


    　水晶に映っているのは、粗末な宿屋の一室だった。


    　窓から室内を覗のぞき込むかたちで映り込んでいるのは、擲てき弾だんを改造しているらしいルカ、ミズキ、アステル、ファニアの四人だった。


    　アナスタシアは息を呑のんで、その四人に見とれる。


    　つづけて水彩画が溶けあうように、新たな光景が水晶に映し出される。


    　ヴェガ型機械兵の肩に立って、抱き合っているルカとファニアだった。そして頭部ハッチから上体を突き出してにやにやしているアステルとミズキ。


    　アナスタシアはあんぐりと口をあけて、その四人を鳥の視点から眺めた。


    「しかしまあ、運命というのは面白いものよのう……」


    　そんな感嘆の声をあげて、水晶に映った四人を観察する。


    　ルカ、ファニア、アステル、ミズキ。


    　そのうちのひとりに、魔女アナスタシアは届かない言葉を贈った。


    



    「その三人がおんしの仲間か、ヴィヴィ・レイン」
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